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おことわり

（1） 本マニュアルの内容の一部または全部を無断で複写、複製、転載することを禁じます。

（2） 本マニュアルの内容に関しては、改良のため予告なしに仕様などを変更することがありま

すので、予めご了承ください。

（3） 本マニュアルの内容に関しては万全を期しておりますが、万一ご不審な点や誤りなどお気
付きのことがありましたら、お手数ですが巻末記載の弊社支店または営業所までご連絡く

ださい。その際、巻末記載のマニュアルNo.も併せてお知らせください。

著作権・商標について

• PC-9800シリーズは、日本電気株式会社の製品です。　

• その他、本文中に掲載しているシステム名および製品名は、それぞれ各社の商標または登録
商標です。　
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このたびは、プログラマブルコントローラ  SYSMAC C200HSをお買い
上げいただきまして、ありがとうございます。

C200HSは、弊社の高度な制御技術と豊富な経験に基づいて開発された小
型で、高機能なプログラマブルコントローラです。

本書は、C200HSを有効に活用するためのプログラムの作成方法や、プロ
グラム作成に必要な情報を説明しています。C200HSを正しくご使用いた
だくために、本書ならびに関連マニュアルをよくお読みください。

対象となる読者の方々
このマニュアルは、次の方を対象に記述しています。

電気の知識（電気工事士あるいは同等の知識）および、プログラマブルコ
ントローラを使用したプログラム作成についての基礎知識を有する方で
・FA機器の導入を担当される方
・FAシステムを設計される方
・FA現場を管理される方

お願い
・このマニュアルに記載されている内容の範囲内でお使いください。

・本マニュアルに記載のない条件や環境での使用、および原子力制御・鉄
道・航空施設・車両・燃焼装置・医療機器・娯楽機械・安全機器、その
他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に安全性が要求される
用途への使用をご検討の場合は、定格・性能に対し余裕を持った使い方
やフェールセーフ等の安全対策へのご配慮をいただくとともに、当社営
業担当者までご相談いただき仕様書等による確認をお願いします。

・このユーザーズマニュアルは、サポートソフトを使用する上で、必要な
情報を記載しています。お使いになる前に、この導入編ならびに関連マ
ニュアルをよく読んで、十分に理解してください。
また、お読みになった後もこのマニュアルは大切に保管して、いつも手
元においてお使いください。

海外でのご使用について
本製品のうち、外国為替および外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対
象貨物（または技術）に該当するものを輸出（または非居住者に提供）する場
合は同法に基づく輸出許可、承認（または役務取引許可）が必要です。

はじめに
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安全上のご注意

このユーザーズマニュアルでは、サポートソフト、FIT20、およびその周
辺器機を安全に使用していただくために、注意事項を次のような表示と図
記号で示しています。
ここで示した注意事項は、安全に関する重大な内容を記載しています。必
ず守ってください。

表示と意味は次のとおりです。

誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷

を負う可能性が想定される内容を示します。

誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、

物的損害の発生が想定される内容を示します。

図記号の例
△記号は、注意（警告を含む）を意味しています。
具体的な内容は、△の中と文章で示します。
左図の場合は、「感電注意」を表します。

記号は、禁止を意味しています。
具体的な内容は、 の中と文章で示します。
左図の場合は、「分解禁止」を表します。

●記号は、強制を意味しています。
具体的な内容は、●の中と文章で示します。
左図の場合は、「一般的な強制事項」を表します。

警告

注意
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警告

通電中は、ユニットを分解しないでください。

感電の恐れがあります。

通電中は、端子に触れないでください。

感電の恐れがあります。

プログラマブルコントローラ（PC）の故障や外部要因による異常が発生した場合

も、システム全体が安全側に働くように、PCの外部で安全対策を施してください。

異常動作により、重大な事故につながる恐れがあります。

（1） 非常停止回路、インターロック回路、リミット回路など、安全保護に関する回

路は、必ずPC外部の制御回路で構成してください。

（2）PCは、自己診断機能で異常を検出したときや、運転停止故障診断（FALS）命

令を実行したとき、運転を停止して全出力をOFFにします。

このとき、システムが安全側に動作するよう、PC外部で対策を施してください。

（3）出力リレーの溶着や焼損、出力トランジスタの破壊などによって、PCの出力が

ONまたはOFFになったままになることがあります。

このとき、システムが安全側に動作するよう、PC外部で対策を施してください。

（4）PCのDC24V出力（サービス電源）が過負荷の状態または短絡されると、電圧

が降下し、出力はOFFとなることがあります。

このとき、システムが安全側に動作するよう、PC外部で対策を施してください。

注意

AC電源の端子のねじは、本マニュアルで指定した規定トルクで締めてください。

ねじが緩むと発火および誤動作の恐れがあります。

サイクルタイムが延びても影響がないことを確認してから、オンラインエディット

をしてください。

入力信号を読み取れないことがあります。

他ノードへプログラムを転送するときや、I／Oメモリを変更するときは、変更先

ノードの安全を確認してから行ってください。

装置や機械が想定外の動作をする恐れがあります。
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プログラマブルコントローラを使用する際は、次のことにご注意ください。

  • 信号線の断線、瞬時停電による異常信号などに備えて、ご使用者側で
フェールセーフ対策を施してください。

  • 安全のために、インターロック回路、リミット回路などを、必ずPCの
外部回路に組んでください。

  • 外部配線の短絡に備えて、ブレーカなどの安全対策を施してください。
  • PCの取り付けねじ、端子台のねじ、ケーブルのねじは、本マニュアル

で示した規定トルクで締めてください。
  • 端子台を十分に確認してから装着してください。
  • 本マニュアルで指定した電源電圧で使用してください。
  • 電源事情が悪い場所では特に、定格の電圧（や周波数）の電源が供給で

きるようにしてご使用ください。
  • 配線は圧着端子を付けてください。撚り合わせただけの電線を直接、

端子台に接続しないでください。
  • ユニット上面の防塵ラベルは、付けたまま配線してください。
  • 配線後は、放熱のため必ずラベルを外してください。
  • 入力ユニットは、定格入力電圧を超える電圧を印加しないでください。
  • 出力ユニットは、最大開閉能力を超える電圧を印加および負荷の接続をし

ないでください。
  • 据え付け工事の際には、必ずD種接地（第3種接地）をしてください。
  • 作成したユーザープログラムは、十分な動作確認を行った後、本運転

に移行してください。
  • 運転開始の前に、ディップスイッチやデータメモリが正しく設定され

ていることを確認してください。
  • 端子台、メモリユニット、増設ケーブルなどロック機構のあるもの

は、必ずロックしていることを確認してからご使用ください。
  • 配線を十分に確認してから通電してください。
  • 耐電圧試験は、機能接地端子を外して行ってください。
  • 次の操作は、設備に影響がないかを確認した上で行ってください。

・PC本体の動作モードの切り替え
・接点の強制セット／リセット
・現在値や設定値の変更

  • 次のことを行うときは、PC本体の電源をOFFにしてください。
・電源ユニット、I／Oユニットなどの各種ユニット、CPUユニッ
ト、メモリカセットを着脱するとき

・装置を組み立てるとき
・ディップスイッチやロータリスイッチを設定するとき
・ケーブルを接続、配線するとき
・コネクタを取り付けたり、取り外したりするとき

  • 運転再開に必要なデータメモリ（DM）や保持リレーの内容は、交換した
CPUユニットに転送してから、運転を再開してください。

  • 本製品を分解して修理や改造はしないでください。
  • ケーブルの上に重いものを載せたり、ケーブルを無理に曲げたり、

引っ張ったりしないでください。断線する恐れがあります。
  • 部品を交換する際は、必ず定格が正しいことを確認した上で交換して

ください。
  • 接地された金属に触るなどして人体の静電気を放電させてから、ユ

ニットに触れてください。

使用上のお願い
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正しい使い方

●本マニュアルに示す通り、正しく設置してください。

●次のような環境には設置しないでください。
・日光が直接当たる場所
・周囲温度や相対湿度が仕様値の範囲を超える場所
・温度の変化が急激で結露するような場所
・腐食性ガス、可燃性ガスのある場所
・ちり、ほこり、塩分、鉄粉が多い場所
・水、油、薬品などの飛沫がかかる場所
・本体に直接振動や衝撃が伝わる場所

●次のような場所で使用する際は、遮蔽対策を十分に行ってください。
・静電気などによるノイズが発生する場所
・強い電界や磁界が生じる場所
・放射能を被曝する恐れのある場所
・電源線が近くを通る場所

マニュアル改訂記号は、裏表紙の左下に記載されているマニュアル番号の
後に付記されます。

マニュアル番号 SBCC - 551G
▲

改訂記号

マニュアル改訂履歴

改訂ページ・内容
初版印刷
C200HS通信機能対応による全面改定
B7Aインタフェースユニット（グループ2タイプ）追加、他による改訂
1.10、1.12、6.54、資.12、資.29、資.33、資.34、資36、資50
説明追加による改訂、安全に関するご注意の追記
1.10、4.18、4.22、6.23、6.33、6.43、資.39、資.42、資.57

安全に関するご注意の追記、EC指令対応、ユニット形式変更による改訂
3～7、1.2、1.3、4.3

安全に関するご注意の追記、ユニット形式追加による改訂
2～6、資.5、資.33
説明追加による改訂
4～7、2.1、4.16、4.17、4.22、6.43～6.46

改訂記号
―
B

C

D

E

F

G

改訂日
1993年10月
1994年 6月

1994年12月

1995年 7月

1997年 7月

1999年 4月

2000年 6月
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SYSMAC C200HSマニュアル構成

【プログラミングマニュアル】（SBCC-551）
本書です。C200HSを制御するプログラムの作成方法やコマンドの使い方
について説明しています。基本的なプログラミングから応用テクニックま
でを解説しています。プログラミングの前に、必ずお読みください。

【セットアップマニュアル】（SBCC-550）
C200HSのシステム構成、組み立ておよび設置、基本的な取り扱い方法に
ついて説明しています。C200HSをセットアップする前に、必ずお読みく
ださい。

【コマンドマニュアル】（SBCC-538）
SYSMAC C シリーズで共通に使用できるコマンドを、コマンド名のアル
ファベット順に解説しています。プログラムを作成するとき、必要に応じ
てお読みください。

●サポートツールのマニュアル構成
・CX-Programmer
　【CX-Programmer　オペレーションマニュアル】 (SBCA-305)

・SYSMACサポートソフト
　【SYSMACサポートソフト　導入編】 (SCCC-316)
　【SYSMACサポートソフト　C解説編】 (SCCC-317)
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2.2

ラダーサポートソフトは、あらかじめツールにインストー
ルしてください。

参考�

インストールの方法や、ラ

ダーサポートソフトの詳し

い使い方は、ラダーサポー

トソフトの『導入編』と『解

説編』を参照してください。

読出�書込� ｽﾄｱ� NOT FUN（）�

ﾌ ﾛ゚ｸ゙ ﾗﾐﾝｸﾞ� D　M I/Oﾃｰﾌﾞﾙ�拡張機能�ｼｽﾃﾑ設定�ﾌｧｲﾙ管理�一　覧�

00000

K：P　　C　　機　　種�
【　シ　ス　テ　ム　設　定　　Ver　6.00　　　　　　】�

(C1000H　)
G：P　　C　　号　　機�(00)
N：ﾈｯﾄﾜｰｸNo.ﾉｰﾄﾞNo. (ﾈｯﾄ000) (ﾉｰﾄﾞ001) (BIN　)
D：データドライブ� (A)
C：P C 通 信 仕 様� (上位ﾘﾝｸ) (RS232C) (9600)
O：出力接点コメント� (注釈文　)
P：プ リ ン タ 機種� (PR201H　　)
R：ROMライタ　通信速度�(9600)

S：SYSWAY設定� (INT5) (DO)
U：I/Oﾃｰﾌﾞﾙ　UM転送� (　　　　)

M：MS-DOSに戻る�

T：CRTタイプ� (カラー　)

(　　　　　　)
(　　　　　　　　)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

参 照�

2-1

基本操作と初期画面
C200HSでは、ラダーサポートソフトを使ってプログラミングできます。こ
の章では、ラダーサポートソフトの操作方法の一例を説明しています。

この章でのキー表示や操作説明は、パソコンを例に説明しています。

キー操作の見方

o ＋ %・・・・・ oを押しながら %を押します。
h N ・・・・・ hを押してから Nを押します。
zxvc ・・・・・ カーソルを指定の位置へ移動します。
r ・・・・・ リターン（改行）キーを押します。

初期画面

ポイント�

C200HSでSYSMAC LINK

を使用する場合、ツール

はFIT10、FIT20を使用し

てください。パソコン

(PC-98シリーズ)のラダー

サポートソフトは使用で

きません。

また、FIT10､FIT20のサ

ポートソフトは以下の

バージョンを使用してく

ださい。

ラダーパック10Ver6.10以降

（形FIT10-MF101-V6)

ラダーパック20Ver3.10以降

（形FIT20-MF101-V3)

本書の読み方

本書に出てくる記号や表記には、次のような意味があります。

ポイント：操作するときに知ってお
くと便利な情報が記載さ
れています。

参照： 関連する事項の参照ペー
ジや参照する他のマニュ
アルについて記載してい
ます。

参考： 操作するときの制限事項
や補足情報を記載してい
ます。

キー表示： ツール（パソコン、
FIT）から入力する
キーを示していま
す。

お願い：操作するときに守って
いただきたいお願いと
注意事項について説明
しています。

5.2

C200HS用のラダーサポートソフト以外で作成した
データが保存されているメモリカセットを、C200HSに装着すると、本
体の正常動作は保証できません。取り扱いには十分ご注意ください。
また、C200HS上でEEPROMのデータを作成してください。

C200HSの電源がONになっているときに、メモリカセットを着脱し
ないでください。

ユーザメモリ(UM) 領域とは

ラダープログラム、固定

DM(PCシステム設定領

域など)、拡張固定DM、

I / Oコメント領域、I /O

テーブル、UMエリア配置

情報

I/Oメモリ領域とは

入出力リレー、内部補助

リレー、特殊補助リレー、

リンクリレー、保持リ

レー、補助記憶リレー、タ

イマ/カウンタ現在値、

DM0000～DM6143

ポイント�

ポイント�

メモリカセットはオプ

ションです。

メモリカセットは、ユーザプログラムの保存用として使用します。

ユーザプログラム以外に、PCシステム設定、DM、I/Oコメント、および各種
リレーの情報が保存できます。

C200HSには、ユーザが使用できるメモリ(RAM)が標準で実装されていま
す。通常は、メモリカセットがなくても、このメモリを使用してプログラム
の作成ができます。

●メモリカセットの機能

メモリカセットには、次の機能があります。

•ユーザメモリ(UM)領域内のデータの保存/読み出し/照合

C200HSの電源スイッチON時に、メモリカセットの内容を自動的に
読み込む設定もできます。

•I/Oメモリ領域内のデータの保存/読み出し

5-1

メモリカセットとは

�お願い�
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5.6

参 照�

メモリカセットの内容を書き換えたくないときには、
C200HSの電源スイッチをOFFし、メモリカセットのSW1をONに設
定してください。書き込みを実行しても、メモリカセットの内容は書
き換りません。

メモリカセットへの書き込み

１C200HSの電源を入れる前に、メモリカセットのSW1がOFF（書き

込み可）に設定されていることを確認します。

２C200HSの電源スイッチをONし、プログラムの作成、またはデータ

ディスクからプログラムを読み出します。

３C200HSの動作モードを「プログラムモード」にします。

４ツール、またはプロコンを使って、特殊補助リレー27000をON(1)に

します。

C200HSからメモリカセットにデータが書き込まれます。完了する

と、27000は自動的にOFF(0)します。

EPROMタイプのメモリカ

セットへの書き込み方法

は、ラダーサポートソフト

の『解説編』を参照してくだ

さい。

ここでは、ユーザメモリ領域のデータを、EEPROMタイプのメモリカセット
に書き込む方法を説明しています。

EPROMタイプのメモリカセットへのデータの書き込みは、
ツールで行います。FIT10以外はROMライタが必要です。

5-3

ユーザメモリ領域の書き込み/読み出し

�お願い�

参考�

番号：操作手順の番号を示します。

画面： プログラミングコンソー
ル（プロコン）の画面表示
を示しています。

キー表示： プロコンから入力す
るキーを示していま
す。

プログラムを読み出す

8.22

ポイント�

運転�モニタ�プログラム�

00000 00001
TIM
000

12.3S

00100
00200

アドレス

00200
00201
00202

00203
00204

命令

LD
AND
TIM

LD
OUT

データ

00000
00001

＃ 000
0123
00100
00200

アドレスを設定します。

クリア�

0A2C 0A

●操作と説明

運転/モニタモード時は導通

モニタとなり、接点のON/

OFF状態を表示します。

または で現在アドレスのプログラムデータ
を読み出します。

指定アドレスのプログラムデータを表示しているとき
に、次のアドレスを見る場合は以下のようにキーを操作
します。
① により設定したアドレス+1のデータを表示し
ます。（データ・リード・インクリメント）

② により設定したアドレス－1のデータを表示し
ます。（データ・リード・デクリメント）

③ 、 を押し続けると連続してアドレスを増
減します。

ユーザーメモリの内容を読み出します。
運転/モニタモード時は導通モニタとなり、接点のON/OFF状態を表示します。

●プログラム例とコーディング

０００００

００２００

００２００ヨミタ゛シ
ＬＤ　　　　　　　　０００００

００２０１ヨミタ゛シ
ＡＮＤ　　　　　　　００００１

００２０２ヨミタ゛シ
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００

００２０１ヨミタ゛シ
ＡＮＤ　　　　　　　００００１

8-6

プログラムを読み出す

プログラマブルコントローラのモード：
操作できるプログラマブルコン
トローラのモードです。×印の
付いているモードでは操作でき
ません。
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本書は、以下の４部と資料で構成されています。

第１部　入門編
第２部　活用編
第３部　プロコンの操作編
第４部　C200HSのエラー
第５部 上位リンクコマンドと資料

初めてプログラムを作成される方は、第１部の入門編からお読みくださ
い。すでにプログラマブルコントローラC200Hをご使用のユーザは、第
２部の活用編からお読みください。

また、本書はラダーサポートソフトを使ってプログラミングすることを前
提にしています。したがって、第１部と第２部で説明されている操作は、
ツール（パソコン、またはFIT）からの操作になります。プログラミングコ
ンソール（プロコン）をご使用になるユーザは、第３部の「プロコンの操作
編」をお読みください。

第１部　入門編
初めてプログラムを作成する人のために、プログラム作成の基礎知識を説
明しています。

第２部　活用編
プログラマブルコントローラC200HSに追加された機能と、応用プログラ
ムを説明しています。

第３部　プロコンの操作編
C200HSとプロコンの接続、起動、プロコンを使ったプログラムの入力方
法を説明しています。

第４部　C200HSのエラー
ラダーサポートソフトと、プロコンの操作上のエラー、プログラミングす
るときのエラー、C200HSのエラーとその対処方法を説明しています。

第５部 上位リンクコマンドと資料
C200HSを理解する上で必要な情報を載せています。また、各種のコーディ
ングシートを添付していますので、必要分をコピーしてお使いください。
また、CPU21／23／31／33で追加された上位リンクコマンドも説明して
います。

本書の構成
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プログラム作成のための基礎知識

プログラムを作成する上での基礎知識や注意点について述べています。
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入門編
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1.2

形C200HS-CPU□□は形

C200H-CPU□□をベース

に、機能や性能の向上を図

りました。　

ポイント�

プログラマブルコントローラC200HSの機能、特長を説明します。

1-1

C200HSの機能概要

L2/N

L1

100-240�
VAC
� �

 100-120�
CLOSE�
200-240�
OPEN

LG

GR

24VDC�
0.3�
OUTPUT

RUN�
OUTPUT�
250VAC�
24VDC�
2A

+

実行時間は使用条件によ

り異なります。

ポイント�

メモリカセット：EEPROM

形C200HS-ME16K

C200HS-MP16K

27512
27256

O
F
F

O
N

S
W
1

OFF SW1 ON

C200HS-ME 16K

メモリカセット：EPROM

形C200HS-MP16K

●C200HS CPUユニットの形式
形C200HS-CPU01    ：AC電源
形C200HS-CPU01-C ：AC電源
形C200HS-CPU03    ：DC電源
形C200HS-CPU31    ：AC電源
形C200HS-CPU33    ：DC電源
形C200HS-CPU21    ：AC電源
形C200HS-CPU21-C ：AC電源
形C200HS-CPU23    ：DC電源

形C200HS-CPU01-C/CPU03/CPU21-CはEC指令適合品です。

●プログラム容量の増大

16Kワード(RAM)の内蔵メモリを標準装備し、プログラム容量を実質
15.2Kワードにアップしています。またオプションでメモリカセットが装
着可能です。ユーザープログラムの保存などのために、2種類のタイプのメ
モリカセット(16Kワード)を用意しました。

●データメモリ、内部リレーの拡充

データメモリの容量を6Kワードに拡大しました。さらに高機能I/Oユニッ
トの初期値データ設定などに使用できる拡張固定DMを最大3Kワードまで
拡張できます。入出力リレーや補助リレーを従来の000CH～255CHに加
えて、256～511CHを新たに確保しました。

●実行時間の向上

基本命令では、これまでの1/2(0.375μs)、応用命令では約1/3から1/8の
速さで処理します。また、共通処理時間は、これまでの約1/4(0.7ms)に高速
化しました。
　　　　　　　

SYSNET、SYSMAC LINK対応
＋RS-232Cポート内蔵

RS-232Cポート内蔵



1.3

1-1 C200HSの機能概要

●豊富な応用命令

225種の応用命令（CPU31/33は229種）で、高度なプログラミングができ
ます。とくに、コンビニ命令やマクロ機能を追加したことによって、プログ
ラム作成がさらに容易になりました。

●余裕のI/O点数

CPU装置1台、I/O増設装置2台の3ラックの接続が可能です。　　　　
たとえば、8点I/Oユニットでは240点、16点I/Oユニットでは480点の入出
力点数が使用できます。
さらに、リモートI/Oシステムによって、リモートI/O子局なら最大800点、
光伝送I/Oユニットなら最大512点まで拡張できます。

●豊富な高機能I/Oユニット群

多点入出力、高速カウンタ、位置制御、アナログ入出力、温度センサ、ASCII、
音声、IDセンサ、ファジィ推論、カムポジショナなど、多彩なバリエーション
でシステムを構成できます。

●割り込み機能を拡張

定時割り込み機能を拡張し、1ms単位で設定が可能になりました。また、割
り込み応答時間も最大1ms以内と高速化しました。
割り込み入力ユニットの採用で、最大8個の割り込みサブルーチンを実行で
きます。割り込み応答時間も最大1ms以内で実行します。

●デバッグや保守機能を充実

データトレースや微分モニタなどの機能を追加して、接点やチャネルの状
態や変化をチェックしやすくしました。

●FA用高速ネットワーク　SYSNET/SYSMAC LINKに対応

（形C200HS-CPU31/33）

SYSNETユニット 形C200HS-SNT32
SYSMAC LINKユニット 形C200HW-SLK13/14（光タイプ）

形C200HW-SLK23/24（同軸タイプ）
SEND/RECV命令によって、SYSNET/SYSMAC LINK上のプログラマブ
ルコントローラとのデータ送信／受信が行えます。

●RS-232Cポートを内蔵（形C200HS-CPU21/23/31/33）

CPU内蔵のRS-232Cポートによって、上位リンク通信が行えます。
TXD/RXD命令によって、RS-232C無手順方式の通信が行えます。
リンクリレー（LR）を使用して1：1リンク、またプログラマブルターミナル
（PT）とのNTリンクによって、高速に通信することができます。

C200HS-CPU31/33で

S Y S M A C　L I N Kや

SYSNETユニットを使用

すると、割り込み応答時

間は最大10msとなりま

す。

割り込み入力ユニット

ポイント�

ポイント�

C200HSでSYSMAC LINK

を使用する場合、ツール

はFIT10、FIT20を使用し

てください。パソコン

(PC-98シリーズ)のラダー

サポートソフトは使用で

きません。

また、FIT10､FIT20のサ

ポートソフトは以下の

バージョンを使用してく

ださい。

ラダーパック10Ver6.10以降

（形FIT10-MF101-V6)

ラダーパック20Ver3.10以降

（形FIT20-MF101-V3)
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リレー番号

コイル（負荷）接続線接点母線

回路図（またはシーケンス回路の一部） ラダーチャート

プロコンを使用する人は、

「プロコンの操作」を参照し

てください。

第3部参照

参 照�

スイッチ01

スイッチ00 LED00 00001

00002

00100

プログラムはラダーサポートソフト、またはプログラミングコンソール(プ
ロコン)で作成します。「入門編」では、ラダーサポートソフトを使ってプロ
グラムを作成する方法を説明しています。

プログラマブルコントローラは、ユーザメモリに記憶されているプログラ
ムにしたがって命令を実行します。プログラムの作成基準にしたがって、プ
ログラムを作成してください。

ラダーチャートとは

ラダーチャートは、下図のように回路図から電源部分とマイナス側の配線
を省略して書いたものです。入出力機器（スイッチやランプ）の記号は、ラ
ダーチャート用に置き換えて使います。また、スイッチやランプの名称の代
わりにリレー番号を使います。

ラダーチャートは下図のように、線、記号、数字で構成されています。

1-2

基礎知識

00001

00100
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00001
00000 00001LD00000 00000

00001LD

1回路

1回路

1回路

1回路

プログラム

END(01)

アドレス

ラダーチャート 命令語 プロコンの表示

1-2 基礎知識

データ
命令

プログラムの実行順を示します。

アドレス

リレー番号を示します。

プログラムの命令語の名称を示します。

オペランド（データ） 命令

プログラムを表すラダーチャートは、個々の接点やコイルの集合体です。ア
ドレス00000からENDまでが1つのプログラムです。
プログラムは、回路単位に分割できます。1回路とは、母線を切ったときに分
割できる単位です。

命令語とは

命令語とは、プログラマブルコントローラが実行する命令のことです。ラ
ダーチャートでは、上図のようにシンボルで表示します。プロコンでは、下
図のようにアドレス、命令語の略称、オペランド（データ）で表示します。

プログラムが実行されると、命令語はプログラマブルコントローラが処理
できる機械語に変換されます。ラダーサポートソフトを使用するユーザー
はシンボルを、プロコンを使用するユーザーは、命令語を入力するだけの簡
単な操作になっています。

●接点の場合
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00100 00001 00100OUT
00001

00100OUT

1-2 基礎知識

命令 データ

ラダーチャート 命令語 プロコンの表示

コーディングラダーチャート
OUT

00001
00100

END
END(01)

00000

00001

00002

00001

00100

LD

OUT

END(01)

アドレス� 命令� データ�

LD

ポイント�

アドレス00000からEND命

令までを実行することを、

1スキャンといいます。

１スキャンにかかる時間を

スキャンタイム、またはサ

イクルタイムといいます。

アドレス

●出力の場合

コーディング

コーディングとは、プログラムをラダーチャートで作成するとおりに書く
ことをいいます。プログラマブルコントローラは、コーディングどおりに入
力されたプログラムを記憶します。
簡単なラダーチャートと対応するコーディング表を次に示します。

このラダーチャートは、前述の「命令語とは」にEND命令を追加したものです。
ラダーチャートとコーディング表が一致しているのが分かります。

プログラムの実行

●ラダーサポートソフトでの実行

ラダーサポートソフトでは、プログラムをオフラインで作成します。プログ
ラムはオンライン状態で実行します。

オフラインとは、ツールとプログラマブルコントローラが接続されていな
い状態（ツールとプログラマブルコントローラ間で通信ができない状態）を
いいます。逆にオンラインとは、接続されている状態をいいます。

オンラインのときに、作成したプログラムをプログラマブルコントローラ
に転送して「モニタ」「運転」モードにすると、プログラムの先頭アドレス
00000から順に実行されます。END命令を実行すると、再びプログラムの
先頭アドレスに戻り、繰り返し実行します。
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1-2 基礎知識

0 0 0 0 0 LD  0 0 0 0 0
0 0 0 0 1 AND 0 0 0 0 1
0 0 0 0 2 OUT 0 0 1 0 0
0 0 0 0 3 LD 0 0 0 0 2

0 0 2 0 0 END
　
0 0 2 0 1 LD 0 0 0 0 0

～
～

▼

▼

●２進表示と１６進表示例

2進表示 ０ １ ０ １ １ １ １ １ ０ ０ １ ０ １ ０ １ ０

16進表示 ５ Ｆ ２ Ａ

２3 ２0 ２3 ２0 ２3 ２0 ２3 ２0

LSB（最下位ビット）

00
MSB（最上位ビット）

15

ポイント�

END命令の後にプログラ

ムを書き込んでも実行され

ません。

●プロコンでの実行

プロコンを「モニタ」モード、または「運転」モードにすると、プログラムの先
頭アドレス00000から順に実行します。END命令を実行すると、再び先頭ア
ドレスにもどり、繰り返し実行します。

チャネルデータの表記方法

このマニュアルでは、チャネルデータ（16ビット）を2進数と16進4桁のど
ちらかで表示しています。
16進数では4ビット単位で桁を表示し、各ビットは0～9、A、B、C、D、E、Fの
どれかで表示されます。
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1-3

リレー番号の割り付け

リレー番号はリレーの場所

を示す住所と考えることが

できます。チャネル番号は

○丁目に、ビット番号は○

番地に相当します。

1丁目（1チャネル）は16軒

（16ビット）から構成されて

います。

リレー番号

０　０　１　　０　２

チャネル番号 ビット番号（00～15）

＜例＞

プログラミングの前に、使用するI/Oリレーにリレー番号とチャネル番号を
割り付けておきます。
「資料」の「SYSMAC I/O割り付け表」をご活用ください。入出力リレーの他
に、内部リレーについても説明しています。内部リレーはプログラマブルコ
ントローラが論理的にもっているリレーで、いくつかのリレーが用意され
ています。

リレー番号について

各入出力ユニットの入出力リレーにリレー番号を割り付けます。
リレー番号は5桁で構成され、上位3桁がチャネル番号（ＣＨ）に、下位2桁が
ビット番号に割り当てられています。

リレー番号は重複しないように割り付けてください。

●チャネル番号

チャネル番号は、ベースユニット上のスロットに固定的に割り付けらてい
ます。
入出力ユニットは、ＣＰＵユニット用のスロット以外のどのスロットにも
自由に装着できます。したがって、装着したスロット位置によりチャネル番
号が決まります。

●ビット番号

ビット番号はユニット上のリレー接点に対応しています。例えばビット番
号01は、そのユニットの入力または出力リレーの01番目のリレー接点を表
します。

ポイント�

参考�
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1-3 リレー番号の割り付け

基本入出力と割り込み入力ユニットのチャネル番号は、
ベースユニット上のスロットに固定的に割り付けられます。
多点入出力（グループ2)、高機能I/O、リモートI/Oのチャネル番号は、各
ユニットの設定により、030～231CHに割り付けられます。

参考�

各ユニットのチャネル番号

の割り付けは、「リレー番号

の割り付け」を参照してく

ださい。

資-3 参照

参 照�

リレー番号一覧

入出力リレーは、プログラマブルコントローラの外部入出力端子に対応し
ています。入出力リレーの外に、CPUユニットが論理的にもつ内部リレー、
タイマ／カウンタ、およびデータメモリがあります。
プログラム作成に際しては、これらの内部リレー、タイマ／カウンタやデー
タメモリを理解し、お使いください。
リレー番号一覧表を次に示します。
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機能

ユニットの外部入出力端子に対応するリレーです。

•入出力チャネルとして使用しないリレー番号は、内
部補助リレーとして使用できます。

•多点入出力ユニット（グループ2）、B7Aインタ
フェースユニット（グループ2タイプ）、高機能I/Oユ
ニット、リモートI/O子局上の入出力ユニット､
および伝送I/Oの入出力リレーは、030～231CHに
割り付けられています。
プログラム上でだけ使用できるリレーです。
下記のユニットは除きます。
多点入出力ユニット（グループ2）、B7Aインタ
フェースユニット（グループ2タイプ）、高機能I/Oユ
ニット、リモートI/O子局上の入出力ユニット、
および伝送I/Oの入出力リレーは、030～231CHに
割り付けられています。
特定の機能をもつリレーで、接点としてだけ使用でき
ます。ただし、25100、25207、25209、25211～
25213、25215は出力リレーにも使用できます。

• 236CH …… SYSNETリンク用
• 237～245CH ……{SYSMAC LINK用

SYSNETリンク用
• 247～250CH …… PCリンク用
• 251CH …… リモートI/O用
• 256～268CH …… ペリフェラル
• 269～271CH …… メモリカセット
• 272～275CH …… 異常フラグ
• 277～279CH …… 拡張用
• 290～297CH …… マクロ命令用

上記を使用しないときは、内部補助リレーとして使用
できます。
回路の分岐点でのON/OFF状態を一時記憶するリ
レーです。
電源断時のON/OFF状態を記憶させたいときに使用
するリレーです。

特定の機能をもつリレーです。電源断時のON/OFF
状態を保持します。
•AR00～06CH …… 高機能I/O･上位リンク･

リモートI/O関連
•AR07～15CH …… SYSMAC LINK用
•AR16、17CH …… {SYSMAC LINK用

  SYSNET リンク用
•AR18～21CH …… 時計機能用
•AR07、22CH …… ターミナルモード用
•AR25 …… トレース用
•AR26、27CH …… サイクルタイム表示用

1-3 リレー番号の割り付け

リレー番号一覧

名称

入出力リレー

内部補助
リレーⅠ

内部補助
リレーⅡ

特殊補助
リレーⅠ

特殊補助
リレーⅡ

一時記憶
リレー（TR）

保持
リレー（HR）

補助記憶
リレー（AR）

点数

480点

6、688点

1、024点

8点

1、600点

448点

TR0～7

～ ～

リレー
番号

00000

02915

03000

23515

30000

51115

23600

25507

25600

29915

～～

HR0000

HR9915

AR0000

AR2715

～
～

HR00CH

HR99CH

AR00CH

AR27CH

～
～

～～

～～

チャネル
番号

000CH

029CH

030CH

235CH

300CH

511CH

236CH

255CH

256CH

299CH

～～

D
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1-3 リレー番号の割り付け

リレー番号一覧

機能

• PCリンク／1：1リンクを使用するときに、データ
の入出力用として使用します。

• PCリンク／1：1リンクを使用しないときは、内部
補助リレーとして使用できます。

• タイマ、カウンタ、高速タイマ、積算タイマ、可逆カ
ウンタの番号として使用します。これらの中で同じ
番号を設定することはできません。

• タイマは運転を開始したときにプリセットされ、カ
ウンタは電源断直前のデータを保持します。

• 演算用のデータとシステムに必要なデータを記憶
するメモリです。

• 1ワード当たり16ビットで構成され、ワード単位で
使用します。

• 電源断時もデータを保持します。

• DM6600～6655はPCシステム設定エリアとして
割り当てられますので使用できません。

• 高機能I/Oユニットを使用したとき、DM1000～
1999は専用エリアとなりますので、他の目的には
使用できません。

• DM6000～6030は、異常発生履歴格納エリアとし
て使用しますので、他の目的には使用できません。

• UMエリア配置情報の設定時に必要に応じて領域
を確保します。

• ツールからデータを書き込み、電源断時もデータを
保持することができます。

• 読み出しはXDMR命令をご使用ください。

• PCシステム設定でDM6602に「DMリニアモード」
と設定した場合、DM7000～7999は高機能ユニッ
ト使用時専用エリアになります。

名称

リンク
リレー（LR）

タイマ
/カウンタ
（TIM/CNT）

チャネル
番号

LR00CH

LR63CH

リレー
番号

LR0000

LR6315

TIM/CNT000

TIM/CNT511

DM0000

DM6143

DM6144

DM6655

DM7000

DM9999

(DM)

デ
｜
タ
メ
モ
リ

通常DM
読み出し/
書き込み可

固定DM
読み出し
だけ可

～

～
～

点数

1、024点

512点

6、144
ワード

512ワード

3、000
ワード
（可変）

～
～

～

拡張固定DM
XDMR
命令での
読み出し
だけ可
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1-3 リレー番号の割り付け

エリアには、リレーエリアと拡張リレーエリアの2種類があり、入出力リ
レー、内部補助リレー、特殊補助リレーのエリアが、以下のような順番に配
置されています。

また、内部補助リレーと特殊補助リレーのエリアに、新しくエリアが追加さ
れました。既存のエリアを“Ⅰ”、新規エリアを“Ⅱ”で表現します。

入出力リレーエリア

多点入出力（グループ2）エリア
B7Aインタフェース（グループ2タイプ）エリア

SYSBUSエリア

高機能I/Oエリア

伝送I/Oエリア

システム用に特定の機能が
割り付けられています。

000CH

029CH
030CH

049CH
050CH

099CH
100CH

199CH
200CH

231CH
235CH
236CH

255CH
256CH

299CH
300CH

511CH

リレーエリア

拡張リレーエリア
基本命令で使用時、
命令ワード数や実
行時間が多少増加
します。

リレーエリアと拡張リレーエリアは同一エリアとして扱
うことができません。命令などからエリアを指定するときは、2つのエ
リアにまたがる指定はできません。

参考�

▼
▲

入出力リレーエリア

内部補助リレーⅠエリア

特殊補助リレーⅠエリア

特殊補助リレーⅡエリア

内部補助リレーⅡエリア

▼
▲

▼
▲

▼

▼

▼
▲

▼
▲

▲ ▲

▼

参 照�

多点入出力ユニット（グルー

プ2）、B7Aインタフェース

ユニット（グループ2タイ

プ）、高機能I/Oユニット、リ

モートI/O子局上の入出力ユ

ニット、および伝送I/Oの入

出力リレーの割り付けは、

「リレー番号の割り付け」を

参照してください。 ▲

C

資-3参照
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各ユニットのリレー番号割り付け

C200H/C200HSに使用する基本入出力増設ユニットや拡張ユニットのリ
レー番号の割り付けを次に示します。

接続例とチャネル番号／リレー番号

000
CH

001
CH

002
CH

003
CH

005
CH

004
CH

006
CH

007
CH

008
CH

009
CH

CPU
ユニット

010
CH

011
CH

012
CH

013
CH

015
CH

014
CH

016
CH

017
CH

018
CH

019
CH

I/O電源
ユニット

020
CH

021
CH

022
CH

023
CH

025
CH

024
CH

026
CH

027
CH

028
CH

029
CH

I/O電源
ユニット

CPU装置

I/O増設装置

I/O増設装置

リレー番号は、各チャ
ネル00～15です。

5スロットベースユニット

8スロットベースユニット

10スロットベースユニット

1-3 リレー番号の割り付け

▲
▲

▲
▲

▲

▲

▲

▲

• チャネル番号は、ベースユニットの大きさにより割り付けが異なります。

• 入出力リレーとして使用しないリレー番号は、内部補助リレーとして使用で
きます。

その他の入出力ユニットの

リレー番号割り付けは、「リ

レー番号の割り付け」を参

照してください。

資-3参照

3スロットベースユニット

参 照�
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リレーの補足説明について

は「リレーの補足説明」を参

照してください。

資-2 参照

出力リレーは外部出力装置をＯＮ／ＯＦＦさせるためのリレーです。プロ
グラム上では、この出力リレーのａ接点、ｂ接点を何回でも使用でき、使用
回数に制限はありません。

参 照�

00

01

COM

LED

00

01

COM

00001

00001
(a接点)

(b接点)

00100

00100

00100

LED

(a接点)

(b接点)

入力ユニット

000CH

出力ユニット

001CH

電源

電源

同一リレー番号のａ接点、

ｂ接点の使用回数に制限は

ありません。

ポイント�

1-4
リレーの使い方

リレーの基本的な使い方について説明します。

入出力リレー

入力リレーは外部入力装置の入力条件を取り込むためのリレーです。プロ
グラム上では、入力リレーのａ接点、ｂ接点を何回でも使用でき、使用回数
に制限はありません。

内部補助リレー

内部補助リレーは、プログラム上だけで使用できるリレーです。
外部出力機器をＯN/OFFする必要のないときに使用します。
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1-4 リレーの使い方

00000

00001

00002
03000

03000 00013
00100

03000 00014
00101

03000 00015
00102

00000

00001

00002 00013
00100

00000

00001

00002 00014
00101

00000

00001

00002 00015
00102

内部補助リレー

特殊補助リレーには入力（接点）としてだけ使えるものと、
出力（コイル）としても使えるものがあります。

出力として使えるリレー： 25100、25207～25209、25211～
25213、25215

参考�

ポイント�

• 同一リレー番号の接点、

b接点の使用回数に制限

はありません。

• 特殊補助リレーは特定の

機能を持つリレーです。

●内部補助リレーの使い方

点線の部分は、3つとも同じです。点線内の共通部分を一度内部補助リレー
で設定するとプログラムが簡単になります。

特殊補助リレー

C200HSの動作に関連する特定の機能を割り付けたリレーで、接点として
使用します。

代表的なものとして、異常検出時の表示フラグ、上位リンクのエラーフラ
グ、プログラム上の演算結果フラグなどがあります。
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1-4 リレーの使い方

一時記憶リレー（ＴＲ）

一時記憶リレーは、回路の分岐点でのON/OFF状態を一時的に記憶してお
くリレーです。8つの一時記憶リレーTR0～TR7が用意されています。ニモ
ニックでプログラミングするときだけ使用します。
次の回路では一時記憶リレーが必要です。

TR0

TR1

接点が直結された出力の後段に、
接点のない出力がある

接点が直結された出力が2個以
上ある

分岐後、どの段にも接点がない 分岐後、最後の段にだけ接点がある

TR0～7の使用順や使用回数に制限はありませんが、同一
回路内で、一時記憶リレー番号を重複して使用できません。
一時記憶リレーのON/OFF状態をモニタすることはできません。

参考�

ポイント�

出力分岐の多い回路でイン

ターロック（IL）命令、イン

ターロッククリア（ILC）命

令が使用できない場合など

に使用します。

●一時記憶リレーが不要な回路例
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同一リレー番号のａ接点、

ｂ接点の使用回数に制限は

ありません。

ポイント�

1-4 リレーの使い方

保持リレー（HR）について

は、「リレーの補足説明」を

参照してください。

リンクリレーの使用方法の

詳細については、PCリンク

ユニット『ユーザーズマ

ニュアル』をご覧ください。

資-2参照

参 照�

•タイマ/カウンタ番号の使

用順や、a、b接点の使用回

数に制限はありません。

•タイマ/カウンタの現在値

は、チャネルデータとして

も使用できます。

•タイマ/カウンタの命令

(TIM、TIMH、TTIM、CNT、

CNTR)で同じ番号を重複

して使用することはでき

ません。

ポイント�

保持リレー（HR）、補助記憶リレー（AR）、リンクリレー（LR）

• 保持リレー（HR）は、プログラマブルコントローラ本体の電源がOFFした
ときに、その時点のリレーのON/OFF状態を記憶するリレーです。

• 補助記憶リレー（AR）もプログラマブルコントローラ本体の電源がOFFし
たとき、その時点のリレーのON/OFF状態を記憶します。このリレーには
特定の機能が割り当てられています。

• リンクリレー（LR）は、PCリンクユニット／1：1リンク機能を使用すると
きに、データの入出力用リレーとして使用します。
PCリンクユニット／1：1リンク機能を使用しないときは、内部補助リ
レーとして使用できます。

タイマ/カウンタ（TIM/CNT）

タイマ/カウンタ番号は、タイマ（TIM）、高速タイマ（TIMH）、積算タイマ
(TTIM)、カウンタ（CNT)、可逆カウンタ（CNTR)命令で使用します。

• CNT10とTIM10のように、同じ番号の二重使用はできません。

• タイマ/高速タイマの現在値は、運転を開始したとき、およびIL－ILC命令
内でのIL条件がOFFしたときにプリセットされます。

• カウンタ/可逆カウンタの現在値は、上記の条件のときもデータを保持し
ます。

データメモリ（DM）

データメモリはリレーではありません。データを1ワード（16ビット）単位
で記憶するメモリです。
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1-4 リレーの使い方

DM0000 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

DM0001 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

DM9998 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

DM9999 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0

システム領域、PCシステム設定領域は、プログラムには使
用できません。

参考�

PCシステム設定領域

ユーザ演算用
(読み出し/書き込み可能)

固定DM
(読み出し可能)

0
0
0
0

1
0
0
0

2
0
0
0

6
1
4
4

6
6
5
5

6
6
0
0

6
0
0
0

【通常DM】

システム領域
異常発生履歴格納エリアなど

高機能I/Oユニットを使用したとき
は、専用エリアになります。
PCシステム設定で「DMリニアモー
ド」と設定した場合、通常DMとして
使用できます。

(読み出し命令でだけ読み出し可能)

7
0
0
0

8
0
0
0

9
9
9
9

【拡張固定DM】

UMエリア配置の設定で拡張固定
DMを確保した場合、使用できます。

PCシステム設定で「DMリニアモード」と設定した場合、
高機能I/Oユニット用の専用エリアになります。

●データメモリの領域

●データメモリの構成

1ワードは16ビットで構成されています。
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1ｰ4 リレーの使い方

参考�

データメモリは1ワード単位で扱います。したがって、デー
タメモリはビット指定命令（LD、AND、OR、OUT、SET、RSET命令な
ど）、SFT命令などで使用できません。

データメモリはリレーではありませんので、リレーコイルや接点とし
て使用することはできません。

データメモリは電源断時もデータを保持します。

通常のデータメモリは「DM」で表記し、DMの内容は通常のデータとし
て取り扱います。

データメモリは間接指定で取り扱うこともできます。間接指定データ
メモリは「＊DM」で表記し、＊DMの内容は指定先のDM番号として取
り扱います。

DM6656～6999は存在しません。

CMP(20)

005

DM 0010

入出力
リレー
005CH

入出力リレー005CHの内
容とDM0010の内容を比
較します。

CMP(20)

005

＊DM 0010

0200

DM0010の内容が0200
のときは、DM0200の内
容と入出力リレー005CH
の内容を比較します。

入出力
リレー
005CH

DM0200

DM0010

DM0010

•間接指定データメモリの場合

●間接指定データメモリの考え方

(例.比較命令）
•直接指定データメモリの場合
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ラダーサポートソフトの操作

この章では、C200HSで使用するラダーサポートソフトの基本操作を説明しています。
CX-Programmerを使用する場合は、「CX-Programmer オペレーションマニュアル」
（SBCA-305）をご覧ください。

第1部

入門編

HELP

M

N
Y

↑� ↓�

F1

↑� ↓�

F4 CTRL

←� →�

P

W

O
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ラダーサポートソフトは、あらかじめツールにインストー
ルしてください。

参考�

インストールの方法や、ラ

ダーサポートソフトの詳し

い使い方は、ラダーサポー

トソフトの『導入編』と『解

説編』を参照してください。

読出�書込� ｽﾄｱ� NOT FUN（）�

ﾌ ﾛ゚ｸ゙ ﾗﾐﾝｸﾞ� D　M I/Oﾃｰﾌﾞﾙ�拡張機能�ｼｽﾃﾑ設定�ﾌｧｲﾙ管理�一　覧�

00000

K：P　　C　　機　　種�
【　シ　ス　テ　ム　設　定　　Ver　6.00　　　　　　】�

(C1000H　)
G：P　　C　　号　　機�(00)
N：ﾈｯﾄﾜｰｸNo.ﾉｰﾄﾞNo. (ﾈｯﾄ000) (ﾉｰﾄﾞ001) (BIN　)
D：データドライブ� (A)
C：P C 通 信 仕 様� (上位ﾘﾝｸ) (RS232C) (9600)
O：出力接点コメント� (注釈文　)
P：プ リ ン タ 機種� (PR201H　　)
R：ROMライタ　通信速度�(9600)

S：SYSWAY設定� (INT5) (DO)
U：I/Oﾃｰﾌﾞﾙ　UM転送� (　　　　)

M：MS-DOSに戻る�

T：CRTタイプ� (カラー　)

(　　　　　　)
(　　　　　　　　)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 0

参 照�

2-1

基本操作と初期画面
C200HSでは、ラダーサポートソフトを使ってプログラミングできます。こ
の章では、ラダーサポートソフトの操作方法の一例を説明しています。

この章でのキー表示や操作説明は、パソコンを例に説明しています。

キー操作の見方

o ＋ %・・・・・ oを押しながら %を押します。
h N ・・・・・ hを押してから Nを押します。
zxvc ・・・・・ カーソルを指定の位置へ移動します。
r ・・・・・ リターン（改行）キーを押します。

初期画面

ポイント�

C200HSでSYSMAC LINK

を使用する場合、ツール

はFIT10、FIT20を使用し

てください。パソコン

(PC-98シリーズ)のラダー

サポートソフトは使用で

きません。

また、FIT10､FIT20のサ

ポートソフトは以下の

バージョンを使用してく

ださい。

ラダーパック10Ver6.10以降

（形FIT10-MF101-V6)

ラダーパック20Ver3.10以降

（形FIT20-MF101-V3)
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起動と終了

A>■

LSSr

M

【終了】
MS-DOSへ
　　　戻ります。
よろしいですか？

(Y/N)
N

A>■

Yr

起動

1 パソコンの電源をONします。

"A>"が表示されます。

2 ラダーサポートソフトを起動します。LSSrと入力します。

初期画面（システム設定項目のメニュー画面）が表示されます。

     　

終了

1 初期画面のメニューから【M:MS-DOSに戻る】を選びます。

確認のメッセージが表示されます。

2 Yrを入力します。

ラダーサポートソフトが終了し、"A>"が表示されます。
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環境設定

【システム設定　Ver 6.00】

【PC機種】
A ： C2000H
B ： C1000H
C ： C※※H/200H
D ： C200HS
E ： CQM1
F ： C2000
G ： C500
H ： C250
I : C50/120
J : C20
K : C20/28/40/60P
L : C※※K(海外専用品）

K

D

環境設定とは、ラダーサポートソフトの機能をC200HS用に設定すること
をいいます。初めてラダーサポートソフトを起動したときには、以下の3つ
を設定してください。その他の機能の設定については、ラダーサポートソフ
トに付属のマニュアルを参照してください。

• PC機種
• データドライブ番号
• PC通信仕様

上記の機能は、【システム設定】メニューで設定します。
ラダーサポートソフトを起動したときには、【システム設定】メニューが表
示されているので、すぐに設定することができます。

PC機種を設定する

PC機種は、C1000Hが初期値として設定されています。
これをC200HSに変更します。

1 ラダーサポートソフトを起動し、初期画面を表示させます。
     　   　
2 メニューから【K:ＰＣ機種】を選びます。

PC機種一覧が表示されます。

3【D:C200HS】を選びます。
     　   　
設定したデータが、【システム設定】メニューの中の、（ ）内に表示されます。
続けてデータドライブ番号を設定します。
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2-3 環境設定

【システム設定　Ver 6.00】

【データドライブ】
ドライブ番号を入力してください（A-Z）   A

D

Br

【システム設定　Ver 6.00】

【PC通信仕様】
T ：ツールバス
J ：上位リンク
S ：SYSNET

【PC通信仕様】

パソコンとC200HSで通

信速度が異なっていると、

通信できません。

ポイント�

C

T

B

データドライブ番号を設定する
　
データドライブ番号（作成したプログラムを保存するドライブ）は、使用し
ているパソコンのシステム構成に合わせてください。
ここでは例として、Aドライブをラダーサポートソフト用に、Bドライブ（フ
ロッピーディスクドライブ）をデータドライブとして設定します。

1【システム設定】メニューから【D:データドライブ】を選びます。
ドライブ番号を設定する画面が表示されます。

2 Brを入力します。

PC通信仕様を設定する

パソコンとC200HSとの通信仕様を設定します。ここでは、プログラムを
C200HSに転送するのに必要な情報だけを設定します。

1【システム設定】メニューから【C:PC通信仕様】を選びます。

2【T：ツールバス】を選びます。

通信速度を設定する画面が表示されます。

3【B：9600】を選びます。

【通信速度】
A ： 19,200
B ： 9,600
C ： 4,800
D ： 2,400
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基本命令と応用命令の入力方法

コントロールキーと

組み合わせると

シフトキーと

組み合わせると

読出�書込� ｽﾄｱ� NOT FUN（）�

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 

AR HR LR DM CNT TIM CH *間接�接点�#定数�

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 

削除�挿入�ｽﾄｱ・挿� FUN〈〉�

F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 

SET RSET (C200HSのとき）

通常

s +

o +パソコン/FIT20：

命令語には入出力接点を表す基本命令と、複雑な演算処理などをする応用
命令の2種類があります。この章では、この2つの命令語の入力方法を説明
しています。

基本命令語の入力

ラダーサポートソフトを起動したときの画面下に、パソコンのファンク
ションキーに対応したメニューが表示されています。このメニューに基本
命令語が割り付けられています。
例えば、a接点（　　）を入力したいときには、$キーを押します。
また、シフトキー＋ファンクションキー、およびコントロールキー＋ファン
クションキーにも、メニューが割り付けられています。

FIT10：上記のファンクションキーに対応するキーが、キーボード上にあり
ます。

応用命令語の入力

応用命令語は、 ) キーで入力します。
) キーを押し、続けて命令語に付与されているFUN No.を入力すると、応
用命令語が入力できます。
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プログラムの作成

ラダーサポートソフトを使って基本的なプログラムの作成方法と、試運転の手順を説明しています。

HELP

M

N
Y

↑� ↓�

F1

↑� ↓�

F4 CTRL

←� →�

P

W

O

第1部

入門編
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プログラムの作成手順
プログラムを作る手順について説明します。各ステップの詳細は関連する
章を参照してください。

ハ
ー
ド
の
設
定 周辺機器の接続

システム設定

入出力リレー番号の割り付け

プログラミング
（ラダー図の作成）

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
と
試
運
転

プログラマブルコント
ローラの電源投入

プログラムの入力

第3章参照

試運転結果

プログラムの修正

異常(ALM/ERR表示)

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
保
存

• 必要に応じてメモリカセット(オプション)を取
り付けます。

• システム構成に合わせたスイッチ設定をし
ます。

• 各種周辺機器をプログラマブルコントロー
ラに接続します。

• プログラマブルコントローラの動作条件を
決めます。

• 入出力リレーのチャネル番号を割り付けます。

• 基本命令と応用命令を使用してプログラム
を組みます。
各命令については『コマンドマニュアル』
を参照してください。

• システム設定、インターロック回路などに
注意し、プログラムを組みます。

• コーディング内容をツール、またはプロコ
ンで入力し、ユーザメモリ(RAM)に書き込
みます。

•プログラムどおりに動作するか確かめます。

• プログラムをフロッピーディスクやメモリ
カセットへ保存します。

正常 第9章参照

プログラムチェックと試運転

メモリカセットの取り付け

第3/5章参照

データディスクへの書き込み
(メモリカセットへの書き込み)

第1章参照

第3章参照

セットアップマニュアル参照

第3章参照

セットアップマニュアル参照

第4章参照
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プログラムを作成する前に

END(01)

00000

00001

00002

00003

00007

00008 00009 00010 00011 00012 00013 00015
00100

●出力リレーを接点として使用できます。
また、接点は、a接点、b接点として何回でも使用できます。

00000
00100

00100
00101

00100 00105
00102

00100
00103

ここではプログラムを作成するうえでの注意点を説明しています。

リレー回路の考え方

●プログラムの最後には必ずEND命令を入れてください。
END命令のないプログラムは実行されません。

●AND命令またはOR命令は、サポートソフトのラダー図では使用個数の制
限があります。プログラミングコンソール(プロコン)では使用個数の制限は
ありません。
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3-2 プログラムを作成する前に

00001
00000

25313

特殊補助リレーの25313(常時ON)
をダミーとして入れてください。

 命令

LD
OUT
OUT
OUT

OUT

データ
00000
00100
00101
00102

00111

コーディング

(00000接点を入力に割り付
けた場合)

00000
00100

00101

00102

00111

00000

00001

00100

00100

←動作しません

●入力リレーを出力命令(OUT)で使っても動作しません。

●出力命令を母線に直接接続することはできません。

●出力命令は何個でも続けて書き込むことができます。

●同じリレー№を出力命令で重複して使用すると、上側の回路は動作しま
せん。
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3-2 プログラムを作成する前に

00002

00003 00100

00100

00002

00100
00003 00100

上下を入れ替える

 命令

LD
AND
OR
OUT

データ
00003
00100
00002
00100

書き替え後のコーディング

 命令

LD
LD
AND
OR･LD
OUT

データ
00002
00003
00100
一

00100

コーディング

00002
03000

00002

00100
00002 03000

03000
03000

00100

信号の流れ

プログラムステップの節約

左の回路図を右のように書き替えると、OR・LD命令を減らすことができます。

書き替えの必要なプログラム

●プログラマブルコントローラはアドレス順に命令を実行します。そのた
め左の回路では00100がONしません。右のように書き替えると、00100は
1スキャンだけONします。

00000
00100 00002

00100
00000 00001

00003
00101

00004

00002

00101
00000 000030000400002

00001

00004

●左のような回路はプログラムできません。右のように書き替えてください。



3.6

3-2 プログラムを作成する前に

00000
00100

00000

00100
00001 00003

00004
00101

00002

00101
00001 00004

00001

00003

00002
TR
0

00002
00101

00102
00002

00102
00101

00003

00003
TR
0

00002

00100

00003 00004 00005
00100

 b
ブロック

a
ブロック

命令 データ

LD 00002

AND 00003

OR 00100

AND 00004

AND･NOT 00005

OUT 00100

a

b

プログラムを単純化する

左のような回路は、分岐点に一時記憶リレー(TR)を使うとプログラムでき
ますが、書き込みがむずかしくなります。右のように書き替えると一時記憶
リレーは不要になり、プログラムが簡単になります。

リレー回路の作成

ニモニックでは回路をいくつかのブロックに分割して、プログラムを入力
します。ラダーでプログラムを入力するときには、ブロックに分割する必要
はありません。

●並列/直列回路の例

aブロックの並列回路を入力後、bブロックを入力します。



3.7

3-2 プログラムを作成する前に

00002

00100

00003 00004 00005
00100

00006

a
ブロック

 b
ブロック

命令 データ

LD 00002

AND･NOT 00003

LD 00004

AND 00005

OR 00100

OR 00006

AND･LD 一

OUT 00100

a

b

00002 00003 00004 00005
00100

00006 00100

a
ブロック

 b
ブロック

 b2
ブロック

b1
ブロック

命令 データ

LD･NOT 00002

AND 00003

LD 00004

AND･NOT 00005

LD･NOT 00006

AND 00100

OR･LD 一

AND･LD 一

OUT 00100

a

 b1

b2

 b1+b2
 a･b

●直列/並列回路の例

aブロックとbブロックに分割し、それぞれ入力します。
aブロックとbブロックをAND・LDでまとめます。

• aブロックを入力します。
• b1ブロックを入力してから、b2ブロックを入力します。
• b1ブロックとb2ブロックをOR・LDで、またaブロックとbブロックを
AND・LDでまとめます。
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00002 00003 00006 00007
00100

00008 0000900004 00005

命令 データ

LD 00002

AND･NOT 00003

LD･NOT 00004

AND 00005

OR･LD 一

LD 00006

AND 00007

LD 00008

AND 00009

OR･LD 一

AND･LD 一

OUT 00100

a･b
b1+b2

b2

b1

a1+a2

a1

a2

b1
ブロック

a1
ブロック

 b 2
ブロック

 a 2
ブロック

 b
ブロック

 a
ブロック

00100

 n
ブロック

b
ブロック

a
ブロック

 c
ブロック

3-2 プログラムを作成する前に

●並列回路の直列接続の例

• a1ブロックを入力してから、a2ブロックを入力し、a1とa2をOR・LDでま
とめます。

• b1、b2も同様に入力します。
• aブロックとbブロックをAND・LDでまとめます。

• ブロックがa～nまで連続している場合も同様です。a→b→(a・b)→c→(a・
b・c)→d→…と入力していきます。
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　また、

命令 データ

LD 00002

LD 00003

LD 00004

AND 00005

OR･LD 一

AND･LD 一

LD 00006

AND 00007

OR･LD 一

LD 00008

AND 00009

OR･LD 一

OUT 00100

Z

と考えます。

のような回路に書き替えるとプログラム
が簡単になります。

00002 00003
00100

00004 00005

00006 00007

00008 00009

Z

は
00002 00003

00004 00005

z

00002 z

●複雑な回路の例1

00100

00008 0000900002 00005 00006

0000700002 00005 00006

00002 00003 00004

下図のように書き替えもできます。

00002 00003
00100

00005 00006

00004

00007

00008 00009

 d
ブロック

a
ブロック

命令 データ

LD 00002

LD･NOT 00003

AND 00004

LD 00005

AND･NOT 00006

LD 00007

LD 00008

AND･NOT 00009

OR･LD -

AND･LD -

OR･LD -

AND･LD -

OUT 00100

a

 b

e

d

c

d+e

0000200004 00005

00003

●複雑な回路の例2

c
ブロック

e
ブロック

b
ブロック

[(d+e)･c+b]･a
(d+e)･c+b
(d+e)･c
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各命令の実行時間について

は、『コマンドマニュアル』の

「資料」を参照してください。

サイクルタイムの確認方法

については、ラダーサポー

トソフトの『解説編』を参照

してください。

参 照�

参 照�

サイクルタイム

サイクルタイムとは、全プログラムステップの1回の処理に要する時間をい
います。サイクルタイムはプログラムステップ数と使用している命令によ
り決まります。
例えば、サイクルタイム監視時間を120ms(デフォルト値)と設定すれば、全
プログラムの1回の処理時間がこの値を超えると、システム異常として
C200HSは運転を停止します。

●入力リレーのON/OFFとサイクルタイムについて

プログラムは、命令やI/Oリフレッシュなどの実行を1サイクルとしてス
キャンしています。1スキャンに要する時間をサイクルタイムといいます。

例えば、入力リレーがONしている時間がサイクルタイムより短い場合は、
この入力リレーONは無視されます。下図のようにI/Oリフレッシュで入力
リレーの状態を更新しているため、確実に入力リレーのON/OFF状態を
C200HSが認識するには、少なくとも1サイクル以上の幅を持つ入力が必要
です。入力リレー回路の遅延(数ms)も考慮し、入力に極端に幅の狭いものを
信号として入力しないでください。

●サイクルタイムの確認方法

ラダーサポートソフトの【モニタリング】メニューにある【サイクルタイム
読出】、または、プロコンの「サイクルタイムを読み出す」操作で、サイクルタ
イムが確認できます。

ただし、表示された数値は、そのときの実行平均値ですから、必ずしも計算
値とは一致しません。
サイクルタイムは、補助記憶リレー(AR)にも出力されます。

AR26CH …… サイクルタイム最大値
AR27CH …… サイクルタイム現在値

サイクルタイム サイクルタイム

命令実行 命令実行

ON　

I/Oリフレッシュ

ここで初めて入力リレーのON情報が受け取られます入力リレー
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プログラム作成のポイント

分割したブロックの番号順にプログラムをコーディングし、最終的に大き
なtのようなブロックが1個できるようにします。
プログラミンングコンソール（プロコン）で、このプログラムを入力すると
きには、
• 各ブロック内では、左から右の順にプログラムを入力します。
• ブロック同士は、まず上から下、そして左から右の順にプログラムを入力
します。

まず、回路を小さなブロック(a)～(f)に分割します。

00002 00003
(a)

03000 03001
(b)

00100
(c)

00006 00007
(e)

00008
(f)

00004 00005
(d)

①

w

r

t

e

プログラムを作成するときには、いくつかの簡単な回路を組み合わせて複
雑な回路を作成することがポイントです。また、システム全体の安定動作や
信頼性を確保するための回路設定も必要です。ここではその考え方を説明
しています。

プログラムを分割する
次の回路を例にとって、プログラムの考え方を説明します。

00002
00100

00003

03000 03001

00100

00004 00005 00006 00007

00008
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00002 00003
(a)

LD
AND

00002
00003

03000 03001
(b)

LD
AND

03000
03001

00100
(c)

OR 00100

00004 00005
(d)

AND
AND･�NOT

00004
00005

OR
LD

OUT 00100

AND
LD

00006 00007
(e)

LD
AND

00006
00007

00008
(f)

OR 00008

00100

アドレス
00200
00201
00202
00203
00204
00205
00206
00207
00208
00209
00210
00211
00212

命令
LD
AND
LD
AND
OR･LD
OR
AND
AND･NOT
LD
AND
OR
AND･LD
OUT

データ
00002
00003
03000
03001
―

00100
00004
00005
00006
00007
00008
―

00100

(a)

(b)

(c)

(d)

(e)

(f)

①
w

③

④

t

3-3 プログラム作成のポイント

t

r

e

w

①

▼

▼

▲
▼

▼

▼

▲ ▲ ▲▲

ラダーサポートソフトのラダーチャート方式で入力するときには、このよ
うな入力順序を考慮する必要はありません。

コーディング
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インターロック回路

モータの正転、逆転などのように相反する動作を防ぐには、インターロックを
します。下図のように、インターロックをしておけば、モータの正転、逆転の同
時出力はありません。

00103
00102

00102
00103

（インターロックプログラム例）

モータ正転

モータ逆転

プログラムでもインターロック回路を作成しておきます
が、万一のC200HSの故障を考慮して、外部リレーでも同様のインター
ロック回路を作成しておいてください。

FAL/FALS命令、MSG命令

については、『コマンドマ

ニュアル』を参照してくだ

さい。

参 照�

ユーザプログラムによる故障診断

プロコンを接続し、FAL/FALS命令を使って目的に応じた故障診断プログ
ラムを作成することができます。

ユーザは、エラー内容によりC200HSを停止させるか(RUNランプ消灯)、運
転継続させるか(ALM/ERRランプ点滅)を選択します。また、MSG命令を
使って、ユーザが作ったエラーメッセージをプログラミングコンソール上
に表示することができます。さらに、ユーザが決めたエラー番号に対応する
外部表示器を点灯させることもできます。

●FAL命令とFALS命令

C200HSのエラーは、特殊補助リレーに割り付けられた故障コードで表示
されます。このリレーで、FAL命令またはFALS命令を実行します。
また、ユーザが故障診断用に決めたエラー条件でリレーをONし、このリ
レーでFAL命令、またはFALS命令を実行することができます。

FAL命令が実行されると、C200HSは運転継続(ALM/ERRランプ点滅)にな
り、FALS命令が実行されるとC200HSは運転停止(RUNランプ消灯)になり
ます。

FAL命令とFALS命令は、合計99まで使用できます。
次に故障診断のプログラム作成の流れを示します。

�お願い�



3.14
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1

2

FAL No.?

FAL/FAL No.を異常状態
に割り付け

・プログラマブルコントローラエラー発生
・外部エラー発生

発生したエラーでFAL
/FAL No.命令を実行

異常入力

異常入力

運転継続異常FAL/＠FAL(06)01～99

FALS(07)01～99 運転停止異常

NO 　FALS No.

YES

プログラマブルコントローラ運転停止

特殊補助リレー(25300～
25307)がFAL No.を8
ビットで出力

特殊補助リレー(25300～
25307)がFALS No.を8
ビットで出力

特殊補助リレー(25300～
25307)のデータに対応し
て出力リレーがONするよ
うにプログラムを作成し
ておけば、FAL No.に対
応した外部表示器が点灯

MSG命令により、ユーザ
作成メッセージをプロコ
ンに表示。

例：FALS No.02であれば、
　　16進表示で"02"を出力

• プログラマブルコントローラにエラーが発生する
と、特殊補助リレーがONします。どのエラー（リ
レー）に何番のFAL No.、またはFALS No.を割り
付けるかを決めます。

• ユーザが故障診断用に決めたエラー（リレー）
に何番のFAL No.、またはFALS No.を割り付け
るかを決めます。

ユーザプログラムによる故障診断

プログラマブルコント
ローラ運転継続

プログラマブルコントロー
ラのALM/ERRランプ点滅

プログラマブルコント
ローラのRUNランプ消灯

次ページに続く
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1 2

FAL命令の解除
・FAL00命令（FALクリ　
　ア）の実行、または
・プロコンで異常読み出し
　／解除操作を実行

正常運転へ

運転停止

エラー原因を除去

プロコンを「プログラム」
モードにセット

プロコンで異常読み出し
／解除操作を実行

プロコンを「運転」に
セット

運転開始

FAL/＠FAL(06) 00

FALクリア

異常解除入力

前ページより
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簡単なプログラムの作成

00000

30000

C000
起動接点

 自己保持回路
内部補助リレー

30000

q

w、e

このプログラムは、プロコ

ンでも作成する方法を説明

しています。

ポイント�

7-3項 参照

r

TIM
001

 #0010
TIM
002

 #0020

CNT
 000

 #0010
リセットパルス

カウントパルス

1sタイマ

2sタイマ

10回カウント

フリッカ出力
ON
OFF

T002

T002

30000

30000

00000

00004

00007

00010

00014

00017

30000

T00130000

T00130000  00100

1s1s

t
［END(01)］

ここでは、ツール(パソコン)を使ってプログラムを作成する手順を説明して
います。

●用意するもの

プログラムを作成する前に、入力ユニットと出力ユニットを用意してくだ
さい。ユニットの入力1点、出力1点だけを使います。

作成する回路

この回路は、1秒ごとにフリッカ出力する回路です。I/Oユニットの出力ラン
プが、カウンタ(CNT)で設定した値(#0010=10回)だけ点滅するので、プロ
グラムと装置の正常動作が確認できます。

それぞれの解説ページを参照してください。

①a接点、b接点、OUT命令、OR回路の書き込み → 3.19ページ参照

②、③TIM/CNT命令の書き込み → 3.21ページ参照

④  接続線の書き込み → 3.22ページ参照

⑤  END命令の書き込み → 3.22ページ参照

3.
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●動作説明

1 起動接点00000がONすると、内部補助リレー30000が動作し、起動接点

とオア接続されている接点30000もONします。この接点30000がONす
ることによって、内部補助リレーが自己保持されます。

2 接点30000によって、1秒後に1sタイマが、2秒後に2sタイマがONします。

3 1sタイマがONすると接点T001がONし、カウンタがカウントを始めます。

2sタイマがONすると、b接点T002がOFFし、1sタイマと2sタイマがOFF
します。

2sタイマがOFFすると、再び、1sタイマ、2sタイマが起動し、上記を繰り返
します。このように、2sタイマは1sタイマの1秒ごとのON→OFFを制御し
ています。

1sタイマが1秒ごとにONとOFFを繰り返すと、接点T001がON→OFFを
繰り返します。この状態は、出力接点00100のランプが点滅することで確
認できます。

4 カウンタで設定したカウント回数(10回)だけ回路動作を繰り返すと、接

点C000がOFFされ、内部補助リレー30000がOFFします。

同時にa接点30000がOFF、b接点30000がONし、2つのタイマとカウン
タが停止します。

メモリクリア

プログラムを作成する前に、メモリ内の不要なデータを削除(クリア)します。

ラダーサポートソフトをインストールした直後は、この
操作は必要ありません。

参考�
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h

【プログラミング】
R : ライン接続
S : プログラム•セーブ
L : プログラム•ロード
H : 表示切替
K : 検索
I : I/Oコメント
Y : 注釈文
G : 行コメント
E : 回路編集
N : コメント編集
D : コメントロード
M : メモリ表示
C : メモリクリア
P : プログラム•チェック

C

【プログラミング】

【メモリクリア】
ステップNOを入力してください

0000

＜　　　＞� ラダー�読出�

00000

C200HS

r

4 確認のメッセージが表示されます。

このままクリアしてよいときは、rを押します。
r

1 大項目メニューの【プログラミング】を選び、hを押してプログラミ

ングメニューを表示させます。

2 【メモリクリア】を選びます。

3 プログラムをすべてクリアします。

すべてクリアするときには、rを押します。
プログラムを特定するときには、 ステップNo. を指定してrを押します。
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書込 ラダーC200HS　＜　　　　＞

00000

00000
1 読出  2 書込  3  ｽﾄｱ　 4    5                  6           7 8    8           9  NOT  10 FUN(  )

1 読出  2 書込  3  ｽﾄｱ　 4    5                  6           7 8    8           9  NOT  10 FUN(  )

入力表示エリア

00000

$

＜　　　＞� ﾗﾀﾞｰ�書込�
00000

00000

C200HS

@

r

プログラムの書き込み

「書込」モードにします。

●①a接点、b接点、OUT命令、OR回路の書き込み

1 a接点を選びます。

画面下にa接点(　)が表示されます。

2 リレー番号を入力します。

番号が0のときには、入力は不要です。
番号を押し間違えたときには、Óを押して再入力します。

3 a接点(00000)を書き込みます。
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＜　　　＞� ﾗﾀﾞｰ�書込�
00000

00000
C000

C200HS

((NOT)

o+%
r

＜　　　＞� ﾗﾀﾞｰ�書込�
00000

00000
C000 30000

C200HS

&(OUT)

30000r

＜　　　＞� ﾗﾀﾞｰ�書込�
00000

00000
C000 30000

C200HS

30000

%(OR)

30000r

7 カーソルを次の段に移動させます。

$30000r

cz

4 カウンタのb接点(C000)を書き込みます。

5 OUT命令(30000)を書き込みます。

6 OR回路を書き込みます。

8 手順1～3に従って、a接点(30000)を書き込みます。
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o+^
1

r

1

0

r

＜　　　＞� ﾗﾀﾞｰ�書込�
00000

00000
C000 30000

C200HS

30000

30000 T002

＜　　　＞� ﾗﾀﾞｰ�書込�
00000

00000
C000 30000

C200HS

30000

30000 T002 TIM�
001�

#0010

＜　　　＞� ﾗﾀﾞｰ�書込�
00000

00000
C000 30000

C200HS

30000

30000 T002 TIM�
001�

#0010
30000 T002 TIM�

002�
#0020

30000 T001 CNT�
000�

#001030000

00004

00004

00007

00010

00014

●②、③TIM/CNT命令の書き込み

9 タイマ2のb接点(T002)を書き込みます。

10 タイマ(タイマ1)命令を書き込みます。

11  これまでの手順に従って、タイマ(タイマ2)命令、CNT命令、内部補助リ

レーのb接点(30000)まで書き込んでください。

CNT命令を書き込むときには、o+%を押してください。

((NOT)

o+^
2

r
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3-4 簡単なプログラムの作成

＜　　　＞� ﾗﾀﾞｰ�書込�
00000

00000
C000 30000

C200HS

30000

30000 T002 TIM�
001�

#0010
30000 T002 TIM�

002�
#0020

30000 T001 CNT�
000�

#0010
30000

hr

r

END命令は、必ずプログラムの最後に書き込んでくださ
い。END命令がないと、プログラムチェックのときに「END命令無し」
のエラーがでます。

00004

00007

00010

●④接続線の書き込み

b接点(30000)とCNT命令の設定値との間に、接続線を書き込みます。

12 hを押してメニューを表示させ、rを押して【ライン接続】を選びます。

13 カーソルを、CNT命令の設定値に移し、rを押します。接続線が書き込

まれます。

14 手順1～5を参考に、出力00100までを入力します。

●⑤END命令の書き込み

参考�
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3-4 簡単なプログラムの作成

)

01

r

15 矢印キーで、カーソルをプログラムの最後に移し、)01rを押します。

これで、プログラムの書き込みは終了です。

＜　　　＞� ﾗﾀﾞｰ�書込�

00000
00000 C000 30000

C200HS

30000

30000 T002 TIM�
001�

#0010
30000 T002 TIM�

002�
#0020

30000 T001 CNT�
000�

#0010
30000

30000 T001 00100

END

プログラムを書き込んだ後は、必ず次のストア操作を行っ
てください。ストアを行わずに他のメニューへの移行や、

電源OFFを行うと、作成したプログラムは消去されます。

00004

00007

00010

00014

00017

�お願い�
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3ｰ4 簡単なプログラムの作成

プログラムのストアとプログラムチェック

書き込んだプログラムは、画面上に表示されているだけです。 このままの
状態では、プログラムチェックや保存ができません。 ここで必要な操作が
ストアです。ストアとプログラムチェックの説明を以下に示します。

ストア……画面上のプログラム(ラダー図)を、システム作業領域に一時的
に書き込みます。

プログラムチェック……システム作業領域のプログラムをチェックします。

ストアせずに他のメニューへ移行しようすると、次のメッ
セージが表示されます。

回路がストアされていません。

よろしいですか(Y/N)?N

ストアする必要があるときはrを押してください。
Yrを押すと、画面上のプログラムが消滅します。

�お願い�

#

r

!

Ò

●ストア

1 ストアを実行します。

実行すると、END命令の次のアドレスが画面上に表示されます。

●プログラムチェック

2 読み出しモードにして、プログラムを読み出します。

ROLL UP 、Òで、目的の回路を表示させます。

ROLL UP
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3-4 簡単なプログラムの作成

【プログラミング】

【プログラムチェック】
PC機種：C200HS
チェックレベルは？
0 : ランクA.B.Cの全て
1 : ランクA.B
2 : ランクAのみ

h

P

r

＊＊＊　プログラム　チェック　＊＊＊�

ｽﾃｯﾌﾟ� 命　令� エラー�

00007 END (01)

＜　　　＞�

00017

e

3 【プログラムチェック】を選びます。

4 チェックレベル「ランクA、B、Cの全て」を選びます。

「プログラムチェック中」が点滅表示されます。終了すると、結果が表示され
ます。

• エラーがないとき・・・・・ END(01)が表示されます。
• エラーがあるとき・・・・・ エラーとその内容が表示されます。エ

ラーがなくなるまで、プログラムを修正
してください。

5 「プログラミング」画面に戻ります。

プログラムチェックの次に、オンライン状態にし、プログラムをC200HSに
転送します。プログラムの保存が必要なときには、次の「プログラムの保存」
を、不要なときには、「オンライン接続」から実行してください。
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3-4 簡単なプログラムの作成

【プログラミング】

【プログラミング】

【プログラムセーブ】

【全セーブ】
プログラムファイル名を入力してください。

TESTr

r

h

S

プログラムの保存

ストアされているプログラムを、データディスクに保存します。【データ
ディスク作成】で初期化されたディスクを用意してください。

1 プログラミングメニューを表示させ、【プログラム・セーブ】を選びます。

2 【全セーブ】を選びます。

3 保存するプログラムに、ファイル名を指定します。

例として、TESTと入力します。
ファイル名は、半角文字で8文字まで指定できます。
大文字、小文字の区別はありません。

保存が始まると「全セーブ」が点滅します。
保存が終了すると、「プログラミング」画面に戻り、画面の左上にプログラム
名が表示されます。

【プログラムセーブ】
Z : 全セーブ
B : 部分セーブ
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3-5

プログラムの動作確認

I/Oテーブルは必要に応じて作成します。
C200HSでは、電源をONしたときのI/Oの状態を自動的に読み取り、動
作します。
I/Oテーブルを作成しておくと、入出力ユニットの変更、装着位置の変
更、ユニットの削除などを行ったときにエラーとして検知することが
できます。(「I/O設定異常」「I/O照合異常」)

ここでは、I/Oテーブルの説明は省きます。

I/Oテーブルの作成方法は、

ラダーサポートソフトの『解

説編』を参照してください。

参 照�

作成したプログラムが、C200HS上で正しく動作するかを確認します。プロ
グラムチェックを行った直後のときには、あらかじめプログラムを画面上
に表示させておいてください。

次の手順で操作してください。

ツールとC200HSをオンライン接続する
▼

I/Oテーブルを作成する(注)
▼

ツールの画面に表示されているプログラムをC200HSに転送する
▼

運転時にI/Oをモニタする
▼

強制セットする
▼

出力ランプの点滅を確認する
▼

強制リセットする

参考�
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3-5 プログラムの動作確認

h

【モニタリング】
N : I/Oモニタ
P : プログラム転送
L : ラダー【コメント無】
C : ラダー【コメント有】
O : オンラインエディット
Y : サイクルタイム読出
A : エリアクリア
K : 検索
I : I/Oコメント
G : 行コメント
M : メモリ表示

【モニタリング】

【プログラム転送】
R : PC→パソコン
W : パソコン→PC
V : 照合

P

＜　　　＞� ラダーモニタ�読出�

00000

C200HS
00000 C000 30000

o＋O

!

オンライン接続

1 C200HSの電源をONします。

2 オンライン接続します。

C200HSの動作モードが「運転」、「モニタ」のときにはo+O$を押して、
「プログラム」モードにしてください。

プログラムの転送

3 【モニタリング】メニューを表示させます。

4 【プログラム転送】を選びます。
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3-5 プログラムの動作確認

【モニタリング】

【プログラム転送】

【パソコン→PC】
E : ENDまで転送
A : 全プログラム転送

W

E

o＋O

#

5 【パソコン→PC】を選びます。

6 【ENDまで転送】を選びます。

プログラムの転送が終わると、【モニタリング】メニューになります。

モニタリングと強制セット/リセット

7 C200HSを「モニタ」モードにし、プログラムを実行します。

C200HSを「モニタ」モードにしただけでは、今回作成したプログラムは動作
しません。起動接点00000にスイッチを接続する代わりに、ラダーサポート
ソフトで強制的にONすることによって、プログラムを動かしてみましょう。

●モニタリング

8 【モニタリング】メニューを表示させ、【I/Oモニタ】を選びます。

画面下にモニタ領域が表示されます。h

N

1 HEX:A 2 10進+- 3 解除�4 倍長�5 強解除�6 セット�7 リセット�8 クリア�9 変更�0 停止�

I/Oモニタ�
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3-5 プログラムの動作確認

1 HEX:A 2 10進+- 3 解除�4 倍長�5 強解除�6 セット�7 リセット�8 クリア�9 変更�0 停止�

I/Oモニタ�

OFF00000

00202ｾｯﾃﾝ�

OFF00100

10 カーソルを00000に移します。vv

^

o＋(
0
r

o＋(
100r

9 モニタするリレー番号を指定します。

●強制セット

11 接点00000を強制的にONします。

●出力ランプの表示確認

00000がONすることによって回路が動作し、出力ユニットのランプが点滅
します。
00000を強制的にOFFしないかぎり、ランプの点滅が継続します。

12 出力接点をモニタします。

出力00100のON→OFFが確認できます。

ランプが点滅しないときには、プログラムに不正があります。このときに
は、C200HSの動作モードを「モニタ」(o+0#)にし、関連する接点を強
制セットして動作を確認してください。

●強制リセット

13 接点を強制的にOFFします。

カウンタで設定したカウント数(10回)になると、ランプが消灯します。
&
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44第2部

活用編

C200HからC200HSへの

機能拡張概要

この章では、C200HSに新しく追加された機能や、
性能アップの内容を載せています。
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4-1 機能拡張概要一覧と説明

C200HからC200HSへの、機能拡張概要を以下に示します。

4-1

機能拡張概要一覧と説明

機能拡張概要一覧

機能

● メモリ

•ユーザメモリ(UM)
 内蔵メモリ実装容量

•オプションメモリ
EEPROM

EPROM
RAM

•I/Oメモリ
内部補助リレー

特殊補助リレー

データメモリ(DM)
通常DM
固定DM
拡張固定DM

•時計機能

● 実行時間

•命令実行時間
基本命令
応用命令

•共通処理時間
(END処理時間)
•I/Oリフレッシュ時間

基本入出力
多点I/O(グループ2)
高機能I/O

機種

C200HS

RAM　16Kワード
(プログラム容量:15.2Kワード)
メモリカセット(バックアップ・保管用)
形C200HS-ME16K  (16Kワード)

形C200HS-MP16K  (16Kワード)

3296点(03000～23515)
3392点(30000～51115)
312点(23600～25507)
704点(25600～29915)

6144ワード(DM0000～DM6143)

512ワード (DM6144～DM6655)
0～3000ワード(DM7000～DM9999)
標準搭載

0.375～1.125μs
C200Hの約1/4 (平均)
0.7ms

C200Hの約1/3
C200Hの約1/3
C200Hの約4/5

 C200H

なし(メモリユニット使用)

ﾒﾓﾘﾕﾆｯﾄ(UMの搭載・保管用)
形C200H-ME431/432 (4Kワード)
形C200H-ME831/832 (8Kワード)
形C200H-MP831 (8Kワード)
形C200H-MR431/432/433(4Kワード)
形C200H-MR831/832/833(8Kワード)

3296点(03000～23515)

312点(23600～25507)

1000ワード(DM0000～DM0999)
1000ワード(DM1000～DM1999)

CPU11/31:標準搭載
CPU21/22/23:メモリユニットに搭載

0.75～2.25μs
34μS～724μs
2.8ms

0.04～0.07ms/8点
0.34～0.86ms/ユニット
0.8～6.5ms/ユニット
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4-1 機能拡張概要一覧と説明

機種
C200H

168種(CPU31:172種)
12種
156種(CPU31:160種)

10mS×設定値
最大10mS

入力割り込み機能なし
形C200H-BC□□1-V1
(割り込み入力ユニット不可)

強制セット/リセット

ターミナルモード

ペリフェラルI/Fユニット,上位リンクユニット
を経由して接続

形C500-SF410-V5
形C500-SF610-V5
形FIT10-MF101-V5
形FIT20-MF101-V2

（C200H-CPU31）
C200H-SNT31
C200H-SLK21-V1
C200H-SLK11

－

機能

●命令の種類
•命令種類数

基本命令
応用命令

●設定機能

●割り込み機能
•定時割り込み

割り込み周期
割り込み応答時間

•入力割り込み
割り込み入力ユニット
ベースユニット

割り込み応答時間

●デバッグ・メンテナンス

●プログラミングコンソール
の機能

●周辺ツール
•ツール接続方法
•ケーブル パソコン用

FIT10/20用

•サポートソフト
パソコン 3.5"FD
パソコン 5"FD
FIT10
FIT20

•I/Oコメント

•オンラインエディット

●通信機能
•SYSNETユニット
•SYSMAC LINKユニット

●内蔵上位リンク
•1対1リンク

•NTリンク

C200HS

225種（CPU31／33は229種）
14種(SET/RSET命令追加)
211種（CPU31／33は215種）

UMエリア配置
PC本体動作設定スイッチ
応用命令の設定
PCシステム設定

10mS×設定値、1mS×設定値
最大10mS C200H互換モード、通信ユニット

(SYSNET/SYSMAC LINK)接続時
最大1mS C200HSモード、通信ユニット

(SYSNET/SYSMAC LINK)なし

最大8点
形C200HS-INT01(8点)
形C200H-BC□□1-V2
(割り込み入力ユニット対応)
最大1mS
通信ユニット(SYSNET/SYSMAC LINK)接続時最大10mS

強制セット/リセット
データトレース
微分モニタ

バイナリデータの10進数表示
モード切り換え時の表示状態継続
ターミナルモード/拡張ターミナルモード

C200HSに直接接続
形CQM1-CIF01
形CQM1-CIF11

形C500-SF410-V6
形C500-SF610-V6
形FIT10-MF101-V6
形FIT20-MF101-V3

C200HS本体格納可

サイクルタイムオーバー不検出

（C200HS-CPU31/33)
C200HS-SNT32
C200HW-SLK13/14（光タイプ）
C200HW-SLK23/24（同軸タイプ）

RS-232Cポート内蔵(C200HS-CPU21/23/31/33)
RS-232Cポート同士の接続によるリンク
リレー(LR)の共有
RS-232Cポートとプログラマブルターミ
ナル(PT)との高速通信
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ユーザメモリとデータメモリの構成

C200HSでは、16Kワードのユーザメモリと、約6.2Kワードのデータメモリ
が標準で搭載されています。従来のC200Hに比べて、ユーザプログラム領
域が大幅に拡張されています。以下にC200HとC200HSの、メモリ構成を
示します。

C200HS

C200H

注1 I/Oテーブル情報など
注2 I/Oテーブル、UMエリア配置情報など

メモリユニット(4Kワード/8Kワード)

高機能
ﾃﾞｰﾀｴﾘｱ

内蔵UM(16Kワード)：ROM化の対象

｠
｠

予
約

ｼｽ
ﾃﾑ ラダープログラム

(2878ワード/6974ワード)
注1

通常DM
1000
ワード

固定DM
1000
ワード
高機能
ﾃﾞｰﾀｴﾘｱ

固定DM

(512ワード)

ラダープログラムI/O
コメント

拡張
固定DM
0～3000

ワード

 
｠｠

予
約

ｼｽ
ﾃﾑPC

通常DM(6144ワード)

異
常
履
歴

｠
｠

設
定

ｼｽ
ﾃﾑ

注2

拡張固定DM、I/Oコメントを使用しないときには
ラダープログラム最大15.2Kワード

D D D
M M M
0 1 2
0 0 0
0 0 0
0 0 0

D D D D D D D D D
M M M M M M M M M
0 1 2 6 6 6 6 7 9
0 0 0 0 1 6 6 0 9
0 0 0 0 4 0 5 0 9
0 0 0 0 4 0 5 0 9
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4-1 機能拡張概要一覧と説明

エリアの設定方法について

は、「UMエリア配置」を参照

してください。

モードの設定方法について

は、「PCシステム設定」を参

照してください。

メモリの内容 C200H C200HS

通常DM 1000ワード 6144ワード

固定DM 1000ワード 512ワード

拡張固定DM 一 0～3000ワード

ラダープログラム メモリユニット

4Kワード：2878ワード

8Kワード：6974ワード

I/Oコメント 一 0～

（UMエリア配置の設定で
容量が変わります。）

（UMエリア配置の設定で
容量が変わります。）

4-2項参照

参 照�

内蔵UM

最大で15.2Kワード

●メモリ領域の区分と特徴

C200HSでは、以下のようなメモリ構成の特徴があります。

•ユーザプログラム領域の分割

ユーザプログラム領域を、ラダープログラム、I/Oコメント、拡張固定DMの
3つのエリアに任意に分割することができます。

 プログラムを実行する前に、ラダーサポートソフトやプロコンからエリア
を設定します。何も設定しないときには、上表に示されているように、ラ
ダープログラムだけのエリアとして、最大で15.2Kワードを使用すること
ができます。

•拡張固定DMを使った高機能データエリアモード設定

C200Hで作成した、ROM化固定DM(D1000～D1999)を、C200HSで利用
できるように、モード設定ができます。また、C200H互換RAMモード、
C200HS DMリニアモードの設定ができます。

ユーザプログラムを分割する場合、以下のようになります。

ラダープログラム＋I/Oコメント＋拡張固定DM≦15.2Kワード

参考�
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4-1 機能拡張概要一覧と説明

●メモリカセットによるROM化

ラダープログラム、I/Oコメント、固定DM、拡張固定DMおよびI/Oテーブ
ルを、メモリカセット上のEEPROMに保存できます。

したがって、システムごとに、これらのデータを一括して保存したり、コ
ピーしたりできます。

メモリカセットによる

ROM化については、「メモ

リカセットの操作」や

「C200Hのプログラムを

C200HSで使用する」を参

照してください。

内部補助リレーⅠ 030～235CH
特殊補助リレーⅠ 236～255CH
内部補助リレーⅡ 300～511CH
特殊補助リレーⅡ 256～299CH

従来分

追加分

高機能I/Oユニットのリフレッシュついては、高機能I/O
ユニットの装着によるスキャンタイムの増大を抑える

ために、PCシステム設定でエンドリフレッシュを禁止することがで
きます。このときには、I/Oリフレッシュ命令で、ユニット単位にリフ
レッシュすることができます。

高機能I/Oユニットのリフ

レッシュについては、「サイ

クルタイムの短縮」を参照

してください。

6-1項参照

参 照�

参 照�

●リレーエリアの追加

内部補助リレーと特殊補助リレー用に、従来のC200Hのエリアに加えてエ
リアを以下のように追加しました。これにより、内部補助リレーⅡを使用す
ることで、高機能I/OやリモートI/Oを使用したときも空きエリアを気にせ
ずにご使用いただけます。

実行時間

C200Hに比べて以下のように実行時間が高速化されています。

●命令の実行時間

命令の実行時間：基本命令は1/2
応用命令は約1/4 (平均)

●共通処理時間（END処理時間）

共通処理時間：約1/4(0.7ms)

●I/Oリフレッシュ時間

基本入出力ユニット ：約1/3
多点I/Oユニット(グループ2) ：約1/3
高機能I/Oユニット ：約4/5

4-3項、第5章参照

参考�
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4-1 機能拡張概要一覧と説明

●C200HのFUN命令に名称をつけた命令語

以下に示すC200HのFUN命令は、C200HSでは名称が付けられています。機能の詳細については、『コマ
ンドマニュアル』の第2章で、FUN No.で検索し、参照してください。

FUN69(HEX)は、C200Hでは使用できなかった命令です。C□□HのFUN命令に名称をつけたものです。
FUN89(INT)、FUN90（SEND）、FUN98（RECV）は、機能が追加されています。「コマンドマニュアル」の
第3章を参照してください。

注.2

4-2項参照

命令の種類

C200HSで、既存のFUN命令に名称をつけた命令語、追加された新しい命令語、および機能追加された既
存の命令語を以下に示します。

●追加された新しい命令語

次表の命令語は、C200HSで新しく追加された命令語です。そのうちセット／リセット命令は基本命令
語、またマクロ、トレースサンプリングは応用命令です。その他の命令は、拡張応用命令語です。
網かけされている命令語には、FUN No.がデフォルトで割り付けられています。
拡張応用命令語については、「C200HSの設定機能」を参照してください。

注.1

命令語
非同期シフトレジスタ FUN17 (@)ASFT
サイクルタイム一定 FUN18 (@)SCAN
多チャネル比較 FUN19 (@)MCMP
32文字メッセージ表示 FUN47 (@)LMSG
ターミナルモード切り替え FUN48 (@)TERM
倍長比較 FUN60 CMPL
多点I/Oリフレッシュ FUN61 (@)MPRF
ビット列→ビット行変換 FUN63 (@)LINE
ビット行→ビット列変換 FUN64 (@)COLM

命令語
時分秒→秒変換 FUN65 (@)SEC
秒→時分秒変換 FUN66 (@)HMS
ビットカウンタ FUN67 (@)BCNT
数値演算 FUN69 (@)APR
ASCIIコード→HEX変換 FUN69 (@)HEX
割り込み制御 FUN89 (@)INT
ネットワーク送信 FUN90 (@)SEND
ネットワーク受信 FUN98 (@)RECV

C200H C200HSC200H C200HS

注.2

注.2

(FUN No.) 命令語
セット/リセット
(87)積算タイマ
(62)多ビット転送
(88)領域範囲比較
倍長領域範囲比較
符号付きBIN比較
符号付きBIN倍長比較
ASCIIコード→HEX変換
2の補数変換
2の補数倍長変換
BIN倍長加算
BIN倍長減算
符号付きBIN乗算
符号付きBIN倍長乗算
符号付きBIN除算
符号付きBIN倍長除算
サム値算出
FCS値算出

ニモニック
(@)MAX
(@)MIN
(@)SRCH
AVG
(@)MCRO
(@)TRSM
DSW
(@)TKY
MTR
7SEG
(@)XDMR
(@)RXD
(@)TXD
FPD
PID
(@)SCL
HKY

ニモニック
SET/RSET
TTIM
(@)XFRB
ZCP
ZCPL
CPS
CPSL
(@)HEX
(@)NEG
(@)NEGL
(@)ADBL
(@)SBBL
(@)MBS
(@)MBSL
(@)DBS
(@)DBSL
(@)SUM
(@)FCS

最大値検索
最小値検索
データ検索
データ平均化

(99)マクロ
(45)トレースメモリサンプリング
デジタルスイッチ
10キー入力
マトリクス入力
7セグメント表示
拡張固定ＤＭ読み出し
通信ポート入力
通信ポート出力
故障点検出
PID制御
スケーリング
16キー入力

(FUN No.) 命令語

注.2

注.1

注.1



4-1 機能拡張概要一覧と説明

4.8

参 照�

データトレースについて

は、ラダーサポートソフト

の「解説編」を参照してくだ

さい。

微分モニタについては、「接

点のON/OFFをモニタす

る」を参照してください。

異常発生履歴格納機能に

ついては、「異常発生履歴

格納機能」を参照してく

ださい。

●機能追加した既存命令語

以下に示す命令語は、C200HSでは機能が追加されています。

8-28項参照

FUN No./命令語 ニモニック 追加の内容

80 データ分配 (@)DIST スタックへのデータ書き込み機能の追加

81 データ抽出 (@)COLL スタックからのデータ読み出し機能の追加

76　8→256デコーダ (@)MLPX ４→16デコードに加え、8→256デコード機能の追加

50 BIN加算 (@)ADB 符号付きBIN演算機能の追加

51 BIN減算 (@)SBB 符号付きBIN演算機能の追加

89 割り込み制御 (@)INT 1ms単位の定時割り込み、およびI/O割り込み
制御機能の追加

●デバッグ、メンテナンス

•データトレース
接点やチャネルの状態を、リアルタイムでトレースする機能を追加しました。

•微分モニタ
1スキャン微分接点などのモニタ画面だけではわかりにくいON（立ち上が
り）/OFF（立ち下がり）を、モニタできる機能を追加しました。

•異常発生履歴格納機能
異常の発生時刻を格納する機能に加えて、電源断の発生時刻（瞬断も含む）を
格納する機能を追加しました。格納するエリアは、DM6000～DM6030です。

割り込み機能

●定時割り込み

定時割り込み機能を拡張しました。従来の10ms単位×設定値の設定に加え
て、1ms単位×設定値の設定ができます。

割り込み応答時間も、割り込み応答をC200HSモードに設定したときに、最
大1msに高速化しています。

●入力割り込み

割り込み入力ユニット（形C200HS-INT01）を使って、最大で8個の割り込
みサブルーチンが実行できます。割り込み応答時間（入力のONディレーを
除く）は、定時割り込みと同様に、最大1msに高速化しています。

9-1項参照

割り込み機能については

「割り込み機能」を参照し

てください。

6-3項参照



4-1 機能拡張概要一覧と説明

4.9

プログラミングコンソール（プロコン）

プロコンに次の機能の操作を追加しました。
●新しい操作

• 定数を10進数（DEC )で入力する
• モニタ時の表示を16進数（HEX）←→10進数（DEC）表示/倍長10進数
（DEC）表示に変換する

• 接点のON（立ち上がり）/OFF（立ち下がり）をモニタする
• 拡張応用命令のFUN No.割り付け/命令読み出しをする
• UMエリア配置情報を設定する
• C200HS内蔵時計の時間の設定/読み出しをする
• 拡張ターミナルモード（プロコンのすべてのキーをリレーエリアに
マッピングする）

●機能追加した操作

メモリのクリア操作が、大きく分けて次の2つになりました。

メモリクリア............... I/OコメントとUMエリア配置情報を除いた、ユーザ
プログラムを消去します。

メモリオールクリア ..上記の情報を含めて、ユーザプログラムを消去します。

周辺ツール

●ツール接続

C200HSとツールは、変換ケーブル（形CQM1-CIF01／CQM1-CIF11）で
接続できます。ペリフェラルインタフェースユニットや上位リンクユニッ
トは、必要ありません。

●I/OコメントのC200HS内格納

ユーザメモリ内にI/Oコメントを格納し、ツールをC200HSとオンライン接
続するだけで、コメント付のラダー図を表示することができます。フロッ
ピーディスクからのI/Oコメント操作が不要になりました。

●オンラインエディット

ツールからC200HS本体内のプログラムをオンラインで修復するとき、サ
イクルタイムオーバ警報が発生しないようになりました。
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4-2

C200HSの設定機能
C200HSに追加された、以下の代表的な設定機能について説明します。

UMエリア配置
PCシステム設定
高機能I/Oユニットと割り込み応答のPCシステム設定
本体動作設定スイッチ
応用命令の設定機能

UMエリア配置

C200HSでは、本体に内蔵されているユーザメモリ（UM）のラダープログラ
ムエリアを分割し、次の機能に使用することができます。この機能を、UMエ
リア配置といいます。

  •拡張固定DMエリア

  •I/Oコメントエリア

UMエリアの分割は、ラダーサポートソフト、またはプロコンで設定できま
す。ただし、I/Oコメントエリアはプロコンで設定できません。ラダーサポー
トソフトを使ってください。

●C200HSのメモリマップと内容

参 照�

パソコン、FITを使って、

ラダーサポートソフトの

【拡張機能】メニューの

【UMエリア配置】で設定

します。

ラダーサポートの『解説

編』を参照してください。

プロコンを使って、「UM

エリア配置情報を設定す

る」で設定します。

ROM化対象エリア

PC

通常DM(6144ワード)

高機能
ﾃﾞｰﾀｴﾘｱ

拡張
固定DM
0～3000

ﾜｰﾄﾞ

I/O
コメント

ラダープログラム

内蔵UM(16Kワード)

異
常
履
歴

｠
｠

設
定

ｼｽ
ﾃﾑ

｠
｠

予
約

ｼｽ
ﾃﾑ

第8章  参照

固定DM

(512ﾜｰﾄﾞ)

D D D D D D D D D
M M M M M M M M M
0 1 2 6 6 6 6 7 9
0 0 0 0 1 6 6 0 9
0 0 0 0 4 0 5 0 9
0 0 0 0 4 0 5 0 9
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注!

注!

拡張固定DMについては、

「固定DMと拡張固定DM

の使い方」を参照してく

ださい。

参 照�

6-4項参照

4ｰ2 C200HSの設定機能

ラダープログラム ：ユーザが作成したプログラムを保存する領域です。

UM領域に、拡張固定DMエリア、またはI/Oコメントエリアを設定
すると、その設定したワード数分だけユーザプログラムとして使用できる
容量が減少します。

I/Oコメント ：I/Oコメントを保存する領域です。
プログラムと一緒に保存することができます。
従来のように【コメントロード】を行わなくて
も、モニタができます。

拡張固定DM ：高機能I/Oユニット、PTの数値・文字列メモリ
テーブル、演算用データなどの初期値を格納す
るエリアです。

プロコンのI/Oモニタ現在値変更、またはラダーサポートソフトの
DM編集後の転送で、拡張固定DM7000～9999に書き込みができます。

システム予約エリア ：システムが固定的に使うエリアです。ユーザが
使用することはできません。

PCシステム設定 ：プログラマブルコントローラ本体の動作に関
する設定を保存するエリアです。

通常DM ：演算用のデータエリアとして、ユーザが自由に
使用できます。
高機能I/Oユニットを使用したときには、
DM1000～DM1999が高機能データエリアに
なります。

拡張固定DMエリアは、通常のDMエリアのようにラ

ダープログラムからの書き込みはできません。

拡張固定DM、およびI/Oコメントの容量を増やすと、ラダープログラム

の容量が減少します。

初期値は、ラダープログラムだけの設定になっています。必要に応じて

拡張固定DMとI/Oコメントエリアの容量を確保してくだい。

DM1000～DM1999は、PCシステム設定で高機能データエリア設
定を”DM7000～7999”にすると、通常DMとして使用できます。DM6000
～DM6030は、異常発生履歴の専用エリアです。

注!

参考�
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設定した内容は、C200HSに読み出されてはじめて有効

になります。上記のタイミングを考慮し、設定してください。

メモリクリアでデータメモリ（DM)をクリアしたときは、

PCシステム設定も初期化されます。

ポイント�

工場出荷時や、25210を

ON(PCシステム設定エリ

ア初期化）にしたときは、こ

のエリアのすべてのチャネ

ルが0000になります。

4-2 C200HSの設定機能

PCシステム設定

PCシステム設定では、C200HSの動作を決める様々な設定を行います。
PCシステム設定は、割り込み処理や通信機能などを利用する場合に、
C200HSの機能を最大限に活用するために、使用状況に応じたきめ細かい
設定（カスタマイズ）をする機能です。

工場出荷時に、一般的な使用方法に合わせて、初期値（デフォルト）が設定さ
れていますので、特にPCシステム設定を行わなくてもそのまま各機能を使
用できます。

●PCシステム設定が読み出されるタイミング

PCシステム設定への設定は、次のタイミングでC200HSに読み出されて動
作に反映されます。

DM6600～6614：プログラマブルコントローラの電源ON時に1回だ
け読み出される

DM6615～6644：運転開始（プログラム実行）時に1回だけ読み出される
DM6645～6655：プログラマブルコントローラの電源ON中は常に

読み出される

●PCシステム設定エリアの初期値

PCシステム設定エリアの初期値は、すべてのチャネルとも0000です。

参考�

参考�



4.13

PCシステム設定エリアは、プログラムでも読み出せま

すが、書き込みはできません。必ず周辺ツールから書き込みを行ってく

ださい。

4-2 C200HSの設定機能

●PCシステム設定・変更について

PCシステム設定エリアは、DM6600～6655にあり、周辺ツールで設定・変
更します。
設定した値に誤りがあるときは、C200HSがその設定を読み出したときに、
運転継続異常（異常コード9B)を発生させます。誤りがある設定のチャネル
に応じて、特殊補助リレー27500～27502のいずれかがONになります。誤
りのある設定は初期値で処理されます。

ポイント�

DM6600～6644は、プログ

ラムモードのときだけ設

定・変更ができます。

DM6645～6655は、プログ

ラムモード、モニタモード

のときに設定・変更ができ

ます。

以下の設定は、ラダーサ

ポートソフトの「PCシステ

ム設定」メニューで確認・変

更ができます（設定・変更は

プログラムモードで行って

ください）。

• 電源ON時のモード設定

（DM6600)

• 電源ON時のリレー保持フ

ラグの設定（DM6601)

• サイクルタイム監視時間

の設定 （DM6618)

• サイクルタイム(可変・一

定）の設定 （DM6619)

• RS-232Cポートの通信設定

（DM6645～6649）

• ペリフェラルポートの通

信設定

（DM6650～6654)

参考�
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PCシステム設定エリア（DM6600～6655）

bit

00～07

08～15

00～07

08～11

12～15

00～07

08～15

00～15

00～15

00～15

00～07

08～15

CH番号

DM6600

DM6601

DM6602

DM6603

～

DM6614
DM6615
DM6616

DM6617

4ｰ2 C200HSの設定機能

機能  （   　　:工場出荷時の設定）

電源ON時動作モード

00：PRG  01：MON  02：RUN

電源ON時動作モード設定有効箇所選択

00：プロコンキースイッチ

01：電断直前のモード継続

02：00～07bitで設定したモード

システム予約

電源ON時OM保持フラグ保持/非保持設定

0:非保持

1:保持

電源ON時強制S/R保持ﾌﾗｸﾞ保持/非保持設定

0:非保持

1:保持

システム予約

高機能I/Oユニット初期値データ  エリアモード設定

00：C200H 互換RAMモード

高機能I/OのデータエリアをDM1000～1999で使用します。

01：C200H 互換ROMモード

電源投入時に、DM7000～7999の値をDM1000～1999に転送し、

高機能I/OのデータエリアをDM1000～1999で使用します。

02：C200HS DMリニアモード

高機能I/OのデータエリアをDM7000～7999で使用します。

システム予約

システム予約

RS-232Cポート サービス時間設定（設定はDM6617と同じ）

ペリフェラルポートサービス時間設定

00～99：1サイクルに対するサービス時間％

0.256ms（最小）～65.536ms（最大）

ペリフェラルポートサービス時間設定の有効／無効

00：無効（5％固定・MIN 0.256ms）

01：有効（00～07bitで設定した％）

（運転停止時は設定にかかわらず10ms固定）
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00～07

08～15

00～15

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09

10～11

12～15

00～07

08～15

00～07

08～15

CH番号

DM6618

DM6619

DM6620

DM6621

DM6622

注!

bit

4-2 C200HSの設定機能

注!

機能  （   　　:工場出荷時の設定）

サイクルタイム監視時間設定
00～99:設定値（単位は08～15で設定）
サイクルタイム監視時間設定有効／無効設定
00：無効（120ms固定）

01：単位時間10msで有効
02：単位時間100msで有効
03：単位時間1sで有効
監視時間は設定値×単位時間（最大99s）
サイクルタイム可変・一定（時間）設定
0000：サイクルタイム可変設定   (単位1ms)

0001～9999：サイクルタイム一定設定時間
高機能I/Oユニット0号機
高機能I/Oユニット1号機
高機能I/Oユニット2号機
高機能I/Oユニット3号機
高機能ユニット4号機
高機能I/Oユニット5号機
高機能I/Oユニット6号機
高機能I/Oユニット7号機
高機能I/Oユニット8号機
高機能I/Oユニット9号機
システム予約
割込応答設定
0：C200H互換モード

1：C200HSモード
システム予約
高機能I/Oエンドリフレッシュの設定（PCリンクユニットを含む）
00：全号機のエンドリフレッシュを行う

01：全号機のエンドリフレッシュを行わない

リモートI/O装置上の高機能I/Oについては、この設定は無効です。常
にエンドリフレッシュを行います。

定時割り込み単位時間設定
00：10ms　01：1ms
定時割り込み単位時間設定の有効／無効
00：無効（10ms）

01：有効（00～07ビットで設定した時間となります）

高機能I/Oユニット（PCリンクユニットを含む）
スキャンリフレッシュの設定

0：スキャンリフレッシュを行う
（エンドリフレッシュおよびメインプロ
グラム内のI/Oリフレッシュ命令を行う）

1：スキャンリフレッシュを行わない
（割り込みプログラム内でI/Oリフレッ
シュ命令にてリフレッシュ）

C200HSモードのときのみ「1」設定有効

　　リモートI/O装置上の高機能I/Oについ
ては、この設定は無効です。常にスキャンリ
フレッシュを行います。
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機能  （   　　:工場出荷時の設定）

システム予約

RS-232Cポート通信条件の設定
00：標準設定 ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ  :1bit   データ長  :7bit   パリティ  :偶数
　 ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ :2bit  通信速度  :9600ビット/s

01：DM6646の設定に従う
1対1リンクで使用するリレーエリア
0：LR00～63CH 1：LR00～31CH 2：LR00～15CH
RS-232Cポートのモード指定
0：上位リンク 1：RS232無手順 2：1対1リンクの子局
3：1対1リンクの親局 4：NTリンク

RS-232Cポート通信速度の設定(ビット/s)
00：1200 01：2400 02：4800
03：9600 04：19200
RS-232Cポートフレームフォーマット設定

(ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ)  (ﾃﾞｰﾀ長) (ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ) (ﾊﾟﾘﾃｨ)
00： 1bit 7bit 1bit 偶数
01： 1bit 7bit 1bit 奇数
02： 1bit 7bit 1bit なし
03： 1bit 7bit 2bit 偶数
04： 1bit 7bit 2bit 奇数
05： 1bit 7bit 2bit なし
06： 1bit 8bit 1bit 偶数
07： 1bit 8bit 1bit 奇数
08： 1bit 8bit 1bit なし
09： 1bit 8bit 2bit 偶数
10： 1bit 8bit 2bit 奇数
11： 1bit 8bit 2bit なし

RS-232Cポート送信ディレー時間の設定
0000～9999（BCD、単位10ms）
RS-232Cポート上位リンクモード時　号機No.の設定
00～31（BCD）

RS-232Cポート　無手順モード時　スタートコード有無の設定
0：無 1：有

RS-232Cポート　無手順モード時　エンドコード有無の設定
0：無（受信データ数指定）　1：有（エンドコード指定）　2：CR・LF設定

bit

00～07

08～11

12～15

00～07

08～15

00～07

00～07

08～11

12～15

CH番号

DM6623
～

DM6644

DM6645

DM6646

DM6647

DM6648
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機能  （   　　: 工場出荷時の設定）

RS-232Cポート 無手順モード時 スタートコードの設定
00～FF（BIN）
RS-232Cポート 無手順モード時 受信データ数の設定
DM6648の12～15ビットに0指定
→受信データ数
　00 ：256バイト
　01～FF（BIN）：1～255バイト

RS-232Cポート 無手順モード時 エンドコードの設定
DM6648の12～15ビットに1指定
→エンドコード
　00～FF（BIN）
ペリフェラルポート通信条件標準フォーマット設定
00：標準設定 ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ  :1bit   データ長  :7bit   パリティ:偶数

ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ :2bit  通信速度  :9600ビット/s
01：DM6651の設定に従う
システム予約
ペリフェラルポート使用モード設定
0：上位リンク
1：汎用入出力
ペリフェラルポート通信速度設定(ビット/s)
00:1200 01:2400 02:4800
03:9600 04:19200
ペリフェラルポートフレームフォーマット設定

(ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ)  (ﾃﾞｰﾀ長) (ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ) (ﾊﾟﾘﾃｨ)
00： 1bit 7bit 1bit 偶数
01： 1bit 7bit 1bit 奇数
02： 1bit 7bit 1bit なし
03： 1bit 7bit 2bit 偶数
04： 1bit 7bit 2bit 奇数
05： 1bit 7bit 2bit なし
06： 1bit 8bit 1bit 偶数
07： 1bit 8bit 1bit 奇数
08： 1bit 8bit 1bit なし
09： 1bit 8bit 2bit 偶数
10： 1bit 8bit 2bit 奇数
11： 1bit 8bit 2bit なし

bit

00～07

08～15

00～07

08～11

12～15

00～07

08～15

CH番号

DM6649

DM6650

DM6651
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4-2 C200HSの設定機能

機能  （   　　:工場出荷時の設定）

ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙﾎﾟｰﾄ送信ディレー設定（上位リンク）
0000～9999：単位10ms
ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙﾎﾟｰﾄ上位リンクモード号機No．設定
00～31（号機）
ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙﾎﾟｰﾄ汎用入出力モードスタートコードの有無設定
0：無    1：有
ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙﾎﾟｰﾄ汎用入出力モードエンドコードの有無設定
0：無 1：有  2：CR､LF設定
ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙﾎﾟｰﾄ汎用入出力モードスタートコード
00～FF（BIN）
DM6653：12～15に0指定時
汎用入出力受信データ数（BIN）
00 256バイト
01～FF（1～255バイト）

DM6653：12～15に1指定時
ﾍﾟﾘﾌｪﾗﾙﾎﾟｰﾄ汎用入出力モードエンドコード
00～FF（BIN）

割込プログラム異常検知／不検知設定
0：検知    1：不検知
システム予約
サイクルタイムオーバー検知／不検知設定
0：検知　　1：不検知
電池異常検知／不検知設定
0：検知　　1：不検知

00～15

00～07

08～11

12～15

00～07

08～15

00～03

04～07

08～11

12～15

CH番号

DM6652

DM6653

DM6654

DM6655

bit

ペリフェラルポート設定は、形CQM1-CIF01ケーブル
接続時有効です。
形CQM1-CIF11ケーブルまたはプログラミングコン
ソール接続時は無視されます。

D

参考�
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4-2 C200HSの設定機能

高機能I/Oユニットと割り込み応答のPCシステム設定

●高機能I/OユニットのPCシステム設定

C200HSでは、高機能I/Oユニットの初期値データエリアを、次の3つのモー
ドから選ぶことができます。

•C200H互換RAMモード
•C200H互換ROMモード
•C200HS DMリニアモード

上記のモードの設定を、DM6602で設定します。

モード 機　　能

C200H互換 00 高機能I/Oユニットの初期値データエリアを
RAMモード DM1000～DM1999で使用します。

•エリアを命令による読み出し・書き込み
ができます。

•エリアのROM化はできません。

DM1000
DM1999

C200H互換 01 高機能I/Oユニットのエリアを、DM1000～
ROMモード DM1999で使用します。C200HSの電源を入

れたときに、DM7000～DM7999の内容が上
記のエリアに転送されます。

•ツールやプロコンを使って、あらかじめ
UMエリア配置情報の設定が必要です。

•C200HでEEPROM、EPROMを使うア
プリケーションに互換性があります。

•DM7000～DM7999は、ROM化できま
す。したがって、間接的にDM1000～
DM1999をROM化することになります。

DM1000
DM1999

DM7000
DM7999

DM6602
08～15ﾋﾞｯﾄ

高機能I/Oユニット
初期値データエリア

高機能I/Oユニット
初期値データエリア
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4-2 C200HSの設定機能

機　　能

高機能I/Oユニットの初期値データエリアを
DM7000～DM7999で使用します。

• ツールやプロコンを使って、あらかじめUM
エリア配置情報の設定が必要です。

• DM1000～DM1999は通常DMとして使用
できます。

• DM7000～DM7999は、ROM化できます。

DM1000
DM1999

DM7000
DM7999

通常DMエリアとして使用

高機能I/Oユニット
初期値データエリア

DM6602
08～15ﾋﾞｯﾄモード

DM7000～DM7999のエリアは、プログラムで直接書き込
み・読み出しができません。このエリアのデータをプログラム中で使用す
るには、拡張固定DM読出し命令（XDMR）を使って、リレーエリア、または
通常DMエリアに読み出してください。

「C200H互換ROMモード」や「C200HS DMリニアモード」のとき、あらか
じめUMエリア配置情報の設定で拡張固定ＤＭ領域を確保してくださ
い。領域が確保されていないときには、”システムイジョウFAL9B”の異常
が発生します。

「C200HS DMリニアモード」に設定すると、各高機能I/Oユニットのマ
ニュアルにDM1000番台で記載されているエリアは、DM7000番台に対
応します。DM1＊＊＊をDM7＊＊＊と読み替えてご使用ください。

C200HS
D Mリニア
モード

02

参考�
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4-2 C200HSの設定機能

モード

C200H

互換ﾓｰﾄﾞ

C200HS

ﾓｰﾄﾞ

DM6620(12～15ビット)

0

1

機能

以下の処理中には、割り込みを受け付け
ません。処理が完了してから、割り込みサ
ブルーチン処理を実行します。

上位リンクサービス、1命令実行処理、リ
モート I/O処理、高機能I/O処理

以下の処理中に、割り込みを受け付けま
す。割り込み入力があると、実行中の処理
を中断し、割り込みサブルーチン処理を
実行します。

上位リンクサービス、1命令実行処理、リ
モートI/O処理、高機能I/O処理

●割り込み応答のPCシステム設定

I /O割り込み、および定時割り込み応答に関するPCシステム設定を、
DM6620で設定します。割り込み機能をC200H互換、C200HS専用の2つ
のモードから選択できます。

本体動作設定スイッチ

C200HSには、本体の一部の動作を決めるディップスイッチがあります。シ
ステム構成に合わせて設定してください。

654321O
NON

OFF

工場出荷時は、すべてのスイッチがOFF状態になってい
ます。

ご使用に合わせて設定してください。

�お願い�
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設定
ON
OFF
ON

OFF
ON
OFF
ON
OFF
ON

OFF

ON
OFF

設定内容
ユーザメモリ領域書き込み不可
ユーザメモリ領域書き込み可
電源ONしたときに、メモリカセットの内容を自動的
に読み込む
電源ONしたときに、自動的に読み込まない
プロコンのメッセージ表示を英語にする
プロコンのメッセージ表示を日本語にする
応用命令設定機能を有効にする
応用命令設定機能を無効にする(デフォルト設定)
以下のシリアル通信ポートが、標準設定の通信条件（＊1）に固
定されます。
・内蔵RS-232Cポート
・ペリフェラルポート
（ただし、ペリフェラルポートにパソコン用接続ケーブル（形CQM1-
CIF01/02など）が接続された場合のみ。プログラミングコンソール接続
時は除く）
＊1：標準設定の通信条件：シリアル通信モード＝上位リンクまたはツー

ルバス、スタートビット＝1ビット、データ長＝7ビット、パリティ
＝偶数、ストップビット＝2ビット、通信速度＝9600ビット/s

注：パソコン用周辺ツールCX-Programmerを、ペリフェラルポートに
「ツールバス」で接続する場合、このSW5＝ONによる上記標準設定
で接続可能です。

以下のシリアル通信ポートが、PCシステム設定（内蔵RS-
232Cポート：DM6645/6646、ペリフェラルポート：
DM6650/6651）で指定した通信条件にしたがいます。
・内蔵RS-232Cポート
・ペリフェラルポート内蔵
注：パソコン用周辺ツールCX-Programmerを、ペリフェラルポートに
「ツールバス」で接続する場合、SW5＝OFFとして、PCシステム設定
DM6650のビット00～03を0Hex（標準設定）とするか、または個別
設定でDM6650のビット12～15を0Hex、ビット00～03を1Hex（上
位リンクまたはツールバス）に設定してください。

拡張ターミナルモード （プロコン）/AR0712 ON

コンソールモード（プロコン）/AR0712 OFF

SWINo.

1

2

3

4

5

6

注!

通信条件設定（スイッチ番号5）のON条件は、CPUユニットのロット
No.が「＊＊75」（1995年7月）以降より上表の値になっています。
「＊＊65」（1995年6月）以前のものは、ストップビット＝1bit、通信速度＝
2400ビット/sとなっています。

拡張応用命令の設定機能

C200HSには、新しく応用命令が追加されました。これらの命令語を拡張応
用命令語といいます。

これらの命令語の一部を除いては、FUN No.が割り当てられていないため、
すぐに利用することはできません。利用するために必要な操作を、拡張応用
命令の設定といいます。

注!
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プログラミングコンソー

ルでも、拡張応用命令の

設定ができます。

拡張応用命令の設定方法

と上記の利用方法につい

ては、ラダーサポートソ

フトの『解説編』を参照し

てください。

参 照�

8-33項参照

●拡張応用命令の設定

18個の拡張応用命令語には、FUN No.がデフォルトで割り付けられてい
ます。その18個のFUN No.を、他の拡張応用命令語に割り付けて変更する
ことができます。この操作によって、00～99の限られた範囲のFUN No.
を有効に利用することができます。

拡張応用命令語に利用できるFUN No. は以下のとおりです。
17～19、47、48、60～69、87～89

●拡張応用命令設定の方法

ラダーサポートソフトを例にとって、拡張応用命令設定の方法を説明します。

(3)

C200HS ツール

(1) 応用命令 ｼｽﾃﾑ作業領域
命令語リスト  設定ﾃｰﾌﾞﾙ
MAX ADBL FUN ﾆﾓﾆｯｸ
MIN SBBL   → 17 ADBL
SUM    ・  (2) 18

→  ・    ・ 19
  ・    ・           → 47 SUM

  ・    ・  ・

拡張
応用
命令語

命令語
リストの
転送

既存の
命令語

C200HS
対応の
命令語

→

→

(1) 現在、用意されている命令以外に、新たに命令語が追加されたときに
は、C200HSにある拡張応用命令語リストを、ラダーサポートソフト
を使ってツールへ転送します。

(2) 命令語リストの中から、必要な拡張応用命令語をラダーサポートソフ
トを使って設定テーブルに登録します。

(3) 登録されると、その情報はシステム作業領域に付加され、プログラム
で使用することができます。

また、一つのツールで設定したC200HS対応の拡張応用命令語を、拡張応用
命令の設定機能を持つ他のツールでも、フロッピーディスクを介して利用
することができます。
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●工場出荷時の命令語のFUN No.（デフォルト設定）

次表の拡張応用命令語は、デフォルトでFUN No.が割り付けられています。

4-2 C200HSの設定機能

64 ビット行→ビット列変換 (@)COLM
65 時分秒→秒変換 (@)SEC
66 秒→時分秒変換 (@)HMS
67 ビットカウンタ (@)BCNT
68 テーブル間比較 (@)BCMP
69 数値演算 (@)APR
87 積算タイマ TTIM
88 領域範囲比較 ZCP
89 割り込み制御 (@)INT

17 非同期シフトレジスタ (@)ASFT
18 サイクルタイム一定 (@)SCAN
19 多チャネル比較 (@)MCMP
47 32文字メッセージ表示 (@)LMSG
48 ターミナルモード切り替え (@)TERM
60 倍長比較 CMPL
61 多点I/Oリフレッシュ (@)MPRF
62 多ビット転送 (@)XFRB
63 ビット列→ビット行変換 (@)LINE

下表の拡張応用命令語は、上表のFUN No.がデフォルトで設定されている拡張
応用命令語と入れ換えて使用することができます。

 命令語  命令語ニモニック ニモニック
7セグメント表示
BIN倍長加算
データ平均化
符号付きBIN比較
符号付きBIN倍長比較
符号付きBIN除算
符号付きBIN倍長除算
デジタルスイッチ
FCS値算出
故障点検出
ASCIIコード→HEX変換
16キー入力
最大値検索
符号付きBIN乗算
符号付きBIN倍長乗算

7SEG
(@)ADBL
AVG
CPS
CPSL
(@)DBS
(@)DBSL
DSW
(@)FCS
FPD
(@)HEX
HKY
(@)MAX
(@)MBS
(@)MBSL

最小値検索
マトリクス入力
2の補数変換
2の補数倍長変換
PID制御
通信ポート入力
BIN倍長減算
スケーリング
データ検索
サム値算出
10キー入力
通信ポート出力
拡張固定ＤＭ読み出し
倍長領域範囲比較

(@)MIN
MTR
(@)NEG
(@)NEGL
PID
(@)RXD
(@)SBBL
(@)SCL
(@)SRCH
(@)SUM
(@)TKY
(@)TXD
(@)XDMR
ZCPL

ニモニック FUN No. / 命令語 ニモニックFUN No. / 命令語

拡張応用命令を設定する前に、本体動作設定スイッチの
SW4をONに設定してください。

拡張応用命令の設定は、プログラムを作成する前に行ってください。作
成中に拡張応用命令を設定すると、そのFUN No.ですでに入力されて
いる命令語がエラーになることがあります。

メモリカセットでROM化すると、拡張応用命令の設定情報も、メモリ
カセットに保存されます。他のプログラマブルコントローラで使用し
たメモリカセットを装着するときには、注意してください。

本体動作設定スイッチのＳＷ4をOFFにし、電源をOFFしたときには、
FUN No.の割り付けが、初期状態に戻ります。拡張応用命令の設定情報
は消去されますので注意してください。ＳＷ4をＯＮにし、電源スイッ
チをOFF→ONしたときには、設定内容は変更されません。

�お願い�
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4-3

C200HのプログラムをC200HSで使用する
C200HSは、C200Hに対して上位互換性があります。
C200Hで作成されたユーザプログラムを、C200HSへ容易に移植すること
ができます。

以下にその手順を示します。
各操作の詳細は、各ツールのマニュアルをご覧ください。

データを移植するときは、以下のことに気をつけてくだ
さい。

C200HのFUN49命令を用いたプログラムをC200HSに移植する場
合、C200HSでは、FUN49命令でのシステム設定機能を、PCシステム
設定エリア(DM6600、6601、6655)に移動しているため、再度PCシス
テム設定を確認してください。

C200Hの異常発生履歴エリアを読み出すプログラムをC200HSに移
植する場合、C200HSでは異常発生履歴エリアをDM0969～0999から
DM6000～6030に移動しているため、プログラムの確認が必要です。

その他、サイクルタイムに依存するタイミングのあるプログラムを
C200HSへ移植する場合、C200HSで実行時間が速くなったことによ
る影響を考慮する必要があります。

ツール ソフトウェア形式 ケーブル

FIT10 FIT10-MF101-V6 CQM1-CIF11

FIT20 FIT20-MF101-V3 CQM1-CIF11

パソコン 3.5インチ2HD C500-SF410-V6 CQM1-CIF01
5インチ2HD C500-SF610-V6

�お願い�
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4-3 C200HのプログラムをC200HSで使用する

●内蔵ユーザメモリ（UM）だけで動作させる場合

FDから読み出す

ツールをオフラインで
立上げます。

（機種設定：C200H）

プログラム・ロード
DMデータ・ロード
I/Oテーブル・ロード

の操作を行い、FDより、
ツールのシステム作業領域
へロードします。

C200H-MP831の

ROMから読み出す

ツールをオフラインで
立上げます。

（機種設定：C200H）

ROMライタからの読み出しの操
作で、ROMからツールのシステ
ム作業領域へロードします。

I / Oコメントも同時に
C200HS本体に格納す
る場合は、UMエリア配
置操作（オフライン）で、
I/Oコメントエリアを確
保し、I/Oコメント付き
で、プログラム転送を
行ってください。

C200HSの本体動作設定ス
イッチSW１が、OFF（書き
込み可）になっていることを

確認してください。

C200Hから

読み出す

ツールをC200Hに接続し、
オンラインにします。

（機種設定：C200H）

プログラム転送 （PC→ツール）
DM転送 （PC→ツール）
I/Oテーブル転送 （PC→ツール）

の操作を行い、ツールのシステム作業
領域へロードします。

ツールをオフラインにします。

注!

▼

▼

▼

注!

ツールをC200HSに接続し、オンライ
ンにします。

（機種設定：C200HS）

プログラム転送 （ツール→PC）
DM転送 （ツール→PC）
I/Oテーブル転送 （ツール→PC）

の操作を行い、C200HSの内蔵ユーザ
メモリ（UM）へ書き込みます。

C200HSの電源をOFF→ONします。

運転

注!

I/Oテーブルの作成を行っていない場合は、I/Oテーブル転送の操作は不要です。注!
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4-3 C200HのプログラムをC200HSで使用する

●メモリカセット（EEPROM/EPROM）からロードして動作させる場合

C200H本体から

読み出す

ツールをC200Hに接続し、
オンラインにします。

（機種設定：C200H）

プログラム転送 （PC→ツール）
DM転送 （PC→ツール）
I/Oテーブル転送 （PC→ツール）

の操作を行い、ツールのシステム作
業領域へロードします。

ツールをオフラインにします。

FDから読み出す

ツールをオフラインで
立上げます。

（機種設定：C200H）

プログラム・ロード
DMデータ・ロード
I/Oテーブル・ロード

の操作を行い、FDより、ツー
ルのシステム作業領域へロー

ドします。

C200H-MP831の

ROMから

読み出す

ツールをオフラインで
立上げます。

（機種設定：C200H）

ROMライタ読み出しの操作で
ROMからツールのシステム作
業領域へロードします。

▼

注!
注!
▼

q （次ページへ）

I/Oテーブルの作成を行っていない場合は、I/Oテーブル転送の操作は不要です。

▼

注!
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メモリカセッ
トSW1がOFF
（書き込み可）
側になってい
ることを確認
してください。

q （前ページより）

EEPROMカセットの場合 EPROMカセットの場合

ツールをC200HSに接続し、オンラインにします。

（機種設定：C200HS） ツールの機種設定をC200HSにします。

ROMライタ書き込みの操作を行い、メモリ

カセット用のEPROMを作成します。

C200HSの本
体動作設定ス
イッチSW1が
OFF（書き込み
可）になってい
ることを確認
してください。

C200HSにI/O
コメントも格納
する場合は、I/O
コメントエリア
も確保します。

UMエリア設定操作で、拡張固定DM7000～7999をUM上に確保します。

プログラム転送（ツール→PC）
DM転送（ツール→PC）
I/Oテーブル転送（ツール→PC）

の操作を行い、C200HSの内蔵ユーザメモリ（UM）
へ書き込みます。

ツールまたはプロコンで特殊補助リレー27000接
点をONします。
（内蔵UMの内容をEEPROMカセットへセーブし
ます。）

注!

プログラム転送
時、「拡張固定
DMエリアを転
送する」にしま
す。
また、I/Oコメン
トもC200HSに
格納する場合
は、「I /Oコメン
トエリアを転送

する」にします。

カ セ ッ ト の
SW 1をROM
容量に合わせ
て設定してく

ださい。

作成したEPROMをカセットに実装し、カ

セットをC200HSへ装着します。

C200HSの本体操作設定スイッチSW2をONにし
ます。（電源ON時、メモリカセット→UMへの自動
転送指定）

C200HS本体の電源をOFF→ONします。

運転

▼

•DM1000～1999をDM7000～7999へコピーします。
•DM6602に「0100」を書き込みます。
C200HSの電源ON時に、DM7000～7999をDM1000～1999へ自動転送するように設定

します。

4-3 C200HのプログラムをC200HSで使用する
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メモリカセットの操作

この章では、オプションで装着するメモリカセットの
操作方法について説明しています。

HELP
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N
Y
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F1
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F4 CTRL
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P

W
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5.2

C200HS用のラダーサポートソフト以外で作成した
データが保存されているメモリカセットをC200HSに装着して使用
しないでください。
本体の正常動作は保証できません。
C200HS用に作成したデータをメモリカセットに保存してください。

C200HSの電源をOFFしてから、メモリカセットを着脱してくださ
い。

ユーザメモリ(UM) 領域とは

ラダープログラム、固定

DM(PCシステム設定領

域など)、拡張固定DM、

I / Oコメント領域、I /O

テーブル、UMエリア配置

情報

I/Oメモリ領域とは

入出力リレー、内部補助

リレー、特殊補助リレー、

リンクリレー、保持リ

レー、補助記憶リレー、タ

イマ/カウンタ現在値、

DM0000～DM6143

ポイント�

ポイント�

メモリカセットはオプ

ションです。

メモリカセットは、ユーザプログラムの保存用として使用します。

ユーザプログラム以外に、PCシステム設定、DM、I/Oコメント、および各種
リレーの情報が保存できます。

C200HSには、ユーザが使用できるメモリ(RAM)が標準で実装されていま
す。通常は、メモリカセットがなくても、このメモリを使用してプログラム
の作成ができます。

●メモリカセットの機能

メモリカセットには、次の機能があります。

•ユーザメモリ(UM)領域内のデータの保存/読み出し/照合

C200HSの電源スイッチON時に、メモリカセットの内容を自動的に
読み込む設定もできます。

•I/Oメモリ領域内のデータの保存/読み出し

5-1

メモリカセットとは

�お願い�



5.3

●メモリカセットに装着できるメモリの種類

5-1 メモリカセットとは

種類 メモリ容量 機能

• C200HSでデータを書き込みます。
• ユーザメモリ領域、I/Oメモリ領域の保存
と読み出しができます。

• メモリバックアップ用の電源が不要です。

EEPROM 16 kワード

• FIT10、または市販のROMライタでデータ
を書き込みます。

• ユーザメモリ領域だけの、保存と読み出し
ができます。

EPROM 16 kワード

EEPROMの書き込み回数は、50000回までが有効範囲
です。それ以上の書き込みに対しては、データの保証ができません。
新しいEEPROMと交換してください。

EEPROM、EPROM共に別売品です。

�お願い�



5.4

スイッチの設定

工場出荷時には、メモリカセットの設定スイッチが次のように設定され
ています（　　網かけの設定）。
メモリカセットを装着するときには、メモリカセット上のスイッチの設
定を確認してください。

EEPROM　：　SW1（MEMORY PROTECT)
ON ：書き込み不可
OFF：書き込み可

     EPROM ：　SW1（ROM容量設定）
ON ：32kワード 27512 相当
OFF：16kワード 27256 相当

メモリカセット用リレー

メモリカセット用に、特殊補助リレー269～273CHが割り当てられてい
ます。

参 照�

メモリカセットの装着方

法は、『セットアップマ

ニュアル』を参照してく

ださい。

ポイント�

27512相当のROMを装着し

ても、実際に使用できるメ

モリ容量は16kワードです。

5-2

メモリカセットの設定
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CH番号 ビット番号 機　能

269 00～07 メモリカセットファイル種別
00：メモリカセット未装着、または保存ファイル無し
01：ユーザメモリ領域
02：I/Oメモリ領域

08～10 メモリカセット容量
0：メモリカセット未装着
3：16Kワード

11～13 使用不可

14 書き込み不可フラグ
0：書き込み可
1：書き込み不可

15 メモリカセット有無フラグ
0：無し
1：有り

12～14 I/Oメモリ領域保存/読み出しエラーフラグ
12：プログラムモード以外のときに保存／ 読み出しを実行した。
13：メモリボード上のSW1が"0（書き込み 不可）"に設定されている。
     または、EPROMへ保存しようとした。
14：メモリカセットの内容がI/Oメモリ以外である。

I/Oメモリ領域保存/読み出し実行フラグ
C200HS本体がプログラムモードのときに、ツールから当該フラグを
OFF(0)→ON(1)すると、メモリカセットへI/Oメモリ領域のデータを保
存/読み出しします。
00：保存実行フラグ
01：読み出し実行フラグ

メモリカセット関連のメモリ異常フラグ
14：メモリカセットをC200HSの電源ON中に取り外した。
15：自動転送指定時、UMプロテクトSWがON、メモリカセット

が装着されていない、またはメモリカセットがUM以外である。

ユーザプログラム容量
メモリカセットに格納されているユーザプログラムの容量が出力されます。
00：ユーザプログラム以外、ファイル無し
04：4Kワード
08：8Kワード
12：12Kワード　 　   4Kワード単位
16：16Kワード

271 00～07

ユーザメモリ領域保存/読み出し実行フラグ
C200HSがプログラムモードのときに、ツールから当該フラグを
OFF(0)→ON(1)すると、メモリカセットへユーザメモリ領域のデータを
保存/読み出しします。
00：保存実行フラグ
01：読み出し実行フラグ
02：照合実行フラグ
03：照合NGフラグ

270 00～03

ユーザメモリ領域保存/読み出しエラーフラグ
12：プログラムモード以外のときに保存/読み出しを実行した。
13：メモリカセット上のSW1が"ON（書き込み不可）"に設定されている。

または、EPROMへ保存しようとした。
14：メモリカセットの内容がUM以外である。
15：メモリカセットデータの異常

12～15

00、01273

272 14～15

5-2 メモリカセットの設定



5.6

参 照�

メモリカセットの内容を書き換えたくないときには、
C200HSの電源スイッチをOFFし、メモリカセットのSW1をONに設
定してください。書き込みを実行しても、メモリカセットの内容は書
き換りません。

メモリカセットへの書き込み

１C200HSの電源を入れる前に、メモリカセットのSW1がOFF（書き

込み可）に設定されていることを確認します。

２C200HSの電源スイッチをONし、プログラムの作成、またはデータ

ディスクからプログラムを読み出します。

３C200HSの動作モードを「プログラムモード」にします。

４ツール、またはプロコンを使って、特殊補助リレー27000をON(1)に

します。

C200HSからメモリカセットにデータが書き込まれます。完了する

と、27000は自動的にOFF(0)します。

EPROMタイプのメモリカ

セットへの書き込み方法

は、ラダーサポートソフト

の『解説編』を参照してくだ

さい。

ここでは、ユーザメモリ領域のデータを、EEPROMタイプのメモリカセット
に書き込む方法を説明しています。

EPROMタイプのメモリカセットへのデータの書き込みは、
ツールで行います。FIT10以外はROMライタが必要です。

5-3

ユーザメモリ領域の書き込み/読み出し

�お願い�

参考�



5.7

メモリカセットからの読み出し
メモリカセットからデータを読み出す方法は、次の２種類があります。この
２つの読み出し方法を説明します。

•C200HS起動時に自動的に読み出す
•ツールを使って読み出す

5-3 ユーザメモリ領域の書き込み/読み出し

メモリカセットへ自動的にデータを書き込む機能はあ
りません。

●C200HS起動時に自動的に読み出す

１ 本体動作設定スイッチのSW2（メモリカセットからの自動立ち上

げ）をONにします。

２ データが保存されているメモリカセットを、C200HSに装着します。

３ C200HSの電源スイッチをONします。

メモリカセットのデータが自動的に読み込まれます。
正常に読み出されなかったときには「メモリ異常」になり、運転でき
ません。

●ツールを使って読み出す

１ データが保存されているメモリカセットを、C200HSに装着します。

２ C200HSの電源スイッチをONし、C200HSの動作モードを「プログ

ラム」モードにします。

３ ツール、またはプロコンを使って、特殊補助リレー27001をON(1)に

します。
メモリカセットからC200HSにデータが読み出されます。完了する
と、27001は自動的にOFF(0)されます。

参考�
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5-3 ユーザメモリ領域の書き込み/読み出し

データの照合

メモリカセット内のデータと、C200HSユーザメモリ内のデータを照合し
ます。

１ C200HSの動作モードを「プログラム」モードにします。

２ ツール、またはプロコンを使って、特殊補助リレー27002をON(1)

にします。

メモリカセット内のデータと、C200HSユーザメモリ内のデータが
照合されます。完了すると、27002は自動的にOFF(0)になります。

３ 周辺ツールで、特殊補助リレー27003（照合結果）のフラグの状態を

確認します。27003には、次のように照合結果が格納されます。

ON ：メモリカセットとユーザメモリのデータが異なります。
　　 プログラムモードでないため照合できませんでした。

OFF：メモリカセットとユーザメモリのデータが一致しました。

プログラムモード以外で照合を実行すると、運転継続
異常（FAL　9D）が発生し、27002がON(1)します。この

ときにも、27003がON(1)になりますが、照合は実行されていません。

メモリカセットが装着されていないときに照合を実行すると、27003
がON(1)します。

参考�



5.9

　

ここでは、I/Oメモリ領域のデータ（入出力リレー、内部補助リレー、特殊補
助リレー、リンクリレー、保持リレー、補助記憶リレー、タイマ/カウンタ現
在値、DM0000～DM6143）を、EEPROMタイプのメモリカセットに書き
込む（バックアップする）方法を説明しています。

●メモリカセットへの書き込み

1 C200HSの電源スイッチをOFFし、メモリカセットを装着します。

このとき、メモリカセットのSW1がOFF（書き込み可）に設定されて
いることを確認してください。

2 C200HSの電源スイッチをONします。

3 C200HSの動作モードを「プログラム」モードにします。

4 ツール、またはプロコンを使って、特殊補助リレー27300をON(1)

にします。

C200HSからメモリカセットにデータが書き込まれます。完了すると、
27300は自動的にOFF(0)されます。

メモリカセットの内容を書き換えたくないときには、
C200Hの電源スイッチをOFFし、メモリカセットの

SW1をONに設定してください。書き込みを実行しても、メモリカセッ
トの内容は書き換りません。

EPROMタイプのメモリカセットへI/Oメモリ領域の
データを書き込むことはできません。

5-4

I/Oメモリ領域の書き込み/読み出し

�お願い�

参考�
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5-4 I/Oメモリ領域の書き込み/読み出し

●メモリカセットからの読み出し

メモリカセット内のI/Oメモリ領域のデータは、ツールを使って読み出します。

1 データが保存されているメモリカセットを、C200HSに装着します。

2　C200HSの電源スイッチをONし、「プログラム」モードにします。

3 ツール、またはプロコンを使って、特殊補助リレー27301をON(1)

にします。

メモリカセットからプログラマブルコントローラにデータが読み
出されます。完了すると、27301は自動的にOFF(0)されます。

メモリカセットから自動的にデータを読み出す機能は
ありません。

異常発生履歴格納エリア(DM6000～6030)は読み出しできません。

参考�
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66

C200HS機能の使い方

この章では、C200HSに新しく追加された機能の説明とその使い方、
およびC200HSを使ったプログラムの応用例を説明しています。
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6.2

「高機能I/Oのエンドリフレッシュ禁止」と設定すると、す
べての高機能I/Oユニットに対するエンドリフレッシュが
禁止されます。

C200HSでは、高機能I/Oユニットを実装したとき、特別な設定をしなくて
も毎スキャンごとに自動的にエンドリフレッシュを行います。
しかし、高機能I/Oを多数使用すると、リフレッシュ時間が接続台数分だけ
積算されるため、サイクルタイムの増大につながります。

それを軽減するには、高機能I/Oユニットの毎スキャンでのエンドリフレッ
シュを禁止して、I/Oリフレッシュ命令（IORF）だけでリフレッシュする方
法が有効です。

ＰＣシステム設定　DM6621：　０　１　０　０

次のプログラム例は、高機能I/Oユニット＃0号機～＃3号機を1スキャンに
1ユニットだけリフレッシュし、順次＃3号機までをリフレッシュする例で
す。

０ 1 ２ ３

号 号 号 号 C200HS

機 機 機 機

6-1

サイクルタイムの短縮

参考�
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6-1 サイクルタイムの短縮

     　 30000 30001 30002 30003

                                          　 30000

     　 30000 30001 30002 30003

                                          　 30001

     　 30000 30001 30002 30003

                                          　 30002

     　 30000 30001 30002 30003

                                          　 30003

30001 30002 30003

                                          　 30000

30000
IORF(97)

040 #0号機のリフレッシュ
040

30001
IORF(97)

041 #1号機のリフレッシュ
041

30002
IORF(97)

042 #2号機のリフレッシュ
042

30003
IORF(97)

043 #3号機のリフレッシュ
        043

１スキャン

← →

30000

30001

30002

30003

リモートI/O装置上の高機能I/Oについては、PCシステム
設定の内容にかかわらず、常にエンドリフレッシュを行います。このた
め、上記のような方法は、使用できません。

上記のような出力を得るために、特殊な使い方として、出力30000を二
重使用しています。通常は、コイルの二重使用を禁止しています。

参考�
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リスタート中の高機能I/Oのリフレッシュデータは、保証さ
れません。

高機能I/Oユニットに対してリスタートを行うプログラムを作成する場合、
リスタート中フラグ（27400～27409）がONのときには、リフレッシュデー
タを用いての計算などを行わないでください。リスタート中以外の高機能
I/Oユニットは、通常動作を行います。

リモート子局上の高機能I/Oユニットにリスタートをかけても、リスタート
中フラグはONしません。

C200HSでは、スキャンタイムがC200Hに比べ高速になっています。高機
能ユニットでは、プログラムに注意が必要になります。

高機能I/Oユニットのリスタート

高機能I/Oユニットをリスタートすると、高機能I/Oユニットの初期処理が
完了するまでの間は、以下の処理を行います。

ポイント�

← 高機能ユニット →
初期処理中

                  　　　 ON

       AR0100
      0号機リスタート　 OFF

                  　　　

ON
       27400 　　
  　0号機リスタート中フラグ   OFF
                                     　　　

       0号機  　　許可　 →←── 禁止 ──→←─ 許可
       IORF命令実行

リスタートフラグがONすると、高機能I/Oユニットに対するリフレッシュ
設定（DM6620～6621）とは無関係に、エンドリフレッシュ処理を行い、高
機能I/Oユニットの初期処理が実行されます。
この間は、プログラム中にIORF命令があっても、リスタート中の高機能I/O
ユニットについては実行されません。

高機能I/Oのリスタート処

理時間の目安は、「20×サ

イクルタイム時間」です。

6-2

高機能I/0ユニットとのインタフェース
プログラム

�お願い�
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6-2 高機能I/Oユニットとのインタフェースプログラム

ポイント�

DM1000～1999のエリアを

プログラムで直接書き換え

たり、固定DM(DM6144 ～

6599)に格納しておいた初期

値データをブロック転送命

令(XFER)で書き込む場合は、

1～5の操作は不要です。

DM1000～1999のエリアを

書き換えた後、リスタートを

行うプログラムだけ作成し

てください。

高機能ユニット異常発生時のリスタートプログラム

高機能ユニットに異常があったときに、リスタートをかけて、再起動させる
プログラム例を示します。

●プログラム例（高機能の号機は１号機）

高機能ユニットの初期設定データ再設定（段取り替え）

C200HSでは、高機能ユニット初期設定エリア（DM1000～1999）に、命令
によってデータの書き込みができます。
このため、高機能ユニットに対して初期設定データを、1つの工程終了後に
別の工程用に変更する、「段取り替え」ができます。

段取り替えのプログラム

C200HSの電源を入れたときは、DM7000～7999のデータを、高機能I/Oユ
ニットの初期値データとして工程1を実行します。工程1完了後は、DM8000
～8999のデータを初期値データとするプログラム例を示します。

●プロコンでの操作

１ メモリオールクリア操作を行います。

キー操作： クリア�→
再生�
セット�→ NOT → 録音�

リセット�→EXT→ モニタ�

高機能ユニット異常
AR0001

DIFU(13) リスタート
AR0101

高機能ユニットリスタート中

27401
JMP(04) リスタート中は計算処理
00 を行わない

高機能ユニット1号機のリフッシュデータ計算処理

JME(05)
00
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４ 本体動作設定スイッチSW4をON（ユーザ設定）にします。

５拡張応用命令のXDMR命令にFUN No.を割り付けます。

キー操作： クリア�→EXT → →変更�→

（設定FUN　No.を表示）

→書込�

（XDMR命令を表示）

６ プログラムを入力してください。

本設定は、設定後、再度電源を入れないと有効になりません。
設定後に電源を入れ直してください。

ＵＭエリア配置は、メモリオールクリア後でなければ実行
できません。

２ UMエリア配置操作で、拡張固定DMを2Kワード（DM7000～8999）

確保します。

キー操作： クリア�→ FUN →照合�→変更�→

2C → 再生�
セット�→ 9 7 1B 3D →書込�

３ 現在値変更操作で、PCシステム設定エリアの高機能I/Oエリアモー

ド設定を、【電源ON時にDM7000～7999をDM1000～1999に転送
する】に設定します。

PCシステム設定　DM6602（$0100）　高機能I/Oエリアモード設定

�お願い�

参考�
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高機能I/Oユニットのリフレッシュ間隔

高機能I/Oユニットは、I/Oリフレッシュされる間隔が短いと、高機能I/Oユ
ニット側の処理が遅れる場合があります。「高機能ユニット異常」が発生し
たり、高機能I/Oユニットが正常動作しなくなることもあります。

そのときは以下の方法で解決してください。

●ENDリフレッシュ←→ENDリフレッシュの間隔が短い場合
PCシステム設定で、高機能I/Oエンドリフレッシュを禁止設定にし、IORF命令
を使って必要なときだけリフレッシュするプログラムに変更してください。
PCシステム設定のサイクルタイム一定設定、またはサイクルタイム一定命令
（SCAN（18））で、現サイクルタイムを延ばすことにより解決する方法もあり
ます。

PCシステム設定 DM6619　 サイクルタイムタイム可変・一定
設定

　　 $0001～$9999：サイクルタイム
一定時間（単位１ｍｓ）

DM6621　 高機能I/Oエンドリフレッシュ禁
止設定
$0100：全号機のエンドリフレッ
シュを行わない

●プログラム例（高機能I/Oの号機は2号機）

工程１終了
40000

@XDMR DM8200～8299
#0100 を初期値設定エリアに転送
#8200

DM1200

DIFU(13) 2号機をリスタート

AR0102

高機能ユニットリスタート中
27402

JMP(04) リスタート中は計算処理を行わない
00

 　　　　　　　高機能ユニット2号機のリフッシュデータ計算処理
JME(05)

00
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●IORF命令←→ENDリフレッシュの間隔が短い場合
IORF命令だけ、またはENDリフレッシュだけのプログラムに変更してくだ
さい。PCシステム設定のサイクルタイム一定設定、またはサイクルタイム
一定命令（SCAN（18））で、現サイクルタイムを延ばすことにより、解決する
方法もあります。

●IORF命令←→IORF命令の間隔が短い場合
IORF命令の間隔を長くするか、IORF命令が1回ですむように、プログラムを
変更してください。
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ポイント�

6-3　

割り込み機能

入力割り込みを使用して

いないときは、サブルー

チン番号００～０７を通

常のサブルーチンとして

使用できます。

割り込み入力ユニットで

割り込みとして使用しな

い入力は、通常の入力と

して使用できます。

割り込み 入力割り込み C200H互換モード
（通常応答モード）

C200HSモード
（高速応答モード）

定時割り込み  C200H互換モード 10ms単位×n割り込み
（通常応答モード） 1ms単位×n割り込み

 C200HSモード 10ms単位×n割り込み
（高速応答モード） 1ms単位×n割り込み

割り込みの種類とモード

C200HSには「入力割り込み」と「定時割り込み」という2種類の割り込みが
あり、それぞれ以下のモードで動作します。

●入力割り込み
割り込み入力ユニット（形C200HS－INT01）を介して外部からの入力がON
になったとき、割り込み処理を行います。

割り込み入力ユニットは入力回路が8点あり、それぞれIN0→IN7が割り込み
NO.00→07に対応しています。また、割り込みNO.00→07はそれぞれサブ
ルーチン番号00→07を呼び出します。

割り込み入力ユニットは、C200HSを装着するベースユニットに1台だけ実装
できます。また、割り込み入力ユニットの入力データ8点は、C200HSへ割り込
みをかけると同時に、通常の入力ユニットと同様に、実装されたスロット位置
に対応するチャネルがリフレッシュされます。
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ポイント�

定時割り込みを使用しな

いときは、サブルーチン番

号９９を通常のサブルー

チンとして使用できます。

工場出荷時は、Ｃ200H互換モードに設定されています。

●定時割り込み
10ms単位×設定値、または1ms単位×設定値の一定周期の割り込み処理を
行います。割り込みNo.は99で、サブルーチン番号99を呼び出します。

定時割り込みの単位時間は、PCシステム設定で設定します。

PCシステム設定
DM6622

定時割り込み単位時間
00:10ms
01:1ms

定時割り込み単位時間の設定の有効／無効
00:無効(10msになります)
01:有効

●C200H互換モード（通常応答モード）
C200H互換モードのPCシステム設定は、次のとおりです。

PCシステム設定  DM6620　　 ０　０　０　０

C200H互換モードでは、以下の処理中に割り込みがかかると、各処理の完
了を待って割り込みサブルーチンの実行に移ります。
C200Hの割り込みプログラムをそのまま流用するときや、応答時間が以下
の処理にかかる時間を許容できるときは、このモードでご使用ください。

•上位リンクサービス
•リモートI/O処理
• 高機能I/O処理
•１命令実行処理
•SYSMAC LINK/SYSNETサービス処理（CPU31/33だけ）

参考�
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参考�
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●C200HSモード（高速応答モード）
C200HSモードのPCシステム設定は、次のとおりです。

PCシステム設定  DM6620　　  １   －   －   －
↑ 割り込み応答設定

C200HSモードでは、以下の処理中に割り込みがかかると、実行中の各処理
を中断して割り込みサブルーチンの実行に移ります。
最大1msの精度で応答時間が要求されるときは、このモードでご使用くだ
さい。
だ•上位リンクサービス
だ•リモートI/O処理
だ• 高機能I/O処理
だ•１命令実行処理

割り込みの優先順位

割り込みが発生すると、指定された割り込みサブルーチンを実行します。
すでに割り込みサブルーチンを実行中に、別の割り込みが入ると、現在実行中
の割り込みが完了するまで待ち状態になります。完了すると、次の割り込みが
処理されます。
複数の割り込みが同時に入力されると、以下の優先順位に従って処理されま
す。

入力割り込み0　＞　入力割り込み1　＞  入力割り込み2 > ・・・
・・・　＞　入力割り込み7　＞  定時割り込み

C200HS-CPU31/33では、SYSMAC LINK/SYSNETサービ
ス処理中に割り込みがかかると、処理の完了を待って割

り込みサブルーチンを実行します。
このため、C200HSモードにおいても最大10msの応答時間となります。

C200HSモードでは、１命令の実行中や、高機能I/O、リモートI/Oのリフ
レッシュ中にも割り込みプログラムが実行されます。プログラムの組み
方によりデータの同時性が保証できない場合があります。
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メインプログラム

SBN（92）    00

割り込みプログラム

RET（93）

END（01）

割り込みプログラムの定義

割り込みプログラムは、通常のサブルーチンと同様に、メインプログラムの
次にSBN（92）命令とRET（93）命令で定義します。

ポイント�

不要な割り込みに対して

はマスクをかけたり、一時

的に割り込みを禁止した

りしてください。

   （＠）ＩＮＴ
０００
０００
Ｃ１

割り込みの制御方法

●割り込みのマスクの解除と設定
運転を開始したときは、入力割り込み0～7、定時割り込み99のすべてが割り
込みマスク状態になっています。
割り込みプログラムを実行させるためには、マスク状態を解除する必要があ
ります。
このようなときには、以下の方法で各割り込みを個別にマスクしたり、マスク
を解除したりできます。
定時割り込みのマスクを解除するときには、同時に割り込み周期も設定して
ください。

入力割り込み0～7に対応する、C1のビット0～7で
設定します。
0：マスク解除（入力割り込み許可）
1：マスク設定（入力割り込み禁止）

割り込みプログラムを定義しているときは、プログラム
チェック時に「SBSなしエラー」になりますが、正常に実行されます。

定時割り込みの設定時間をC2に設定します。
C2≠#0000：マスク解除（設定した時間周期での
割り込みを許可）

              　 C2＝#0000：マスク設定（定時割り込み禁止）

(＠)INT
000
004
C2

参考�
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●全割り込みのマスクと許可
割り込みをC200HSモードで使用しているときは、次の処理を行ってくだ
さい。

メインプログラム中で扱うデータの同時性を保証するためには、データの読み
書きを行う前にいったんすべての割り込みを禁止し、読み書きが完了した時点
で再び割り込みを許可する処理が必要です。
このような場合、以下の方法で一括して、全割り込みの禁止と許可ができます。

INT命令で全割り込みを禁止します。

INT命令で全割り込みの禁止を解除します。

6-3 割り込み機能

全割り込みのマスク・許可を、割り込みプログラム内で行う
ことはできません。

ポイント�

記憶されるのは、１回分

の割り込みだけです。

●マスク中の入力割り込みをクリアする
マスク中でも、入力割り込みに対応する入力接点が立ち上がると、入力割り込
みが記憶されます。マスクを解除すると、すぐに入力割り込みがかかります。

マスクを解除したときに、マスク中に入った入力割り込みが実行されない
ようにするには、割り込みの記憶をクリア（消去）します。

INT命令で入力割り込みの記憶をクリアします。

入力割り込み0～7に対応する、Cのビット0～7
に1を設定すると、入力割り込みの記憶がクリ
アされます。
0：入力割り込み記憶保持
1：入力割り込み記憶クリア

(＠)INT
100
000
000

(＠)INT
200
000
000

(＠)INT
001
000
C00

ポイント�

INT命令で入力割り込みの

記憶をクリアします。

参考�
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●入力割り込みのマスク状態を読み出す

INT命令で入力割り込みのマスク状態を読み出しま
す。
Cチャネルに格納されたデータの下位8ビット
の状態が、マスクの設定状態を表します。
0：マスク解除中（入力割り込み許可中）
1：マスク中（入力割り込み禁止中）

●定時割り込み設定時間を読み出す

INT命令で定時割り込み設定時間を読み出します。
Cチャネルに格納されたデータが、設定時間を表
します。

●定時割り込み初回割り込み時間の設定
割り込みマスクを解除してから第1回目の割り込みがかかるまでの時間
を設定します。
C200HSでは、割り込みマスク解除時の設定時間で、初回割り込み時間を
確保できます。

INT命令で定時割り込みの初回割り込み時間を設
定します。
Cで初回時間を設定します。

(＠)INT
002
000
C00

(＠)INT
002
004
C00

(＠)INT
001
004
C00
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ＳＢＮ（９２）      ００

 ¦¦ ＩＯＲＦ（９７） 外部入力の取り込み
                                     　　　 ０００
                                     　　　 ０００

演算処理

 ¦¦ ＩＯＲＦ（９７） 演算結果の外部出力
                                          　 ００１
                                          　 ００１

 ＲＥＴ（９３）

割り込みプログラムの作成方法

●割り込みプログラム内で外部との入出力を行う
割り込みプログラム内で最新の入力データを取り込んだり、演算した結果を
すぐに出力するためには、I/Oリフレッシュ命令（IORF）や多点I/Oリフレッ
シュ命令（MPRF）を用いて、都度リフレッシュを行う必要があります。基本入
出力、割り込み入力、高機能I/Oに対してはIORF命令を、多点入出力（グループ
2）に対してはMPRF命令を使用してください。

●割り込みプログラム内で高機能I/Oとの入出力を行う
割り込みプログラム内で高機能I/Oとの入出力を行うには、I/Oリフレッシュ
命令（IORF）を用いて都度リフレッシュを行います。

C200HSモードで使用する場合、割り込みプログラム内で高機能I/Oをリフ
レッシュするには、高機能I/Oに対して、スキャンでのリフレッシュ（エンドリ
フレッシュ、メインプログラム内のリフレッシュ命令）を禁止し、割り込みプ
ログラム内のリフレッシュと同時に処理されないようにしてください。同一
の高機能I/Oに対して、スキャンリフレッシュと割り込みプログラム内のリフ
レッシュが重なった場合、割り込みプログラム異常（システムイジョウ　FAL
8B）が出力され、割り込みプログラム内のリフレッシュは実行されません。

C200HSモードで、高機能I/Oを割り込みプログラム内で、リフレッシュする
ときには、以下のようにPCシステム設定でスキャンリフレッシュ禁止を設定
してください。

ポイント�

C200H互換モードで使用

する場合は、スキャン内リ

フレッシュの禁止設定は

無効です。割り込みプログ

ラム内とスキャン内で平

行してリフレッシュでき

ます。
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Ｄ１５ Ｄ１２ Ｄ9 Ｄ０
PCシステム設定
DM6620        　     １     　     ¦０ ¦ ０ ¦ ＊ ¦ ＊ ¦ ＊ ¦ ＊ ¦ ＊ ¦ ＊ ¦ ＊ ¦ ＊ ¦ ＊ ¦ ＊ ¦

                            　　　　　　　　　        　
                          　

6-3 割り込み機能

０号機
１号機

９号機

割り込み応答設定
1： C200HSモード

1： 割り込み内リフレッシュ
1： を行う号機
0： それ以外

●割り込みプログラムの実行時間の制限
割り込みプログラムの実行時間は、高機能I/O、上位リンク、リモートI/Oのいず
れかが実装されていて、C200HSモードで使用する場合、10ms未満になるよう
にプログラムを作成してください。上記のユニットのリフレッシュ中に割り込
みがかかり、10ms以上割り込みプログラムを実行した場合、割り込みプログラ
ム異常（システムイジョウ　FAL　8B）が出力されます。
262、263CHをモニタすると、割り込みプログラムの最大実行時間を確認でき
ます。

高機能ユニット形C200H-AD001を使用する場合は、使用条件
により、割り込みプログラムの実行時間制限が2msとなります。  この制限時
間を越えると高機能ユニット異常になることがあります。

使用条件：AD001にリスタートをかけるような使い方をしていて、割り込み
をC200HSモードで使用する場合。

●データの同時性について
C200HSモードで使用する場合、割り込みプログラム内で扱うデータとメイ
ンプログラム内で扱うデータを共用すると、複数のチャネルにまたがるデー
タでは、不都合が発生する場合があります。

262CH
例：12.3ｍｓ

０　１　２　３　 割り込みサブルーチン最大処理時間
                                　　　　　　　　　 （0.1ms単位）
 263CH

８　０　＊　＊

最大処理時間該当サブルーチンNO.

ポイント�

C200H互換モードで使用

する場合や、上記のユニッ

トを実装しない場合は、

10msの制限はありません。

参考�
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C200H互換モードでは、

データの同時性は保証さ

れます。

ポイント�

高機能I/O、リモートI/O、上位リンクの各処理中に割り込みが入ると、各ユ
ニットとのやりとりをするチャネルについても、同様に同時性が確保でき
ません。このときは、1バイト単位での同時性がとれなくなります。以下の
いずれかの方法で確保するようにしてください。

• ユニットとやりとりするチャネルを、メインプログラム内で割り込み禁止
して、別のチャネルへ転送します。割り込みプログラムでは、転送された
チャネルに対して読み、書きを行います。

• 高機能I/Oに対して、割り込みプログラム内でIORF命令を用いてリフレッ
シュするようにします。メインプログラムでは割り込みを禁止して、高機
能I/Oのチャネルを読み、書きします。高機能I/O以外のユニットではこの
方法は使えません。

        　　 （＠）ＩＮＴ INT命令で全割り込みを禁止します。
        　                　　 １００
        　                  　 ０００
        　                  　 ０００
      共用データチャネルの
      読み書き処理

        　　 （＠）ＩＮＴ  INT命令で全割り込み禁止を解除します。
                  　 ２００
                  　 ０００
                  　 ０００

1命令の実行中は、四則演算や比較命令などは同時性が確保されますが、ブ
ロック転送命令などの実行時間がかかる命令については、同時性が確保され
ません。
「メインプログラムで途中まで書き込みを行ったとき、割り込みがかかり、割
り込みプログラムで同じチャネルを読み出した場合」、または、「メインプログ
ラムで途中まで読み出したとき、割り込みがかかり、割り込みプログラムで同
じチャネルに書き込みを行った場合」、どちらも同時性のとれないデータに
なってしまいます。

メインプログラムで扱うデータと割り込みプログラムで扱うデータを共用し
なければならない場合、以下の方法で同時性を確保してください。

• メインプログラムで共用するデータを読み、書きするとき、割り込み禁止
にする。
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固定ＤＭと拡張固定ＤＭの使い方

DM7000～7999は、PCシステム設定でDM6602を「C200H互
換モード」や「C200HS DMリニアモード」に設定すると、高機

能I/Oの専用エリアとなります。

固定DMと拡張固定DMは、ユーザメモリ（UM）上に割り付けられているた
め、命令での書き替えが禁止されています。

本体動作設定スイッチSW1をONすることで、ラダープログラムやI/Oコメ
ントと同様にハードウェアで書き込みを禁止することができます。

また、EEPROM、EPROMメモリカセットに、ラダープログラムやI/Oコメン
トと共に格納することができます。したがって、以下のようなデータをユー
ザプログラムの一部として、扱うことができます。

• 演算用の定数、および設定値
• 高機能I/O用初期設定パラメータ
• PTやプログラミングコンソールなどへの表示用文字列データ
• 通信用メッセージデータ

固定DMと、拡張固定DMの割り付けは、次のとおりです。

• 固定DMは、DM6144～6655に割り付けられています。DM6600～6655は、
PCシステム設定用のエリアですので、ユーザでは使用できません。

• 拡張固定DMは、ツールまたはプロコンを使って「UMエリア配置」操作を行う
と使用できます。DM7000～9999に1000ワード単位で割り付けます。

参考�



6.19

参 照�

FIT、パソコンでの操作は、

ラダーサポートソフトの

『解説編』を参照ください。

ポイント�

固定ＤＭに格納して使用

すると便利な命令として

は、以下の命令があります。

倍長四則演算

倍長比較

多チャネル比較

メッセージ表示

テーブル間比較

テーブル一致

シリアルポート出力

＋

拡張固定DMは、固定DMと異なり、命令のオペランドで直接指
定することができません。拡張固定ＤＭのデータを扱うときは、拡張固定DM
読み出し（XDMR）命令を用いて、通常のチャネルへ読み出してください。

ＤＭ６２００ ５ ６ ７ ８

ＤＭ６２０１ １ ２ ３ ４

6-4 固定ＤＭと拡張固定ＤＭの使い方

MOV
＃5678
DM0000

MOV
＃1234
DM0001

MULL
300

DM0000
300

●ＵＭエリア配置・プロコンでの操作

… メモリオールクリア （この操作を行わな
いと、UMエリア配置ができません。）

… UMエリア配置情報を読み出します。

… 例として、ここでは、拡張固定DMを
2000ワード（DM7000～8999）確保
します。

●固定DMに演算用の定数を格納するプログラム例
倍長演算などで、定数とチャネルデータとの演算を行うときは、命令のオペ
ランドに直接定数を指定することができません。演算を行うために、定数を
チャネルに転送し、チャネルデータとチャネルデータの形式で演算を行う
ようにします。

例として、あらかじめ固定DMに定数を格納しておき、そのデータとの演算
を行う方法があります。

EXT再生�
セット�NOT 録音�

リセット� モニタ�

FUN 照合�

9 7 1B 3D 書込�

MULL
300

DM6200
300

2C 再生�
セット�変更�

参考�
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DM8000から2ワード
をD0000以降へ読み
出します。

6-4 固定ＤＭと拡張固定ＤＭの使い方

MOV
＃1234
DM0001

MOV
＃5678
DM0000

MULL
300

DM0000
300

XDMR
＃0002
＃8000
D0000

MULL
300

D0000
300

●拡張固定DMに演算用の初期値を一括して格納するプログラム例
演算の初期値がすべて「０」のときは、ブロック設定（BSET）命令で一括して
クリアできます。各チャネルの初期値が異なるときは、各チャネルごとに初
期値をセットするプログラムが必要です。

あらかじめ、拡張固定DMに使用するチャネルすべての初期値を格納してお
き、拡張固定ＤＭ読み出し（XDMR）命令で一括して読み出すことで、プログ
ラムが削減できます。

ＤＭ８０００ ５ ６ ７ ８

ＤＭ８００１ １ ２ ３ ４

＋
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コンビニ命令
コンビニ命令とは、従来は複雑な処理が必要だった外部の入出力装置を、１つ
の命令で制御できるようにした機能です。コンビニ命令には、次の５つの命令
があります。

デジタルスイッチ命令（DSW）
マトリクス入力命令（MTR）
16キー入力命令（HKY）
10キー入力命令（TKY）
7セグメント表示命令（7SEG）

上記の命令語は拡張応用命令です。これらの機能や使い方を説明します。

デジタルスイッチ命令（DSW）
DSW命令を使用することで、基本入出力ユニットや多点I/Oユニット（グルー
プ2）を使用することが可能となり、デジタルスイッチから入力するために、高
機能ユニットを1ユニット占有する必要がなくなります。

次の場合、DSW命令の使用が有効です。
• CPUのサイクルタイムを短くしたいとき。
• 高機能I/Oユニットを他の用途に全て使用しているとき。
• デジタルスイッチ入力の際のコストを低く押えたいとき。
• 装着しているI/Oユニットで未使用の接点を有効に利用したいとき。

次の場合は高機能多点I/Oユニットの使用が有効です。
• リモートI/O装置上でデジタルスイッチ入力を実現したいとき。
• その他、プログラム中にDSW命令を入れることができないとき。

DSW、HKY、MTR、および7SEG命令を使用するときは、以
下のことに気をつけてください。

命令はプログラム中で2回以上使わないでください。

リモートI/O子局上の入出力ユニットに対しては、命令は使用できません。

DSW、HKY、MTR、7SEG命令はスキャン（実行回数とI/Oリフレッシュのタ
イミング）依存の命令であり、1回の命令実行後に、かならず1回のI/Oリフ
レッシュが行われなければ正常に動作しません。

�お願い�
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1

3

5

7

9

11

13

15

COM

0

2

4

6

8

10

12

14

COM

ID212

1

3

5

7

9

11

13

15
COM

0

2

4

6

8

10

12

14

DC

OD212

D0
D1
D2
D3
D0
D1
D2
D3
CS0
CS1
CS2
CS3
RD

D0
D1
D2
D3
D0
D1
D2
D3
CS0
CS1
CS2
CS3
RD

入力ユニット�

出力ユニット�

インタフェース回路�
(注)

(注)形A7Eデジタルスイッチ使用時は、5V―24Vの信号交換を行う�
　  インタフェース回路を作成してください。�

形A7E　下位4桁データライン�

形A7E�
上位4桁データライン�

形A7E　チップセレクト端子へ�

形A7E　RD端子へ�

上位4桁� (形A7E) 下位4桁�

●機能
出力ユニットと入力ユニットに接続されているデジタルスイッチ（サムロー
タリースイッチ）の値を、指定チャネルに8桁で読み込みます。

●接続に必要なもの
• 出力ユニット
8点以上のトランジスタ出力ユニット

• 入力ユニット
8点以上のDC入力ユニット
(基本出力、高機能、多点出力いずれでも可)

• デジタルスイッチ(サムロータリースイッチ)
4本のデータ信号線と、各桁1本のラッチ信号線を持つデジタルスイッチ。
さらに、各桁1本のリード信号線を持つものも使用できます。

●接続
各桁のデータ信号線を4桁分まとめて上位4桁、下位4桁とします。下位4桁の
データ信号線を入力接点0～3、上位4桁のデータ信号線を入力接点4～7に接続
します。
下位4桁、上位4桁の各桁のラッチ信号線をまとめて出力接点0～3に接続します。
リード信号のあるスイッチでは全ての桁のリード信号線をまとめて出力接点4
に接続します。
データ入力が一巡したときに、出力接点5がONになります。
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1
3
5
7
9
11
13
15
COM

0
2

4
6
8
10
12
14
COM

ID212

1
3
5
7
9
11
13
15
COM

0
2

4
6
8
10
12
14

DC

OD212
スイッチNo.  7 6 5 4 3 2 1

8 42 1

入力ユニット�

出力ユニット�

形A7B�
サムロータリースイッチ�

C

（注）この場合データリード信号は接続しません。�

8

●タイミングチャート
デジタルスイッチを接続した入力チャネル番号I、出力チャネル番号Oを指定
して、プログラムを実行すると次のようになります。

●使用例
プログラム中に１つのDSW命令を使用し、命令実行終了後のENDリフレッ
シュを利用するか、または定時割り込みサブルーチン中に１つのDSW命令と
I/Oリフレッシュ命令を使用し、指定出力ユニット/入力ユニットをリフレッ
シュしてください。

1   2   3   4   5   6    7   8   9   10  11 12 13 14 15 16

ICH�
�
�
�

8桁 00～03、04～07

OCH�
00�
�
01�
�
02�
�
03�
�
04�
�
05

16回で命令実行一巡�

100 101� 102� 103 入力データ�

RD(リード)信号�

一巡フラグ�

CS信号�

D＋1 D
4桁だけの読み出し時は�
Dチャネルだけ使用�

上位4桁�下位4桁�

D
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デジタルスイッチを接続した入出力チャネルで使用しない
接点は、通常のリレー接点として使用できます。

プログラムを実行したときは、停止時の状態に関わらず最初のサイクルから
実行開始します。
DSW命令は20スキャンで8桁のデジタルスイッチを読み込みます。

25315 25313INT
001
004

#0002

INT
000
004

#0002

DSW命令で指定し
た入出力チャネルを
リフレッシュ

DSW
S

D1
D2

IORF
D1
D2

RET

ENDSBN99

マトリクス入力命令（MTR）

C200HSでは、高機能多点入出力ユニット（形C200H－MD□□□）を使用
することで、ダイナミック入力の機能が実現できます。
MTR命令を使用することで基本入出力ユニットや多点I/O（グループ2）を
使用することが可能となり、マトリクス入力を行うために高機能ユニット
を１ユニット占有する必要がなくなります。

次の場合MTR命令の使用が有効です。
• CPUのサイクルタイムを短くしたいとき。
• 高機能I/Oユニットをすべて他の用途に使用しているとき。
• マトリクス入力のコストを低く押えたいとき。
• 装着しているI/Oユニットで未使用の接点を有効に利用したいとき。

次の場合は高機能多点I/Oユニットの使用が有効です。
• リモートI/O装置上でマトリクス入力を実現したいとき。
• その他、プログラム中にMTR命令を入れることができないとき。

ENDリフレッシュを利用した場合、入力の速度が命令実行のサイクルタイム
に影響されます。

参考�
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A9 A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0

A8 A7 A6 A5 A4 A3 A2 A1 A0
B9 B8 B7 B6 B5 B4 B3 B2 B1 B0

第7列

第8列

第1列

入力に対するフラグ
(入力すべてがON )

マトリクス選択制御

マトリクスの状態

一巡フラグ

24スキャン実行で一巡

00

01

02

03

04

05

06

07

00

32

64

00

32

64

08

:

:

:

:

●機能
出力ユニットと入力ユニットに接続されている8×8のマトリクスの値を、指
定チャネルから64点で読み込みます。

●接続に必要なもの
•出力ユニット
•出8点以上のトランジスタ出力ユニット
•入力ユニット
    8点以上のDC入力ユニット
•出（基本出力、高機能、多点出力いずれでも可）
•マトリクス回路
•出8×8以下のマトリクス回路

●接続
8×8のマトリクスのそれぞれを入力接点0～7、出力接点0～7に接続します。

64個の入力が全て完了したときに、出力接点８(一巡フラグ)がONします。

•

0D212

ID211
入出力ユニット
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●使用例
メインプログラム中に1つのMTR命令を使用し、命令実行終了後のENDリ
フレッシュを利用するか、または定時割り込みサブルーチン中に1つのＭＴ
Ｒ命令とI/Oリフレッシュ命令を使用し、指定出力ユニット/入力ユニット
をリフレッシュしてください。

25315 25313INT
001
004

#0002

INT
000
004

#0002

MTR
S

D1
D2

IORF
D1
D2

MTR命令で指定し
た入出力チャネル
をリフレッシュ

SBN99

RET

END

ENDリフレッシュを利用した場合、入力の速度が命令実行のサイクルタイ
ムに影響されます。
マトリクス回路を接続した入出力チャネルで使用しない接点は、通常のリレー接
点として使用できます。

実行開始時は、停止時の状態に関わらず最初のサイクルから実行開始します。

16キー入力命令（HKY）

HKY命令を使用すると、接続された16のキーの入力をO～Fの数値として入
力できますので、設定値の入力などが簡単になります。

●機能
出力ユニットと入力ユニットに接続されている16進数キーボードの値を、
指定チャネルに8桁で読み込みます。

●接続に必要なもの
• 出力ユニット
８点以上のトランジスタ出力ユニット

• 入力ユニット
８点以上のＤＣ入力ユニット
（基本出力、高機能、多点出力いずれでも可）

• 16進数キーボード
4×4のマトリクス接続になったもの。
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●接続
16進数キーボードを作成し、４×４のキーボードのそれぞれを入力接点０
～３、出力接点０～３に接続します。どれかのキーが押されている間、出力
接点４がONになります。

●タイミングチャート
16進数キーボードを接続した入力チャネル番号を“I”に、出力チャネル番号を
“O”に指定して、プログラムを実行すると、次のように動作します。（すでに、い
くつかの数値が入っているものとします）。

0�

2�

4�

6�

8�

10�

12�

14�

COM

1�

3�

5�

7�

9�

11�

13�

15�

COM

�0�

2�

4�

6�

8�

10�

12�

14�

DC

1�

3�

5�

7�

9�

11�

13�

15�

COM

C D E F

8 9 A B

4 5 6 7

0 1 2 3

OD212ID212

出力ユニット�入力ユニット�

●使用例
メインプログラム中に１つのHKY命令を使用し、命令実行終了後のENDリ
フレッシュを利用するか、または定時割り込みサブルーチン中に1つのHKY
命令とI/Oリフレッシュ命令を使用し、指定出力ユニット/入力ユニットを
リフレッシュしてください。

1 

12スキャンで一巡�

OCH�
00�
01��
02��
03

16キー�
0�
�
9���F

D＋2CH�
00��
09��
15
OCH�
04

2 3 4 5 6 7 8 9 101112

16キー選択制御信号

16キーの状態

入力キーに対応するフ
ラグ(次のキーが押され
るまでONし続ける)

押されているキーがあればON

0A01

D+1

230F

D

A012

D+1

30FF

D

0123

D+1

0FF9

D
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ENDリフレッシュを利用した場合、入力の速度が命令実行の
サイクルタイムに影響されます。

16進数キーボードを接続した入出力チャネルで使用しない接点は、通常のリ
レー接点として使用できます。

実行開始時は、停止時の状態に関わらず最初のサイクルから実行開始します。

HKY命令は、3～12スキャンで1つのキー入力を読み込みます。
8桁を超えて入力したときは、最上位桁の内容が消滅します。
1つのキーが押されている間は、他のキーは受け付けられません。

6-5 コンビニ命令

25315 25313INT
001
004

#0002

INT
000
004

#0002

HKY
S

D1
D2

IORF
D1
D2

HKY命令で指定し
た入出力チャネル
をリフレッシュ

SBN99

RET

END

10キー入力命令（TKY)

10個の接点を、10キーとしてその接点番号を格納することができますので、
設定値の指定などが簡単になります。

●機能
入力ユニットに接続されている10キーの値を、指定チャネルに８桁ＢCDで読
み込みます。

●接続に必要なもの
• 入力ユニット
16点以上のDC入力ユニット（基本出力、高機能、多点出力いずれでも可）

• 10キーボード

参考�
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6-5 コンビニ命令

0�

2�

4�

6�

8�

10�

12�

14�

COM

1�

3�

5�

7�

9�

11�

13�

15�

COM
0V

9

0

ID212�
入力ユニット�

テンキー�

●動作
10キーボードを接続した入力チャネル番号をⅠに指定して、プログラムを実
行すると、次のように動作します。
すでに、いくつかの数値が入っているものとします。

D1D1+1

実行前 3 5 0 1 2 4 3 8

q 5 0 1 2 4 3 8 1

w 0 1 2 4 3 8 1 0

e 1 2 4 3 8 1 0 2

r 2 4 3 8 1 0 2 9

↓

↓

↓

↓

 ICH

00

01

02

.�

.�

.�
�
09

D2CH

00

01

02

.�

.�

.�
�

09

10
↓�
q

↓�
w

↓�
e

↓�
r

10キーからの�
入力�

10キーに対応�
するフラグ�
（次の入力が入�
るまでONし続�
ける）   

押されている�
キーがあれば�
ON

●接続
10キーのキーボードを作成し、0～9の数値のキースイッチを次の図のように
入力接点0～9に接続します。

1つのキーが押されている間は、他のキーは受け付けられ
ません。

8桁を超えて入力したときは、最上位桁が消滅します。
TKY命令で使用していないリレー接点は、通常のリレー接点として使用で
きます。

参考�
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6-5 コンビニ命令

• ７セグメント表示器
４本のデータ信号線と、各桁１本のラッチ信号線を持つ７セグメント表示
器です。

７セグメント表示命令（7SEG）

7セグメント表示器への出力を省配線で行うには、ダイナミック出力方式が
有効です。
高機能多点出力ユニット（形C200H－OD501/215）を用いることで、この
方式を実現できます。しかし、7SEG命令を使用すれば、基本出力ユニットや
多点出力ユニット（グループ２）も使用でき、さらに用途が広がります。

次の場合は、7SEG命令の使用が有効です。
• CPUのサイクルタイムを短くしたいとき。
• 高機能I/Oユニットを他の用途に全て使用しているとき。
• 7セグメント表示のコストを低く押さえたいとき。
• 装着している出力ユニットで未使用の接点を有効に利用したいとき。

次の場合は、高機能多点ユニットのダイナミック出力機能の使用が有効で
す。
• リモートI/O装置上で7セグメント表示を実現したいとき。
• その他、プログラム中に7SEG命令を入れることができないとき。

●機能
指定チャネルの内容を4桁、または８桁の7セグメント表示器に表示させます。

●接続に必要なもの
• 出力ユニット
基本出力、高機能、多点出力いずれでも可能です。

８桁表示

16点以上の出力ユニット

4桁表示

8点以上の出力ユニット
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�お願い�

6-5 コンビニ命令

1

3

5

7

9

11

13

15
COM

0

2

4
6

8

10
12

14

DC

OD212

LE3 LE2 LE1 LE0

D0�
D1�
D2�
D3

出力ユニット�

下位4桁�
VDD�
(＋)�
VSS�
(0)

LE3 LE2 LE1 LE0

VDD�
(＋)�
VSS�
(0)

上位4桁�
D0�
D1�
D2�
D3

7セグメント表示器�

上記の接続例は出力ユニットは負論理（NPN）タイプのも
のです。７セグメント表示器も負論理のものを使用してください。
正論理出力ユニット（PNP）タイプを使用するときは、7セグメント表示器も
正論理のものを使用してください。

正論理と負論理では出力ユニットと7セグメント表示器との接続が異なり
ますので注意が必要です。
4桁表示と8桁表示の切替えは命令の第3オペランドで指定します。

●接続
8桁表示のときは、各桁のデータ信号線を４桁分まとめて上位4桁、下位4桁と
します。下位4桁のデータ信号線を出力接点0～3、上位4桁のデータ信号線を
出力接点4～7に接続します。
下位4桁、上位4桁の各桁のラッチ信号線をまとめて出力接点8～11に接続し
ます。
4桁表示のときはデータ信号線を出力接点0～3に接続し、ラッチ信号線を出
力接点4～7に接続します。
データ表示が一巡すると、8桁表示のときは出力接点12が、4桁表示のときは
出力接点8がONになります（この接点への接続はありません）。
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参 照�

データラッチ出力の論理

（C）の設定は、「コマンドマ

ニュアル」の第3章の「7SEG」

を参照してください。 4桁1組

0～3

4

5

6

7

8

4桁2組

0～3

4～7

8

9

10

11

12

出力状態(データラッチ出力の論理はCの設定により変わります)機能説明

データ出力

ラッチ出力0

ラッチ出力1

ラッチ出力2

ラッチ出力3

一巡フラグ

対応するOチャネ
ルのビット位置

1    2    3     4    5     6    7     8     9    10   11  12   1

12回命令実行で一巡�

100� 101� 102� 103�

(注)�
0～3：Sチャネル�
          データ出力�
4～7：S＋1チャネル�
          データ出力�

●タイミングチャート
表示するデータが格納されている先頭チャネル番号をSに、出力チャネル番
号をOに指定して、プログラムを実行すると、次のように動作します。

●使用例
メインプログラム中に1つの7SEG命令を使用し、命令実行終了後のENDリ
フレッシュを利用するか、または定時割り込みサブルーチン中に１つの
7SEG命令とI/Oリフレッシュ命令を使用し、指定出力ユニットをリフレッ
シュしてください。

ENDリフレッシュを利用した場合、表示の速度が命令実行のサイクルタイムに
影響されます。

7セグメント表示器を接続した出力チャネルで使用しない接点は、通常のリレー
接点として使用できます。

実行開始時は、停止時の状態に関わらず最初のサイクルから実行開始します。

25315 25313INT
001
004

#0002

INT
000
004

#0002

7SEG
S
D
C

IORF
D1
D2

7SEG命令で指定
した出力チャネル
をリフレッシュ

例）

RET

ENDSBN99
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�お願い�
PID制御命令は、次のプログラム内では使用しないでくださ
い。正常な動作をしない場合があります。

割込プログラム、サブルーチンプログラム、IL-ILC、
JMP-JME、ステップラダープログラム

6-6

PID制御プログラム

Ａ    Ｄ
Ｄ    Ａ                   　  　 C200HS
０    ０
０    ０                   　   　 CPU
１    １

#0   #1

アンプ(注）

アンプ(注）

ファン （出力111CH）

測温体（入力101CH）

ヒータ （出力110CH）

注！

C200HSには、拡張応用命令の一つにPID制御命令があります。
PID制御を用いたPID制御プログラムの作成例を以下に示します。

DAユニットから直接モータ、ヒータに接続することはできません。
アンプ（電流増幅回路）が必要になります。

D
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6-6 ＰＩＤ制御プログラム

プログラム作成例

1　目標値（BIN　0000～0FFF）をDM0000に設定します。

2　測温体の現在値（BIN　0000～0FFF）を101CH（0～11bit）に入力します。

3　PID命令①でヒータの操作量を、110CH（０～11bit）に出力します。

4　PID命令②でファンの操作量を、111CH（０～11bit）に出力します。

5　測温体の現在値（BIN 0000～0FFF）を、SCL命令で温度データ（0000～

0200）℃に変換し、DM0200に出力します。

PID演算命令（PID)、スケーリング命令（SCL)を使用すると
きは、ツールまたはプロコンで、あらかじめ応用命令設定

を行ってください。

参 照�

拡張応用命令の割り付け

方法は、ラダーサポート

ソフトの『解説編』を参照

してください。

目標値

PID①

パラメータ先頭CH

PID②
パラメータ先頭CH

 PIDq
測温体 現在値

ヒータ操作量

PIDw

ファン操作量

測温体 現在値（BIN）
変換パラメータ先頭CH
測温体 現在温度（℃）

 MOV
#0F00

DM0000

MOV
DM0000

HR00

MOV
DM0000

HR40

PID
101

HR00
110

PID
101

HR40
111

SCL
101

DM0100
DM0200

END

25315

参考�
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6-6 ＰＩＤ制御プログラム

００００

００００

０２００

０ＦＦＦ

ＤＭ ０１００

０１０１

０１０２

０１０３

SCL パラメータ

(DM００００)

００８０

０２００

０１００

０００１

００００

０４０４

目標値 ＨＲ ００

比例帯 ０１

積分時間／サンプリング周期 ０２

微分時間／サンプリング周期 ０３

サンプリング周期 ０４

PIDパラメータ 正逆切りかえ指定 ０５

入出力レンジ ０６

ヒータ

(DM００００)

００６０

０１５０

０１００

０００１

０００１

０４０４

HR ４０

４１

４２

４３

４４

４５

４６

ファン
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除算
•７÷３ → ２余り １
•（－７）÷３ →－２余り －１
•７÷（－３） →－２余り １
•（－７）÷（－３） → ２余り －１

乗算
•7×3 → 21
•（－7）×3 → －21
•7×（－3） → －21
•（－7）×（－3） → 21

6-7　

符号付きBIN演算

２の補数を使用することで符号付き演算
ができます。

C200HSでは、符号付きBIN演算が扱えるようになりました。符号付きBIN
演算用に、以下の命令を用意しています。

16ビットデータ演算
• 2の補数変換命令（NEG）
• BIN加算命令（ADB）
• BIN減算命令（SBB）
• 符号付きBIN乗算命令（MBS）
• 符号付きBIN除算命令（DBS）

32ビットデータ演算
• 2の補数倍長変換命令（NEGL）
• BIN倍長加算命令（ADBL）
• BIN倍長減算命令（SBBL）
• 符号付きBIN倍長乗算命令（MBSL）
• 符号付きBIN倍長除算命令（DBSL）

●符号付き演算の考え方

加算
•7＋3 → 10
•（－7）＋3 → －4
•7＋（－3） → 4
•（－7）＋（－3） → －10

２の補数を使用することで符号
付き演算ができます。

減算
•7－3 → 4
•（－7）－3 → －10
•7－（－3） → 10
•（－7）－（－3） → －4
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6-7 符号付きＢＩＮ演算

●符号付きBＩNデータの定義
C200HSでは16ビット、32ビットの数値を扱う命令があります。符号付き
BＩNデータは、2の補数表現を用いているため、16ビット、32ビットの最上位
ビットを正負の符号判定ビットに使用しています。したがって、16ビット、32
ビットで取り扱える数値は次のようになります。

16ビット：－32768～32767（16進表現：8000～7FFF）
32ビット：－2147483648～2147483647

（16進表現：80000000～7FFFFFFF）

16ビット符号付きデータと32ビット符号付きデータを、10進で表現する
と以下のようになります。

16進表現
10進表現

16ビットデータ 32ビットデータ

2147483647 － 7FFFFFFF
2147483646 － 7FFFFFFE

： － ：
： － ：
32767 7FFF 00007FFF
32766 7FFE 00007FFE
： : ：
： : ：

5 0005 00000005
4 0004 00000004
3 0003 00000003
2 0002 00000002
1 0001 00000001
0 0000 00000000

－1 FFFF FFFFFFFF
－2 FFFE FFFFFFFE
－3 FFFD FFFFFFFD
－4 FFFC FFFFFFFC
－5 FFFB FFFFFFFB

： : ：
： : ：

－32767 8001 FFFF8001
－32768 8000 FFFF8000

： － ：
： － ：

  －2147483647 － 80000001
  －2147483648 － 80000000
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6-7 符号付きＢＩＮ演算

フラグ（接点No．）

キャリーフラグ（25504）

イコールフラグ（25506）

オーバーフローフラグ（25404）

アンダーフローフラグ（25405）

フラグの意味、およびONする条件

加算結果、桁上がりが生じた。
減算結果、負となった。

加算結果、0になった。
減算結果、0になった。
乗算結果、0になった。
除算結果、商が0になった。
2の補数変換結果、0になった。

16ビット加算結果、＋32767（7FFF）を超えた。
32ビット加算結果、＋2147483647（7FFFFFFF）を超えた。
16ビット減算結果、＋32767（7FFF）を超えた。
32ビット減算結果、＋2147483647（7FFFFFFF）を超えた。

16ビット加算結果、－32768（8000）を超えた。
32ビット加算結果、－2147483648（80000000）を超えた。
16ビット減算結果、－32768（8000）を超えた。
32ビット減算結果、－2147483648（80000000）を超えた。
16ビット2の補数変換結果、－32768（8000）となった。
32ビット2の補数変換結果、－2147483648（80000000）
となった。

参 照�
ツールからの入力方法は、

ラダーサポートソフトの

『解説編』を参照してくだ

さい。

●各種フラグの定義
符号付きBIN演算命令を実行すると、その結果により各種フラグがON/OFFし
ます。
各種フラグの意味、およびフラグが「ON」する条件は以下のようになっていま
す。
ただし、以下の条件を満たしていない場合は、各種フラグは「OFF」します。

●10進表現での入力方法
符号付きBIN演算は、データとして16進表現により演算されます。プロコン、ま
たはツールを使用すると、10進表現での入力、およびモニタができます。
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クリア�

DM

1B 0A

0A

モニタ�

変更�

0A

クリア�

FUN

書込�

接点�
定数�＃�

0A5F

TRシフト�

シフト�

書込�

TR

6-7 符号付きＢＩＮ演算

1B 2C 3D

5F4E

シフト�TR

●命令での入力方法

以下の命令の16ビット演算、定数だけが入力できます。
対象命令：NEG、ADB、SBB、MBS、DBS

例1）プロコンを使ってBＩN加算命令でオペランド1に「＋12345」を入力
する場合。

00000

00000

FＵN  （？？）

00000

ＡDB  （50）

00000  ADB  セッテイA

000

00000  ADB  セッテイA

＃0000

00000  ADB  セッテイA

＃＋00000

00000  ADB  セッテイA

＃＋12345

00000  ADB  セッテイA

＃3039

00000  ADB  セッテイB

000

●チャネルデータでの入力方法
例2）16ビットデータでDM1000に「＋22334」を設定する場合。

00000

00000

チャネル DM　0000

00000

チャネル    DM　1000

D1000

0000

D1000

＋00000

ケ ン゙サ イ゙チ  ？
D1000＋00000
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クリア�

DM

1B

3D

モニタ�

シフト�

EXT

変更�

録音�
リセット�

6
1B 4E

9
5F

書込�

クリア�

クリア�

DM

1B

3D 5F

モニタ�

2C

4E

TR

2C

0A7

3D

8

2C

6-7 符号付きＢＩＮ演算

2C

3D

書込�

クリア�

4E
2C 3D ケ ン゙サ イ゙チ  ？

D1000＋22334

D1000
＋22334

D1000
573E

例3）32ビットデータでDM1234、DM1235に「－1234567890」を設定する
場合。

00000

00000

チャネル DM　0000

 00000

チャネル    DM　1234

D1234

0000

 D1234

 ＋00000

D1235D1234

＋0000000000

ケ ン゙サ イ゙チ  ？

D1235＋0000000000

ケ ン゙サ イ゙チ  ？

D1235－0000000000

ケ ン゙サ イ゙チ  ？

D1235－1234567890

D1235D1234

－1234567890

 D1234

－00722

D1234

FD2Ｅ

D0000D1234

FD2Ｅ

D1235D1234

FD2Ｅ

D1235D1234

B669 FD2Ｅ
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クリア�

EXT

変更�

／

書込�

クリア�

6-7 符号付きＢＩＮ演算

●符号付きBIN演算命令の使用方法
符号付きBIN演算命令のなかで、以下の命令については、応用命令設定を行っ
てください。

• 2の補数変換命令（NEG)
• 2の補数倍長変換命令(NEGL)
• BIN倍長加算命令(ADBL)
• BIN倍長減算命令(SBBL)
• 符号付きBIN乗算命令(MBS)
• 符号付きBIN倍長乗算命令(MBSL)
• 符号付きBIN除算命令(DBS)
• 符号付きBIN倍長除算命令(DBSL)

拡張応用命令設定の方法

プロコンを使って、拡張応用命令設定を行う方法を以下に示します。
なお、以下の操作の前に、C200HSの本体動作設定スイッチSW4をＯNに
しておいてください。

例）プロコンを使って、FUN19にBIN倍長加算命令を設定する場合。

00000

メイレイ  セッテイ  ヨミタ ジ

FUN17：ASFT

メイレイ  セッテイ  ヨミタ ジ

FUN18：SCＡN

メイレイ  セッテイ  ヨミタ ジ

 FUN19：MCMP

メイレイ  セッテイ  ヘンコウ  ？

FUN19：MCMP→？？？？

メイレイ  セッテイ  ヘンコウ  ？

FUN19：MCMP→ADBL

〔BIN倍長加算命令（ADBL）が表示され

るまで矢印キー（ ／ ）を押す〕

メイレイ  セッテイ  ヨミタ ジ

FUN19：ADBL

00000
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10000

6-7 符号付きＢＩＮ演算

●符号付きBＩN演算命令の使用例
例）（（1234＋（－123））×1212－12345）÷（－1234）＝－1081　余り232

000　　　 ＝04D2 ← 1234
001　　　 ＝FF85 ←    －1236
LＲ00 ＝04BC ← 1212
HＲ50 ＝3039 ← 12345
HＲ51 ＝0000 ←
DM1000 ＝FB2E ← －1234
DM1001 ＝FFFF ←

CLC

ADB
000
001
010 ←

MBS
010

LR00
020 ←

SBBL
020

HR50
030 ←

DBSL
030

DM1000
040 ←

04D2
FF85

＋ 0
0457

0457
× 04BC

00148BE4

00148BE4
00003039

＋ 0
00145BAB

00145BAB
÷ FFFFFB2E

FFFFFBC7
000000Ｅ8

…商
… 余り
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C200HSでは、通信ポートで、プロコン、ツール（FIT10/20、ラダーサポート
ソフト）との接続の外に、次のような通信を行うことができます。

上位リンク方式の通信 C200HS←→パーソナルコンピュータなど
無手順方式の通信 C200HS←→パーソナルコンピュータなど
1対1リンク通信 C200HS←→C200HS、C200HS←→CQM1
NTリンク通信 C200HS←→PT（NTリンクI/F）

ここでは、これらの通信に関わるPCシステム設定と、通信の使用方法につ
いて説明します。

上位リンク方式、無手順方式で共通のPCシステム設定

上位リンク方式と無手順方式で共通のPCシステム設定には、以下の設定が
あります。あらかじめ設定してください。

6-8

通信機能

ラダーサポートソフト、FITを使用するときには、DM6650
～6654、DM6645～6649の設定は、「PCシステム設定（拡張機能）」で行
います。

C200HSの本体動作設定スイッチSW5がONのときは、PCシステム設定に
かかわらず、以下の通信条件に設定されます。

ポイント�

ペリフェラルポートだけを

備えているCPUユニット

（形C200HS-CPU01/03）で

は、1対1リンク通信は実行

できません。

NTリンク通信の使用方法

については、「NTシリーズ

I/FユニットNTリンク編」

のマニュアルを参照して

ください。

参 照�

上位リンクモード
00

1ビット
7ビット
2ビット
偶数

9600ビット/s
なし

通信のモード
号機№

スタートビット
データ長

ストップビット
パリティ
通信速度

送信ディレー時間

通信条件設定（スイッチ番号5）のON条件は、CPUユニットのロット
No.が「＊＊75」（1995年7月）以降より上表の値になっています。
「＊＊65」（1995年6月）以前のものは、ストップビット＝1bit、通信速度＝
2400ビット/sとなっています。

注!

注!

D

参考�
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ペリフェラルポート DM6650
RS-232Cポート DM6645

ペリフェラルポート DM6651
DM6646

0ビット15

ビット15 0

＊

伝送フレームフォーマット設定

通信速度設定

▲ ▲

ビット0～7、12～15は、本体動作設定スイッチSW5がOFFのときだけ有効
です。
ビット8～11は、1対1リンク親局でのみ有効です。

標準通信条件は、次のようになっています。

使用するモードは必ず設定してください。
通信条件が上記の設定で構わないときは、下位2桁に00を設定します。

●通信条件の設定

●標準通信条件の設定

モード設定
0 : 上位リンク
1 : 無手順
2：1対1リンク子局
3：1対1リンク親局
4：NTリンク

1対1リンク時の使
用エリアの設定

標準通信条件の使用・不使用
00: 標準通信条件
01: DM6646、DM6651の設定

に従う
(初期状態:標準通信条件で上位リン
ク方式)

スタートビット

データ長

ストップビット

パリティ

通信速度

1

7

2

偶数

9600ビット/s

ポイント�

ペリフェラルポートでは、1

対1リンク、NTリンクは使

用できません。
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スタートビット

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

データ長

7
7
7
7
7
7
8
8
8
8
8
8

ストップビット

1
1
1
2
2
2
1
1
1
2
2
2

パリティ

偶数
奇数
なし
偶数
奇数
なし
偶数
奇数
なし
偶数
奇数
なし

ペリフェラルポート DM6652
RS-232Cポート DM6647

伝送ディレー時間
(BCD4桁、10ms単位)

0000～9999(0～99.99秒)
(初期状態:送信ディレー時間なし)

ビット15 0

伝送フレームフォーマット

通信速度(初期状態：DM6650の設定に従い、標準通信条件）

本体動作設定スイッチSW5がOFFになっていて、DM6645で「DM6646の
設定に従う」、DM6650で「DM6651の設定に従う」に設定されているとき
だけ有効です。
通信相手の通信条件に合わせて設定してください。

●送信ディレー時間の設定（上位リンク）

通信ポートに接続する機器によっては、送信を行う間隔をとる必要があり
ます。そのようなときは、送信ディレー時間を設定して、送信の間隔を調整
してください。

設定

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11

設定

00
01
02
03
04

通信速度

1200ビット/s
2400ビット/s
4800ビット/s
9600ビット/s
19200ビット/s



6.46

上位リンク方式・RS-232無手順モード時の推奨ケーブル･コネクタ

上位リンク方式・RS-232無手順方式使用時の推奨するケーブル･コネクタ
は、次の製品です。

• ケーブル
AWG28×5P IFVV–SB 藤倉電線製
CO–MA–VV–SB 5P×AWG28 日立電線製

• コネクタ(C200HS側)
形XM2A–0901 オムロン製 (C200HSに付属)

• コネクタカバー(C200HS側)
形XM2S–0911 オムロン製 (C200HSに付属)

コンピュータ側のコネクタ、コネクタカバーは、使用しているコンピュータ
の取り扱い説明書を参照して用意してください。

ケーブルは、下図のように配線してください。(ここではFC-985/986/987
を例に示します)。

C200HSのFG端子はD種接地（第3種接地）を行ってくださ
い。詳細は、セットアップマニュアルを参照してください。

コンピュータのFG端子もD種接地（第3種接地）を行ってください。詳細
は、コンピュータの取り扱い説明書を参照してください。

ピン
番号
1

2

3

4

5

6

7

8

9

信号
略号
FG

SD

RD

RS

CS

–

–

–

SG

ピン
番号
1

2

3

4

5

6

7

8

9

20

信号
略号
FG

SD

RD

RS

CS

DSR

SG

–

–

DTR

<C200HS> <FC985/986/987>

�お願い�
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�お願い�

6-8 通信機能

DM6645、DM6650の上位2桁には、必ず「00」(上位リンク
モード)を設定してください。DM6645、DM6650の下位2桁とDM6646、
DM6651には、通信条件に応じた設定をしてください。

ビット15 0

0RS-232Cポート DM6648
ペリフェラルポート DM6653
号機№(BCD2桁)00～31
(初期状態:号機№00)

0

ポイント�

C200HSの上位リンクでの

通信方法は、内蔵ペリフェ

ラルポートと、RS-232C

ポートでRS-232C変換

ケーブル（形CQM1-CIF01)

を介して行う方法と、外付

上位リンクユニット（#0、1)

を介して行う方法の2とお

りがあります。

C200HS(RS-232C付き)で

は、RS-232Cポートを使用

し、RS-232Cケーブルを介

して上位リンク通信を行う

ことができます。

上位リンク方式の設定と通信の使用方法

上位リンク方式の通信を行うときの、PCシステム設定の設定と、通信の使
用方法について説明します。

●上位リンク方式使用時のPCシステム設定

上位リンク方式だけで必要なPCシステム設定には、以下の設定がありま
す。

●号機の設定

号機№は、複数のプログラマブルコントローラが上位コンピュータに接続
されているときに、プログラマブルコントローラを識別するための番号で
す。通常は00に設定してください。

●上位リンク方式とは

上位リンク方式とは、プログラマブルコントローラと上位コンピュータを
RS-232Cケーブルで接続し、上位コンピュータからプログラマブルコント
ローラを通信制御するために、弊社が開発した通信方式です。
通常は上位コンピュータがプログラマブルコントローラにコマンドを発行
し、プログラマブルコントローラが自動的に返信(レスポンス)を返します。
そのため、プログラマブルコントローラ側では通信を意識しないで済むよ
うになっています。

しかし、プログラマブルコントローラ側からまったく通信を開始できない
と困ることがありますので、C200HSでは、必要があればデータ送信ができ
るようになっています。
上位リンク方式には、Cモードコマンド、FINSコマンドの2つの体系があり、
C200HSはその内のCモードコマンドをサポートしています。
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6-8 通信機能

●通信の手順
ここでは、C200HSから上位リンク方式でデータ送信を行う方法について
説明します。これによって、データが変化したときにC200HSから自発的に
データ送信ができ、コンピュータ側が常に監視する必要がなくなるため、負
担を軽減することができます。

1 補助記憶リレー26405（RS-232Cポート送信レディーフラグ）、
26413(ペリフェラルポート送信レディーフラグ)がONになっている
ことを確認します(上位リンク#0では26705、上位リンク#1では
26713)

2 TXD命令で、データを送信します。

通信ポートをリセットする(初期状態に戻す)ときは、特殊補助リレーの
25209(RS-232Cポート）、25208(ペリフェラルポート)、25213(上位リンク
#0)、25207(上位リンク#1)をONにします。リセット完了後、自動的にOFFに
戻ります。

コンピュータからのコマンドに対するレスポンスをC200HSが返信してい
る最中にTXD命令を実行したときは、レスポンス送信完了するまで待って
からTXD命令による送信を行います。それ以外のときは、TXD命令による
データ送信が優先されます。

TXD命令で送信される上位リンクモードの送信データの
フレームは、次のようになっています。

×101×100 E X

号機№ ヘッダコード
(必ず"EX"に
なります)

データ
(122文字以内)

FCS ターミネータ

*@

上位リンクユニット(形

C20 0H - LK 2 0 1 - V 1、-

LK202-V1、-LK101-PV1)

を実装すれば、TXD命令を

用いて上位リンクユニッ

ト→パソコンへの送信を

行うこともできます。詳細

は、上位リンクユニットの

マニュアル(SBCC-398)を

ご覧ください。

参 照�

(@)TXD
S
C
N

S:送信データ先頭チャネル番号
C:コントロールデータ

0000 ：RS-232Cポート
1000 : ペリフェラルポート
2000 : 上位リンク#0
3000 : 上位リンク#1

N:送信データバイト数(BCD4桁)0000～0061

3 この命令実行後から、データ送信完了までの間、26405、26413(26705、
26713)はOFFになります。
RS-232Cポート、ペリフェラルポートでは、送信完了にて再びONになり、
上位リンク#0、1では各上位リンクユニットに送信データが渡された時点
でONになります。

4 TXD命令にはレスポンスがありませんので、コンピュータ側が受信した
ことを確認したいときは、コンピュータのプログラムでC200HSに対し
てデータの書き込みなどを行って通知してください。

参考�
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00100　26405

　10 C200HS SAMPLE PROGRAM FOR EXCEPTION
　20 CLOSE 1
　30 CLS
　40 OPEN ”COM:E73”AS #1
　50 ＊KEYIN
　60 INPUT ”DATA---------”，S$
　70 IF S$=””THEN GOTO 190
　80 PRINT "SEND DATA = ”；S$
　90 ST$=S$
　100 INPUT ”SEND OK? Y or N?=”，B$
　110 IF B$=”Y” THEN GOTO 130 ELSE GOTO ＊KEYIN
　120 S$=ST$
　130 PRINT #1，S$  ........................... PCあてのコマンドを送信
　140 INPUT #1，R$  ....................... PCからのレスポンスを受信
　150 PRINT ”RECV DATA = ”；R$
　160 IF MID$(R$，4，2)=”EX” THEN GOTO 210 ... PC発行のコマンドを識別
　170 IF RIGHT$(R$，1)<>”＊”THEN S$=””：GOTO 130
　180 GOTO＊KEYIN
　190 CLOSE 1
　200 END
　210 PRINT ”EXCEPTION！！ DATA”
　220 GOTO 140

＠TXD
DM0000
＃0000
＃0010

●使用例

RS-232Cポートを上位リンク方式で使用して、DM0000～0004の10バイ
トのデータをコンピュータに送信するプログラム例を示します。
PCシステム設定は、すべて初期状態になっているものとします。RS-232C
ポートを上位リンク方式で、号機№00、標準通信条件で使用します。
DM0000～0004には、どのチャネルにも「1234」が格納されているものと
します。
コンピュータ側では、C200HSの標準通信条件でデータを受信するプログ
ラムを実行しておいてください。

00100がONになったときに、26405(送信レディーフラグ)がONならば、
DM0000～0004の10バイトのデータを送信します。
コンピュータ側のプログラムを、次のように入力します。
プログラマブルコントローラからのデータ読み出しを実行する上位リンク
コマンドの読み出し系コマンドを実行中に、コンピュータあてにプログラ
マブルコントローラからデータを送信し表示させます。

コンピュータが受信するデータは、次のようになります(FCSは「59」になり
ます)。

"@00EX1234123412341234123459＊ r "

6-8 通信機能
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�お願い�
DM6645、6650の上位2桁には必ず「10」(無手順モード)を
設定してください。DM6645、6650の下位2桁とDM6646、

6651には、通信条件に応じた設定をしてください。

ペリフェラルポート DM6653
RS-232CポートDM6648

0 0

スタートコードの有無
0:付けない
1:付ける(スタートコード指定)
(初期状態:スタートコードなし、受信データ数256で受信完了)

6-8 通信機能

ビット15 0

エンドコードの有無
0:付けない(受信データ数指定)
1:付ける(エンドコード指定)
2:CR・LF

無手順方式の設定と通信の使用方法

無手順方式の通信を行うときの、PCシステム設定の設定と、通信の使用方
法について説明します。
無手順方式の通信を使用することで、プリンタに印字したり、バーコード
リーダからデータを読み出したりできます。

●無手順方式のPCシステム設定

無手順方式だけで必要なPCシステム設定には、以下の設定があります。

•スタートコード、エンドコードの有無の設定

データの先頭にスタートコードを、最終にエンドコードを付けるかを設定
します。エンドコードの代わりに指定バイト数で受信完了する設定にする
こともできます。
コードや受信データ数はDM6649、6654で設定します。
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6-8 通信機能

ペリフェラルポート DM6654
RS-232Cポート DM6649

スタートコード　00～FF
(初期状態:スタートコードなし、受信データ数256で受信完了)

ビット15 0

＊        ＊

S:送信データ先頭チャネル番号
C:コントロールデータ　　　　　

N:送信データバイト数(BCD4桁)　0000～0256

0 :上位→下位の順
1 :下位→上位の順
1 :ペリフェラルポート
0：RS-232Cポート

(@)TXD
S
C
N

X00X

エンドコードまたは受信データ数の設定
エンドコード　00～FF
受信データ数　(16進数2桁)00～FF(00:256バイト)

•スタートコード、エンドコード、受信データ数の設定

この設定は、C200HSの本体動作設定スイッチSW5がOFFのとき有効です。

●通信の手順

【送信時】

1 特殊補助リレー26413(ペリフェラルポート送信レディーフラグ)、

26405（RS-232Cポート送信レディーフラグ）がONになっていること
を確認します。

2 TXD命令で、データを送信します。

3 TXD命令を実行してから、データ送信完了までの間、26405、26413は

OFFになります。送信が完了すると再びONに戻ります。
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6-8 通信機能

送信時には、以下の4つのことに注意してください。

• 送信データバイト数には、スタートコード、エンドコードは含みません。
ただし、送信できる最大のバイト数は、スタートコード、エンドコードを
含めて256バイトです。
例:スタートコードだけのとき

Nの最大値:255

スタートコード、エンドコードがあるとき
Nの最大値:254

• 送信データバイト数に0000を指定すると、スタートコード、エンドコー
ドだけを送信します。

• TXD命令で送信される上位リンクモードの送信データのフレームは、次
のようになっています。

256バイト以内

スタートコード データ(送信データバイト数分) エンドコートﾞ

• 通信ポートをリセットする(初期状態に戻す)ときは、特殊補助リレーの
25208(ペリフェラルポート)、25209（RS-232Cポート）をONにします。
リセット完了後、自動的にOFFに戻ります。

【受信時】

1 データの受信を補助記憶リレー26414(ペリフェラルポート受信完了フ

ラグ)、26406（RS-232Cポート受信完了フラグ）がONになることで確
認します。

2 RXD命令で、データを読み出します。

3 データの受信状態が以下の特殊補助リレーに格納されます。これらのエ

リアはRXD命令を実行すると、初期化(イニシャル)されます。

(@)RXD
D
C
N

X00X

D:受信データ格納先頭チャネル番号
C:コントロールデータ

0:上位→下位の順
1:下位→上位の順
1:ペリフェラルポート
0：RS-232Cポート

N:格納バイト数(BCD4桁)　0000～0256



6.53

通信ポートをリセットする(初期状態に戻す)ときは、特殊
補助リレーの25208(ペリフェラルポート)、25209（RS-232Cポート）を
ONにします。リセット完了後、自動的にOFFに戻ります。

265CH、266CHの受信データバイト数には、スタートコード、エンド
コードは含みません。ただし、受信できるバイト数は、スタートコード、
エンドコードを含めて256バイトです。

電源投入後や通信ケーブル装着後は、265CH、266CHの受信データバ
イト数が「0」でない場合があります。初回に、RXD命令で一度ダミーの
読み出しをするか、通信ポートをリセットしてください。

TXD命令でデータを送信するときは、必ず送信レディフラグがONする
と実行するように、プログラムを作ってください。

RS-232C

26400
～

26403

26404

26407

265CH

ペリフェラル

26408
～

26411

26412

26415

266CH

内容

通信ポートエラーコード(BCD1桁)
0: 正常終了
1: パリティエラー
2: フレーミングエラー
3: オーバーランエラー
通信異常発生時にON
受信オーバーフラグ(受信完了後、RXD命令で
データを読み出す前に、次のデータを受信した)
受信データバイト数

送信レディフラグ ＠TXD
S
C
N

6-8 通信機能

参考�
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6-8 通信機能

00100がONになったとき、26405(送信レディーフラグ)がONならば、
DM0100～0104の10バイトのデータを送信します。上位→下位の順で送
信します。

26406(受信完了フラグ)がONになったら、C200HSの受信バッファから、
265CHに書き込まれた受信データ数分のデータを読み出し、DM0200から
格納します。上位→下位の順で格納します。

PCからの送信データは、次のようになります。

 "31323132313231323132 < < "

●使用例

RS-232Cポートを無手順方式で使用して、コンピュータにDM0100～
0104の10バイトのデータを送信し、コンピュータから受信したデータを
DM0200から格納するプログラムを示します。

プログラムを実行する前に、PCシステム設定を以下のように設定します。
DM6645:1000  (RS-232Cポートを無手順方式で、標準通信条件で使用)
DM6648：2000  (スタートコードなし、エンドコードCR・LF)

その他のPCシステム設定は、すべて初期状態になっているものとします。
DM0100～0104には、どのチャネルにも「3132」が格納されているものと
します。
コンピュータ側では、C200HSの標準通信条件でデータを送受信するプロ
グラムを実行しておいてください。

DIFU（13）　00101

＠TXD
DM0100
＃0000
＃0010

00100

00101　26405

＠RXD
DM0200
＃0000

265

26406

C

 CR LF
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6-8 通信機能

1対1リンクは、ペリフェラルポートでは使用できません。

親局

書き込む→1

1

子局

1

1←書き込む

親局用エリア

子局用エリア

親局用エリア

子局用エリア

↑
自動的に書き込

まれる
↓←

→

親局用エリア、子局用エリアは、リンクリレーエリアの設定によって、次の
ようになります。

DM6645の設定

親局用エリア

子局用エリア

LR00～63を使用

LR00～31

LR32～63

LR00～31を使用

LR00～15

LR16～31

LR00～15を使用

LR00～07

LR08～15

1対1リンクの設定と通信の使用方法

2台のC200HSをRS-232Cポート同士で接続して、1対1リンクを行うこと
で、リンクリレー(LR)を共有することができます。
1対1リンクでは、片方のC200HSを親局、もう片方のC200HSを子局と呼
びます。

●1対1リンクとは

1対1リンクとは2台のC200HSでリンクリレー(LR)を共有するための機能
です。下図のように1対1リンクリレーの自分用のエリアに書き込みをする
だけで、自動的に相手の同じエリアが自分用のエリアのデータと同じにな
ります。

参考�
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ピン
番号
1

2

3

4

5

6

7

8

9

信号
略号
FG

SD

RD

RS

CS

–

–

–

SG

ピン
番号
1

2

3

4

5

6

7

8

9

信号
略号
FG

SD

RD

RS

CS

–

–

–

SG

<C200HS> <C200HS>

C200HSのFG端子は第3種接地を行ってください。
詳細は、セットアップマニュアルを参照してください。

●1対1リンク使用時のPCシステム設定

1対1リンクのPCシステム設定には、以下の設定があります。

モードとリンクリレーエリアの設定

DM6645
ビット15 0

0 0

モード指定
2： 1対1リンクの子局
3： 1対1リンクの親局

1対1リンク時の使用エリアの設定
0： LR00～63
1： LR00～31
2： LR00～15

(初期状態:標準通信条件で上位リンク方式)

00:固定

●推奨ケーブル・コネクタと配線方法

1対1リンク通信使用時の推奨するケーブル・コネクタは、次の製品です。

• ケーブル
AWG28×5P IFVV–SB 藤倉電線製
CO–MA–VV–SB 5P×AWG28 日立電線製

• コネクタ
形XM2A–0901 オムロン製 (C200HSに付属)

• コネクタカバー
形XM2S–0911 オムロン製 (C200HSに付属)

親局、子局とも同じコネクタ・カバーを使用します。

ケーブルは、下図のように配線してください。

6-8 通信機能

�お願い�
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6-8 通信機能

この設定は、C200HSの本体動作設定スイッチSW5がOFFのときだけ有効
です。ビット8～11は、1対1リンクの親局でだけ有効です。

●通信の手順

親局、子局がそれぞれに正しく設定されていれば、２台のC200HSの電源を
両方ともONするだけで、自動的に1対1リンクが起動します。C200HSの
モードには無関係に動作します。

●使用例

RS-232Cポートで1対1リンクを行う様子を確かめるプログラムを示します。
プログラム実行前に、PCシステム設定を以下のように設定します。
親局側 DM6645:3200 (1対1リンク親局、使用エリアLR00～15)
子局側 DM6645:2000 (1対1リンク子局)

その他のPCシステム設定は、初期状態になっているものとします。
1対1リンク用のエリアは次のようになります。

親局側

書き込み用エリア

読み出し用エリア

LR00

LR07
LR08

LR15

子局側

読み出し用エリア

書き込み用エリア

LR00

LR07
LR08

LR15

親局側

25313(常時ON) MOV(21)
001

LR00

MOV(21)
LR08
100

子局側

25313(常時ON) MOV(21)
001

LR08

MOV(21)
LR00
100

親局、子局の両方でプログラムを実行す
ると、自分の入力001チャネルの状態が
相手側の出力100チャネルに、相手の入
力001チャネルの状態が自分の出力
100チャネルに反映されることがわか
ります。
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NTリンクの設定

RS-232Cポートとプログラマブルターミナル（N/TリンクI/F）を接続して、
NTリンクを行うことができます。

NTリンクは、ペリフェラルポートでは、使用でき
ません。

●NTリンクとは

ダイレクトアクセスを使用して、プログラマブルターミナルと高速で通信
するための方式です。

●NTリンク使用時のPCシステム設定

ビット15 0

DM6645 ４ ０ ０ ０

↑
　　　　　　　　　　　 NTリンク

●使用方法

接続方法、推奨ケーブルについては、「NTシリーズ　上位リンクI/Fユニット
NTリンク編　ユーザーズマニュアル」を参照してください。

6-8 通信機能

参考�
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6-9

プロコンを操作ボックスとして使う

形C200H-PRO27
または
形CQM1-PRO01

C200HS

プロコン

0 1 2 3 4 5

6 7 8 9 書込

起動 停止

ユーザーキーシート割り付け

SYSMAC C200HS�
PROGRAMMABLE CONTROLLER�
CPU01

L2/N

L1

100-240�
VAC
� �

 100-120�
CLOSE�
200-240�
OPEN

LG

GR

24VDC�
0.3�
OUTPUT

RUN�
OUTPUT�
250VAC�
24VDC�
2A

+

7 8 9

6

PRO27�
PROGRAMMING CONSOLE

EAR      MIC

ORAND

LD OUT TIM DM CH
間接�＊�

接点�
定数�＃�

検索�変更�EXT

5F4E

1B 2C 3D

0A クリア�

再生�
セット� 削除�モニタ�

挿入�録音�
リセット�

照合�書込�

HRLRTRCNT

FUN SFT NOT シフト�

RUN
MONITOR

PROGRAM

本体動作設定スイッチSW6
(拡張ターミナルモード/AR0712:ON)

ON

C200HSでは、C200Hのターミナルモードの機能に加えてプログラミング
コンソール(プロコン)の全てのキーをマッピングできる拡張ターミナル
モードをサポートしています。
ここでは、拡張ターミナルモードの機能を用いて、プロコンを操作ボックス
として使う方法を説明します。
以下に、プロコンのキーシートを下図のように割り付けて、プロコンより
ワーク寸法を設定し、ラインを起動するというアプリケーションの例を示
します。



6.60

DMの設定(プロコン表示メッセージデータ)

15 8 7 0

6-9 プロコンを操作ボックスとして使う

DM6200 ´ワ´($DC ´–´($B0)

　　　　　　　　1 ´ク´($B8) ´サ´($BB)

　　　　　　　　2 ´イ´($B2) ´ス´($BD)

　　　　　　　　3 ´゛́ ($DE) ´=´($3D)

　　　　　　　　4 ($00) ($00)

　　　　　　　　5 ($00) ($00)

　　　　　　　　6 ($00) ($00)

　　　　　　　　7 ´m´($6D) ´m´($6D)

　　　　　　　　8 ($00) ($00)

　　　 DM6215 ($00) ($00)
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AR0712

27905

27904

@XFFR(70)
# 0016

DM6200
 DM0000

TKY(17)
 277

DM0100
 300

 ASC(86)
DM0100
＃0030

 DM0005

XCHG(73)
DM0005
 DM0006

 LMSG(47)
DM0000

000
 000

BCNT(67)
# 0003

277
301

CMP(20)
301

# 0000

@MOV
DM0100
 DM0200

  KEEP(11)
00000

27711

10キー入力

「書込」キーを押すことによって、設定された
ワークサイズデータをセット

起動/停止を出力

本体動作設定スイッチSW6がONのとき、拡
張ターミナルモードに切り替え、 以下の処理
をします

初期表示用データを、表示用エリアへ転送

入力された4桁のデータを表示用エリアへ加
工して転送

表示用エリアのメッセージデータをプロコンに表示

キーが1つでも押されていたら、 次のキー入力
のため、キーボードマッピングエリアをクリア

6-9 プロコンを操作ボックスとして使う

25506
DIFU(13)AR0708

 AR0709
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6-9 プロコンを操作ボックスとして使う

●プロコンの画面表示と操作

ワークサイス =゙0000mm

ワークサイス =゙0001mm

ワークサイス =゙0012mm

ワークサイス =゙0123mm

ワークサイス =゙1234mm

ユーザ プロコン
キーシート キーシート

SFT1

NOT2

3

4

(<)
(<)

(
( )

)

DM0100 →　DM0200

接 点00000   ON

( )
( )

書込� HR

0A起動�
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6-10

マクロ機能

MCRO(99)

サブルーチン番号

入力チャネル先頭チャネル番号

出力チャネル先頭チャネル番号

MCRO命令を実行すると、次のように動作します。

①「入力チャネル先頭チャネル番号」からの連続した4チャネルの内容を
290～293チャネルに、「出力チャネル先頭チャネル番号」からの連続し
た4チャネルの内容を294～297チャネルに転送します。

②指定されたサブルーチンを、RET(サブルーチンリターン)命令まで実行
します。

③294～297チャネルの内容を、「出力チャネル先頭チャネル番号」からの
連続したチャネルに転送します。

④MCRO命令を終了します。

MCRO命令を実行するときに、「入力チャネル先頭チャネル番号」、「出力
チャネル先頭チャネル番号」を変えることで、同じ回路パターンを必要に応
じて使い分けることができます。

マクロ機能とは、1つのサブルーチン(回路パターン)内の入出力のチャネル
番号だけを変えて、使い分けることができるようにした機能です。複数のほ
とんど同じ回路を1つのサブルーチンだけで済ますことができるため、プロ
グラムのステップ数を大幅に減らし、見やすいプログラムにすることがで
きます。

●マクロ機能の使い方

マクロ機能は、SBS(サブルーチンコール)命令の代わりにMCRO命令で次
のようにサブルーチンを呼び出して使います。
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次に示すプログラム例で、MCRO命令の動作を説明します。

MCRO(99)
10
DM0010
DM0020

SBN(92)10

RET(93)

00000

通常プログラム

6-10 マクロ機能

①入力00000がONすると、SBN（92）10に処理が移ります。
②DM0010～0013をSBN（92）10の中で使われている290～293チャネ
ルに、DM0020～0023を294～297チャネルにコピーします。

③SBN（92)10の中で使われている294～297チャネルを、指定サブルーチ
ンの実行終了時にDM0020～0023にコピーします。

●ポイント

• 回路ごとに使い分けることができるのは、入力では「入力チャネル先頭
チャネル番号」からの連続した4チャネル、出力では「出力チャネル先頭
チャネル番号」からの連続した4チャネルに限られます。

• 指定した入力や出力が、サブルーチンの回路に正しく対応して転送され
る必要があります。

• 290～293、294～297チャネルは、MCRO命令を使わないときは、内部補
助リレーとして使用できます。

•「入力チャネル先頭チャネル番号」、「出力チャネル先頭チャネル番号」に
は、入出力リレーだけでなく、他のリレー(保持リレー、内部補助リレーな
ど)やデータメモリでも指定できます。

• MCRO命令で呼び出すサブルーチンも、通常のサブルーチンと同様に、
SBN(サブルーチンエントリー)命令とRET(サブルーチンリターン)命令
で定義します。

• マクロで使用するサブルーチンは、内部で使用する入力値を290～293
チャネルから入力し、結果を294～297チャネルに出力するように作成し
てください。
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MCRO(99)
090
000
100

MCRO(99)
090
002
105

MCRO(99)
090
005
120

MCRO(99)
090
010
150

SBN(92)090

RET(93)

29000 29401 29400

29400

29401 29402 29401

25313（常時）ON

［マクロ機能を使用しないとき］ ［マクロ命令を使用したとき］→

6-10 マクロ機能

●サンプルプログラム

マクロ機能を使用して、プログラムを簡略化する例を示します。

00000 10001
10000

10000

00001 00002
10001

00200 10501
10500

10500

00201 00202
10501

00500 12001
12000

12000

00501 00502
12001

01000 15001
15000

15000

01001 01002
15001
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HELP

M

N
Y

↑� ↓�

F1

↑� ↓�

F4 CTRL

←� →�

P

W

O

77

プロコンの接続と初期操作
プログラミングコンソール（プロコン）の接続と基本操作について説明しています。

第3部

プロコンの操作編



7-1 プロコンの機能と各部の名称

7.2

メッセージ表示とキー入

力だけを行うターミナル

モードとしても使用でき

ます。「ターミナルモード/

拡張ターミナルモード」を

参照してください。

参 照�

7-1

プロコンの機能と各部の名称
ここでは、プログラミングコンソール(プロコン)の機能、および各部の名称
とその使い方を説明しています。
C200HSには以下のプロコンが使用できます。

形C200H－PRO27
形CQM1－PRO01

機能
プロコンは、ツール(FITやパソコン)のサブツールとして、SYSMAC Cシ
リーズ ユーザープログラムの現場調整、および保守に使用します。主な機
能は、以下のとおりです。

•操作メッセージを液晶画面に表示します。各種エラーの表示や、C200HS
の故障診断結果のメッセージも表示します。

•プログラムの書き込み、読み出し、挿入、削除、検索、導通モニタができます。

•I/Oのモニタ、強制セット/リセットができます。

•電源を入れたまま、プロコンをC200HSから着脱できます。

•プロコンはSYSMAC Cシリーズ共用で使えます。

8-2項参照

プロコンは、ツール（FITやパソコン）の持つすべての機能
を備えてはいません。現場調整や保守に必要な機能だけ

を備えています。

参考�
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7-1 プロコンの機能と各部の名称

各部の名称

モード切り替えスイッチ

キーをプロコンに差し込み、C200HSのモードをプログラム、モニタ、また
は運転に切り替えます。

モード キーの取り外し 機能

PROGRAM 抜けません C200HSを停止状態にします。
(プログラム) プログラムの作成、変更、メモリクリア

やプログラムチェックなどのプログラ
ム処理を行います。

MONITOR 抜けます C200HSを運転状態にします。
(モニタ) このモードでは、運転状況のモニタ、接

点の強制ON/OFF、タイマ/カウンタの
設定値や現在値の変更、チャネルデータ
の現在値変更などができます。システム
の試運転調整などに使用します。

RUN 抜けます C200HSを運転状態にします。
(運転) 運転状況のモニタができます。プロコ

ンからの接点強制ON/OFF、現在値/設
定値変更はできません。

7 8 9

6

PRO27�
PROGRAMMING CONSOLE

EAR      MIC

ORAND

LD OUT TIM DM CH
間接�＊�

接点�
定数�＃�

検索�変更�EXT

5F4E

1B 2C 3D

0A クリア�

再生�
セット� 削除�モニタ�

挿入�録音�
リセット�

照合�書込�

HRLRTRCNT

FUN SFT NOT シフト�

RUN
MONITOR

PROGRAM

ブザー音小

ブザー音大

LCD表示部
・プログラミング時
のデータの表示

・エラーメッセージ
の表示

・故障診断結果の
メッセージ表示

モード切り替え
スイッチ
C200HSのモードを
設定します。

数字キー

ブザー音量調整
レバー

カセット用ジャック
（C200HSでは使用しません。）

シフトキー
命令キー

操作キー

PROGRAMRUN
MONITOR



7-1 プロコンの機能と各部の名称

7.4

各種キー

プロコンのキーの基本機能を説明します。

●命令キー

キー 機能

転送、加算、減算などの応用命令をファンクション№で指定します。

母線の始まりや、分岐の始まりの論理スタートを指定します。

1つの接点を、前の回路と論理積条件で接続します。

1つの接点を、前の回路の始まりへ論理和条件で接続します。

論理演算処理の結果をリレー出力します。

オンディレイ(減算式)タイマを指定します。

減算カウンタを指定します。

否定条件で接続します。

・電源が切れても、切れる前の状態を保持(記憶)している内部リレー
を指定します。

・シフト�を押した後に HR を押すと、補助記憶リレー（AR)を指定しま

す。

一時記憶リレーを指定します。

シフトレジスタを指定します。

データメモリを指定します。

PCリンクを使用するときに、データの入出力用に使用するリレーを指
定します。

間接指定データメモリを指定します。シフト�を押した後 CH
間接�＊�

を押すとチャンネル番号を指定します。

定数を指定します。シフト�を押した後 接点�
定数�＃� を押すと、接点番号を指定し

ます。

2つの機能が割り付けられているキーの機能を選びます。一度押すと
上側の機能を選択し、もう一度押すと下側の機能を選びます。
他のキーと組み合わせて拡張された機能を選びます。

●数字キー

キー 機能

定数やチャネルの数字を入力するときに使います。     を押し、次に

0A ～ 5F を押すと、A～Fが入力されます。A～Fは16進数入力用の

キーです。

参 照�
特殊な使い方をするキー

については、「プロコンの操

作」を参照してください。

HR

TR

LR

FUN

LD

OUT

TIM

CNT

NOT

OR

AND

SFT

DM

CH
間接�＊�

接点�
定数�＃�

シフト�

0A

〜
5F

SFT

9

6
〜

第8章参照
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●操作キー

キー 機能

•　　　　　と組み合わせることによって、符号付き倍長2進数の表
示を符号付き10進数で表示します。
•拡張応用命令の割り付けを表示します。

I/Oモニタ中に押すと、出力をキー操作で強制的にONします。

I/Oモニタ中に押すと、出力をキー操作で強制的にOFFします。

•I/Oテーブルの照合に使います。
• FUNを押した後 照合�を押すと、UMエリア配置情報を表示します。

タイマ/カウンタの設定値や現在値を変更します。その他、チャネルの
現在値などを変更します。

プログラムに新たなプログラムを挿入します。

プログラムや設定値などを書き込みます。

•プログラム中の命令語やリレー接点を検索します。
•プログラムチェックを行います。

I/Oの状態などをモニタします。

プログラムを一部削除します。

プログラムの読み出しや、命令語の削除に使います。

プログラムの読み出しや、命令語の挿入に使います。

直前の操作をクリアします。

実際にはこのキーはありません。アドレス00000に戻すクリア操作を
このキーのシンボルで示しています。

　　　　→ 00000

　　 操作は、　　　　か、または　　　   操作のどちらかで実行
できます。

●シフト+ダブルキー

シフトキーを押した後に以下の命令キー、または操作キーを押すと、キーの
上側または左上の機能が選べます。

CH

接点

A

B

C

D

E

F

シフト� TR

再生�
セット�

照合�

変更�

挿入�

書込�

検索�

モニタ�

削除�

クリア�

クリア�

録音�
リセット�

クリア�

EXT

クリア� クリア�クリア�シフト�クリア�

CH
間接�＊�

接点�
定数�＃�

0A

1B

2C

3D

4E

5F

　　を押し
た後に右の
キーを押し
ます。

シフト�
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7-2

プロコンの初期操作

C200HSとプロコンの接続

プロコンを操作する前に、C200HSとプロコンが下図のように正しく接続
されているか確認しましょう。

SYSMAC C200HS�
PROGRAMMABLE CONTROLLER�
CPU01

L2/N

L1

100-240�
VAC
� �

 100-120�
CLOSE�
200-240�
OPEN

LG

GR

24VDC�
0.3�
OUTPUT

RUN�
OUTPUT�
250VAC�
24VDC�
2A

+

7 8 9

6

PRO27�
PROGRAMMING CONSOLE

EAR      MIC

ORAND

LD OUT TIM DM CH
間接�＊�

接点�
定数�＃�

検索�変更�EXT

5F4E

1B 2C 3D

0A クリア�

再生�
セット� 削除�モニタ�

挿入�録音�
リセット�

照合�書込�

HRLRTRCNT

FUN SFT NOT シフト�

RUN
MONITOR

PROGRAM

ポイント�

メッセージの日本語／英

語の切り替えは、C200HS

の本体動作設定スイッチ

で行います。

SW3：ON ...........英語

SW3：OFF ......日本語
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参 照�

初めてプロコンを使うときの操作

初めてプログラマブルコントローラに電源を投入したときの、プロコンの
基本操作を説明します。

プロコンのキーを、「PROGRAM」位置に設定してから、プ
ログラマブルコントローラの電源をONしてください。

「RUN」や「MONITOR」位置で電源スイッチをONしたときに、プログ
ラムが作成されていないと、CPUが異常で停止することがあります。

ALM（警報）ランプ、ERR

（異常）ランプ、またはプロ

コンにエラーメッセージ

が表示されたときには、

「エラーと処置」を参照し

てください。　　　

第9章 参照

RUN PROGRAM

MONITOR

1　プロコンにキーを差し込みます。

2　キーを「PROGRAM」位置に設定します。

キーを抜くときには、「RUN」や「MONITOR」位置に設定します。
「PROGRAM」位置ではキーが抜けません。

3　プログラマブルコントローラの電源を入れます。

次の項目を確認してください。
•プログラマブルコントローラの「POWER」ランプ（緑）が点灯していますか？
•プロコンの表示が次のようになっていますか？

＜プログラム＞　　　　　　　

パスワード！

�お願い�
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メモリオールクリアでユーザメモリの内容はすべて消去
されます。ユーザプログラムだけを消去するときには、メ

モリクリア操作を行ってください。また、プログラムを消去する必要
のないときは、5の操作は省いて、6の操作を実行してください。

パスワード入力後のキー

入力音を止めることがで

きます。(7.9ページ)

ポイント�

ラダープログラムだけをクリアする場合は、メモリク
リア操作を行います。以下のキーを押します。

クリア� 再生�
セット� NOT 録音�

リセット�
モニタ�

クリア�モニタ�

クリア� 再生�
セット�NOT

EXT

クリア�

モニタ�録音�
リセット�

4 パスワードを入力します。 クリア�モニタ�を押します。

・ブザーが連続して鳴り、プロコン操作ができる状態になります。

＜プログラム＞        BZ

5 ユーザメモリをオールクリアします。クリア�再生�
セット�NOT

録音�
リセット�EXT モニタ�を押

します。

6 プロコンの表示を基本画面にします。 クリア� を押します。

00000

●電源スイッチON後のプロコンの接続について

C200HSの電源をONしたあとに、C200HSに接続することができます。こ
の場合もパスワードを入力してください。

０００００メモリ　オールクリア

オワリ

• ユーザメモリ(UM)内の、以下のエリアのデータはすべて消去されます。
UMエリア配置情報、固定DM、拡張固定DM、I/Oコメントエリア、ラダープ
ログラムエリア

参考�

�お願い�
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C200HSの「異常」、「警報」のときは、ブザー音のON/OFF
設定に関係なく、ブザー音を発します。

シフト�

1B

シフト�

1B

電源スイッチをONしたあとにプロコンを接続したとき
には、プロコンのモード切り替えスイッチよりも、

C200HSのモードが優先します。

プロコンの表示部の＜＞内には、CS200HSのモードが表示されます。

●ブザー音をON/OFFするには

音をON/OFFすることができます。シフト� 1B を押すたびにブザー音が
OFF、ONを繰り返します。また、ブザー音量調節レバーで、ブザーの音量を
変えることができます。

＜プログラム＞　　BZ ←ブザー音ONの表示

＜プログラム＞ BZ^

＜プログラム＞　　 ブザー音OFFの表示

＜プログラム＞　　 ^

＜プログラム＞　　BZ ブザー音ONの表示

<モニタ>または<ウンテン>表示中でも、ブザー音をON/OFFできます。

参考�

参考�
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電源投入時のC200HSの動作モード

電源を投入したとき、ＰＣシステム設定と接続されているツールによって、
C200HSの動作モードが異なります。以下の表を参照してください。
なお、C200HSの電源がONしているときに、周辺ツールを接続すると、
C200HSのモードは、ツール接続前の状態を継続します。

電源投入時のPC
本体動作モード

自動的に「運転」モード
になります。

プロコンのモード切り替えスイッ
チの設定モードになります。

自動的に「プログラム」
モードになります。

電源断直前のモードにな
ります。

PCシステム設定DM6600
の00～07ビットで 設定
されているモードになり
ます。

周辺ツールの接続

ツール接続なし

プロコン接続

プロコン以外のツール接続

ツール接続なし

プロコン接続

プロコン以外のツール接続

ツール接続なし

プロコン接続

プロコン以外のツール接続

電源ON時動作モード
PCシステム設定(DM6600)
の状態

プロコンのキースイッチの
状態にするモード
(DM6600=0000)

電源断直前のモードを
継続するモード
(DM6600=0100)

PCシステム設定(DM6600)
の設定に準じるモード
DM6600 =0200:プログラム

=0201:モニタ
=0202:運転
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ポイント�

作成する回路には、省略

できる部分や、他の方法

で実現できる所もありま

す。ここでは理解しやす

い回路で説明します。

 自己保持回路
内部補助リレー

リセットパルス

1sタイマ

2sタイマ

10回カウント

フリッカ出力
ON
OFF

30000

00000

00004

00007

00010

00014

00017

 00100

1s1s

7-3

簡単なプログラムの作成
ここでは、プログラミングコンソール(プロコン)を使ってプログラムを作成
し、実際に動作確認するまでの手順を説明します。

●用意するもの

プログラムを作成する前に、入力ユニットと出力ユニットを用意してくだ
さい。各ユニットの入力1点、出力1点だけを使います。

作成する回路

この回路は、1秒ごとにフリッカ出力する回路です。I/Oユニットの出力ラン
プが、カウンタ(CNT)で設定した値(#0010=10回)だけ点滅するので、プロ
グラムと装置の正常性が確認できます。

T00130000

T00130000

TIM
001

 #0010

CNT
 000

 #0010

起動接点
C000 3000000000

30000

T00230000

T00230000 TIM
002

 #0020
カウントパルス

［END(01)］
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●動作説明

1 起動接点00000がONすると、内部補助リレー30000が動作し、起動接点

とオア接続されている接点30000もONします。この接点30000がONす
ることによって、内部補助リレーが自己保持されます。

2 接点30000によって、1秒後に1sタイマが、2秒後に2sタイマがONします。

3 1sタイマがONすると接点T001がONし、カウンタがカウントを始めます。

2sタイマがONすると、b接点T002がOFFし、1sタイマと2sタイマが
OFFします。

2sタイマがOFFすると、再び、1sタイマ、2sタイマが起動し、上記を繰り
返します。このように、2sタイマは1sタイマの1秒ごとのON→OFFを制
御しています。

1sタイマが1秒ごとにONとOFFを繰り返すと、b接点T001がON→OFF
を繰り返します。この状態は、出力接点00100のランプが点滅すること
で確認できます。

4 カウンタで設定したカウント回数(10回)だけ回路動作を繰り返すと、接

点C000がOFFされ、内部補助リレー30000がOFFします。

同時にa接点30000がOFF、b接点30000がONし、2つのタイマとカウン
タが停止します。
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データ

C

T

#

T

#

T

#

T

00000
30000
000

30000
30000
002
001
0010
30000
002
002
0020
30000
001

30000
000
0010
30000
001

00100
-

アドレス

00000
00001
00002
00003
00004
00005
00006

00007
00008
00009

00010
00011
00012
00013

00014
00015
00016
00017

●コーディング

自己保持回路

1sタイマ

2sタイマ

10回
カウント

フリッカ
出力

命令

LD
OR
AND・NOT
OUT
LD
AND・NOT
TIM

LD
AND・NOT
TIM

LD
AND
LD・NOT
CNT

LD
AND・NOT
OUT
END(01)

プログラムの入力手順

プログラムを次の手順で入力し、正常に動作するかを確認します。

プロコンの初期操作
•C200HSの動作モード(プログラムモード)設定
•パスワードの入力
•異常の解除
•メモリのオールクリア
•基本画面の表示

▼
コーディングシートに従ってプログラムを入力します

▼
プログラムをチェックします

▼
接点00000を強制セットします

▼
出力ランプの点滅を確認します
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モニタ�

クリア�

0ALD

書込�

再生�
セット�

クリア�

NOT

録音�
リセット�

EXT

モニタ�クリア�

プロコンの初期操作

1　C200HSの動作モードを設定します。

プロコンにキーを差し込み、キーを「PROGRAM」位置に設定してくだ
さい。

2　C200HSの電源スイッチをONします。

「POWER」ランプの点灯を確認します。

3　パスワードを入力します。
クリア�モニタ�を押してください。

メモリクリア

1　メモリをオールクリアします。

０００００

０００００

０００００

０００００メモリ　クリア　?
　　　ＨＲ　　　ＣＮＴ　ＤＭ

０００００メモリ オールクリア？

０００００メモリ オールクリア ?
オワリ　

２　プロコンの表示を基本画面にします。

０００００

プログラムの書き込み
コーディングシートに従って、次のようにプログラムを入力します。

•母線の書き込み

０００００
ＬＤ 　　　　０００００

００００１ヨミタ゛シ
ＮＯＰ（００）
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書込�

1B 0A

1BTIM

書込�

書込�

0A

0A

OR 3D

0A 0A

書込�

NOTAND

CNT 0A

書込�

OUT 3D

0A 0A
0A

0A

書込�

•ORの書き込み

００００１
ＯＲ　　　　　　　　　３００００

００００２ヨミタ゛シ
ＮＯＰ（００）

•ANDの書き込み

００００２
ＡＮＤ　ＮＯＴ　ＣＮＴ　　０００

０００３ヨミタ゛シ
ＮＯＰ（００）

•出力の書き込み

００００３
ＯＵＴ 　　　　　３００００

００００４ヨミタ゛シ
ＮＯＰ（００）

００００４
ＬＤ　　　　　　　　　３００００

００００５ヨミタ゛シ
ＮＯＰ（００）

•タイマ接点(NOT)の書き込み

００００５
ＡＮＤ　ＮＯＴ　ＴＩＭ　　００２

００００６ヨミタ゛シ
ＮＯＰ（００）

•タイマの書き込み

００００６　　　　　　　　　　　　　タイマ番号
ＴＩＭ                        　　　００１

００００６　ＴＩＭ　セッテイチ
　　　　　　　　　　　＃００００

•タイマの設定値書き込み

００００６　ＴＩＭ　セッテイチ　　　1秒指定
                          　　　　 ＃００１０

００００７ヨミタ゛シ
ＮＯＰ（００）

LD 3D

0A
0A

0A0A

NOTAND

TIM 2C

書込�

1sタイマの設定
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LD 3D

0A 0A
0A

0A

書込�

AND NOT

TIM 1B

書込�

OUT 1B

0A
0A

書込�

FUN

1B0A

書込�

続けて、2sタイマとCNTを、設定値を変更して1sタイマと同様に入力して
ください。
CNTを入力するときには、TIM をCNT に置き換えて入力してください。
LD 3D 0A 0A 0A 0A 書込�

AND NOT TIM 2C 書込�

TIM 2C 書込� 2C 0A 書込�

LD 3D 0A 0A 0A 0A 書込�

AND TIM 1B 書込�

LD NOT 3D 0A 0A 0A 0A 書込�

CNT 0A 書込� 1B 0A 書込�

０００１４
ＬＤ                   　　　  ３００００

０００１５ヨミタ゛シ
ＮＯＰ（００）

０００１５
ＡＮＤ　ＮＯＴ　ＴＩＭ　　００１

０００１６ヨミタ゛シ
ＮＯＰ（００）

•出力の書き込み

０００１６ 　　　　　　　　　　　　フリッカ出力
ＯＵＴ                       　　００１００

０００１７ヨミタ゛シ
ＮＯＰ（００）

•END命令の書き込み

０００１７
ＦＵＮ（？？）

０００１７
ＥＮＤ（０１）

０００１８ヨミタ゛シ
ＮＯＰ（００）
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クリア�

0ALD

モニタ�

再生�
セット�

0A

クリア�

検索�

右のように表示されたときは、プログラムが正しく作
成されています。
エラーが表示されたときには、入力したプログラムを
チェックしてください。

プログラムチェック
プログラムが正しく作成されたかを確認します。

０００００

０００００フ゜ロク゛ラムチェック
チェックレヘ゛ル　　（０－２）？

０００１７フ゜ロク゛ラムチェック
ＥＮＤ（０１）（００．１ＫＷ）

強制セット

1　プロコンのモード切り替えスイッチを「MONITOR」に設定します。

2　起動接点00000を強制的にONにし、プログラムを起動させます。

カウンタでカウントした回数分だけ出力ランプが点滅すると、プログ
ラムが終了します。

０００００

０００００ 接点をモニタします。
ＬＤ                      　　 ０００００

０００００
∧ＯＦＦ

０００００
■∧ＯＮ

セットキーを離すと、起動接点00000がOFFします。出力の内部補助リレー
30000は自己保持されているので、起動接点がOFFしても、カウントアップ
するまで回路は動作しています。

出力ランプの表示確認

出力接点00100のランプの点滅を確認します。
カウンタで設定したカウント数(10回)だけ、ランプが点滅します。カウント
アップするとプログラムが終了し、ランプが消灯します。

ランプが点滅しないときは、プログラムに不正があります。このときには、
プログラムの点検や接点を強制セット、リセットして動作を確認してくだ
さい。

以上でプロコンの基本的な操作は理解できたと思います。詳細なプロコン
操作については8章を参照してください。

起動接点00000がONされ、回路が動作します。



7-3 簡単なプログラムの作成
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プロコンの操作

ここでは、プログラミングコンソール（プロコン）の機能と操作方法を説明しています。

HELP

M

N
Y

↑� ↓�

F1

↑� ↓�

F4 CTRL

←� →�

P

W

O

第3部

プロコンの操作編



8-1 プロコンの操作一覧

8.2

ここでは、プロコンの機能別一覧と操作一覧を示します。操作一覧は各機能
を操作名称、有効設定モード、基本手順操作ごとに説明しています。
実際のプロコンの操作は、8-2項以降をご覧ください。

●操作一覧の見方

• クリア� キーは次の表示状態を示します。

０００００

クリア�クリア�またはシフト�クリア�のキー入力によって クリア� の状態になります。モ
ニタ中は シフト�クリア�操作が2回必要です。

• などは、キー入力する前の操作を示します。

•数値入力するとき、数値の上位桁の0はキー入力不要です。ただし、FUN№
は上位桁の0もキー入力が必要です。

<例>
数値00002→ 2C

FUN № 01→ FUN 0A 1B

•操作名称に☆印のあるものは、本体動作設定スイッチSW1がOFF(UM書き
込み可)に設定されているときに有効です。SW1がONに設定されていると
きには無効です。

クリア�

8-1

プロコンの操作一覧

アドレス�
設定�
�

�

プログラム�
読出し� 命令語検索�

�

設定モード(プログラム、モニタ、運転)により使用できる
機能と使用できない機能があります。

参考�



8.3

8-1 プロコンの操作一覧

機能別一覧
メモリクリア

メモリをクリアする
メモリのオールクリア
メモリクリア

プログラミング

ラダープログラミング
アドレスを設定する
プログラムを書き込む
プログラムを読み出す
定数をDECで入力する
命令の実行型を変換する
命令語を検索する
リレーの接点を検索する
命令語を挿入する
命令語を削除する

プログラムをチェックする

モニタリング

運転中の回路状態をモニタする（導通モニタ）
リレーの接点／チャネルをモニタする（I/Oモニタ）
リレーの3接点／チャネルを同時にモニタする（I/O多点モニタ）
チャネルの内容をモニタする

接点を強制セット/リセットする
強制セット/リセットされた接点を全点一斉に解除する
現在値を変更する（16進4桁、10進4桁の変更）
現在値を変更する（2進16桁の変更）
タイマ/カウンタの設定値を変更する
タイマ/カウンタの設定値を微調節する
3CH分のデータを一括してモニタする
3CH分のデータを一括して変更する
データの表示をHEX←→ASCIIに変換する
モニタ時の表示をHEX←→DEC表示／倍長DEC表示に変換する
接点のON／OFFをモニタする（微分モニタ）

I/Oテーブル

I/Oテーブルを作成する
I/Oテーブルを照合する
I/Oテーブルを読み出す
I/Oテーブルを取り消す

特殊機能

拡張応用命令を設定する
UMエリア配置情報の読み出し／設定をする
時計の時間の読み出し/設定をする
SYSNETデータリンクテーブルUM転送（CPU31/33専用）

保守

異常およびメッセージの読み出し/解除をする
サイクルタイムを読み出す



8.4

命令語� TRシフト�

クリア�

再生�
セット�

録音�
リセット�

NOT

書込�TR接点�
定数�＃�

データ�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
� シフト�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
� （入力データのクリア）　�

（符号　＋）　�

（符号　―）　�

（符号付き�
　   ／絶対値表示切り換え ） 　�

運転 モニタ プログ
ラム

操作名称 基本操作手順
有効設定モード

（部分クリア）

（クリア除外）CNT

HR

NOT
再生 録音

モニタ
セット リセット

DM

アドレスNo.

EXT

クリア （メモリクリア）

（メモリオールクリア）

命令語アドレス
設定

プログラム
読出し

データ 書込 設定値 書込（ ） （ ）

× × ○

リレー接点
検索

命令語検索

アドレス
設定

運転/モニタモード時は導通モニ
タとなり、接点のON/OFF状態

を表示します。

○ ○ ○

クリア

プログラム
読出し

アドレス
設定

命令語 検索 検索

HR

TIM

CNT

シフト 接点
定数＃クリア

プログラム
読出し

アドレス
設定

LR

シフト HR

検索 検索I/O No.

運転/モニタモード時は導通モニタ
となり、接点のON/OFF状態を表示

します。

アドレスNo.クリア○ ○ ○

命令語検索

クリア FUN FUN   No．

NOT

NOT 書込

8-1 プロコンの操作一覧

ユーザプログラム、ま
たはUMのすべての内
容をクリアします。

任意のアドレスを設定
します。

ユーザメモリにプログ
ラムを書き込みます。

☆
プログラムを
書き込む

ユーザメモリの内容を
読み出します。

○ ○ ○

× × ○

符号付きBIN演算命令
で、符号付き絶対値
10進数のオペランド
を入力します。

× × ○
定数をDECで入
力する

毎スキャン実行型命令
と入力微分実行型命令
の変換を行います。

× × ○

ユーザメモリに書き込
まれている命令語を検
索します。

入出力リレー、内部補
助リレー、リンクリ
レー、保持リレー、補
助記憶リレー、タイ
マ、カウンタの接点を
プログラム上で検索し
ます。

○ ○ ○

機能

運転/モニタモードのと
きは導通モニタとな
り、接点のON/OFF状

態が表示されます。

アドレス
設定

アドレスを設定
する

プログラムを読
み出す

プログラム
読出し

命令語を検索する

命令語検索

リレーの接点を
検索する

リレー接点
検索

☆
メモリをクリア
する

☆
命令の実行型を
変換する

（複数ワード命令
の設定値の検索）

(AR)

命令語�
�
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8-1 プロコンの操作一覧

運転 モニタ プログ
ラム

機能操作名称
有効設定モード

× × ○
プログラム
読出し

アドレス
設定 命令語 挿入

（モニタ1個
　クリア）　

（全モニタクリア）　

運転／モニタモードのときは導通
モニタとなり、接点のON/OFF状
態を表示します。

(AR)

運転/モニタモードのと
きは導通モニタとな
り、接点のON/OFF状
態を表示します。

（モニタクリア）

HR

DM

モニタ

TIM

CNT

シフト 接点
定数＃

クリア

LR

シフト HR

I/O No.

クリア

シフト

LD

OUT

CH
間接＊

プログラム
読出し

クリア 検索検索

クリア

0
A

1
B

2
C

検索 （END命令まで）　

（　　　キーで打切り）

（0、1、2:チェックレベル)

プログラム
読出し

アドレス
設定 削除

× × ○

命令語検索

アドレス
設定

命令語を挿入します。
☆
命令語を挿入する

命令語を削除します。
☆
命令語を削除する

× × ○

プログラム内容があ
らかじめ決められた
規則に合致している
かを確認します。

プログラムを
チェックする

○ ○ ×
運転中に、各アドレ
スにおける導通状態
をモニタします。

運転中の回路状
態をモニタする

○ ○ ○

入出力リレー、内部補
助リレー、特殊補助リ
レー、リンクリレー、
保持リレー、補助記憶
リレー、タイマ、カウ
ンタ、データメモリの
うち1点だけをモニタ
します。

○ ○ ○
I/Oモニタを拡張したも
ので、同時に3点のI/O
状態をモニタします。

I/Oの3点を同時
にモニタする

基本操作手順

I/Oをモニタする
I/Oモニタ�

I/O多点�
モニタ�

HR モニタ

DM

モニタ

TIM

CNT

シフト 接点
定数＃

クリア

LR

シフト HR

I/O No.

クリア

シフト

CH
間接＊接点モニタ

クリア

シフトI/Oモニタ�

(AR)
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運転 モニタ プログ
ラム

機能操作名称 基本操作手順
有効設定モード

○ ○ ○

HR

DM

モニタクリア

LR

シフト HR

チャネル
No.

クリア

シフト
CH
間接＊

　モニタ

クリア

シフト

シフト

I/O多点

I/Oモニタ

（チャネルモニタクリア）

（全モニタクリア） (AR)

再生

録音

セット

リセット　モニタ

シフト

シフト

再生
セット

録音
リセット

NOT

I/O多点

I/Oモニタ

（解除）

クリア
再生
セット

録音
リセット

NOT

0
A

1
B

チャネル
モニタ

変更 書込

シフト

シフト

再生
セット

録音
リセット

NOT

命令語検索 変更

プログラム
読出し

設定値 書込

× ○ ○
命令語検索 変更

プログラム
読出し

EXT

× ○ ○

× ○ ○ I/O多点
　モニタ

I／Oモニタ 変更 書込データ

8-1 プロコンの操作一覧

入出力リレー、内部
補助リレー、特殊補
助リレー、リンクリ
レー、保持リレー、
補助記憶リレー、
データメモリをチャ
ネル単位2進16桁で
モニタします。

× ○ ○
I/Oモニタ中に、接点
を強制的にON/OFF
させます。

接点を強制セッ
ト/リセットする

× ○ ○
強制セット/リセット
中のものを全点一斉
に解除します。

強制セット/リ
セットされた接
点を全点一斉に
解除する

入出力リレー、内部
補助リレー、リンク
リ レ ー 、 保 持 リ
レー、補助記憶リ
レー、タイマ、カウ
ンタ、データメモリ
の現在値を16進4桁
または10進4桁で変
更します。

現在値を変更す
る(16進4桁、10
進4桁の変更)

× ○ ○

入出力リレー、内部
補助リレー、リンク
リ レ ー 、 保 持 リ
レー、補助記憶リ
レー、データメモリ
の現在値を2進16桁
で変更します。

現在値を変更する
(2進16桁の変更)

運転中にタイマ、カ
ウンタの設定値を変
更します。

タイマ/カウンタ
の設定値を変更
する

運転中にタイマ、カ
ウンタの設定値を微
調整変更します。

タイマ/カウンタ
の設定値を微調
節する

チャネルの内容
をモニタする

チャネル
モニタ
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8-1 プロコンの操作一覧

データ変更 書込
3CH
一括モニタ

TRI/Oモニタ

DEC表示

シフト� TR

NOT

変更� データ�

再生�
セット�

録音�
リセット�

書込� シフト� TR

EXT

クリア�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

（符号　＋）�

（入力データのクリア）�

（符号　―）�

▲
� ▲�

▲�

▲�

I／Oモニタ�

I／O多点�
　モニタ�

▲�

倍長DEC表示

運転 モニタ プログ
ラム

有効設定モード

EXTI/Oモニタ

○ ○ ○

クリア�

プログラム�
読み出し�

アドレス�
設定�

シフト� CH
間接�＊� 変更�

9 7 1B 3D 書込�

FUN▲�

▲� ▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

操作名称 機能 基本操作手順

○ ○ ○
連続したチャネル
データを3CH分一括
してモニタします。

3CH分のデータ
を一括してモニ
タする

× ○ ○
連続した3 C H分の
チャネルデータを一
括して変更します。

3CH分のデータ
を一括して変更
する

データメモリなどの
H E X表示（1 6進4
桁）とASCII表示の変
換を行います。

データの表示を
HEX←→ASCII
に変換する

△ ○ ○

HEX表示をDEC表示
に切り替えて、10進
数でデータを書き込
みます。

モニタ時の表示
をHEX←→DEC
表示/倍長DEC表
示に変換する

○ ○ ○
接点の立ち上がり、立ち
下がりを検出します。

接点のON/OFF
をモニタする
(微分モニタ)

× ○×

実装されているユ
ニットの入出力チャ
ネル、ユニット種別
などを登録します。

☆
I/Oテーブルを作
成する

△：読み出しだけ可能です。

3CH�
一括モニタ�

I／Oモニタ� シフト� TR

NOT

変更� データ�

クリア�

再生�
セット�

録音�
リセット�

書込� シフト� TR

I／O多点�
　モニタ�

�

▲
�▲�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲�

�▲
�

▲�

▲�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

（入力データのクリア）�

（符号　＋）�

（符号　―）�

▲
�

▲�

シフト�

シフト�

データの検出� クリア�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

I／Oモニタ�

I／O多点�
　モニタ�

▲�
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運転 モニタ プログ
ラム

機能操作名称 基本操作手順
有効設定モード

クリア�

プログラム�
読み出し�

アドレス�
設定�

FUN シフト� CH
間接�＊� 照合� 照合�▲�

▲
�

▲� ▲
�

▲
�

8-1 プロコンの操作一覧

クリア�

プログラム�
読み出し�

アドレス�
設定�

FUN シフト� CH
間接�＊� 変更�

NOT 9 7 1B 3D 書込�

▲�

▲� ▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

EXT 変更� （前候補）�

（次候補）�

書込�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

FUN No.
17～19
47～48
60～69
87～89

変更�

書込�

FUN データ�

クリア�

オール�
クリア�
� 再生�

セット�

9 7 1B 3D

� ▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

照合�

変更�

書込�

クリア� FUN シフト� モニタ�

データ� クリア�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

○ ○ ○

実装されているI/O
テーブルの内容と、登
録I/Oテーブルの内容
を照合します。

I/Oテーブルを照
合する

○ ○ ○
登録、または実装され
ているI/Oテーブルの
内容を読み出します。

I/Oテーブルを読
み出す

× × ○

「I/Oテーブル作成」で
登録されたI/Oテーブ
ルの内容を取り消し
ます。

△ △ ○

入れ替えることので
きる命令にFUN NO.
を割り付けたりFUN
NO. を入れ替えたり
します。

拡張応用命令の
FUN No.の割り
付け/命令読み出
しをする
(応用命令設定)

△ △ ○
ユーザメモリ内の領
域を設定します。

UMエリア配置情
報の読み出し/設
定をする
(UMエリア配置)

△ ○ ○
時計の時間の読み
出し/設定をする

プログラマブルコン
トローラに内蔵され
ている時計の設定、読
み出しを行います。

○○ ○

現在発生している異
常表示、およびメッ
セージ表示の読み出
しと解除をします。運
転停止異常解除は、プ
ログラムモードだけ
で行えます。

異常およびメッ
セージの読み出
し/解除をする

モニタFUNクリア モニタ

クリア�

プログラム�
読み出し�

アドレス�
設定�

FUN シフト� CH
間接�＊�

EXT

0～2 0～9 モニタ�

▲�

▲� ▲
�

▲
� ▲�

▲
�▲�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲
�

▲�▲
�

ラック�
No.

ユニット�
No.

☆
I/Oテーブルを取
り消す
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8-1 プロコンの操作一覧

運転 モニタ プログ
ラム

機能操作名称 基本操作手順
有効設定モード

モニタクリア モニタ×

○

○

×

○

×

現在実行されているプ
ログラムのサイクルタ
イムを表示します。

SYSNETデータリン
クテーブルをユーザ
プログラム領域へ転
送します。

サイクルタイム
を読み出す

SYSNETデータ
リンクテーブル
UM転送
（CPU31／33専用）

FUN シフト� 9 7 1Bクリア� EXT 書込�3D

アドレス�
設定�
�

プログラム�
読出し�



8-2 ターミナルモード／拡張ターミナルモード

8.10

プロコンをコンソールモードで使用するほかに、ターミナルモード/拡張
ターミナルモードでも使用できます。

ターミナルモード/拡張ターミナルモードでできる機能は、以下のとおりです。
•メッセージ表示
•キーボードマッピング

コンソールモードで使用中にターミナルモード/拡張ターミナルモードに
切り替えたり、ターミナルモード/拡張ターミナルモードで使用中にコン
ソールモードに戻したりすることができます。

モードは、プロコンを使用してモードを切り替える方法、命令実行により切
り替える方法、ディップスイッチやリレー接点で切り替える方法がありま
す。また、ターミナルモードと拡張ターミナルモードでは、切り替え方法が
異なります。

8-2

ターミナルモード/拡張ターミナルモード
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8-2 ターミナルモード／拡張ターミナルモード

･C200HSの、どのモード

(運転、モニタ、プログラ

ム)からでもターミナル

モード/拡張ターミナル

モードに移行できます。

･プログラミングコン

ソールがターミナルモー

ド/拡張ターミナルモード

に変わってもC200HSの

モードは変化しません。

ポイント�

全ての表示状態

または
<ウンテン>
<プログラム>

MSG(46)/LMSG命令を実行
していないときの表示例

変更�

タ
ー
ミ
ナ
ル
モ
ー
ド

＜モニタ＞　　　　　　　 ＜モニタ＞　　　ＢＺ

＜メッセーシ゛＞
　メッセージ　ナシ

または

＜メッセーシ゛＞
　ザイリョウ　キ゛レ
または

ＬＩＮＥ　Ｎｏ．０３
　モータトラフ゛ル

●拡張ターミナルモードの場合

C200HSの本体動作設定スイッチSW6をON、および補助記憶リレー
（AR0709）をONすると、コンソールモードから拡張ターミナルモードに移
行します。

すべての表示状態

TERM命令実行

（ターミナルモードからコンソールモードへ

の移行はできません。）

モードの切り替え

●ターミナルモードの場合

プロコン表示が「パスワード入力待ち」か「モード表示」状態で 変更�を押す
と、コンソールモードからターミナルモードに移行します。もう一度 変更�

を押すとコンソールモードに戻ります。
また、TERM命令を実行することによって、コンソールモードからターミナ
ルモードに移行できます。

LMSG命令を実行したときの
表示例

MSG(46)命令を実行したときの
表示例

＜メッセーシ゛＞
メッセーシ゛　ナシ

＜モニタ＞ 　　　　　　　ＢＺ

MSG(46)/LMSG命令を実行していない
ときの表示例

AR0709 かつ
SW6がON

または＜ウンテン＞、＜プログラム＞

AR0709　かつ　SW6が
ON ON　　

AR0709　または　SW6が
OFF OFF
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注意�
C200HSを運転中にコンソールモードに切り替えるとき
は、プロコンのモード切り替えスイッチを必ず「RUN」ま

たは「MONITOR」位置にセットしておいてください。
ターミナルモード/拡張ターミナルモードからコンソールモードに移
行するとき、C200HSのモードも、プロコンのモード切り替えスイッ
チの設定モードに変更されます。

キーボードマッピング機能

ターミナルモード/拡張ターミナルモードでプロコンのキーを押すと、キー
に対応したリレー接点がONします。

このときは補助記憶リレーの「キー入力キャンセルフラグ」A0708をOFFに
しておいてください。このフラグがONになっていると、AR22CH/277～
279CHの各リレー接点は強制的にOFFとなり、プロコンのキー入力は無効
です。

ターミナルモード : 補助記憶リレー(AR22CH)
拡張ターミナルモード : 特殊補助リレー(277～279CH)

●「キー入力キャンセル」フラグとキー入力

プロコンキー

AR0708
(キー入力キャンセルフラグ)

マッピングされた該当接点

ON

OFF

ON

OFF
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8-2 ターミナルモード／拡張ターミナルモード

･AR22CH(ターミナル

モードでのキー入力リ

レー)は、プロコンがター

ミナルモードからコン

ソールモードに戻ったと

きもON/OFF状態を保持

します。

･電源断時もON/OFF状態

を保持します。

ポイント�

NOTFUN SFT シフト�

AND

LD

7

クリア� 照合�書込�*3

4E

1B

0A

注

●プロコンのキーとONするリレー接点

【ターミナルモード】

*1～*3のキーは、プロコン上で下図の位置に対応しています。
　　*1　*2

【拡張ターミナルモード】

数字キー

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
A
B
C
D
E
F

ONする補助記憶リレー

AR2200
AR2201
AR2202
AR2203
AR2204
AR2205
AR2206
AR2207
AR2208
AR2209
AR2210
AR2211
AR2212
AR2213
AR2214
AR2215

FUN →27700 LR →27710 9 →27804 1 →27814 書込 →27908
SFT →27701 HR →27711 EXT →27805 2 →27815 ↓ →27909
NOT →27702 LD →27712 変更 →27806 3 →27900
*1 →27703 OUT →27713 検索 →27807 リセット →27901
*2 →27704 TIM →27714 4 →27808 挿入 →27902
シフト→27705 DM →27715 5 →27809 ↑ →27903
AND →27706 *間接 →27800 6 →27810 0 →27904
OR →27707 #定数→27801 セット →27811 *3 →27905
CNT →27708 7 →27802 削除 →27812 クリア →27906

TR →27709 8 →27803 モニタ →27813 照合 →27907
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00000 表示したいメッセージ

00100

DM0100～0115の内容例

DM0100 2 0 4 C ⇒ $20:"  "、$4C:"L"

DM0101 4 9 4 E ⇒ $49:"I"、$4E:"N"

DM0102 4 5 2 0 ⇒ $45:"E"、$20:" "

DM0103 4 E 6 F ⇒ $4E:"N"、$6F:"o"

DM0104 2 E 3 0 ⇒ $2E:"."、$30:"0"

DM0105 3 3 2 0 ⇒ $33:"3"、$20:" "

DM0106 2 0 2 0 ⇒ $20:" "、$20:" "

DM0107 2 0 2 0 ⇒ $20:" "、$20:" "

DM0108 2 0 2 0 ⇒ $20:" "、$20:" "

DM0109 D 3 B 0 ⇒ $D3:"モ"、$B0:"-"

DM0110 C 0 2 0 ⇒ $C0:"タ"、$20:" "

DM0111 C 4 D 7 ⇒ $C4:"ト"、$D7:"ラ"

DM0112 C C D E ⇒ $CC:"フ"、$DE:"゛"

DM0113 D 9 2 0 ⇒ $D9:"ル"、$20:" "

DM0114 2 0 2 0 ⇒ $20:" "、$20:" "

DM0115 2 0 2 0 ⇒ $20:" "、$20:" "

LMSG
DM0100

000
000

MSG（46）
DM0200

メッセージ表示機能

32文字メッセージ表示命令（LMSG）や16文字メッセージ表示命令（MSG）
が実行されたときに、プロコンにメッセージを表示します。LMSG／MSG
命令が複数個実行された場合は、最後に実行された命令のメッセージが表
示されます。

●メッセージ表示プログラムの例

ＬＩＮＥ　Ｎｏ．０３
モータ　トラフ゛ル

＜メッセーシ゛＞
　サ゛イリョウ　キ゛レ
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DM0200～0207の内容例

DM0200 2 0 B B ⇒ $20: " "、$BB:"サ"

DM0201 D E B 2 ⇒ $DE: " "、$B2:"イ"

DM0202 D 8 A E ⇒ $D8: "リ"、$AE:"ョ"

DM0203 B 3 2 0 ⇒ $B3: "ウ"、$20:"  "

DM0204 B 7 D E ⇒ $B7: "キ"、$DE:" "

DM0205 D A 2 0 ⇒ $DA: "レ"、$20:" "

DM0206 2 0 2 0 ⇒ $20: " "、$20:" "

DM0207 2 0 2 0 ⇒ $20: " "、$20:" "

00000接点と00100接点の両方がONの場合、MSG(46)命
令の方が後に実行されているので、上記の例ではMSG(46)命令実行の
メッセージが表示されています。

●プロコンの表示

• 電源をONしてから1度もLMSG、MSG命令が実行されていない場合

＜メッセーシ゛＞
　メッセージ　ナシ

• MSG(46)命令実行の場合
下段に16文字表示します。
(00000接点がOFF、00100接点がONの場合)

＜メッセーシ゛＞
　サ゛イリョウ　キ゛レ

• LMSG命令実行の場合
上段より32文字表示します。
(00000接点がON、00100接点がOFFの場合)

ＬＩＮＥ　　Ｎｏ．０３
　　モータ　トラフ゛ル

参考�
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8.16

運転�モニタ�プログラム�

エリア

入出力リレー
内部補助リレー
保持リレー
補助記憶リレー
カウンタ
通常DM
固定DM
拡張固定DM
I/Oコメント
ラダープログラム
UMエリア配置情報

メモリクリア メモリオールクリア

○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○
○ ○

○
○ ○

○

「メモリクリア」操作のと

きは、消去を開始するア

ドレスや、消去しないエ

リアを指定することがで

きます。

次ページの【部分クリア

および除外】を参考にし

てください。

ポイント�

ユーザメモリ(UM)に新規にプログラムを書き込む場合、または、旧データを
消去して新しいプログラムを書き込む場合に、メモリの内容をオールクリ
アします。

メモリのクリアには、以下の2つの操作があります。それぞれ消去される内
容が異なりますので、操作するときには注意してください。

○:消去対象

通常DMのうち、異常発生履歴情報は(DM6000～6030)は
クリアされません。

システム設定エリア(DM6600～6655)は、クリアされると工場出荷時
の設定に戻ります。

メモリオールクリアを実行すると、UMエリア配置情報もクリアされま
す。したがってUMエリアはラダープログラムエリアだけになります。
その他の拡張固定DMとI/Oコメントエリアの容量は"0"になります。

8-3

メモリをクリアする

参考�
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8-3 メモリをクリアする

クリア�

モニタ� でメモリクリアを実行します。

NOT再生�
セット�

録音�
リセット�

モニタ�

本体動作設定スイッチSW1がON(UM書き込み不可)のと
きには、ラダープログラム、およびDM6144以降は消去さ

れません。ただし、保持リレー(HR)、補助記憶リレー(AR)、カウンタ
(CNT)、データメモリ(DM0000～5999)のデータは消去されます。

【部分クリアおよび除外（プログラムモードで有効）】
録音�
リセット� の次にアドレス番号を入力すると、入力したアドレス番号から最終ア
ドレスまでのプログラムを消去します。

以下にカウンタ(CNT)をクリア除外し、保持リレー(HR)、補助記憶リレー
(AR)、データメモリ(DM)、およびアドレス00123以降のプログラムを消去
する例を示します。

クリアするエリアを指定します。
保持リレー、カウンタ、データメモリエリアを消去し
たくないときは、 録音�

リセット� の次にそれぞれHR、CNT、
DMを入力してください。入力により表示が消え、消
去対象から除外されます。なお、HRにより補助記憶リ
レー(AR)も同時に処理されます。

CNT

2C1B 3D

モニタ�

CNTを消去対象から除外します。

クリアを実行します。

クリア�

NOT再生�
セット�

録音�
リセット�

●操作と説明

【メモリクリア】

消去するプログラムの先頭アドレスを指定します。

０００００

０００００メモリ　クリア　？
　　　　ＨＲ　　ＣＮＴ　ＤＭ

０００００メモリ　クリア　？
オワリ　ＨＲ　　ＣＮＴ　ＤＭ

０００００メモリ　クリア　？
　　　　ＨＲ　　ＣＮＴ　ＤＭ

０００００メモリ　クリア　？
　　　　ＨＲ　　　　　　ＤＭ

００１２３メモリ　クリア　？
　　　　ＨＲ　　　　　　ＤＭ

００００　メモリ　クリア
オワリ　ＨＲ　　　　　　ＤＭ

０００００

参考�
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クリア�

NOT再生�
セット�

録音�
リセット�

オールクリアを実行します。

EXT

モニタ�

【メモリオールクリア】

UMのすべてを指定します。

０００００

０００００メモリ　クリア?
　　　　ＨＲ　　ＣＮＴ　ＤＭ

０００００メモリオールクリア？

０００００メモリオールクリア
オワリ
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運転�モニタ�プログラム�

アドレス(数字5桁)を入力します。
• 例はアドレス01234を設定した場合です。
• アドレスの上位桁が0の場合は、その0は入力不要です。
(例)アドレス00053→入力53

クリア�

3D 4E
1B 2C

アドレス設定だけでは、そのアドレスのデータは表示さ

れません。アドレスを設定し、プログラムの読み出し操作( 、また

は を押す)をすると、表示の下側に設定したアドレスのデータが

表示されます。

プログラムの書き込み、読み出し、挿入、削除のときに対象となるアドレス
を設定します。

●操作と説明

０００００

０１２３４

8-4

アドレスを設定する

参考�
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運転�モニタ�プログラム�

000

HR00

00002

12.3s

CMP(20)

アドレス

00200
00201

00202

命令

LD
TIM

CMP(20)

データ

00002
000

＃ 0123
一

000
HR 00

クリア�

0A 0A2C
アドレスを設定します。

プログラムを入力します。最終の 書込�の操作後の
表示は、次のアドレスを表示します。
【1ワード命令の書き込み】【複数ワードの書き込み】
  命令語　データ 書込� 命令語  （データ） 書込�

データ  書込�

データの数字で上位桁の0は、入力不要です。ただし、
FUN　No.の上位桁の0は入力が必要です。

TIM
000

LD 2C

ユーザメモリにプログラムを書き込みます。命令語の変更、および設定値の
変更なども行います。

●プログラム例とコーディング

●操作と説明

プログラムの書き込みは、アドレス設定、またはプログラム読み出し後にで
きます。
初めてプログラミングを開始するときは、メモリをオールクリアし、クリア�

を押して(アドレス00000設定と同じ)書き込みを開始してください。

本体動作設定スイッチSW1がON(UM書き込み不可)のと
きには、プログラムの書き込み操作はできません。

０００００

００２００

００２００
ＬＤ　　　　　　　　　００００２

8-5

プログラムを書き込む

参考�
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定数を設定します。

FUN命令を書き込みます。

複数ワード命令の、第2ワード目以降のデータの書き
込み方法は、注意を参照してください。

保持リレーを設定します。

書込�

TIM 書込�

2C1B 3D

書込�

2CFUN 0A

書込�

HR

書込�

書込�

書込�

8-5 プログラムを書き込む

複数ワード命令の第2ワード目以降のデータの書き込み

方法

チャネルの設定 定数の設定

TIM、TIMH(15) 設定チャネル 書込� 設定値 書込�

CNT、CNTR(12)

上記以外 設定チャネル 書込� 接点�
定数�＃� 設定値 書込�

入力微分型命令書き込みのキー操作

FUN FUN No. NOT

補助記憶リレー(AR)書き込みのキー操作
シフト�　　CH NO.

００２０１ヨミタ゛シ
ＮＯＰ　（００）

００２０１　ＴＩＭ　セッテイチ
　　　　　　　　　　　＃００００

００２０１　ＴＩＭ　セッテイチ
　　　　　　　　　　　＃０１２３

００２０２ヨミタ゛シ
ＮＯＰ　（００）

００２０２
ＣＭＰ　（２０）

００２０２　ＣＭＰ　セッテイＡ
　　　　　　　　　　　　　０００

００２０２　ＣＭＰ　セッテイＢ
　　　　　　　　　　　　　０００

００２０２　ＣＭＰ　セッテイＢ
　　　　　　ＨＲ　　　　　　００

００２０３ヨミダシ
ＮＯＰ　（００）

書込�HR

参考�



プログラムを読み出す
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ポイント�

運転�モニタ�プログラム�

00000 00001
TIM
000

12.3S

00100
00200

アドレス

00200
00201
00202

00203
00204

命令

LD
AND
TIM

LD
OUT

データ

00000
00001

＃ 000
0123
00100
00200

アドレスを設定します。

クリア�

0A2C 0A

●操作と説明

運転/モニタモード時は導通

モニタとなり、接点のON/

OFF状態を表示します。

または で現在アドレスのプログラムデータ
を読み出します。

指定アドレスのプログラムデータを表示しているとき
に、次のアドレスを見る場合は以下のようにキーを操作
します。
① により設定したアドレス+1のデータを表示し
ます。（データ・リード・インクリメント）

② により設定したアドレス－1のデータを表示し
ます。（データ・リード・デクリメント）

③ 、 を押し続けると連続してアドレスを増
減します。

ユーザーメモリの内容を読み出します。
運転/モニタモード時は導通モニタとなり、接点のON/OFF状態を表示します。

●プログラム例とコーディング

０００００

００２００

００２００ヨミタ゛シ
ＬＤ　　　　　　　　０００００

００２０１ヨミタ゛シ
ＡＮＤ　　　　　　　００００１

００２０２ヨミタ゛シ
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００

００２０１ヨミタ゛シ
ＡＮＤ　　　　　　　００００１

8-6

プログラムを読み出す
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定数をDECで入力する

MOV命令の第1オペランドを表示します。

定数入力状態にします。接点�
定数�＃�

2CFUN 1B

書込�

シフト� TR

録音�
リセット�

データ

NOT

シフト� TR

書込�

符号付き10進数入力状態にします。
TIM命令などのように、有効なオペランド値がBCDだ
けのときは、ブザーが鳴り、元のデータを表示します。

リセットキーで(－) セットキーで(＋)符号

オペランドを入力します。
例:12345

NOTキーで符号付き/絶対値を切り替えます。

HEX表示に戻します。
入力値が許容範囲を超えたときはブザーが鳴り、表示
は10進数のままになります。

データをメモリに書き込みます。

運転�モニタ�プログラム�

応用命令で、オペランドに符号付き、または絶対値10進数を入力します。

•10進数のデータを、符号付きBINデータに変換します。
•入力できる値は、符号付き10進数で＋32767～－32768、絶対値10進数
で0～65535です。最上位ビットは符号に使います。

•HEX表示に戻すときに、オペランドの入力範囲をチェックします。符号付
きから絶対値表示、またその逆のときにもチェックされます。

•書き込むときに、オペランドの有効性をチェックします。

●操作と説明

００１００　ＭＯＶ　セッテイＡ
　　　　　　　　　　　　０００

００１００　ＭＯＶ　セッテイＡ
　　　　　　　　　　＃００００

００１００　ＭＯＶ　セッテイＡ
　　　　　　　　＃＋０００００

００１００　ＭＯＶ　セッテイＡ
　　　　　　　　＃－０００００

００１００　ＭＯＶ　セッテイＡ
　　　　　　　　＃－１２３４５

００１００　ＭＯＶ　セッテイＡ
　　　　　　　　　＃５３１９１

００１００　ＭＯＶ　セッテイＡ
　　　　　　　　　　＃ＣＦＣ７

００１００　ＭＯＶ　セッテイＢ
　　　　　　　　　　　　０００

8-7

定数をDECで入力する
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本体動作設定スイッチSW1をON（UM書き込み不可）に設
定しているときには、命令実行型変換操作はできません。

運転�モニタ�プログラム�

応用命令を指定します。

毎スキャン実行型命令と入力微分実行型命令を変換し
ます。

クリア�

2CFUN 1B

NOT

NOT

毎スキャン実行型命令と入力微分実行型命令の変換を行います。

●操作と説明

０００００

０００００
ＭＯＶ　（２１）

０００００
＠ＭＯＶ　（２１）

０００００
ＭＯＶ　（２１）

8-8

命令の実行型を変換する

参考�



8.25

ポイント�

運転/モニタモード時は導

通モニタとなり、接点の

ＯＮ/ＯＦＦ状態が表示さ

れます。

命令語を設定します。

クリア�

LD

検索�

検索�

検索�

さらに、検索�を押し続けると、ＥＮＤ命令に達する
まで、その命令語がプログラムされているアドレス
をすべて表示します。
ＥＮＤ命令がない場合は、ユーザメモリの最終アド
レスまでこの動作を行います。
検索中は下記の表示をします。

運転�モニタ�プログラム�

00200

TIM
001
12.3S

END

00000

00000

検索�を押すと、設定した命令語がプログラムさ
れているアドレスを表示します。

ユーザメモリに書き込まれている命令語を検索します。

●プログラム例とコーディング

アドレス

00200
00201
00202
00203

06000

命令

LD
OUT
LD
TIM

～

END（01）

データ

00000
00200
00000
001

＃ 0123

一

●操作と説明

０００００

０００００
ＬＤ　　　　　　　　　０００００

００２００ケンサク
ＬＤ　　　　　　　　　０００００

００２０２ケンサク
ＬＤ　　　　　　　　　０００００

０６０００ケンサク
ＥＮＤ　（０１）（０２．７ＫＷ）

００２００ケンサクチュウ
ＬＤ　　　　　　　　　０００００

8-9　

命令語を検索する
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クリア�

検索�

0A1B 0A

1BTIM

8-9 命令語を検索する

＜複数ワード命令の検索＞
複数ワード命令の設定値を検索する場合は、命令語を検索し、続けて を
押してください。
次の例は、アドレス00100以降のTIM001の設定値の検索例です。

０００００

００１００

００１００
ＴＩＭ　　　　　　　　　　００１

００２０３ケンサク
ＴＩＭ　　　　　　　　　　００１

００２０３　ＴＩＭ　セッテイチ
　　　　　　　　　　　＃０１２３
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ポイント�

運転/モニタモードの場合

は導通モニタとなり、接

点のＯＮ/ＯＦＦ状態を表

示します。

運転�モニタ�プログラム�

〜

クリア�

接点�
定数�＃�シフト� 5F

00100

TIM
000

12.3S

END

00005

00100 00005

〜

検索�

検索�

検索�を押して、END命令までのリレー接点を表示し
ます。
接点検索中は下記を表示します。

検索�

入出力リレー、内部補助リレー、リンクリレー（LR）、保持リレー（HR）、補助
記憶リレー（AR）、タイマ（TIM）、カウンタ（CNT）の接点をプログラム上で
検索します。

●プログラム例とコーディング

アドレス

00200
00201
00202
00203
00204

06000

命令

LD
OUT
LD
AND
TIM

END（01）

データ

00005
00100
00100
00005
000

＃ 0123

一

接点を指定します。

●操作と説明

０００００

０００００
セッテン　　　　　　　００００５

００２００セッテンケンサク
ＬＤ　　　　　　　　　００００５

００２０３セッテンケンサク
ＡＮＤ　　　　　　　　００００５

０００００セッテンケンサクチュウ
セッテン　　　　　　　００００５

０６０００セッテンケンサク
ＥＮＤ　（０１）（０２．７ＫＷ）

8-10　

リレーの接点を検索する
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０００００

００２０７ケンサク
ＯＵＴ　　　　　　　　００２０１

００２０６ヨミタ゛シ
ＡＮＤ　ＮＯＴ　　　　００１０４

００２０６　ソウニュウ？
ＡＮＤ　　　　　　　　００１０５

００２０７ソウニュウオワリ
ＡＮＤ　ＮＯＴ　　　　００１０４

００２０６ヨミタ゛シ
ＡＮＤ　　　　　　　　００１０５

●プログラム例とコーディング

【挿入前のコーディング】  【挿入後のコーディング】

●操作と説明

OUT 2C 0A

検索�

クリア�

AND 1B 0A

5F 挿入�

挿入

アドレス 命令 データ

00200 LD 00100

00201 AND 00101

00202 LD 00201

00203 AND･NOT 00102

00204 OR･LD    ―

00205 AND 00103

00206 AND･NOT 00104

00207 OUT 00201

00208 END(01)    ―

アドレス 命令 データ

00200 LD 00100

00201 AND 00101

00202 LD 00201

00203 AND･NOT 00102

00204 OR･LD    ―

00205 AND 00103

00206 AND 00105

00207 AND･NOT 00104

00208 OUT 00201

00209 END(01)    ―

運転�モニタ�プログラム�

00100 00101 00104
00201

00105

END

00201

00103

00102

1B

回路変更などにより命令語を追加する場合に使用します。

注!
本体動作設定スイッチSW1をON(UM書き込み不可)に設定して
いるときには、命令語の挿入操作はできません。命令語を挿入
した場合、挿入箇所以降の各アドレスは、挿入した命令語のア
ドレス数だけ多くなります。

命令語を挿入するときは、挿入する位置の次のアドレスを読み
出してから命令語を挿入します。

挿入�の次に必ず を押してください。 によって命令語
の挿入が完了します。

2ワード以上の命令語の挿入は、命令語を挿入し(挿入� )、
引き続き2ワード目以降のデータを書き込んでください。

を押した後の表示は、次のアドレスの表示になっていま
す。 によりアドレスを戻して、挿入した命令語を確認し
てください。

8-11　

命令語を挿入する
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０００００

００２０８ケンサク
ＯＵＴ　　　　　　　　００２０１

００２０７ヨミタ゛シ
ＡＮＤ　ＮＯＴ　　　　００１０４

００２０７サクシ゛ョ？
ＡＮＤ　ＮＯＴ　　　　００１０４

００２０７サクシ゛ョオワリ
ＯＵＴ　　　　　　　　００２０１

００２０６ヨミタ゛シ
ＡＮＤ　　　　　　　　００１０５

●操作と説明

運転�モニタ�プログラム�

回路変更などにより命令語を削除するときに使用します。

削除�の次に、必ず を押してください。

によって命令語の削除が完了します。複数ワードの命令
を削除する場合、命令語を削除することにより2ワード目以降
の設定値も自動的に削除されます。

を押した後の表示は、次のアドレスにあった命令語が表
示されます。 によりアドレスを戻して命令語が削除され
ているか確認してください。

クリア�

OUT 0A2C

検索�

削除�

●プログラム例とコーディング

【挿入前のコーディング】  【挿入後のコーディング】

00101 0010300100 00105

削除

END

00201 00102

 00104
00201

アドレス 命令 データ

00200 LD 00100

00201 AND 00101

00202 LD 00201

00203 AND･NOT 00102

00204 OR･LD    ―

00205 AND 00103

00206 AND 00105

00207 OUT 00201

00208 END(01)    ―

アドレス 命令 データ

00200 LD 00100

00201 AND 00101

00202 LD 00201

00203 AND･NOT 00102

00204 OR･LD    ―

00205 AND 00103

00206 AND 00105

00207 AND･NOT 00104

00208 OUT 00201

00209 END(01)    ―

1B

削除

命令語を削除した場合、削除箇所以降の各アドレスは、削除し
た命令語のアドレス数だけ少なくなります。

命令語を削除するときは、削除する命令語を読み出してから削
除操作を行います。

本体動作設定スイッチSW1をON(UM書き込み不可)に設定して
いるときは、命令語の削除操作はできません。

8-12　

命令語を削除する
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運転�モニタ�プログラム�

ユーザプログラムの内容が、あらかじめ決められた規則に合致しているか確認します。
プロコンで書き込まれたプログラムの内容をチェックする操作です。プログラムの書き込
み、修正後は、必ずプログラムチェックを行うようにしてください。

プログラムチェックは、3段階のチェックレベルを設けています。いずれかを選択し 0A

～ 2C のキーを入力してください。

【チェックレベル指定】
0A …ランクA、B、Cの全てを対象
1B …ランクA、Bを対象
2C …ランクAのみを対象

【各エラーのランク】

ランクA

????

ENDメイレイナシ

カイロエラー

ハイチエラー

ニジュウシヨウ

SBNミテイギエラー

オペランドエラー

JMEミテイギエラー

STEPエラー

ランクB

IL-ILCエラー

JMP-JMEエラー

SBN-RETエラー

ランクC

JMPナシエラー

SBSナシエラー

コイルニジュウシヨウ

注!
「ニジュウシヨウ」はSBN、JMEの設定番号の二重使用を示します。各エラーの表示とその
処理については、「エラーと処置」を参照してください。

第9章　参照

注!

8-13　

プログラムをチェックする
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●操作と説明

クリア�

検索�

0A

クリア�

検索�

検索� END命令がない場合は、"ENDメイレイナシ　オワリ"が表示さ
れ、終了します。

8-13 プログラムをチェックする

プログラムチェックレベルを指定します。

プログラムチェックは、END命令まで続けて行うことができま
す。この間、64ステップごとにプログラムチェック中が表示
されます。

プログラムチェックを途中で打ち切ります。 クリア� を押して
ください。

END命令までチェック完了です。

誤りがある場合、 検索�を押すごとに「各エラーのランク」
に示す項目について、誤りのあるアドレスとその内容が表示さ
れます。

０００００

０００００フ゜ロク゛ラムチェック
チェクレヘ゛ル　　（０－２）？

０００６４フ゜ロク゛ラムチェック

（途中でプログラムチェックを打ち
切るとき）

００１２８チェックウチキリ

（ＥＮＤ命令までチェック完了した
とき）

０２０００フ゜ロク゛ラムチェック
ＥＮＤ　（０１）（０２．７ＫＷ）

（エラーがあるとき）

００１７８カイロエラー
ＯＵＴ　　　　　　　００２００

００２００ＩＬ－ＩＬエラー
ＩＬＣ　（０３）

１３５５５ＥＮＤメイレイナシ
オワリ
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C200HSを運転させながら各アドレスのリレー接点やコイルの導通状態をモニタします。
C200HSを運転させながら読み出しを行うと、各アドレスの導通状態に従い、表示部の右
上に「ON」「OFF」が表示されます。

●プログラム例とコーディング

運転�モニタ�プログラム�

●操作と説明

キー操作の説明は「プログラムを読み出す」を参照してください。
プロコンを「運転」、または「モニタ」モードにします。

00000 00001

12.3S

00100
00200

TIM
000

アドレス 命令 データ

00200  LD 00000

00201 AND 00001

00202 TIM 000

# 0123

00203 LD 00100

00204 OUT 00200

クリア� ０００００

００２００

００２００ヨミタ゛シ　　　ＯＦＦ
ＬＤ　　　　　　　　０００００

００２０１ヨミタ゛シ　　　　ＯＮ
ＡＮＤ　　　　　　　００００１

００２０２ヨミタ゛シ　　　ＯＦＦ
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００

００２０１ヨミタ゛シ　　　　ＯＮ
ＡＮＤ　　　　　　　００００１

2C 0A0A アドレスを指定します。

END(01)

8-6項　参照

8-14　

運転中の回路状態をモニタする（導通モニタ）
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００１００ヨミタ゛シ
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００

Ｔ０００
１２３４

Ｔ００１
　００００

００１００
ＴＩＭ　　　　　　　　　　００１

０００００

０００００
ＬＤ　　　　　　　　　００００１

００００１
∧　　ＯＮ

０００００
セッテン　　　　　　　００００１

Ｌ０００００００００
∧　ＯＮ∧ＯＦＦ

運転�モニタ�プログラム�

入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレー、リンクリレー(LR)、保持リレー(HR)、補
助記憶リレー(AR)、タイマ(TIM)、カウンタ(CNT)、データメモリ(DM)のうち、1点だけを
モニタします。
「運転」および、「モニタ」モードのときは、「導通モニタ」となり、各アドレスの導通状態に
従い、「ON」「OFF」が表示されます。

●操作と説明

0A0A モニタするアドレスを指定します。
、 により、モニタするチャネルまたはリレー接点番

号を前進、後退させることができます。

入出力リレー、内部補助リレー、リンクリレー(LR)、保持リ
レー(HR)、補助記憶リレー(AR)、データメモリ(DM)は、チャ
ネル指定してモニタすると、16進4桁でデータの状態を表示し
ます。

モニタ�

タイムアップを示します

クリア�

クリア�

1B

モニタ�

クリア�

<プログラム読み出し後のモニタ>

モニタをクリアします。

<リレー接点のモニタ>

リレー接点番号(特殊補助リレー25208から25502を含む)を指
定してモニタすると、ON/OFFの状態を表示します。このとき
リレー番号表示の区切りとして「^」を表示します。

例

モニタするリレー接点の番号を指定します。

(I/O多点モニタの例)

1B

LD

タイマ(TIM)、カウンタ(CNT)は10進4桁でデータの状態を表
示します。タイムアップ、カウントアップしたときは、データ
の左に“ ”が表示されます。

8-15　

リレーの接点／チャネルをモニタする（I/Oモニタ）
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クリア�

シフト� CH
間接�＊�

LR 1B

モニタ�

<チャネルのモニタ>

モニタするチャネル番号を指定します。

8-15 リレーの接点／チャネルをモニタする（I/Oモニタ）

０００００

０００００
チャネル　　　　　　ＬＲ　　０１

ｃＬ０１
ＦＦＦＦ

ｃＬ００
００００

参考�

特殊補助リレー25503から25507は、END命令でOFFされるのでフ
ラグの動きをモニタすることはできません。また、一時記憶リレー(TR)もモニタ
することはできません。
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０００００

０００００
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００

　Ｔ０００
　０１００

００００１　　Ｔ０００
　　　　　　　０１００

００００１　　Ｔ０００
∧ＯＦＦ　　　０１００

Ｄ００００００００１　Ｔ０００
　　　　　∧　ＯＦＦ　０１００

Ｄ００００００００１　Ｔ０００
　１０ＦＦ∧　ＯＦＦ　０１００

　Ｔ０００Ｄ００００００００１
　０１００　１０ＦＦ∧　ＯＦＦ

Ｄ００００００００１
　１０ＦＦ∧　ＯＦＦ

００００１
∧ＯＦＦ

００００
セッテン　　　　　　　００００１

０００００
チャネル　　　　　ＤＭ　００００

０００００００００１
Ｓ　　ＯＮＲ　ＯＦＦ

接点モニタを拡張したもので、同時に3点を接点モニタします。
• 3接点モニタは前項の接点モニタの拡張で、モニタを指定する手順は接点モニタと同
じです。

• 最大6点モニタ指定ができ、このうち3点を同時にモニタ表示できます。

運転�モニタ�プログラム�

●操作と説明

追加モニタ指定すると、表示は1個ずつ右へシフトします。

3個を超えてモニタ指定したときは、右端のデータが順に内部
に格納されます。

内部に格納されたデータを表示部へ呼び戻すには、 モニタ�を
押して、表示を1個ずつ右へシフトします。

7点目をモニタ指定したときは、現在格納されているデータの
うち最初に格納されたデータがクリアされます。

クリア� により左端のデータがクリアされます。

シフト� クリア� により全データがクリアされます。

クリア�

TIM

モニタ�

接点�
定数�＃�シフト�

1B

モニタ�

DM

モニタ�

モニタ�

クリア�

クリア�

クリア�

クリア�シフト�

●表示の説明

左端のデータは、強制セッ
ト/リセットおよびデータの
現在値変更などができます。

▲ 強制リセット中を示します

強制セット中を示します

モニタするリレー番号を指定します。

▲

8-16　

リレーの3接点／チャネルを同時にモニタする（I/O多点モニタ）
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運転�モニタ�プログラム�

入出力リレー、内部補助リレー、リンクリレー（LR）、保持リレー（HR）、補助記憶リレー
（AR）、データメモリ（DM）、をチャネル単位2進16桁でモニタします。

●操作と説明

シフト� クリア�でモニタを終了します。多点モニタも終了します。

クリア� にてチャネルモニタを打ち切ることができます。I/O多
点モニタからチャネルモニタに移行した場合は、もとの多点モ
ニタに戻ります。

を押すと、チャネル番号を1つずつ前進/後退させる
ことができます。

▲▲

強制リセット中を示します

強制セット中を示します

クリア�

シフト� CH
間接�＊�

シフト� モニタ�

クリア�

クリア�

DM

モニタ�

シフト� モニタ�

クリア�

クリア�クリア�シフト�

▼

▼ ▼

モニタするチャネル番号を指定します。

モニタします。

●表示の説明

8-17

チャネルの内容をモニタする

０００００

０００００
チャネル　　　　　　　　　０００

　　　　　ｃ０００　モニタ
００００００００００００１１１１

　　　　　ｃ００１　モニタ
０００００１０１０１０１０１００

０００００
チャネル　　　　　　　　　００１

０００００

０００００
チャネル　　　　ＤＭ　　００００

Ｄ００００
　ＦＦＦＦ

　　　　Ｄ００００　モニタ
１１１１１１１１１１１１１１１１

Ｄ００００
　ＦＦＦＦ

００００
チャネル　　　　ＤＭ　　００００

　　　　　Ｃ０００　　　　モニタ
００００Ｓ０１００Ｒ０１１０ＳＲ



8.37

００１００００５００
∧　ＯＦＦ∧　ＯＦＦ

００１００００５００
　　　ＯＮ∧　ＯＦＦ

００１００００５００
　　ＯＦＦ∧　ＯＦＦ

　Ｔ０００００１００００５００
　　　　　∧ＯＦＦ　∧ＯＦＦ

　Ｔ０００００１０００００５００
　０１２３∧　ＯＦＦ∧　ＯＦＦ

　Ｔ０００００１００００５００
　００００∧　ＯＦＦ∧　ＯＮ

　Ｔ０００００１００００５００
　０１２３∧　ＯＦＦ∧　ＯＦＦ

　Ｔ０００００１００００５００
　００００∧　　ＯＮ∧　　ＯＮ

●操作と説明

運転�モニタ�プログラム�

入出力リレー、内部補助リレー、リンクリレー(LR)、保持リレー(HR)、補助記憶リレー(AR)、
タイマ(TIM)、カウンタ(CNT)、の内容を強制的にセット(ON)、リセット(OFF)します。
モニタモードのときは、強制セット/リセットにより出力リレーが動作し、出力配線の
チェックができます。

再生�
セット�、 録音�

リセット� だけの場合は、キーを押している間、強制
セット/リセット動作が継続されます。
シフト� 再生�

セット�、 シフト� 録音�
リセット� の場合は、キー操作後の強制

セット/リセット解除( NOT )するまで強制セット/リセット
が継続されます。

再生�
セット�

録音�
リセット�

TIM

モニタ�

再生�
セット�

モニタ�TIM

(ここではモニタモードで
の操作を示します)

強制セット、リセット中を示
します

00100
TIM
000

12.3S
TIM 000

00500

アドレス 命令 データ

00200  LD 00100

00201 TIM 000

# 0123

00202 LD TIM  000

00203 OUT 00500

00100、00500をモニタ中

タイマをモニタします。

タイマを強制セットします。
00500がONします。

強制セットを停止すると元の状態に戻ります。

00100がONの場合を示しています。

●プログラム例とコーディング

8-18　

接点を強制セット/リセットする
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録音�
リセット�

タイマが動作を始めます。

タイムアップで00500がONします。

注!「プログラム」モードでは動作しません。

タイムアップを示します

注!

注!

強制セット/リセットを継続しているときに、 NOT 以外でも、次の場

合は強制セット/リセットが解除されます。

•「強制セット/リセット全点一斉解除」の操作をしたとき。

•C200HSのモードを切り替えたとき。

•運転停止エラーが発生し、運転を停止したとき。

•電源断により運転を停止したとき。

•「I/Oテーブルを作成する」の操作を行ったとき。

特殊補助リレー25300から25507は強制セット/リセットできません。ピッピッ

ピッとブザーが鳴り、キー入力を受け付けません。

8-18 接点を強制セット／リセットする

Ｔ０００００１００００５００
　０１２３∧ＯＮ∧ＯＦＦ

　Ｔ０００００１００００５００
　０１２２∧　ＯＮ∧　　　ＯＦＦ

　Ｔ０００００１００００５００
　００００∧　　　ＯＮ∧　　ＯＮ

参考�



8.39

運転�モニタ�プログラム�

強制セット/リセットされている入出力リレー、内部補助リレー、タイマ(TIM)、カウンタ
(CNT)、保持リレー(HR)、補助記憶リレー(AR)、リンクリレー(LR)を全点一斉に解除します。

●操作と説明

再生�
セット�、 録音�

リセット� を操作したときは、ピッ、ピッ、ピッとブザー
が鳴ります。キー操作を間違ったときは、 クリア� を押して、
再び 再生�

セット�から始めてください。

NOT

０００００

０００００キョウセイカイシ゛ョ？

０００００キョウセイカイシ゛ョ
オワリ

クリア�

録音�
リセット�

再生�
セット�

8-19　

強制セット/リセットされた接点を全点一斉に解除する
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運転�モニタ�プログラム�

入出力リレー、内部補助リレー、リンクリレー(LR)、保持リレー(HR)、補助記憶リレー(AR)、
タイマ(TIM)、カウンタ(CNT)のデータメモリ(DM)の現在値を変更します。

• 入出力リレー、内部補助リレー、リンクリレー(LR)、保持リレー(HR)、補助記憶リレー
(AR)、データメモリ(DM)の現在値、および設定値は16進4桁です。

• タイマ(TIM)、カウンタ(CNT)の現在値、および設定値は10進4桁です。
• 特殊補助リレー(25300から25507)の現在値は、変更できません。ピッピッピッとブ
ザーが鳴りキー入力を受け付けません。

• 「プログラム」モードのときは、現在値が変化しません。 書込�を押すと設定値がそのま
ま表示されます。

●操作と説明
(ここではモニタモードでの
操作を示します)

計数中

計数中

計数中

計数中

現在値変更対象のタイマをモニタ表示します。

現在値を変更します。

タイマやカウンタのように、現在値が変化しているときでも変
更ができます。

クリア�

TIM

モニタ�

変更�

書込�

0A 0A2C

０００００

０００００
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００

　Ｔ０００
　０１２２

　　　　ケ゛ンザイチ　？
Ｔ０００　０１１９　　？？？？

　　　　ケ゛ンザイチ　？
Ｔ０００　０１００　　０２００

　Ｔ００００
　０１９９

現在値変更

8-20　

現在値を変更する(16進4桁、10進4桁の変更)
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０００００

０００００
チャネル　　　　　　　　００１

　　　　　ｃ００１　モニタ
０００００１０１０１０１０１０１

　　　　　ｃ００１　ヘンコウ？
　００００１０１０１０１０１０１

　　　　　ｃ００１　ヘンコウ？
１　０００１０１０１０１０１０１

　　　　　ｃ００１　ヘンコウ？
１０　００１０１０１０１０１０１

　　　　　ｃ００１　ヘンコウ？
１００　０１０１０１０１０１０１

　　　　　ｃ００１　ヘンコウ？
１００Ｓ　１０１０１０１０１０１

　　　　　ｃ００１　ヘンコウ？
１０　Ｓ０１０１０１０１０１０１

　　　　　ｃ００１　ヘンコウ？
１　R Ｓ０１０１０１０１０１０１

　　　　　ｃ００１　モニタ
１０ＲＳ０１０１０１０１０１０１

運転�モニタ�プログラム�

入出力リレー、内部補助リレー、リンクリレー(LR)、保持リレー(HR)、補助記憶リレー(AR)、
データメモリ(DM)の現在値を2進16桁で変更します。

●操作と説明

書込�で現在値を変更します。

リレー番号
00115

クリア�

シフト� モニタ�

変更�

1B

0A

シフト� 再生�
セット�

シフト� 録音�
リセット�

書込�

変更は 1B (ON)、 0A (OFF)、 シフト� 再生�
セット� (強制セット)、

シフト� 再生�
セット� (強制リセット)により行います。強制セット/リ

セットは、S/Rで表示され、各々1/0に常に設定されます。

NOT キーは、強制セット/リセット状態を解除します。強制
セット/リセット解除は、S→1に、R→0に設定されます。

点滅表示の移動は、 (右方向)、 (左方向)で行います。

変更�でリレー番号15のデータ表示が点滅します。点滅して
いる表示位置が、変更できるリレーの位置です。

現在値変更対象のチャネルをモニタします。CH
間接�＊�シフト� 1B

8-21　

現在値を変更する(2進16桁の変更)

リレー番号
00100
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運転�モニタ�プログラム�

運転中にタイマ(TIM)、カウンタ(CNT)の設定値を変更します。

●プログラム例とコーディング

●操作と説明

０００００

００２０１ケンサク
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００

００２０１　ＴＩＭ　セッテイチ
　　　　　　　　　　　＃０１２３

００２０１セッテイチ　？
Ｔ０００　＃０１２３　＃？？？？

００２０１　ＴＩＭ　セッテイチ
　　　　　　　　　　　＃０１２４

００２０１セッテイチ　？
Ｔ０００　＃０１２３　ｃ０１０

００２０１　ＴＩＭ　セッテイチ
　　　　　　　　　　　　０１０

クリア�

TIM 検索�

4E
2C

書込�

1B

設定値変更対象のタイマ番号を指定します。

変更�

シフト� CH
間接�＊�

0A

書込�

1B

＜例1＞

＜例2＞

00100

TIM000

TIM
000

12.3S

00000

アドレス 命令 データ

00200  LD 00100

00201 TIM 000

# 0123

00202 LD TIM 000

00203 OUT 00000

操作は、TIM000の設定値を次のように変更する例です。

＜例1＞: 12.3sを12.4sに変更する

＜例2＞: 2.3sを10CHの値に外部設定する

8-22　

タイマ/カウンタの設定値を変更する
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運転�モニタ�プログラム�

運転中にタイマ(TIM)、カウンタ(CNT)の設定値を微調節変更します。設定値が定数のと
きだけこの操作は可能です。

●プログラム例とコーディング

、 を1回押すごとに設定値が1ずつ増減され、書き込
まれます。

1増加

1減少

、 を押し続けると連続して増減します。

00100
TIM
000

12.3S
TIM000

00000

アドレス 命令 データ

00200  LD 00100

00201 TIM 000

# 0123

00202 LD TIM 000

00203 OUT 00000

●操作と説明

変更前の設定値
現在変更中の設定値

クリア�

TIM

変更�

EXT

クリア� クリア�

設定変更対象のタイマを指定します。

を2回押すことにより設定値が変更され、元の表示に戻
ります。

検索�

クリア�

8-23　

タイマ/カウンタの設定値を微調節する

０００００

００２０１ケンサク
ＴＩＭ　　　　　　　　　０００

００２０１　ＴＩＭ　セッテイチ
　　　　　　　　　　　＃０１２３

００２０１セッテイチ　？
Ｔ０００　＃０１２３　＃？？？？

００２０１セッテイチ　？　Ｕ／Ｄ
Ｔ０００　＃０１２３　＃０１２３

００２０１セッテイチ　？　Ｕ／Ｄ
Ｔ０００　＃０１２３　＃０１２２

００２０１セッテイチ　？　Ｕ／Ｄ
Ｔ０００　＃０１２３　＃０１２４

００２０１　ＴＩＭ　セッテイチ
　　　　　　　　　　　＃０１２４



8.44

運転�モニタ�プログラム�

連続したチャネルデータを3CH分一括してモニタします。

●操作と説明

EXT を押して、現在モニタしているチャネル番号の＋1、＋2CH
のデータを同時に表示します。

3CH一括モニタは、データエリアの下限CHより(上限－2)CH
の間でだけ有効です。

(例) DM0000から6655の場合

DM0000から6653の範囲で3CH一括モニタは可能となり
ます。

クリア�

DM

モニタ�

EXT

モニタするチャネルを指定します。

クリア� クリア� で一番右のチャネルだけのモニタとなります。

を押すと、チャネル番号を1CHずつ前進/後退できます。

０００００

０００００
チャネル　　　　ＤＭ　　００００

Ｄ００００
　８９ＡＢ

Ｄ０００２Ｄ０００１Ｄ００００
　０１２３　４５６７　８９ＡＢ

Ｄ０００３Ｄ０００２Ｄ０００１
　ＡＢＣＤ　０１２３　４５６７

Ｄ０００４Ｄ０００３Ｄ０００２
　ＥＦ００　ＡＢＣＤ　０１２３

Ｄ０００３Ｄ０００２Ｄ０００１
　ＡＢＣＤ　０１２３　４５６７

Ｄ０００１
　４５６７

8-24　

3CH分のデータを一括してモニタする



8.45

運転�モニタ�プログラム�

連続した3CH分のチャネルデータを順次変更します。

特殊補助リレー253から255CHは、変更することができません。また3CH一括変更表示の
中に、この内のいずれかのCHがある場合も、他のCHの変更はできません。

●操作と説明

3CH一括モニタ中に 変更�を押すと、表示中の左端のチャネ
ルデータ部が点滅し、変更できます。

変更�を押すと表示は新データに変わります。このとき点滅表
示は右へ移動します。

書込�により、表示中のチャネルデータが新チャネルデータ
として変更されます。

書込�を押す前であれば、 クリア� で元の3CH一括モニタ表示
に戻ります。

変更�

1B

変更�

2C

4E

書込�

クリア�

3CH一括モニタ中

データを入力します。

3D

5F

Ｄ０００２Ｄ０００１Ｄ００００
　０１２３　４５６７　８９ＡＢ

Ｄ０００２　　３ＣＨヘンコウ？
　０１２３　４５６７　８９ＡＢ

Ｄ０００２　　３ＣＨヘンコウ？
　０００１　４５６７　８９ＡＢ

Ｄ０００２　　３ＣＨヘンコウ？
　０００１　４５６７　８９ＡＢ

Ｄ０００２　３ＣＨヘンコウ？
　０００１　２３４５　８９ＡＢ

Ｄ０００２Ｄ０００１Ｄ００００
　０００１　２３４５　８９ＡＢ

Ｄ０００２Ｄ０００１Ｄ００００
　０１２３　４５６７　８９ＡＢ

8-25　

3CH分のデータを一括して変更する



8.46

運転�モニタ�プログラム�

データメモリのHEX表示(16進4桁)を、ASCII表示に変換します。この操作はI/Oモニタ中
だけできます。

●操作と説明

クリア�

DM

モニタ�

TR

TR

変換するチャネル番号を指定します。

ASCII表示に変換します。

再度 TR を押すと、HEX表示に戻ります。
8-20項の現在値変更（16進4桁、10進4桁の変更）を行う場
合、ASCII表示のまま行うこともできますが、入力変更データ
は16進4桁で入力してください。

　　　　　ケ゛ンサ゛イチ　？
Ｄ００００　”ＡＢ”　？？？？

０００００

０００００
チャネル　　ＤＭ　　　　００００

Ｄ００００
　４１４２

Ｄ００００
　”ＡＢ”

Ｄ００００
　４１４２

8-26　

データの表示をHEX←→ASCIIに変換する



8.47

I/OモニタやI/O多点モニタを実行するときに、データの表示をHEXからDECに変更し、符
号付き10進数/符号付き倍長10進数/絶対値10進数/絶対値倍長10進数でデータを入力し
ます。

• 10進数のデータは、符号付き2進数/符号付き倍長2進数データに変換されます。
• 入力できる値は、10進数符号付きで＋32767～－32768、絶対値で0～65535です。倍
長DEC表示変換のときは、10進数符号付で＋2147483647～－2147483648、絶対値
で0～4294967295です。最上位ビットは符号に使います。

• 書き込みするときに、入力値の有効性をチェックします。
• 「運転モード」のときは表示だけできます。

運転�モニタ�プログラム�

●操作と説明

【DEC表示】

モニタ画面

CL01　CHが変更対象チャネルです。

入力状態にします。

シフト� TR

NOT

NOT

変更�

データをメモリに書き込みます。
符号付き10進数表示に戻ります。

HEX表示に戻します。

再生�
セット�

書込�

シフト� TR

セットキーで(＋)符号に変更します。
リセットキーで(－)符号に変更します。

データを入力します。
例:32767

符号付き10進数表示に変更します。

NOT で符号付き/絶対値を切り替えます。

ｃＬ０１Ｄ００００　００００１
ＣＦＣ７　１２３４　ＲＯＦＦ

　　ｃＬ０１
－１２３４５

　　ｃＬ０１
　５３１９１

　　ｃＬ０１
ー１２３４５

　　　　　　　ケ゛ンサ゛イチ？
　ｃＬ０１－１２３４５

　　　　　　　ケ゛ンサ゛イチ？
　ｃＬ０１＋１２３４５

　　　　　　　ケ゛ンサ゛イチ？
　ｃＬ０１＋３２７６７

　　ｃＬ０１
＋３２７６７

ｃＬ０１Ｄ０００００　０００１
７ＦＦＦ　１２３４　Ｒ　ＯＦＦ

8-27　

モニタ時の表示をHEX←→DEC表示/倍長DEC表示に変換する



8.48

ｃＬ０１Ｄ００００　　００００１
７ＦＦＦＦ　１２３４　Ｒ　ＯＦＦ

　ｃＬ０１
＋３２７６７

ｃＬ０２　ｃＬ０１
＋０００００３２７６７

ｃＬ０２　ｃＬ０１
４２９４８６８９９１

　ｃＬ０２　ｃｌ０１
－０００００９８３０５

　　　　　　ケ゛ンサ゛イチ？
　ｃＬ０２－０００００９８３０５

ケ゛ンサ゛イチ？
　ｃＬ０２＋０００００９８３０５

　　　　　　ケ゛ンサ゛イチ？
ｃＬ０２＋１２３４５６７８９０

　ｃＬ０２　ｃＬ０１
＋１２３４５６７８９０

　ｃＬ０１Ｄ０００００　０００１
　０２Ｄ２　１２３４　Ｒ　ＯＦＦ

【倍長DEC表示】

(cL02　:FFFEとする)

NOT で符号付き/絶対値を切り替えます。

リセットキーで(－)符号に変更します。
セットキーで(＋)符号に変更します。

データを入力します。 例:1234567890

下位CH

データをメモリの該当する2CHに書き込みます。有効許容範囲
を超えて入力したときは、ブザーが鳴ります。

HEX表示に戻します。

入力状態にします。

TRシフト�

EXT

NOT

変更�

再生�
セット�

書込�

NOT

シフト� TR

8-27 モニタ時の表示をHEX←→DEC表示／倍長DEC表示に変換する

符号付き10進数表示に変更します。

符号付き倍長2進数の現在値を、符号付き10進数で表示しま
す。現CH(下位)＋1CH(上位)を表示します。
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運転�モニタ�プログラム�

接点のON→OFF(立ち下がり)、OFF→ON(立ち上がり)をモニタします。

指定できる接点は、以下のとおりです。
入出力リレー
内部補助リレー
特殊補助リレー
リンクリレー(LR)
保持リレー(HR)
補助記憶リレー(AR)
タイマ/カウンタ

●操作と説明

Ｌ００００００１０８Ｈ２３１５
∧　ＯＦＦ∧　ＯＦＦ∧　ＯＮ

Ｌ００００００１０８Ｈ２３１５
Ｕ＠ＯＦＦ∧　ＯＦＦ∧　ＯＮ

Ｌ００００００１０８Ｈ２３１５
∧　ＯＦＦ∧　ＯＦＦ∧　ＯＮ

Ｌ００００００１０８Ｈ２３１５
∧　ＯＦＦ∧　ＯＦＦ∧　ＯＮ

立ち上がり、立ち下がりを検出したときには、「ピッ」と音が
なります。
微分モニタが完了すると、元のモニタ画面に戻ります。

微分モニタ中に クリア�を押すと、元のモニタ画面に戻ります。

シフト�

シフト�

クリア�

モニタ画面
左端のL0000がモニタ対象接点です。

シフト� :立ち上がり微分モニタ指定(U@表示)
シフト� :立ち下がり微分モニタ指定(D@表示)

8-28　

接点のON/OFFをモニタする（微分モニタ）
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運転�モニタ�プログラム�

ベースユニットに実装されているユニットの種別、入出力チャネルなどを登録します。

C200HSでは、必ずしもI/Oテーブルは必要ありません。本体の電源スイッチをONしたと
きに、実装されているユニットの情報が設定され、動作します。
ユニットの種別を変更したり、実装スロットを変更したことをエラーとして検知したいと
きに、この操作を行ってください。

本体動作設定スイッチSW1をON（UM書き込み不可）に設定しているときには、「I/Oテー
ブル作成」は実行できません。

I/Oテーブルを作成するときには、あらかじめ本体動作設定スイッチSW1をOFF(UM書き
込み可)に設定してください。

I/Oテーブルを作成すると、入出力リレーはすべてクリアされます。

「I/Oテーブル作成」は実装されているユニットを変更しない限り、C200HSの電源投入ご
とに行う必要はありません。
「I/Oテーブル作成」後、実装しているユニット種別を変更したり、追加、削除を行うと、「I/
Oセッテイイジョウ」、「I/Oショウゴウエラー」が発生します。ユニットの装着状態を確認
後、再度「I/Oテーブル作成」、「異常およびメッセージ読み出し/解除」を行ってください。

●操作と説明

8-29　

I/Oテーブルを作成する

クリア画面

I/Oテーブル作成を実行します。作成が正常に終了すると"OK"
が表示されます。

クリア�

CH
間接�＊�

変更� 79

1B 3D

書込�

シフト�FUN

パスワードを指定します。 9 7 1B 3D を入力します。

I/Oテーブル作成を指定します。

０００００

０００００ＩＯテーフ゛ル？
　　？－？Ｕ＝

０００００ＩＯテーフ゛ルサクセイ
　　　　　　　　　　　９７１３

０００００ＩＯテーフ゛ルサクセイ
ＯＫ
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登録されているI/Oテーブルの内容と、実際にベースユニットに実装されているユニット
の情報を照合します。

I/Oテーブル照合は、「I/Oテーブル作成」でテーブルが登録されているときに実行できます。

●操作と説明

クリア画面

I/Oテーブル照合を指定します。

照合します。照合が正常に終了すると"OK"が表示されます。

照合�を押すごとに、不一致のユニットの内容が表示されます。

実I/Oテーブル

登録されているI/Oテーブル

ユニットNo.

ラックNo.

クリア�

照合�

照合�

CPU装置

不一致

1 2 75 6430

ユニットNO.

ラック0

ラック1 I/O増設装置

運転�モニタ�プログラム�

(照合エラーのとき)

シフト�FUN CH
間接�＊�

０００００

０００００ＩＯテーフ゛ル？
　　？－？Ｕ＝

０００００ＩＯテーフ゛ルチェック
ＯＫ

０００００ＩＯテーフ゛ルチェック
　　０－１Ｕ＝ｏ＊＊＊　ｉ＊＊＊

8-30　

I/Oテーブルを照合する
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０００００ＩＯテーフ゛ルチェック
　２☆☆ＨＵ＝Ｒ☆－１　Ｒ☆－Ｗ

二重使用の表示

8-30 I/Oテーブルを照合する

●表示の説明

• リモートI/O子局装置で、C500/C1000H/C2000H/C2000とC200H/C200HSとで同
じ号機を指定したときの表示は、以下のようになります。

• 光伝送I/Oユニットを2重使用したときの表示は、以下のようになります。

０００００ＩＯテーフ゛ルチェック
　　☆・・・☆Ｕ＝－－－
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運転�モニタ�プログラム�

C200HS、リモートI/O子局、光伝送I/Oに装着、接続されている、I/Oテーブルの内容を読み
出します。

I/Oテーブルを作成しているときには、登録されている内容を読み出します。

●操作と説明
(光伝送I/Oユニット)

クリア画面

ラックNo.を指定します。

ユニットNo.を指定します。

I/Oテーブルを読み出します。

でユニット番号を前後に変更できます。

(リモートI/O子局装置のユ
ニット)

クリア�

5F

モニタ�

EXT

EXT

EXT

0A

CH
間接�＊�シフト�FUN

ユニットNO.�
�0 1 2 3 4 5 6 7

ラック0

ラック1

ラック2

CPU装置�

I/O増設装置�

8-31　

I/Oテーブルを読み出す

０００００

０００００ＩＯテーフ゛ル？
　　？－？Ｕ＝

０００００ＩＯテーフ゛ル？
　　０－？Ｕ＝

０００００ＩＯテーフ゛ル？
　　０－５Ｕ＝

０００００ＩＯテーフ゛ルカクニン
　　０－５Ｕ＝ｉ＊＊＊　００５

０００００ＩＯテーフ゛ルカクニン
　　０－４Ｕ＝０＊＊＊　００４

０００００ＩＯテーフ゛ルカクニン
　　０－５Ｕ＝ｉ＊＊＊　００５

０００００ＩＯテーフ゛ル？
Ｒ？？－？Ｕ＝

０００００ＩＯテーフ゛ル？
　２？？ＬＵ＝ｉ

  (光伝送I/Oユニット)
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●表示の説明

プログラマブルコント
ローラのI/Oユニット

I/Oチャネル

I/Oユニット(i、o)

ユニットNo.(0～9)

ラックNo.(0～2)

INT0:本体ラック上の割り込みユニット
IN**:IN8点(増設ラック上の割り込みユニット)

号機占有
ナシ :1号機占有
W　 :2号機占有

高機能I/O種別
C :高速カウンタ
N :位置制御
A :その他 PCリンク、多点入出力、

A/D、D/A、温度センサ、
ASCII

号機No.(0～9)
高機能I/Oユニットを示す

チャネル占有
2:2CH(32点)
4:4CH(64点)

I/O種別
I:入力ユニット
O:出力ユニット

I/ONo.(0～9)
多点入出力ユニット（グループ2）を示す

割り込みユニット

高機能I/Oユニット

多点入出力ユニット
(グループ2)

8-31 I/Oテーブルを読み出す

０００００ＩＯテーフ゛ルカクニン
　　☆－☆Ｕ＝☆☆☆☆　　☆☆☆

０００００ＩＯテーフ゛ルカクニン
　　☆－☆Ｕ＝☆☆☆☆

０００００ＩＯテーフ゛ルカクニン
　　☆－☆Ｕ＝＄☆☆☆

０００００ＩＯテーフ゛ルカクニン
　　☆－☆Ｕ＝＃☆☆☆

GPCでI/Oテーブルを読み出したときは、多点入出力ユニット
は表示されません。
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リモートI/O親局

リモートI/O子局装置の
I/Oユニット

リモートI/O親局No.(0、1)

０００００ＩＯテーフ゛ルカクニン
Ｒ☆☆－☆Ｕ＝☆☆☆☆　☆☆☆

I/OチャネルNo.
I/OユニットNo.

ユニットNo.(0～9)
リモートI/O子局No.(0～4)
リモートI/O親局No.(0、1)
リモートI/Oを示します

X=i、o

i=入力ユニット

o=出力ユニット

Y=I、O

I=入力ユニット

O=出力ユニット

光伝送I/Oユニット/伝送
ターミナル

０００００ＩＯテーフ゛ルカクニン
　２☆☆ＨＵ＝Ｒ☆－☆

I/Oユニット
I :入力ユニット
O :出力ユニット
W :二重使用

リモートI/O親局No.(0、1)
チャネル(H、L)
I/OチャネルNo.(200～231)

8-31 I/Oテーブルを読み出す

C200H/C200HS
のI/Oユニット

C500C/C1000H
C2000H/C2000
のI/Oユニット

8点 X(＊)＊＊

(F付き、ALARM付きは
()がiになります)

16点(12点) XX＊＊

16点 Y＊＊＊

32点 YY＊＊

64点 YYYY

０００００ＩＯテーフ゛ルカクニン
　　☆－☆Ｕ＝ＲＭＴ☆



8.56

運転�モニタ�プログラム�

登録されているI/Oテーブルを消去します。

• I/Oテーブルを消去するときには、あらかじめ本体動作設定スイッチSW1をOFF(UM書
き込み可)に設定してください。

• I/Oテーブル取り消しを実行すると、その時点で実装されているユニットに基づいて動
作します。

• I/Oテーブル取り消しを実行すると、高機能ユニットが一時的にリセットされます。
•以下のユニットが動作中のときには、I/Oテーブル取り消し操作を行わないでください。

上位リンクユニット、PCリンクユニット、リモートI/Oユニット親局、高速カウンタユ
ニット、位置制御ユニット、その他の高機能I/Oユニット

クリア画面クリア�

取り消しが正常に終了すると"OK"が表示されます。

パスワードを入力します。

I/Oテーブル取り消しを実行します。書込�

CH
間接�＊�シフト�FUN

●操作と説明

1B 3D

I/Oテーブル取り消しを指定します。変更�NOT

79

０００００

０００００ＩＯテーフ゛ル
　　？－？Ｕ＝

０００００ＩＯテーフ゛ルトリケシ
　　　　　　　　　　　　？？？？

０００００ＩＯテーフ゛ルトリケシ
　　　　　　　　　　　　９７１３

０００００ＩＯテーフ゛ルトリケシ
ＯＫ

8-32　

I/Oテーブルを取り消す
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運転�モニタ�プログラム�運転�モニタ�プログラム�
設定 読み出し

拡張応用命令語のFUN No.割り付け/読み出しを実行します。

• 拡張応用命令語を割り付けることのできるFUN No.は、以下の18個です。
17～19、47、48、60～69、87～89

• 上記のFUN No.には、あらかじめデフォルトで命令語が割り付けられています。
• 一つの命令語を、複数のFUN No.に割り付けることはできません。
• 拡張応用命令語とFUN No.対応情報は、UM内のシステム予約領域に格納されます。
• 本体動作設定スイッチSW1がOFF（UM書き込み可）で、かつSW4がON（デフォルト設定
以外）のときに、この操作は行えます。

「拡張応用命令設定」で設定した命令は、本体動作設定スイッチSW1とSW4がOFFの状態
で、C200HSの電源をOFF→ONすると、デフォルトにもどります。

●操作と説明

初期画面

割り付け命令読み出し状態にします。

デフォルトの命令語を、順次読み出します

:FUN17→89→・・・・・・17→89→

:FUN17→18→・・・88→89→17→

変更モードにします。

割り付けできる命令語を、順次表示します
:次候補
:前候補

FUN No.18にPIDを割り付けます。
書き込みが終了すると、読み出し状態に戻ります。

初期画面に戻ります。

クリア�

EXT

変更�

書込�

クリア�

例:SCANをPIDに変更します。

０００００

メイレイ　セッテイ　ヨミタ゛シ
　ＦＵＮ１７：ＡＳＦＴ

メイレイ　セッテイ　ヨミタ゛シ
　ＦＵＮ１８：ＳＣＡＮ

メイレイ　セッテイ　ヘンコウ？
　ＦＵＮ１８：ＳＣＡＮ→？？？？

メイレイ　セッテイ　ヘンコウ？
　ＦＵＮ１８：ＳＣＡＮ→ＰＩＤ

メイレイ　セッテイ　ヨミタ゛シ
　ＦＵＮ１８：ＰＩＤ

０００００

8-33　

拡張応用命令を設定する
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運転�モニタ�プログラム�運転�モニタ�プログラム�
設定 読み出し

ユーザメモリ(UM)内のラダープログラム(ユーザプログラム)、I/Oコメント、拡張固定DM
エリアの領域の設定と表示をします。

• 拡張固定DM、ラダープログラムの順に領域を設定します。
拡張固定DMの領域を設定すると、残りの領域がすべてラダープログラムに設定されま
す。

• 設定できる容量は、内蔵RAMの容量により異なります。
16KワードRAM:15.2Kワード

• 領域設定の前に、メモリのオールクリア操作が必要です。

I/Oコメント領域は、ラダーサポートソフト(V6)で設定します。プロコ
ンからは設定できません。

8-34

UMエリア配置情報の読み出し/設定をする

参考�

●操作と説明
メモリをオールクリアします。
読み出しだけのときには、この操作は必要ありません。

現在のUMの設定を表示します。
設定情報が壊れたときには、設定値に??が表示されます。

設定画面にします。

DMを2Kワードに変更します。
拡張固定DMは最大で3Kワード(DM7000～DM9999)まで設定
できます。

パスワード入力画面を表示します。

パスワードを入力します。

初期画面に戻します。

FUN 照合�

変更�

2C

再生�
セット�

9

1B
7

3D

書込�

クリア�

変更後のUMの設定を表示します。
ラダープログラムの領域も変更されます。

オールクリア ０００００

ＤＭ　　　ＣＭ　　　　　ＬＡＤ
００　　　００　　　　１５．２

ＵＭセッテイヘンコウ？
ショキチＤＭサイス゛：００ＫＷ

ＵＭセッテイヘンコウ？
　　　　ＤＭサイス゛：０２ＫＷ

ＵＭエリアハイチ：ヘンコウ
　　　　　　　　　　　？？？？

ＵＭエリアハイチ：ヘンコウ
　　　　　　　　　　　９７１３

ＤＭ　　　ＣＭ　　　　　ＬＡＤ
０２　　　００　　　　　１３２

０００００
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変更モードにします。
初めに"9"が点滅します。

運転�モニタ�プログラム�運転�モニタ�プログラム�
設定 読み出し

初期画面

現在時刻を、モニタします。

クリア�

モニタ�シフト�FUN

変更�

時間を変更します。
で"8"を点滅させ、"0"を入力します。

書込�

クリア� 初期画面に戻します。

設定時刻を設定します。
設定が終了すると、読み出し状態に戻ります。

変更するデータを順次点滅させます。
:４→0→4→・・・・(5)→9→
:(5)→8→5→・・・・４→9→

•所定の変更位置で、0～9のキーを入力し、設定を変更します。
•(　)内に数値を入力すると、曜日が変更されます。
0:SUN　1:MON　2:TUE　3:WED　4:THU　5:FRI　6:SAT
7～9:エラー(ピピピと鳴り、表示はそのままです。)

8-35

時計の時間の読み出し/設定をする

プログラマブルコントローラに内蔵されている時計の設定、読み出しを実行します。

•0月、32日、70秒など、設定できないデータは入力できません。
•2月31日や、曜日が有効かどうかはチェックしません。

●操作と説明

０００００

トケイ　　　　　９４－０４－１０
１４：２５：５８　　ＦＲＩ（５）

トケイヘンコウ？９４－０４－１０
１４：２５：５８　　ＦＲＩ（５）

トケイヘンコウ？９４ー０４ー１０
１４：２５：５８　　ＦＲＩ（５）

トケイヘンコウ？９４－０４－１０
１４：２５：５８　　ＦＲＩ（５）

トケイ　　　　　９４－０４－１０
１４：２５：５０　　ＦＲＩ（５）

０００００

曜日を設定する番号
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運転�モニタ�プログラム�

クリア�

モニタ�FUN

第9章　参照

モニタ�

モニタ�

運転停止異常
（優先順位1）

ラックNo.

運転継続異常
（優先順位2）

異常読み出しを実行します。
異常、およびメッセージがないときは、OKが表示されます。異常
が表示されたものは、その解除処置をしてください。異常原因、お
よびその処置については、「エラーと処置」を参照してください。

8-36

異常およびメッセージの読み出し/解除をする
プログラマブルコントローラで発生している異常表示、およびメッセージ表示を読み出
し、異常やメッセージ内容の確認および解除をします。
•運転停止異常表示の解除は、「プログラム」モードだけで行えます。
•異常解除処置が完了していないときは、ピッピッピッとブザーが鳴り、異常表示の解除を
行いません。この異常に対しては異常解除処置を行い、再度この異常読み出し解除操作を
行ってください。

●操作と説明

０００００

イシ゛ョウ／メッセーシ゛
ヨミタ゛シＯＫ

メモリイシ゛ョウ

ＥＮＤメイレイナシ

Ｉ／Ｏハ゛スイシ゛ョウ　　☆

Ｉ／Ｏセッテイイシ゛ョウ

Ｉ／Ｏユニットオーハ゛ー

システムイシ゛ョウＦＡＬＳ☆☆

システムイシ゛ョウＦＡＬ　☆☆

リモートＩ／Ｏイシ゛ョウ　☆

Ｉ／Ｏショウコ゛ウエラー

テ゛ンチイシ゛ョウ
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サイクルタイムオーハ゛ー

コウキノウユニット　イシ゛ョウ

システムイシ゛ョウＦＡＬ　９Ａ

メッセーシ゛
サ゛イリョウキ゛レ

イシ゛ョウ／メッセーシ゛
ヨミタ゛シ　ＯＫ

すべての異常解除が完了すると、OKが表示されます。
メッセージ表示（MSG）命令によるメッセージ表示があるとき
は、この操作により同時にクリアされます。

モニタ�

8-36 異常およびメッセージの読み出し／解除をする

メッセージ表示
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運転�モニタ�プログラム�

クリア�

モニタ�

モニタ�

8-37

サイクルタイムを読み出す
現在実行されているプログラムのサイクルタイムの平均値を表示します。
サイクルタイムの表示は、現在実行中のサイクルタイムの平均値を示します。したがって、
サイクルタイムの表示は下の例のように、同じプログラムでも各回の読み出しで多少の
変動が生じる場合もあります。

●操作と表示の推移

０００００

０００００サイクルタイム
　　　　　　　　　０５４．１ＭＳ

０００００サイクルタイム
　　　　　　　　　０５３．９ＭＳ
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運転�モニタ�プログラム�

• 本操作を実行する前に以下のことを確認してください。
以下を満足しない場合は転送は受け付けられません。

(1) END命令があること。
(2) ユーザプログラム容量が14.7Kワード以下であること。
　　(拡張固定DM、I/Oコメントを使用すると、この容量は

変わります)
　　データリンクテーブル格納用として、ユーザプログラ

ムのEND命令以降に約0.5Kワードの空きエリアを必要
とします。

• ユーザプログラムにデータリンクテーブルを含んでいる場
合は、PC電源ON時にユーザメモリからCPUへその内容が
転送されます。CPUにあるデータリンクテーブルは、ユーザ
メモリにあるデータリンクテーブルに書き替えられます。

EXTシフト�

3D

クリア�

FUN

9

1B
7

書込�

書込�→

8-38

SYSNETデータリンクテーブルUM転送(CPU31/33専用)
• SYSNETデータリンクテーブルをユーザプログラム領域へ転送します。
• あらかじめ次の準備をしておいてください。

SYSNETデータリンクテーブルをFITやラダーサポートで作成し、PC本体側へ転送し
てください。

• FITから転送されるSYSNETデータリンクテーブルは、CPUユニット内のRAMに格納され
ます。したがって、電池の交換を忘れたときは、データが消滅します。これを防ぐためには、
SYSNETデータリンクテーブルを含んだユーザプログラムとしてEPROM化したり、
EEPROMのメモリカセットに格納することをお勧めします。

●操作と説明

０００００

０００００
ＦＵＮ（？？）

０００００リンクテーフ゛ル→ＵＭ
（ＳＹＳＮＥＴ）　　　　？？？？

０００００リンクテーフ゛ル→ＵＭ
（ＳＹＳＮＥＴ）　　　　９７１３

０００００リンクテーフ゛ル→ＵＭ
ＯＫ

作成できないとき

０００００リンクテーフ゛ル→ＵＭ
サクセイフカ
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99

エラーと処置

エラーの原因とその処置について説明します。

HELP

M

N
Y

↑� ↓�

F1

↑� ↓�

F4 CTRL

←� →�

P

W

O

第4部

C200HSのエラー



9.2

C200HSには以下の3種類のエラーがあります。
操作時のエラー
プログラムのエラー
運用中のエラー

エラーが発生すると、プログラミングコンソール（プロコン）にメッセージ
が表示されます。C200HSが運用中のときには、CPUユニット上のランプ
の表示でも、異常状態が確認できます。

エラーの概要

●操作時のエラー発生
C200HSに接続されたプロコンの操作を誤ったときに発生します。

●プログラムのエラーの発生
プログラムの内容、構成、設定データなどが誤っているときに発生します。

●運用中のエラーの発生
C200HSの自己診断により、システムの異常が検出されたときに発生しま
す。運用中のエラーは運転不能状態エラーのほか、以下の2種類のタイプ
に分かれます。

運転継続異常
エラーが発生しても運転は継続されます。

運転停止異常
エラーが発生すると運転を停止します。

9-1
エラーの種類



9.3

9-1 エラーの種類

各コマンドの詳細につい

ては『コマンドマニュア

ル』を参照してください。 異常発生履歴格納エリア

C200HSには電源が切れたときや瞬断のときの、電源断発生時刻を格納す
る機能があります。
以下に格納エリアを示します。

CH番号

DM6000

DM6001～
DM6030

機能

異常履歴ポインタ→異常1個につき1インクリメント
（0000～000A）
異常履歴格納（異常1個につき3CHで、計異常10個分
30CH）

DM　n 異常区分 故障コード
DM(n+1) 分 秒
DM(n+2) 日 時

異常区分
80：運転停止異常（電源断も含む）
00：運転継続異常
時計データ：AR18～19

●FAL（06）/＠FAL（06）命令
FAL（06）/＠FAL（06）命令で、異常ごとに異常コード01～99を任意に割
り付けることができます。

命令が実行されると、特殊補助リレー25300～25307の8ビットに、
BCD2桁で故障コードが出力されます。

●16文字メッセージ表示（MSG）/32文字メッセージ表示（LMSG）命令
異常検出回路に16文字メッセージ表示/32文字メッセージ表示命令を組み
込んでおくと、16文字以内/32文字以内の任意のメッセージを、C200HS
に接続されている表示装置に表示できます。

●故障点検出命令（FPD）......拡張応用命令
FPD命令により、運転継続異常（FAL）を発生させたり、任意のメッセージ
を周辺ツールに表示させることができます。

参 照�

異常発生履歴の動作につ

いては、「異常発生履歴

の動作説明」を参照して

ください。

資-6項 参照

故障コードは「エラーと処

置」を参照してください。

9-4項 参照

●異常発生履歴格納機能
C200HSには異常発生履歴格納機能があり、運転停止異常、運転継続異常
の異常コードと発生日時がDM6000～6030に保存されます。

参 照�

参 照�
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C200HSに接続されたプログラミングコンソール（プロコン）の操作を誤ったときに発生するエラーと、
その処置について説明します。

その他のツールを使用したときに発生するエラーについては、各ツールの操作マニュアルを参照して
ください。

9-2
操作時のエラー

プロコンのエラー表示

☆☆☆☆☆カキコミフカ（ROM）

☆☆☆☆☆プログラムオーバー

☆☆☆☆☆アドレスオーバー

☆☆☆☆☆セッテイエラー

☆☆☆☆☆IOナンバーエラー

00000IOテーブルサクセイ
サクセイフカ

原因と処置

本体動作設定スイッチのSW1が「書き込み禁止」側に
なっています。「書き込み可」に設定してください。

最終アドレスがNOP以外のために書き込みできません。
END命令以降をクリアしてください。

設定したアドレスが、ユーザプログラムメモリの最終ア
ドレスを超えています。アドレス設定をやり直してくだ
さい。

"FALS00"が入力されています。"00"は入力できません
ので、設定をやり直してください。

許容されないI/Oデータが入力されています。各命令の
データの入力域を確認の上、入力をやり直してくださ
い。

リモートI/O数オーバー、伝送ユニットの二重使用、リ
モートI/Oエンド局なし、I/O点数オーバーなどが発生し
ています。I/Oユニットの状態を確認してください。



9.5

プログラムの内容、構成、設定データなどが誤っているときに発生するエラーについて説明します。

プロコンのエラー表示

☆☆☆☆☆
？？？？

☆☆☆☆☆カイロエラー

☆☆☆☆☆オペランドエラー

☆☆☆☆☆コイルニジュウシヨウ

☆☆☆☆☆ＥＮＤメイレイナシ

☆☆☆☆☆ハイチエラー

☆☆☆☆☆ＩＬ－ＩＬＣエラー

☆☆☆☆☆ＪＭＰ－ＪＭＥエラー

☆☆☆☆☆ＪＭＥミテイギエラー

☆☆☆☆☆ＪＭＰナシエラー

☆☆☆☆☆ニジュウシヨウ

原因と処置

プログラムの内容が破壊されています。命令を書き直し
てください。

論理スタート（LD命令）とブロック演算（OR・LD、
AND・LD）の数が異なります。プログラムを再検討して
ください。

表示中の命令の中で定数を入力した変数部が不正です。
オペランドの設定を変更してください。

同じコイルが他の命令でも使われています。コイルの
No.を変更してください。

プログラムにEND命令がありません。プログラムの終わ
りにEND命令を書き込んでください。

表示中の命令が間違った領域にあります。命令の使い方
を確認の上、プログラムを修正してください。

IL-ILCがペアで使用されていません。プログラムを確認
し、修正してください。

JMPxx-JMExxがペアで使用されていません。プログラ
ムを確認し、修正してください。

JMP-No.に対応するJME-No.がありません。プログラ
ムを確認し、修正してください。

JME-No.に対応するJMP-No.がありません。プログラ
ムを確認し、修正してください。

表示中の命令のNo.がすでに存在しています。プログラ
ムを確認し、修正してください。

9-3
プログラムのエラー



9.6

9-3 プログラムのエラー

プロコンのエラー表示

☆☆☆☆☆ＳＢＮ－ＲＥＴエラー

☆☆☆☆☆ＳＢＮミテイギエラー

☆☆☆☆☆ＳＢSナシエラー

原因と処置

•RET命令が不正に使用されています。RET命令表示のプ
ログラムを確認し、修正してください。

•サブルーチンエントリーが多重で使用されています。
SBN命令表示時のプログラムを確認してください。

SBS-No.に対応するSBN-No.がありません。プログラム
を確認し、修正してください。

SBN-No.に対応するSBS-No.がありません。プログラム
を確認し、修正してください。



9.7

C200HSの自己診断により、システムの異常が検出されたときに発生する
エラーについて説明します。

異常と警報

●CPU表示の見方
C200HSは異常の状態を表示ランプの点灯、消灯、点滅で示します。

9-4
運用中のエラー

運用中に障害が発生したときには、初めに以下のフローでCPUの状態を確認してください。

CPU21/23/31/33

RUN

ALM�
ERR

COMM

OUT�
INHIBIT

POWER ：点灯�
：消灯�
：点滅�
：点灯または消灯いずれの状態に�
    おいても発生します。�

RUN

ALM�
ERR

COMM1

OUT�
INHIBIT

POWER

COMM2

表示部 CPU01/03

RUN：消灯�
ERR/ALM：点灯�

プロコンをプログラマブル�
コントローラに接続する�

モード表示�
有/無�

ERR/ALM�
消灯/点滅�

「運転」または「モニタ」�
　モードにする�

RUN：点灯�

終了�
異常無し�

CPUユニットの交換�

1回目�
2回目�

：電源を再投入する�
：CPUユニットを交換する�

運転継続異常のエラーを�
チェックする�

運転停止異常のエラーを�
チェックする�

YES

NO

有�

消灯�

YES

無�

点滅�

NO

スタート�

9.8ページ参照

9.14ページ参照



9ｰ4 運用中のエラー

9.8

●運転不能状態のエラー
以下に運転不能状態のエラーについて説明します。この場合、運転中出力はOFFします。

C200HSの表示／プロコンの表示 異常の要因

•高機能I/O、多点入出力ユニット、割り込み入力ユニッ
トが認識されていないとき。

•リモートI/O電源がOFFのとき。またはリモートI/Oエ
ンド局が認識されていないとき。

RUN

ALM�
ERR

COMM

OUT�
INHIBIT

POWER

●運転停止異常

以下に運転停止異常のエラーについて説明します。この場合、運転中出力はOFFします。

C200HSの表示／プロコンの表示 異常の要因

•電源断
10ms以上電源断が発生したとき。RUN

ALM�
ERR

COMM

OUT�
INHIBIT

POWER

(表示なし）

ＣＰＵタイキチュウ

CPU待機中



9-4 運用中のエラー

9.9

特殊補助リレー
補助記憶リレー

処　置 故障コード

•「I/Oテーブル読出し」操作で＄だけが表示された高機能
I/O、多点入出力ユニット、割り込み入力ユニットを交
換してください。

•リモートI/O装置の電源、エンド局の設定を確認してく
ださい。

•エンド局の電源ON、ケーブルの接続、断線の有無を調
べてください。

特殊補助リレー
補助記憶リレー

処　置 故障コード

•電源電圧および電源配線を確認してください。

•電源を再度ONしてください。

00



9ｰ4 運用中のエラー

9.10

C200HSの表示／プロコンの表示 異常の要因

•CPU異常
RUN

ALM�
ERR

COMM

OUT�
INHIBIT

POWER

－－－－－－－－－－－－－－－－
－－－－－－－－－－－－－－－－

（あるいは直前の表示）

メモリイジョウ
•PCシステム設定エリア（DM6600～6655）でサム
チェックエラーが発生。

•ユーザプログラムでサムチェックエラーが発生、正しく
ない命令がある。

•拡張応用命令のデータでサムチェックエラーが発生。

•通電中にメモリカセットを着脱した。

•電源ON時にメモリカセットの内容を正確に読み込めな
かった。

•プログラムにEND命令がないとき。

•C200HS，I/O間のデータ伝送に異常があるとき。

メモリ異常

（以下CPUの表示は同様です。)

ＩＯバスイジョウ

I/Oバス異常

ＥＮＤメイレイナシ

END命令なし



9-4 運用中のエラー

9.11

特殊補助リレー
補助記憶リレー

処　置 故障コード

•プログラムモードにして、電源を再度ONしてください。

•プログラムを再検討してください。

F1

F0

C0～C2

27211

27212

27213

27214

27215
27013～27015

を参照

•PCシステム設定がすべて初期状態の0000に戻っていま
す。設定をやり直してください。

•プログラムチェックをして、不良箇所を修正してください。

•拡張応用命令の設定がすべて初期状態に戻っています。
設定をやり直してください。

•いったん電源をOFFにして、メモリカセットの装着状態
を確認してから、電源を入れ直してください。

•27013～27015を確認して、読み込めない原因を取り
除いた後、電源を入れ直してください。

•プログラムの終わりにEND命令（01）を書き込んでくだ
さい。

•各装置間のI/O接続ケーブルが外れていないか確認して
ください。

•修正後の異常解除操作をしてください。



9ｰ4 運用中のエラー

9.12

C200HSの表示／プロコンの表示 異常の要因

•高機能I/O、多点入出力ユニットの号機番号が重複して
いるとき。

•64点多点入出力ユニットのI/O番号を9に設定したと
き、チャネル番号が重複している。

•SYSNET/SYSMAC LINKユニットの系統No.が重複し
ているとき。（CPU31/33だけ）

•割り込み入力ユニットが2台以上装着されているとき。

• I/Oテーブル作成後、異なるユニットに交換されたとき。

•プログラムでFALS命令を実行したとき。

•サイクルタイムがサイクルタイム監視時間の設定値
を超えたとき。

システムイジョウ　　ＦＡＬＳ

システム異常

ＩＯセッテイイジョウ

I/O設定異常

ＩＯユニットオーバー
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9.13

特殊補助リレー
補助記憶リレー

処　置 故障コード

•「I/Oテーブル読み出し」操作で、高機能I/O、多点入出力
ユニットの号機番号を確認し、重複しない番号に設定し
直してください。

•64点多点入出力ユニットのI/O番号は9以外に設定し、
チャネル番号が重複しないようにI/O番号を設定してく
ださい。

•SYSNET/SYSMAC LINKユニットの系統No.設定を確
認のうえ、重複しないNo.に設定してください。

•装着する割り込み入力ユニットを1台にしてください。

•「I/Oテーブル照合」操作でユニットを確認し、修正して
ください。

•修正後に「I/Oテ-ブル作成」操作をしてください。

•プログラムからFALS命令を実行した原因を調べ、処置
してください。

•サイクルタイムとサイクルタイム監視時間設定
（DM6618）との関係をチェックして、FALS9F監視時
間を調節してください。

高機能I/Oユニット
25415ON
AR0000～0011
を参照

多点入出力ユニット
（グループ2）
25414ON
AR0205～0214
を参照

E1

E0

01～99

9F
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9.14

●運転継続異常
以下に運転継続異常のエラーについて説明します。この場合、運転中出力はONします。

C200HSの表示／プロコンの表示 異常の要因

•プログラムでFAL命令を実行したとき。

•C200HSと割り込み入力ユニット間のデータ伝送に異
常があるとき。

•高機能I/Oユニット、リモートI/OユニットのI/Oリフ
レッシュ中および上位リンクサービス中に、割り込みプ
ログラムを10ms以上実行したとき。

•高機能I/Oスキャンリフレッシュ設定と異なるI/Oリフ
レッシュを実行しようとしたとき。

•C200HSと多点入出力ユニット間のデータ伝送に異常
があるとき。

•PCシステム設定の設定値に異常があるとき。

•C200HSとメモリカセット間の転送操作で、正常に転
送ができなかったとき。

RUN

ALM�
ERR

COMM

OUT�
INHIBIT

POWER

システムイジョウ　　ＦＡＬ

システム異常

（以下CPUの表示は同様です。）
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9.15

特殊補助リレー
補助記憶リレー

処　置 故障コード

25411ON

25413ON

25414ON
AR0205～0214

を参照

27500ON

27501ON

27502ON

27011ON

27012ON、27312ON

27013ON、27313ON

•プログラムをチェックしてください。

•割り込み入力ユニットを交換後、電源を再投入してくだ
さい。

•262、263CHの割り込みプログラム最大処理時間を確
認して、割り込みプログラムの処理時間が10ms以下に
なるように再検討してください。

•高機能I/Oスキャンリフレッシュ設定と同じI/Oリフレッ
シュを実行するように、プログラムを再検討するか、高機
能I/Oスキャンリフレッシュ設定を再検討してください。

•AR0205～0214で異常I/O番号を確認し、多点入出力
ユニットを交換後、電源を再投入してください。

•電源ON時のPCシステム設定（DM6600～6614）に異常
があります。プログラムモードで正しい値に修正後、電
源を再投入してください。

•運転モード開始時のPCシステム設定（DM6615～
6644）に異常があります。プログラムモードで正しい
値に修正後、運転を再開してください。

•常に参照されているPCシステム設定（DM6645～
6655）に異常があります。正しい値に修正し、異常解
除操作をしてください。

•SYSNETユニットのデータリンク稼働中をOFFにして
から再転送してください。

•プログラムモードにして、異常を解除してから再転送し
てください。

•転送先の「書き込み不可」を「書き込み可」にしてください。

•C200HSが転送先のときは、いったん電源をOFFにし
ます。次に、ディップスイッチ（SW1）をOFF（書き込み
可）にして、電源ON後、再転送してください。

•メモリカセット側が転送先のときは、いったん電源をOFF
にします。次に、メモリカセットのEEPROMが書き込み可
であることを確認し、電源ON後、再転送してください。
（メモリカセットがEPROMの場合は、転送できません）

01～99

8A

8B

9A

9B

9D
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9.16

C200HSの表示／プロコンの表示 異常の要因

•サイクルタイムが100msを超えたとき。

• I/Oテーブル作成後、ユニットの追加、取り外しが行わ
れたとき。

•内蔵電池が未接続のとき。

•内蔵電池の電圧が低下したとき。

•CPUと高機能ユニット（高機能I/O、上位リンク、リ
モートI/O親局、SYSNET/SYSMAC LINKユニット）間
にエラーが生じたとき。

•C200HSとメモリカセット間の転送操作で、正常に転
送ができなかったとき。

サイクルタイムオーバー

ＩＯショウゴウエラー

I/O照合エラー

デンチイジョウ

電池異常

コウキノウユニットイジョウ

高機能ユニット異常

システムイジョウ　　ＦＡＬ

システム異常
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9.17

特殊補助リレー
補助記憶リレー

処　置 故障コード

27014ON、27314ON

27015ON

25309ON

25310ON

25308ON

25415ON
AR0000～0015
を参照

9D

F8

E7

F7

D0

•転送先の容量が不足しています。転送元のプログラムの
大きさを271CHで確認し、使用するCPUユニット、メ
モリカセットを再検討してください。

•メモリカセット内にプログラムがないか、プログラムに
異常があります。メモリカセットが正しいか確認してく
ださい。

•サイクルタイムが短くなるように、プログラムを再検討
してください。

•PCシステム設定（DM6655）で、サイクルタイムオー
バーを不検知にすることを検討してください。

•「I/Oテーブル照合」操作で異常ユニットを確認し、修正
してください。

•修正後の「I/Oテーブル作成」操作をしてください。

•内蔵電池の接続を確認してください。

•内蔵電池を新しいものと交換してください。

•PCシステム設定（DM6655）で、電池異常を不検知にす
ることを検討してください。

•AR0000～0015で異常号機番号を確認し、エラー原因
を除去し、AR0100～0115または25207、25213で
リスタートをかけてください。

•リスタートをかけても復旧しない場合は、ユニットを交
換してください。
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9.18

C200HSの表示／プロコンの表示 異常の要因

RUN

ALM�
ERR

COMM

OUT�
INHIBIT

POWER

CPU01/03

RUN

ALM�
ERR

COMM1

COMM2

POWER

CPU31/33

OUT�
INHIBIT

通信ポート異常(ペリフェラルポート)
（RS-232Cパソコンケーブル接続時）

RUN

ALM�
ERR

COMM1

COMM2

POWER

CPU31/33

OUT�
INHIBIT

通信ポート異常(RS-232Cポート)

RUN

ALM�
ERR

COMM

OUT�
INHIBIT

POWER

•ペリフェラルポートと周辺機器との通信に異常がある。

•RS-232Cポートと周辺機器との通信に異常がある。

•上位リンク異常
上位コンピュータと上位リンクユニット間にエラーが生
じたとき。

•リモ-トI/O親局と子局間でエラーが生じたときリモートＩＯイジョウ

リモートI/O異常
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9.19

特殊補助リレー
補助記憶リレー

故障コード処　置

•リモートI/O親局と子局間の接続ケーブルを調べてください。

•リモートI/O子局が正常な状態か調べてください。
B0～B1

253120N、251CH
を参照
AR0014、0015
を参照

•ペリフェラルポートの通信路をチェックしてください。

•C200HS側、周辺機器側のプログラムをチェックしてく
ださい。

•ペリフェラルポートリセットフラグ（25208）で、通信
ポートをリセットしてください。

•RS-232Cポートの通信路をチェックしてください。

•C200HS側、周辺機器側のプログラムをチェックしてく
ださい。

•RS-232Cポートリセットフラグ（25209）で、通信ポート
をリセットしてください。

•上位リンクユニットの取り扱い説明書を参照してください。 25311ON（＃0）
25206ON（＃1）
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9.20

●I/Oユニット全出力遮断エラー
以下にI/Oユニット全出力遮断エラーについて説明します。この場合、運転中出力はONします。

CPUの表示／プロコンの表示 異常の要因

RUN

ALM�
ERR

COMM

OUT�
INHIBIT

POWER
•負荷遮断
特殊補助リレー25215がONしたとき。
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9.21

特殊補助リレー
補助記憶リレー

処　置 故障コード

25215ON
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9.22

異常の推定原因と処理

●CPU装置、I/O増設装置

推定原因

電圧切り替え端子の設定不良

ヒューズ切れ

電圧切り替え端子の設定不良

パターン短絡または焼損

プログラム不良（END命令なし）

電源ライン不良

高機能I/Oユニットの号機番号
の重複

リモートI/O子局の電源OFF、
エンド局なし

パワー回路不良

I/Oバス不良

I/Oバス不良

I/Oバス不良

処理

電圧切り替え端子を正しく設定
する

ヒューズ交換

電圧切り替え端子を正しく設定
する

CPUユニット、電源ユニット
の交換

プログラム修正

CPUユニット交換

号機番号の修正

リモートI/O子局の電源ON、エ
ンド局の設定

CPUユニット交換

ベースユニットの交換

ベースユニットの交換

ベースユニットの交換

異常現象

POWERランプが点灯しない

ヒューズが何度も切れる

RUNランプが点灯しない

RUNランプは点灯だが、運転中
出力がONしない

特定のリレー番号以後が動作し
ない

特定のリレー番号の出力（入力）
がONする

特定のユニットのすべてのリ
レーがONしない
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9.23

●入力ユニット

推定原因

外部入力電源が供給されてい
ない

外部入力電圧が低い

端子ねじの緩み

端子台コネクタの接触不良

入力回路不良

入力回路不良

入力機器の不良

入力配線の断線

端子ねじの緩み

端子台コネクタの接触不良

外部入力のON時間が短い

入力回路不良

プログラムのOUT命令に入力
リレー番号が使われている

入力回路不良

プログラムのOUT命令に入力
リレー番号が使われている

外部入力電圧が低い

ノイズによる誤動作

端子ねじの緩み

処理

電源を供給する

定格電圧を供給する

増締め

コネクタを確実にロックする。
または端子台コネクタの交換

ユニット交換

ユニット交換

入力機器交換

入力配線のチェック

増締め

端子台コネクタを確実にロッ
クする。または端子台コネク
タの交換

入力機器の調整

ユニット交換

プログラム修正

ユニット交換

プログラム修正

定格外部入力電圧を供給する

以下のノイズ対策をする
サージキラー取り付け、
絶縁トランス取り付け、
シールドケーブル配線など

増締め

異常現象

動作表示ランプが消灯し、入
力すべてがONしない

動作表示ランプが点灯する
が、入力すべてがONしない

入力すべてが0FFしない

特定のリレー番号の入力がON
しない

特定のリレー番号の入力が
OFFしない

入力が不規則にON／OFFする
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9.24

推定原因

端子台コネクタの接触不良

コモン端子ねじの緩み

端子台コネクタの接触不良

CPU不良

ランプ（LED）不良

処理

端子台コネクタを確実にロッ
クする。または端子台コネク
タの交換

増締め

端子台コネクタを確実にロッ
クする。または端子台コネク
タの交換

CPUユニット交換

ユニット交換

異常現象

入力が不規則にON/OFFする

異常動作のリレー番号が8点単
位になっている

動作は正常だが、入力動作表
示ランプが点灯しない

●出力ユニット

異常現象

出力すべてがONしない

出力すべてが0FFしない

動作表示ランプが消灯し、特
定のリレー番号の出力がONし
ない

推定原因

負荷電源が供給されていない

負荷電源電圧が低い

端子ねじの緩み

端子台コネクタの接触不良

ヒューズ切れ

I/Oバスコネクタ接触不良

出力回路不良

出力回路不良

出力ON時間が短い

出力回路不良

プログラムのOUT命令のリ
レー番号が重複している

処理

電源を供給する

定格電圧を供給する

増締め

端子台コネクタを確実にロッ
クする。または端子台コネク
タの交換

ヒューズ交換

ユニット交換

ユニット交換

ユニット交換

プログラム修正

ユニット交換

プログラム修正
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9.25

処理

出力機器交換

出力配線のチェック

増締め

端子台コネクタを確実にロッ
クする。または端子台コネク
タの交換

リレー交換

ユニット交換

リレー交換

外部負荷交換またはダミー抵
抗追加

ユニット交換

プログラム修正

定格負荷電源電圧を供給する

プログラム修正

以下のノイズ対策をする
サージキラー取り付け、
絶縁トランス取り付け、
シールドケーブル配線等

増締め

端子台コネクタを確実にロッ
クする。または端子台コネク
タの交換

異常現象

動作表示ランプが点灯してい
るが、特定リレー番号の出力
がONしない

動作表示ランプが消灯し、特
定のリレー番号の出力がOFF
しない

動作表示ランプが点灯してい
るが、特定リレー番号の出力
がOFFしない

出力が不規則にON/OFFする

推定原因

出力機器の不良

出力配線の断線

端子ねじの緩み

端子台コネクタの接触不良

出力リレー不良

出力回路不良

出力リレー不良

漏れ電流、または残留電流に
よる復帰不良

出力回路不良

プログラムのOUT命令のリ
レー番号が重複している

負荷電源電圧が低い

プログラムのOUT命令のリ
レー番号が重複している

ノイズによる誤動作

端子ねじの緩み

端子台コネクタの接触不良
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9.26

推定原因

コモン端子ねじの緩み

端子台コネクタの接触不良

ヒューズ切れ

CPU不良

ランプ（LED）不良

処理

増締め

端子台コネクタを確実にロッ
クする。または端子台コネク
タの交換

ヒューズ交換

CPUユニット交換

ユニット交換

異常現象

異常動作のリレー番号が8点単
位になっている

動作は正常だが、出力動作表
示ランプが点灯しない



上位リンクコマンド

上位リンクコマンドによる通信を行うための、コマンドの使用方法と通信手順、
コマンド/レスポンスのフォーマットについて説明します。

1010第5部

上位リンクコマンド

と資料

HELP

M

N
Y

↑� ↓�

F1

↑� ↓�

F4 CTRL

←� →�

P

W

O



10.2

C200HS宛の上位リンク通信では、次のコマンドが使用できます。各コマンドの詳細な内容は、参照
ページに記載されています。

PC本体のモード
運転
○
○
○
○
○
○
○
×
×
×
×
×
×
×
○
○
○
×
×
×
○
○
○
×
×
×
×
○
○
○
×
×
○
○
○
－

モニタ
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×
○
○
○
－

プログラム
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
－

RR
RL
RH
RC
RG
RD
RJ
WR
WL
WH
WC
WG
WD
WJ
R#
R$
R%
W#
W$
W%
MS
SC
MF
KS
KR
FK
KC
MM
TS
RP
WP
MI
QQ
XZ
＊＊
IC

ヘッダ
コード

入出力リレー/内部補助リレー/特殊補助リレーエリア読み出し
リンクリレー（LR）エリア読み出し
保持リレー（HR）エリア読み出し
タイマ/カウンタ現在値エリア読み出し
タイマ/カウンタアップデータ読み出し
データメモリ（DM）エリア読み出し
補助記憶リレー（AR）エリア読み出し
入出力リレー/内部補助リレー/特殊補助リレーエリア書き込み
リンクリレー（LR）エリア書き込み
保持リレー（HR）エリア書き込み
タイマ/カウンタ現在値エリア書き込み
タイマ/カウンタアップデータ書き込み
データメモリ（DM）エリア書き込み
補助記憶リレー（AR）エリア書き込み
設定値読み出し1
設定値読み出し2
設定値読み出し3
設定値変更1
設定値変更2
設定値変更3
ステータス読み出し
ステータス書き込み
故障情報読み出し
強制セット
強制リセット
多点強制セット/リセット
強制セット/リセット解除
機種コード読み出し
テスト
プログラム読み出し
プログラム書き込み
I/Oテーブル作成
複合コマンド
アボート（コマンドのみ）
イニシャル（コマンドのみ）
コマンド未定義エラー（レスポンスのみ）

名称 ページ

10.10
10.11
10.11
10.12
10.13
10.14
10.15
10.16
10.17
10.18
10.19
10.20
10.21
10.22
10.23
10.24
10.26
10.28
10.29
10.31
10.33
10.34
10.35
10.36
10.37
10.38
10.40
10.41
10.42
10.42
10.43
10.43
10.44
10.47
10.47
10.47

○：有効　×：無効　－：モードに無関係

10-1

コマンド一覧



10.3

上位リンクによる通信は、上位コンピュータとPCの間でコマンド（命令）
とレスポンス（応答）をやり取りすることによって行います。
C200HSでは、上位コンピュータからPCへコマンドを発行する通常の通
信方式以外に、PCから上位コンピュータへコマンドを発行する通信方式
を利用することができます。

フレームの送受信

下図のような順序でコマンドとレスポンスがやり取りされます。1回の送
信で送られる1かたまりのデータを「フレーム」といいます。1フレームは
131文字以下のデータで構成されます。
フレームを送出する権限を「送信権」といいます。フレームは送信権を持っ
ている側が送出できます。1フレームを送出するごとに送信権が上位コン
ピュータとPCの間で交互に移行します。ターミネータ（コマンドまたはレ
スポンスの終端文字）またはデリミタ（フレームの区切り文字）を受信す
ると受信した側に送信権が移ります。

●PC宛のコマンド発行

通常の上位リンク通信では、送信権を上位コンピュータが最初に持って通
信が開始されます。レスポンスはPCが自動的に返信します。

上�
位�
コ�
ン�
ピ�
ュ�
｜�
タ�
側�

フレーム（コマンド）�

〈
�

〈
�

＠�
号�
機�
No.

ヘ�
ッ�
ダ�
コ�
｜�
ド�

テ�
キ�
ス�
ト�

Ｆ�
Ｃ�
Ｓ�

タ�
｜�
ミ�
ネ�
｜�
タ�

Ｐ�
Ｃ�
側�

〈
�

〈
�

＠�
号�
機�
No.

ヘ�
ッ�
ダ�
コ�
｜�
ド�

テ�
キ�
ス�
ト�

Ｆ�
Ｃ�
Ｓ�

タ�
｜�
ミ�
ネ�
｜�
タ�

＠�
号�
機�
No.

ヘ�
ッ�
ダ�
コ�
｜�
ド�

テ�
キ�
ス�
ト�

Ｆ�
Ｃ�
Ｓ�

タ�
｜�
ミ�
ネ�
｜�
タ�

終�
了�
コ�
｜�
ド�

＠�
号�
機�
No.

ヘ�
ッ�
ダ�
コ�
｜�
ド�

テ�
キ�
ス�
ト�

Ｆ�
Ｃ�
Ｓ�

タ�
｜�
ミ�
ネ�
｜�
タ�

終�
了�
コ�
｜�
ド�

フレーム（コマンド）�

フレーム（レスポンス）� フレーム（レスポンス）�

送信権が�
移行します。�

10-2

通信の手順



10.4

●上位コンピュータ宛のコマンド発行

通常の上位リンク通信とは反対にPC側から上位コンピュータ宛にコマン
ドを発行することができます。この場合は、送信権をPCが持って通信が開
始されます。

上位コンピュータ宛のコマ

ンド発行では、PCから上

位コンピュータへ一方通行

でデータが送信されます。

コマンドに対するレスポン

スを返す必要がある場合

は、上位リンク通信のコマ

ンドでPCにデータを送信

します。

ポイント�

10-2 通信の手順

上�
位�
コ�
ン�
ピ�
ュ�
｜�
タ�
側�

フレーム（コマンド）�

〈
�

〈
�

＠�
号�
機�
No.

ヘ�
ッ�
ダ�
コ�
｜�
ド�

テ�
キ�
ス�
ト�

Ｆ�
Ｃ�
Ｓ�

タ�
｜�
ミ�
ネ�
｜�
タ�

Ｐ�
Ｃ�
側�

〈
�

〈
�

レスポンスは�
ありません。�



10.5

上位リンク通信でやり取りされるコマンド/レスポンスのフォーマットは
次のとおりです。

上位コンピュータからコマンドを発行する場合

PC宛に上位コンピュータからコマンドを発行する場合のコマンド／レス
ポンスのフォーマットは次のようになります。

●コマンドのフォーマット

上位コンピュータからコマンドを送信するときは、プログラム中で次のよ
うなフォーマットのコマンドデータを作成し、送信してください。

×10' ×100

＠�

ターミネータ�FCSテキスト�号機No.�
�

ヘッダ�
コード�

＊�

・@

必ず先頭に"@"を付けます。

・号機No.

上位コンピュータが相手先PCを識別するための番号です。
PCシステム設定（DM6648、DM6653）でPC本体に設定した号機No.を設
定します。

・ヘッダコード

2文字のコマンドコードを設定します。

・テキスト

コマンドのパラメータを設定します。

・FCS(フレームチェックシーケンス)

2文字のFCSを設定します。

・ターミネータ

コマンドの終りを表す2文字として、"＊"とCRコード（CHR$(13)）を設定
します。

10-3

コマンド/レスポンスのフォーマット



10.6

●レスポンスのフォーマット

コマンドに対するPCのレスポンスは次のようなフォーマットで返されま
す。返されたレスポンスデータを解釈し、処理できるようにプログラムを
作成してください。

×101 ×100

＠�

ターミネータ�FCSテキスト�号機No. ヘッダ�
コード�

＊�
×161 ×160

終了�
コード�

・＠、号機No.、ヘッダコード

コマンドと同じ内容が返されます。
・終了コード

コマンドの実行状態（エラーの有無など）が返されます。
・テキスト

読み出しデータなどがある場合だけ返されます。
・FCS、ターミネータ

「コマンドのフォーマット」を参照してください。

PC宛コマンドの詳細な内

容については、「コマンド

リファレンス」を参照して

ください。

10-4項 参照

参 照�

10-3 コマンド/レスポンスのフォーマット

上�
位�
コ�
ン�
ピ�
ュ�
｜�
タ�
側�

フレーム1（コマンド）�

〈
�

〈
�

＠�
号�
機�
No.

ヘ�
ッ�
ダ�
コ�
｜�
ド�

テ�
キ�
ス�
ト�

Ｆ�
Ｃ�
Ｓ�

タ�
｜�
ミ�
ネ�
｜�
タ�

Ｐ�
Ｃ�
側�

〈
�

〈
�

デ�
リ�
ミ�
タ�

テ�
キ�
ス�
ト�

Ｆ�
Ｃ�
Ｓ�

＠�
号�
機�
No.

ヘ�
ッ�
ダ�
コ�
｜�
ド�

テ�
キ�
ス�
ト�

Ｆ�
Ｃ�
Ｓ�

タ�
｜�
ミ�
ネ�
｜�
タ�

終�
了�
コ�
｜�
ド�

フレーム2（コマンド）�

フレーム（レスポンス）�

デ�
リ�
ミ�
タ�

デ�
リ�
ミ�
タ�

テ�
キ�
ス�
ト�

Ｆ�
Ｃ�
Ｓ�

フレーム3（コマンド）�

タ�
｜�
ミ�
ネ�
｜�
タ�

●132文字以上のコマンド/レスポンスの送受信

上位リンク通信で1度に送出できるフレームの長さは、最大131文字です。
そのため132文字以上の長さのコマンド/レスポンスをやり取りするとき
は、分割して送受信します。分割されたフレームの終端にはターミネータ
の代わりに、CRコード（CHR$(13)）1文字のデリミタ（区切り文字）が付
加されます。
1つのフレームを送信するごとに、相手側からのデリミタの送信を待ちま
す。デリミタが送信されてきたら、次のフレームを送信します。この手順
を繰り返すことによって、コマンド/レスポンスを分割して送受信するこ
とができます。
下図はPC宛の上位リンク通信の例です。
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●132文字以上のコマンド送信時の注意

WR、WL、WC、WDなどの書き込みを行うコマンドを分割して送信すると
きは、同一のチャネルに書き込むデータが別々のフレームに分割されない
ように注意してください。下図のように、必ずフレームの切れ目がチャネ
ルデータの切れ目になるように分割してください。

＠�

デリミタ�FCSデータ�号機No.�
�

ヘッダ�
コード�

1つのチャネルのデータ�

同一チャネルデータは分割しません�

フレーム1

ターミネータ�FCSデータ�1つのチャネルのデータ�

同一チャネルデータは分割しません�

フレーム3

0 0 W D

＊�

●FCS（フレームチェックシーケンス）

送受信されるフレームには、ターミネータまたはデリミタの直前にデータ
エラーをチェックするためのFCSが付加されます。
FCSは、1フレームの最初からFCSの直前までのデータの排他的論理和を
とった8ビットのデータをASCIIコード2文字に変換したものです。受信す
る各フレームごとにFCSを計算し、フレームに付加されているFCSと照合
することによって、データエラーをチェックすることができます。

＠� 0

ターミネータ�FCSテキスト�号機No. ヘッダ�
コード�

FCSの計算範囲�

1 R R 4 2 ＊�0 10 0

@

1

0

R

1
計算結果

0100

0011

0011

0101

0011
0100
↓
4

0000

0001

0000

0010

0001
0010
↓
2

EOR

EOR

EOR

…
…

ASCII
コード
40

31

30

52

31

10-3 コマンド/レスポンスのフォーマット

16進に変換
ASCII文字として扱う



10.8

�お願い�

●FCSの計算プログラム例

上位コンピュータ側で受信したフレームのFCSチェックを行うBASICサブ
ルーチンプログラム例を示します。

400 *FCSCHECK
410 L=LEN(RESPONSE$) ..........................送受信データ
420 Q=0:FCSCK$="  "
430 A$=RIGHT$(RESPONSE$,1)
440 PRINT RESPONSE$,A$,L
450 IF A$="*" THEN LENGS=LEN (RESPONSE$)-3

ELSE LENGS=LEN(RESPONSE$)-2
460 FCSP$=MID$(RESPONSE$,LENGS+1,2) ..........受信したFCSデータ
470 FOR I=1 TO LENGS ..........................FCSの計算範囲のキャラクタ数
480 Q=ASC(MID$(RESPONSE$,I,1)) XOR Q
490 NEXT I
500 FCSD$=HEX$(Q)
510 IF LEN(FCSD$)=1 THEN FCSD$="0"+FCSD$ ....FCS計算結果
520 IF FCSD$<>FCSP$ THEN FCSCK$="ERR"
530 PRINT "FCSD$=";FCSD$,"FCSP$=";FCSP$,"FCSCK$=";FCSCK$
..............正常FCS受信の時"  "(スペース)、異常FCS受信の時"ERR"
540 RETURN

10-3 コマンド/レスポンスのフォーマット

PCからコマンドを発行する場合

通常の上位リンク通信は、上位コンピュータからPCにコマンドを発行しま
す。また、単発的にPCから上位コンピュータへコマンドを発行することも
できます。これによって、上位リンクモードで任意のデータを、PC側から
上位コンピュータへ送信することができます。
上位コンピュータ宛のコマンドを発行するときは、PC側のプログラムで、
通信ポート出力命令（TXD）を上位リンクモードにして使用します。
TXD命令は、指定されたポート（RS232ポートまたはペリフェラルポー
ト）からデータを出力する命令です。

正常な受信データには、FCS、デリミタ、ターミネータ
などが含まれています。正常に受信できなかったデータには、FCS
が含まれていないなど、様々なパターンが考えられます。

このプログラム例は、RESPONSE$にCRコード（CHR$(13)）を含
まない例です。CRコードを含む場合は、430行、450行を修正してく
ださい。
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●上位コンピュータが受信するコマンドフォーマット

TXD命令が実行されると、送信データ先頭チャネルから格納されている
データがASCIIコードに変換され、下図のようなフォーマットの上位リン
クコマンドに構成されて上位コンピュータへ送信されます。
コマンドの@～ヘッダコードとFCS～ターミネータの部分は、送信時に自
動的に付加されます。
上位コンピュータ側では、このフォーマットを解釈し、処理するプログラ
ムを用意しておく必要があります。

10-3 コマンド/レスポンスのフォーマット

送信される際に1バイトの

データ（16進数2桁）が2文

字のASCIIコードに変換さ

れるので、データ数は2倍

になります。したがって送

信データの最大文字数は

122文字ですが、送信デー

タの最大バイト数（TXD命

令の最大出力バイト数）は

半分の61になります。

ポイント�

＠�

ターミネータ�FCSテキスト�号機No. ヘッダ�
コード�

E X ＊�最大122文字�

(必ず"EX"に�
なります)



10.10

ここでは、上位コンピュータからPC宛に発行できるコマンドの詳細につい
て説明します。

入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレーエリアの指定CHより指定CH数分の内容を読

み出します。

入出力リレー/内部補助リレー/特殊補助リレーエリア読み出し

●コマンドフォーマット

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� R R ＊�

号機No. ターミネータ�FCS読み出し開始チャネル�
("0000"～"0511")

ヘッダ�
コード�

読み出しチャネル数�
("0001"～"0512")

●レスポンスフォーマット

読み出しデータ(1チャネル分)

×101 ×100 ×161 ×160 ×163 ×16' ×160

＠� R R ＊�

ターミネータ�号機No.

×162

FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

読み出しデータ(「読み出しチャネル数」分)

●パラメータ詳細

読み出しデータ（レスポンス）

コマンドで指定したチャネル数分のチャネルの内容が、「読み出し開始チャネル」から順番に
レスポンスとして16進数で返されます。

RR

10-4

コマンドリファレンス
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リンクリレー（LR）エリアの指定CHより指定CH数分の内容を読み出します。

保持リレー（HR）エリアの指定CHより指定CH数分の内容を読み出します。

保持リレー(HR)エリア読み出し

●コマンドフォーマット

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� R L ＊�

号機No. ターミネータ�FCS読み出し開始チャネル�
("0000"～"0063")

ヘッダ�
コード�

読み出しチャネル数�
("0001"～"0064")

読み出しデータ(1チャネル分)

×101 ×100 ×161 ×160 ×163 ×16' ×160

＠� R L ＊�

ターミネータ�号機No.

×162

FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

読み出しデータ(「読み出しチャネル数」分)

●パラメータ詳細

読み出しデータ（レスポンス）

コマンドで指定したチャネル数分のチャネルの内容が、「読み出し開始チャネル」から順番に
レスポンスとして16進数で返されます。

●コマンドフォーマット

●レスポンスフォーマット

●パラメータ詳細

読み出しデータ（レスポンス）

コマンドで指定したチャネル数分のチャネルの内容が、「読み出し開始チャネル」から順番に
レスポンスとして16進数で返されます。

リンクリレー(LR)エリア読み出し

RH

RL

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� R H ＊�

号機No. ターミネータ�FCS読み出し開始チャネル�
("0000"～"0099")

ヘッダ�
コード�

読み出しチャネル数�
("0001"～"0100")

読み出しデータ(1チャネル分)

×101 ×100 ×161 ×160 ×163 ×16' ×160

＠� R H ＊�

ターミネータ�号機No.

×162

FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

読み出しデータ(「読み出しチャネル数」分)
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タイマ/カウンタ現在値エリアの指定番号より指定数分の内容を読み出します。

タイマ/カウンタ現在値エリア読み出し

●コマンドフォーマット

●レスポンスフォーマット

●パラメータ詳細

読み出しデータ（レスポンス）

コマンドで指定した数の現在値が、「読み出し開始番号」から順番にレスポンスとして10進
数（BCD）で返されます。

RC

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� R C ＊�

号機No. ターミネータ�FCS読み出し開始番号�
("0000"～"0511")

ヘッダ�
コード�

読み出し数�
("0001"～"0512")

読み出しデータ(1番号分)

×101 ×100 ×161 ×160 ×103 ×10' ×10 0
＠� R C ＊�

ターミネータ�号機No.

×102

FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

読み出しデータ(「読み出し数」分)
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タイマ、カウンタエリアの指定番号より指定数分のタイマ/カウンタアップフラグの状態を読

み出します。

タイマ/カウンタアップデータ読み出しRG

●コマンドフォーマット

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� R G ＊�

号機No. ターミネータ�FCS読み出し開始番号�
("0000"～"0511")

ヘッダ�
コード�

読み出し数�
("0001"～"0512")

読み出しデータ�
(1番号分)

×101 ×100 ×161 ×160

＠� R G ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

読み出しデータ(「読み出し数」分)

ON/�
OFF

●パラメータ詳細

読み出しデータ（レスポンス）

コマンドで指定した数のタイマ/カウンタアップフラグの状態がレスポンスとして返されま
す。ON（"1"）がタイムアップ、カウントアップとなっていることを表し、OFF（"0"）がそれ以
外の状態を表します。
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データメモリ（DM）エリアの指定CHより指定CH数分の内容を読み出します。

データメモリ(DM)エリア読み出しRD

●コマンドフォーマット

10000CH分を読み出したいときは、読み出しCH数に"0000"を設定してください。
DM6656～6999は存在しませんが、読み出しを行ってもエラーにはなりません。"0000"がレ
スポンスとして返ってきます。

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� R D ＊�

号機No. ターミネータ�FCS読み出し開始チャネル�
("0000"～"9999")

ヘッダ�
コード�

読み出しチャネル数�
       �

("0001"～"10000")

読み出しデータ(1チャネル分)

×101 ×100 ×161 ×160 ×163 ×16' ×160

＠� R D ＊�

ターミネータ�号機No.

×162

FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

読み出しデータ(「読み出しチャネル数」分)

●パラメータ詳細

読み出しデータ（レスポンス）

コマンドで指定したチャネル数分のチャネルの内容が、「読み出し開始チャネル」から順番に
レスポンスとして16進数で返されます。

注！

注！
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記憶補助リレー（AR）エリアの指定CHより指定CH数分の内容を読み出します。

補助記憶リレー(AR)エリア読み出しRJ

●コマンドフォーマット

●レスポンスフォーマット

読み出しデータ(1チャネル分)

×101 ×100 ×161 ×160 ×163 ×16' ×160

＠� R J ＊�

ターミネータ�号機No.

×162

FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

読み出しデータ(「読み出しチャネル数」分)

●パラメータ詳細

読み出しデータ（レスポンス）

コマンドで指定したチャネル数分のチャネルの内容が、「読み出し開始チャネル」から順番に
レスポンスとして16進数で返されます。

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� R J ＊�

号機No. ターミネータ�FCS読み出し開始チャネル�
("0000"～"0027")

ヘッダ�
コード�

読み出しチャネル数�
("0001"～"0028")
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入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレーエリアの指定CHより指定書き込みデータを

CH単位で書き込みます。

入出力リレー/内部補助リレー/特殊補助リレーエリア書き込みWR

●コマンドフォーマット

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×163 ×162 ×161 ×160

＠� W R ＊�

号機No. ターミネータ�FCS書き込み開始チャネル�
("0000"～"0511")

ヘッダ�
コード�

書き込みデータ（1チャネル分）�
�

書き込みデータ（書き込みチャネル数分）�
�

253～255CHは書き込み不可です。
書き込みデータを指定してもエラーにはなりませんが、書き込みは実行しません。

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W R ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

●パラメータ詳細

書き込みデータ（コマンド）

リレーエリアに書き込むチャネル数分のチャネルの内容を、「書き込み開始チャネル」から順
番に16進数で指定します。

注！

注！

参考�

書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると、エラーとなり、書
き込みは実行しません。

例えば、書き込み開始チャネルに511を指定して、データを2個指定したときは、書き込
みデータの最終チャネルが512になるのでエラーとなります。
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●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W L ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

●パラメータ詳細

書き込みデータ（コマンド）

リンクリレーエリアに書き込むチャネル数分のチャネルの内容を、「書き込み開始チャネル」
から順番に16進数で指定します。

リンクリレー（LR）エリアの指定CHより指定書き込みデータをCH単位で書き込みます。

リンクリレー(LR)エリア書き込みWL

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×163 ×162 ×161 ×160

＠� W L ＊�

号機No. ターミネータ�FCS書き込み開始チャネル�
("0000"～"0063")

ヘッダ�
コード�

書き込みデータ（1チャネル分）�
�

書き込みデータ（書き込みチャネル数分）�
�

●コマンドフォーマット

参考�

書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると、エラーとなり、書
き込みは実行しません。

例えば、書き込み開始チャネルに60を指定して、データを5個指定したときは、書き込
みデータの最終チャネルが64になるのでエラーとなります。
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保持リレー（HR）エリアの指定CHより指定書き込みデータをCH単位で書き込みます。

保持リレー(HR)エリア書き込みWH

●コマンドフォーマット

●パラメータ詳細

書き込みデータ（コマンド）

保持リレーエリアに書き込むチャネル数分のチャネルの内容を、「書き込み開始チャネル」か
ら順番に16進数で指定します。

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W H ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×163 ×162 ×161 ×160

＠� W H ＊�

号機No. ターミネータ�FCS書き込み開始チャネル�
("0000"～"0099")

ヘッダ�
コード�

書き込みデータ（1チャネル分）�
�

書き込みデータ（書き込みチャネル数分）�
�

●レスポンスフォーマット

参考�

書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると、エラーとなり、書
き込みは実行しません。

例えば、書き込み開始チャネルに98を指定して、データを3個指定したときは、書き込
みデータの最終チャネルが100になるのでエラーとなります。
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タイマ/カウンタ現在値エリアの指定番号より指定書き込みデータを番号単位で書き込みま

す。

タイマ/カウンタ現在値エリア書き込みWC

●コマンドフォーマット

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W C ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� W C ＊�

号機No. ターミネータ�FCS書き込み開始番号�
("0000"～"0511")

ヘッダ�
コード�

書き込みデータ（1番号分）�
�

書き込みデータ（書き込み個数分）�
�

●パラメータ詳細

書き込みデータ（コマンド）

書き込む個数分のタイマ/カウンタの現在値を、「書き込み開始番号」から順番に10進数
（BCD）で指定します。

参考�

本コマンドを使って、現在値エリアにデータを書き込んだ場合、書き込まれ
たタイマ/カウンタのアップフラグはOFFします。

書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると、エラーとなり、書き込みは実
行しません。
例えば、書き込み開始番号に510を指定して、データを3個指定したときは、書き込み
データの最終番号が512になるのでエラーとなります。
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参考�

書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると、エラーとなり、書
き込みは実行しません。

例えば、書き込み開始番号に510を指定して、データを3個指定したときは書き込みデー
タの最終番号が512になるのでエラーとなります。

タイマ/カウンタエリアの指定番号より指定書き込みデータを番号単位で書き込みます。

●コマンドフォーマット

●レスポンスフォーマット

書き込みデータ�
(1番号分)

×101 ×100 ×103 ×102

＠� W G ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

書き込み開始番号�
("0000"～"0511")

書き込みデータ(書き込み個数分)

ON/�
OFF×101 ×100

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W G ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

●パラメータ詳細

書き込みデータ（コマンド）

書き込む個数分のタイマ/カウンタアップフラグの状態を、「書き込み開始番号」から順番に
ON（"1"）/OFF（"0"）で指定します。ON（"1"）を指定すると、タイムアップ、カウントアップ
になります。

タイマ/カウンタアップデータ書き込みWG
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データメモリ（DM）エリアの指定CHより指定書き込みデータをCH単位で書き込みます。

データメモリ(DM)エリア書き込みWD

●コマンドフォーマット

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×163 ×162 ×161 ×160

＠� W D ＊�

号機No. ターミネータ�FCS書き込み開始チャネル�
("0000"～"9999")

ヘッダ�
コード�

書き込みデータ（1チャネル分）�
�

書き込みデータ（書き込みチャネル数分）�
�

DM6656～6999は存在しません。書き込みデータを指定してもエラーにはなりません。

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W D ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

●パラメータ詳細

書き込みデータ（コマンド）

データメモリに書き込むチャネル数分のチャネルの内容を、「書き込み開始チャネル」から順
番に16進数で指定します。

参考�

書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると、エラーとなり、書
き込みは実行しません。

例えば、書き込み開始チャネルに9998を指定して、データを3個指定したときは、書き
込みデータの最終チャネルが10000になるのでエラーとなります。

データメモリのエリアは、UMエリア配置の拡張固定DMエリアサイズによって異なり
ます。
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補助記憶リレー（AR）エリアの指定CHより指定書き込みデータをCH単位で書き込みます。

●レスポンスフォーマット

●パラメータ詳細

書き込みデータ（コマンド）

補助記憶リレーエリアに書き込むチャネル数分のチャネル内容を、「書き込み開始チャネル」
から順番に16進数で指定します。

補助記憶リレー(AR)エリア書き込みWJ

●コマンドフォーマット

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 ×163 ×162 ×161 ×160

＠� W J ＊�

号機No. ターミネータ�FCS書き込み開始チャネル�
("0000"～"0027")

ヘッダ�
コード�

書き込みデータ（1チャネル分）�
�

書き込みデータ（書き込みチャネル数分）�
�

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W J ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

参考�

書き込みを指定できる範囲を超えてデータを指定すると、エラーとなり、書
き込みは実行しません。

例えば、書き込み開始チャネルに26を指定して、データを3個指定したときは、書き込
みデータの最終チャネルが28になるのでエラーとなります。
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「読み出し対象」の名前は4文字必要です。後をスペースで埋めて4文字にし
てください。

プログラム中に同一の命令が複数ある場合は、一番目に書かれている命令だけが読み
出しの対象になります。

このコマンドは、定数設定値が設定されていることが確実な場合だけ使用してください。

設定値読み出し1R#

●パラメータ詳細

読み出し対象、番号（コマンド）

「読み出し対象」には、設定値を読み出す命令の名前を指定します。名前は4桁の文字で指定
してください。「番号」には、命令で使用しているタイマ／カウンタ番号を指定します。

●コマンドフォーマット

×101 ×100 OP1 OP2 OP3 OP4 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� R # ＊�

号機No. ターミネータ�FCS読み出し対象�ヘッダ�
コード�

タイマ／カウンタ番号�
("0000"～"0511")

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� R # ＊�

号機No. ターミネータ�FCS終了�
コード�

ヘッダ�
コード�

設定値�

×161 ×160

読み出し対象
OP1
T
T
C
C
T

OP2
I
I
N
N
T

OP3
M
M
T
T
I

OP4
S
H
S
R
M

タイマ
高速タイマ
カウンタ
可逆カウンタ
積算タイマ

種別

0000～0511

番号指定範囲

S ：スペース

設定値（レスポンス）

定数設定値が返されます。

ユーザプログラム中のTIM、TIMH、CNT、CNTR、TTIM命令を検索し、最初に発見した命令の第2

ワードに書かれている10進数（BCD）4桁の、定数設定値を読み出します。

プログラムの先頭から検索するので、レスポンスが返るまでに約6秒かかる場合があります。

参考�
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●コマンドフォーマット

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 OP1 OP2 OP3 OP4
＠� R $ ＊�

号機No. ターミネータ�FCSユーザステップ�ヘッダ�
コード�

読み出し対象� タイマ／カウンタ�
("0000"～"0511")

×103 ×102 ×101 ×100

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160 OP1 OP2 OP3 OP4
＠� R $ ＊�

号機No. ターミネータ�FCS終了�
コード�

ヘッダ�
コード�

オペランド� 設定値�

×103 ×102 ×101 ×100

●パラメータ詳細

読み出し対象、番号（コマンド）

「読み出し対象」には、読み出す命令の名前を指定します。名前は4桁の文字で指定してくだ
さい。「番号」には、命令で使用しているタイマ/カウンタ番号を指定します。

ユーザプログラム中の指定されたユーザステップにあるTIM、TIMH、CNT、CNTR、TTIM命

令の第2ワードに書かれている10進数（BCD）4桁の定数設定値、または設定値の格納チャ

ネル番号を読み出します。

このコマンドでユーザステップを指定できるプログラムのサイズは、10Kステップ未満ま

でです。

読み出し対象
OP1
T
T
C
C
T

OP2
I
I
N
N
T

OP3
M
M
T
T
I

OP4
S
H
S
R
M

タイマ
高速タイマ
カウンタ
可逆カウンタ
積算タイマ

種別

0000～0511

番号指定範囲

S ：スペース

設定値読み出し2R$
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オペランド、設定値（レスポンス）

「オペランド」には「設定値」の種別を表す名前が、「設定値」には設定値が格納されている
チャネル番号、または定数設定値が返されます。

オペランド
OP1

C

L
H
A
D
D
C

OP2

I

R
R
R
M
M
O

OP3

O

S
S
S
S
＊
N

OP4

S

S
S
S
S
S
S

入出力リレー
内部補助リレー
特殊補助リレー
リンクリレー
保持リレー
補助記憶リレー
データメモリ
データメモリ間接
定数

種別
設定値のチャネル
または設定値

0000～0511

0000～0063
0000～0099
0000～0027
0000～6655
0000～6655
0000～9999

S ：スペース

参考�

「読み出し対象」の名前は4文字必要です。後をスペースで埋めて4文字にし
てください。
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設定値読み出し3R%

ユーザプログラム中の指定されたユーザステップにあるTIM、TIMH、CNT、CNTR、TTIM命

令の第2ワードに書かれている10進数（BCD）4桁の定数設定値、または設定値の格納チャ

ネル番号を読み出します。

このコマンドでは、10Kステップ以上のプログラムのユーザステップを指定できます。

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160 OP1 OP2 OP3 OP4
＠� R % ＊�

号機No. ターミネータ�FCS終了�
コード�

ヘッダ�
コード�

オペランド� 設定値�

×103 ×102 ×101 ×100

●コマンドフォーマット

×101 ×100 ×105 ×104 ×103 ×102 ×101 ×100 OP1 OP2
＠� R %

号機No.

�

ユーザステップ�ヘッダコード�

OP3 OP4 ×103 ×102

タイマ／カウンタ番号�
("0000"～"0511")

＊�

FCS ターミネータ�

この部分は必ず�
"0"になります。�

×101 ×100

読み出し対象�

●パラメータ詳細

読み出し対象、番号（コマンド）

「読み出し対象」には、設定値を読み出す命令の名前を指定します。名前は4桁の文字で指定
してください。「番号」には、命令で使用しているタイマ/カウンタ番号を指定します。

読み出し対象

OP1
T
T
C
C
T

OP2
I
I
N
N
T

OP3
M
M
T
T
I

OP4
S
H
S
R
M

タイマ
高速タイマ
カウンタ
可逆カウンタ
積算タイマ

種別

0000～0511

番号指定範囲

S ：スペース
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オペランド、設定値（レスポンス）

「オペランド」には「設定値」の種別を表す名前が、「設定値」には設定値が格納されている
チャネル番号、または定数設定値が返されます。

オペランド
OP1

C

L
H
A
D
D
C

OP2

I

R
R
R
M
M
O

OP3

O

S
S
S
S
＊
N

OP4

S

S
S
S
S
S
S

入出力リレー
内部補助リレー
特殊補助リレー
リンクリレー
保持リレー
補助記憶リレー
データメモリ
データメモリ間接
定数

種別
設定値のチャネル
または設定値

0000～0511

0000～0063
0000～0099
0000～0027
0000～6655
0000～6655
0000～9999

S ：スペース

参考�

「読み出し対象」の名前は4文字必要です。後をスペースで埋めて4文字にし
てください。
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ユーザプログラム中のTIM、TIMH、CNT、CNTR、TTIM命令を検索し、最初に発見した命令の

第2ワードを指定する新しい設定値に変更します。

プログラムの先頭から検索するので、レスポンスが返るまでに約6秒かかる場合があります。

●コマンドフォーマット

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100
OP1 OP2 OP3 OP4

＠� W # ＊�

号機No. ターミネータ�FCS変更対象�ヘッダコード� タイマ／カウンタ番号�
("0000"～"0511")

設定値�
("0000"～"9999")

×103 ×102 ×101 ×100

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W # ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�終了コード�

●パラメータ詳細

変更対象、番号（コマンド）

「変更対象」には、設定値を変更する命令の名前を指定します。名前は4桁の文字で指定して
ください。「番号」には、命令で使用しているタイマ/カウンタ番号を指定します。

設定値変更1W#

変更対象命令
OP1
T
T
C
C
T

OP2
I
I
N
N
T

OP3
M
M
T
T
I

OP4
S
H
S
R
M

タイマ
高速タイマ
カウンタ
可逆カウンタ
積算タイマ

種別

0000～0511

番号指定範囲

S ：スペース
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ユーザプログラム中の指定されたユーザステップにあるTIM、TIMH、CNT、CNTR、TTIM命

令の第2ワードを新しい設定内容に変更します。

このコマンドでユーザステップを指定できるプログラムのサイズは、10Kステップ未満ま

でです。

設定値変更2W$

●コマンドフォーマット

×101 ×100 ×103 ×102 ×101 ×100 OP1 OP2
＠� W $

号機No.

�

ユーザステップ�ヘッダコード�

OP3 OP4 ×103 ×102

タイマ／カウンタ番号�
("0000"～"0511")

＊�

FCS ターミネータ�

×101 ×100

変更対象�

OP1 OP2 OP3 OP4 ×103 ×102 ×101 ×100

設定値�オペランド�

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W $ ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�終了コード�

●レスポンスフォーマット

●パラメータ詳細

変更対象、番号（コマンド）

「変更対象」には、設定値を変更する命令の名前を指定します。名前は4桁の文字で指定して
ください。「番号」には、命令で使用しているタイマ／カウンタ番号を指定します。

変更対象命令

OP1
T
T
C
C
T

OP2
I
I
N
N
T

OP3
M
M
T
T
I

OP4
S
H
S
R
M

タイマ
高速タイマ
カウンタ
可逆カウンタ
積算タイマ

種別

0000～0511

番号指定範囲

S ：スペース



10.30

オペランド、設定値（レスポンス）

「オペランド」には、「設定値」の種別を表す名前を指定します。名前は4桁の文字で指定してく
ださい。「設定値」には、設定値の格納チャネル番号、または定数設定値を指定します。

オペランド

OP1

C

L
H
A
D
D
C

OP2

I

R
R
R
M
M
O

OP3

O

S
S
S
S
＊
N

OP4

S

S
S
S
S
S
S

入出力リレー
内部補助リレー
特殊補助リレー
リンクリレー
保持リレー
補助記憶リレー
データメモリ
データメモリ間接
定数

種別
設定値のチャネル
または設定値

0000～0511

0000～0063
0000～0099
0000～0027
0000～6655
0000～6655
0000～9999

S ：スペース



10.31

設定値変更3W%

ユーザプログラム中の指定されたユーザステップにあるTIM、TIMH、CNT、CNTR、TTIM命

令の第2ワードを新しい設定内容に変更します。

このコマンドでは、10Kステップ以上のプログラムのユーザステップを指定できます。

●コマンドフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W % ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�終了コード�

×101 ×100 ×105 ×104 ×103 ×102 ×101 ×100 OP1 OP2
＠� W %

号機No.

�

ユーザステップ�ヘッダコード�

OP3 OP4 ×103 ×102

タイマ／カウンタ番号�
("0000"～"0511")

＊�

FCS ターミネータ�

この部分は必ず�
"0"になります。�

×101 ×100

変更対象�

OP1 OP2 OP3 OP4 ×103 ×102 ×101 ×100

設定値�オペランド�

●レスポンスフォーマット

●パラメータ詳細

変更対象、番号（コマンド）

「変更対象」には、設定値を変更する命令の名前を指定します。名前は4桁の文字で指定して
ください。「番号」には、命令で使用しているタイマ/カウンタ番号を指定します。

読み出し対象

OP1
T
T
C
C
T

OP2
I
I
N
N
T

OP3
M
M
T
T
I

OP4
S
H
S
R
M

タイマ
高速タイマ
カウンタ
可逆カウンタ
積算タイマ

種別

0000～0511

番号指定範囲

S ：スペース



10.32

オペランド、新設定値（コマンド）

「オペランド」には、「設定値」の種別を表す名前を指定します。名前は4桁の文字で指定してくだ
さい。「設定値」には、設定値の格納チャネル番号、または定数設定値を指定します。

オペランド

OP1

C

L
H
A
D
D
C

OP2

I

R
R
R
M
M
O

OP3

O

S
S
S
S
＊
N

OP4

S

S
S
S
S
S
S

入出力リレー
内部補助リレー
特殊補助リレー
リンクリレー
保持リレー
補助記憶リレー
データメモリ
データメモリ間接
定数

種別
設定値のチャネル
または設定値

0000～0511

0000～0063
0000～0099
0000～0027
0000～6655
0000～6655
0000～9999

S ：スペース



10.33

ステータス読み出しMS

PC本体の運転状況を読み出します。

●コマンドフォーマット

×101 ×100

＠� M S ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�

●レスポンスフォーマット

ステータスデータ�

×101 ×100 ×161 ×160 ×163 ×16' ×160

＠� M S ＊�

ターミネータ�号機No.

×162

FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

16文字�

メッセージ�

●パラメータ詳細

ステータスデータ、メッセージ（レスポンス）

「ステータスデータ」は16進数4桁（2バイト）のデータで、上位の1バイトがCPUの動作モー
ドを表します。下位の1バイトがプログラムエリアのサイズを表します。

11 10 9

0 0

8

x162

15 14 13 12

x163

ビット�

"1"：運転停止異常発生中�

9�
0�
1�
1

ビット�
8�
0�
0�
1

動作モード�

プログラムモード�
運転モード�
モニタモード�

(注) この部分は「ステータス�
書き込み」と異なります�
ので、ご注意ください。�

3 2 1

0 0

0

x160

7 6 5 4

x161

ビット�

プログラムエリア（UM）への書き込み　可／不可�
0：書き込み不可（C200HSのディップスイッチ1がON）�
1：書き込み可（C200HSのディップスイッチ1がOFF）�

6�
1�
�

ビット�
5�
0

プログラムエリア�

32Kバイト�

1 1 00 0

4�
0

(注) 
"1"：リモートI/O電源ON待ち�

"1"：FALS発生中�

0

「メッセージ」は、コマンド実行の時点で発生しているFAL/FALS No.のメッセージです。
メッセージがない場合は、省略されます。



10.34

PC本体モードを変更します。

●コマンドフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� S C ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�モードデータ�

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� S C ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�終了コード�

●パラメータ詳細

モードデータ（コマンド）

「モードデータ」は16進数2桁（1バイト）のデータで、下位2ビットでPC本体のモードを指定
します。残りのビットはすべて"0"にしてください。

1�
0�
1�
1

ビット�
0�
0�
0�
1

動作モード�

プログラムモード�
モニタモード�
運転モード�
�(注) この部分は「ステータス�

読み出し」と異なります�
ので、ご注意ください。�

3 2 1

0 0

0

x160

7 6 5 4

x161

ビット�

0 0 0

(注) 

0

ステータス書き込みSC



10.35

PC本体の異常情報を読み出します。さらに、PC本体の異常解除の有無を指定します。

故障情報読み出しMF

●コマンドフォーマット

×101 ×100 ×101 ×100

＠� M F ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�異常解除�

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160 ×163 ×162 ×161 ×160

＠� M F ＊�

号機No. ターミネータ�FCS終了�
コード�

ヘッダ�
コード�

異常情報(1ワード目) 異常情報(2ワード目)

×163 ×162 ×161 ×160

11 10 9 8

x160

15 14 13 12

x161

ビット�

0

3 2 1 0

x160

7 6 5 4

x161

0

(I/Oバス異常の内容）�
1�
0

グループ2(データバス異常)

0�
0�
0�
0

0�
0�
1�
1�
�

0�
1�
0�
1

……CPU装置�
……I/O装置1�
……I/O装置2�
……I/O装置3

1ワード目�

"1"：電池異常(異常コードF7)�
"1"：高機能ユニット異常�
"1"：システム異常(FAL)�
"1"：メモリ異常(異常コードF1)�
"1"：I/Oバス異常(異常コードC0)�
"1"：PCリンク伝送異常�
"1"：上位リンクユニット伝送異常�
"1"：END命令なし異常(異常コードF0)�
"1"：システム異常(FALS)�
�

11 10 9 8

x160

15 14 13 12

x161

ビット�

�

3 2 1 0

x160

7 6 5 4

x161

0

2ワード目�

FAL、FALS No.(00～FF)�
"1"：I/O照合エラー(異常コードE7)�
"1"：サイクルタイムオーバー(異常コードF8)�
"1"：I/Oユニットオーバー(異常コードE1)�
"1"：I/O設定異常(異常コードE0)�
"1"：リモートI/O異常(異常コードB0～3)

0 0�

●パラメータ詳細

異常解除（コマンド）

「異常解除」をする、しないの指定を10進数(BCD)で指定します。"01"=解除/"00"=解除しない。
停止異常はPC本体がプログラムモードのときだけ解除できます。
異常情報（レスポンス）
「異常情報」は2ワードからなります。



10.36

強制セットKS

入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレー、リンクリレー（LR）、保持リレー（HR）、補

助記憶リレー（AR）、タイマ/カウンタアップフラグの動作状態を強制的にセットします。強

制セット/リセットしたものは、解除コマンド（KC）が送られるまで保持されます。

●コマンドフォーマット

×101 ×100 OP1 OP2 OP3 OP4 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� K S ＊�

号機No. ターミネータ�FCSセット対象�ヘッダ�
コード�

チャネル番号�
�

×101 ×100

接点�

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� K S ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�終了コード�

●パラメータ詳細

セット対象、チャネル番号、接点（コマンド）

「セット対象」には、強制セットするリレーやタイマ/カウンタアップフラグなどの種類を指
定します。
種類は、4桁の文字で指定してください。「チャネル番号」には強制セットするチャネルの番
号を、「接点」には接点の位置を指定します。

セット対象

OP1

C

L
H
A
T
T
C
C
T

OP2

I

R
R
R
I
I
N
N
T

OP3

O

S
S
S
M
M
T
T
I

OP4

S

S
S
S
S
H
S
R
M

入出力リレー
内部補助リレー
特殊補助リレー
リンクリレー
保持リレー
補助記憶リレー
タイマアップフラグ
高速タイマアップフラグ
カウンタアップフラグ
可逆カウンタアップフラグ
積算タイマアップフラグ

0000～0511

0000～0063
0000～0099
0000～0027

0000～0511

接点種別

00～15
（10進）

00固定

チャネル番号
指定範囲

S ：スペース

参考�
「セット対象」の名前は4文字必要です。後をスペースで埋めて4文字にして
ください。

「セット対象」にCIOを指定したときは、チャネル番号に253～255CHを指定しても実
行されません。



10.37

入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレー、リンクリレー（LR）、保持リレー（HR）、

補助記憶リレー（AR）、タイマ/カウンタアップフラグの動作状態を強制的にリセットしま

す。強制セット/リセットしたものは、解除コマンド（KC）が送られるまで保持されます。

強制リセットKR

●コマンドフォーマット

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� K R ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�終了コード�

●パラメータ詳細

リセット対象、チャネル番号、接点（コマンド）

「リセット対象」には、強制リセットするリレーやタイマ/カウンタアップフラグなどの種類
を指定します。
種類は、4桁の文字で指定してください。「チャネル番号」には強制リセットするチャネルの
番号を、「接点」には接点の位置を指定します。

×101 ×100 OP1 OP2 OP3 OP4 ×103 ×102 ×101 ×100

＠� K R ＊�

号機No. ターミネータ�FCSリセット対象�ヘッダ�
コード�

チャネル番号�
�

×101 ×100

接点�

リセット対象

OP1

C

L
H
A
T
T
C
C
T

OP2

I

R
R
R
I
I
N
N
T

OP3

O

S
S
S
M
M
T
T
I

OP4

S

S
S
S
S
H
S
R
M

入出力リレー
内部補助リレー
特殊補助リレー
リンクリレー
保持リレー
補助記憶リレー
タイマアップフラグ
高速タイマアップフラグ
カウンタアップフラグ
可逆カウンタアップフラグ
積算タイマアップフラグ

0000～0511

0000～0063
0000～0099
0000～0027

0000～0511

接点種別

00～15
（10進）

00固定

チャネル番号
指定範囲

S ：スペース

参考�
「セット対象」の名前は4文字必要です。後をスペースで埋めて4文字にして
ください。

「セット対象」にCIOを指定したときは、チャネル番号に253～255CHを指定しても実
行されません。



10.38

入出力リレー、内部補助リレー、特殊補助リレー、リンクリレー（LR）、保持リレー（HR）、補

助記憶リレー（AR）、タイマ/カウンタアップフラグの動作状態をビット単位で強制的にセッ

ト、リセット、解除します。1つのコマンドで1チャネル分の設定ができます。

多点強制セット/リセットFK

●コマンドフォーマット

×101 ×100 OP1 OP2 OP3 OP4 ×103 ×102

＠� F K

号機No.

�

セット/リセット対象�ヘッダコード�

＊�

FCS ターミネータ�

チャネル番号�

15

×160 ×160 ×160 ×160 ×160 ×160

×101 ×100

接点�

×160

14 12 11 1 013

×160

10

強制セット／リセット／解除データ�

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� F K ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�終了コード�

●パラメータ詳細

セット/リセット対象、チャネル番号（コマンド）

「セット/リセット対象」には、強制セット/リセットするリレーやタイマ/カウンタアップフ
ラグなどの種類を指定します。種類は、4桁の文字で指定してください。
「チャネル番号」には強制セット/リセットするチャネルの番号を指定します。

セット/リセット対象

OP1

C

L
H
A
T
T
C
C
T

OP2

I

R
R
R
I
I
N
N
T

OP3

O

S
S
S
M
M
T
T
I

OP4

S

S
S
S
S
H
S
R
M

入出力リレー
内部補助リレー
特殊補助リレー
リンクリレー
保持リレー
補助記憶リレー
タイマアップフラグ
高速タイマアップフラグ
カウンタアップフラグ
可逆カウンタアップフラグ
積算タイマアップフラグ

0000～0511

0000～0063
0000～0099
0000～0027

0000～0511

種別
チャネル番号
指定範囲

S ：スペース



10.39

強制セット/リセット/解除データ
0
2
3
4
5
8

強制セット/リセット/解除データ(コマンド)

「接点0」～「接点15」で1チャネル分の各ビットの設定内容を指定します。データ"1"/"0"指定
と強制セット/リセット指定は、どちらも指定する接点に"1"または"0"を書き込みます。デー
タ"1"/"0"指定によって設定された状態は、プログラムを実行すると変化しますが、強制セッ
ト/リセットで設定された状態は解除するまで変化しません。
セット/リセット対象がタイマ/カウンタのときは、接点15に対する強制セット/リセット指
定だけが有効です。その他の接点に対する指定やデータ"1"/"0"指定は無効です。

設定
無処理
データ"0"指定
データ"1"指定
強制リセット指定
強制セット指定
強制セット/リセット解除

参考�

「セット/リセット対象」の名前は4文字必要です。後をスペースで埋めて4文
字にしてください。



10.40

強制セット（KS）/リセット（KR）、多点強制セット/リセット（FK）で設定した、入出力リ

レー、内部補助リレー、特殊補助リレー、リンクリレー（LR）、保持リレー（HR）、補助記憶

リレー（AR）、タイマ/カウンタアップフラグの強制状態を解除します。強制セット/リセット

が複数のリレー、タイマ/カウンタアップフラグに設定されている場合、すべての強制状態を

一括して解除します。一点ごとの解除はできません。

●コマンドフォーマット

×101 ×100

＠� K C ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� K C ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�終了コード�

強制セット/リセット解除KC



10.41

PC本体の機種を読み出します。

●コマンドフォーマット

×101 ×100

＠� M M ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� M M ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�終了コード�

×161 ×160

機種コード�

●パラメータ詳細

機種コード（レスポンス）

「機種コード」はPCの機種を2桁の16進数で表します。

機種コード
01
02
03
09
0A
0B
0E
10
11
12
13
20
21
22
40
41

機種
C250
C500
C120/C50
C250F
C500F
C120F
C2000
C1000H
C2000H/CQM1
C20H/C28H/C40H/C200H/C200HS
C1000HF
CV500
CV1000
CV2000
CVM1-CPU01
CVM1-CPU11

機種コード読み出しMM



10.42

上位コンピュータより送られた1ブロックをそのまま返送します。

テストTS

●コマンドフォーマット

×101 ×100

＠� T S ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

キャラクタ�

最大122文字�

●レスポンスフォーマット

×101 ×100

＠� T S ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

キャラクタ�

最大122文字�

●パラメータ詳細

キャラクタ（コマンド、レスポンス）

コマンドでは、CRコード(CHR$(13))以外の任意の文字を指定します。レスポンスでは、コマ
ンドで指定されたキャラクタがそのまま返送されてきます。

PC本体のユーザプログラムエリアの内容を機械語レベル（オブジェクトコードレベル）で、

先頭から一括して読み出します。

プログラム読み出しRP

●コマンドフォーマット

×101 ×100

＠� R P ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

●レスポンスフォーマット

終了コード�

×101 ×100 ×161 ×160

＠� R P ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

プログラム(メモリサイズ)

×161 ×160

1バイト分�

●パラメータ詳細

プログラム（レスポンス）

「プログラム」はメモリサイズ分を読み出します。

参考�
途中でやめるときは、アボートコマンド(XZ)を実行してください。
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上位コンピュータより送出される機械語(オブジェクトコードレベル)を、PC本体のユーザプ

ログラムエリアへ、先頭から一括して書き込みます。

プログラム書き込みWP

●コマンドフォーマット

1バイト分�

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W P ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

プログラム(最大メモリサイズ分まで)

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� W P ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

●パラメータ詳細

プログラム(コマンド)

「プログラム」は最大メモリサイズまで、となります。

登録されているI/Oテーブルを実I/Oテーブル(実装されているI/O)の内容で更新します。

I/Oテーブル作成MI

●コマンドフォーマット

×101 ×100

＠� M I ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� M I ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�
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状態を読み出したいリレー、チャネル、タイマ/カウンタをPC本体に登録したり、登録してあ

るリレー、チャネル、タイマ/カウンタの状態を一括して読み出したりします。

【読み出し情報の登録】

読み出したいリレー、チャネル、タイマ/カウンタの各エリアの読み出し情報を登録します。

複合コマンドQQ

●コマンドフォーマット

×101 ×100 OP1 OP2 OP3 OP4 ×103 ×102

＠� Q Q

号機No.

�

読み出しエリア�ヘッダコード�

＊�

FCS ターミネータ�

読み出しチャネル番号�

×101 ×100

M R�

サブヘッダ�
コード�

OP1 OP2
，�

データ形式�データの�
区切り�

1つの読み出し情報�

全読み出し情報(最大128個分)�
�

，�

データの�
区切り�

OP1 OP2 OP3 OP4 ×103 ×102

読み出しエリア� 読み出しチャネル番号�

×101 ×100 OP1 OP2

データ形式�

1つの読み出し情報�

全読み出し情報(最大128個分)�
�

●レスポンスフォーマット

×101 ×100 ×161 ×160

＠� Q Q ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

終了�
コード�

M R

サブヘッダ�
コード�

●パラメータ詳細

読み出しエリア(コマンド)

読み出したいエリアの種別を4桁の文字で指定します。指定できる文字は次表のとおりです。

読み出しチャネル、データ形式(コマンド)

読み出したいエリアの読み出したいデータの種類に応じて、読み出したい情報を下表のよう
に、「読み出しデータ」は4桁の10進数（BCD）で、「データ形式」は2桁の10進数（BCD）、ま
たは文字で指定します。
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データ形式
00～15（10進）
"CH"（文字）

00～15（10進）
"CH"（文字）
00～15（10進）
"CH"（文字）
00～15（10進）
"CH"（文字）
"CH"以外の2文字
"CH"（文字）
"CH"以外の2文字
"CH"（文字）
"CH"以外の2文字
"CH"（文字）
"CH"以外の2文字
"CH"（文字）
"CH"以外の2文字
"CH"（文字）
任意の2文字

エリア種別
入出力リレー
内部補助リレー
特殊補助リレー
リ ン ク リ レ ー
（LR）
保持リレー
（HR）
補助記憶リレー
（AR）
タイマ

高速タイマ

カウンタ

可逆カウンタ

積算タイマ

データメモリ

読み出しチャネル番号
0000～0511

0000～0063

0000～0099

0000～0027

0000～0511

0000～0511

0000～0511

0000～0511

0000～0511

0000～9999

読み出しエリア
C I O S

L R S  S

H R S  S

A R S  S

T I M S

T I M H

C N T S

C N T R

T T I M

D M S  S

読み出しデータ
リレー
チャネル

リレー
チャネル
リレー
チャネル
リレー
チャネル
アップフラグ
現在値
アップフラグ
現在値
アップフラグ
現在値
アップフラグ
現在値
アップフラグ
現在値
チャネル

データの区切り（コマンド）

読み出し情報は、区切りコード「，」で区切ることにより、複数個指定できます。指定できる
最大数は128です。ただし、タイマとカウンタで読み出しデータ形式に、アップフラグ、現在
値を指定したときは、2に数えます。

S ：スペース
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【読み出し情報による一括読み出し】

登録された読み出し情報に基づいて、リレー、チャネル、タイマ／カウンタの状態を一括して
読み出します。

●コマンドフォーマット

×101 ×100

＠� Q Q ＊�

ターミネータ�号機No. FCSヘッダ�
コード�

I R

サブヘッダ�
コード�

●レスポンスフォーマット

●パラメータ詳細

読み出しデータ（レスポンス）

読み出し情報を登録した順序とデータ形式に従って読み出しデータが返されます。データ形
式として「接点」、「アップフラグ」を指定したときはリレーデータ（"0"または"1"）が、「チャ
ネル」を指定したときはチャネルデータが返されます。ただし、タイマ/カウンタに対して
「アップフラグ・現在値」を指定すると、アップフラグに続いて現在値が返されます。

データの区切り（レスポンス）

読み出された状態の間には、区切りコード「，」が返されます。

×101 ×100 ×161 ×160

ON/�
OFF ×103 ×102

＠� Q Q

号機No.

�

終了�
コード�

ヘッダコード�

＊�

FCS ターミネータ�

タイマ／カウンタチャネル�
指定の場合�
ON("1")/OFF("0")�
+現在値�
(登録時、アップフラグだけの�
場合はON/OFFデータのみ)

×101 ×100

I R�

サブヘッダ�
コード�

，�

データの�
区切り�

，�
×163 ×162 ×161 ×160

ON/�
OFF

，�

リレーデータ�
ON("1")/OFF("0")

，�

チャネルデータ�
　　入出力リレー�
　　内部補助リレー�
　　特殊補助リレー�
　　リンクリレー(LR)�
　　保持リレー(HR)�
　　補助記憶リレー(AR）�
　　データメモリ(DM)
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アボートコマンドはなんらかの理由により、処理中の上位リンク機能を中断し、次の新しい

コマンドを受け付け可能状態にするためのコマンドです。レスポンスはありません。

●コマンドフォーマット

×101 ×100

＠� X Z ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�

イニシャルコマンドは、全号機No.に対してイニシャライズ（初期状態に戻す）するコマンド

です。このコマンドフォーマットでは、号機No.とFCSは付きません。また、レスポンスもあ

りません。

イニシャル＊＊

＠� ＊�＊�

コマンドのヘッダコードが解読できないときのレスポンスです。ヘッダコードを確認してく

ださい。

コマンド未定義エラーIC

×101 ×100

＠� I C ＊�

ターミネータ�号機No.

�

FCSヘッダコード�

●レスポンスフォーマット

●コマンドフォーマット

アボートXZ



10.48

受信したコマンドをC200HSが処理できないときのエラーレスポンスで
す。エラーコードは次のフォーマットで、レスポンスフォーマットの終了
コードとして返されます。

＠� ×�×� ＊�

ターミネータ�号機No.

�

終了コード�ヘッダコード�

×�×� ×�×�×�×�

FCS

ヘッダコードは、コマンドにより、異なります。

ヘッダコードは、サブヘッダコードを含む場合があります（複合コマンド）。

10-5

上位リンクコマンドのエラーコード
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終了コード
00
01

02

04

0B

13

14

15

16
18

19

20

23

A3

A4

A5

A8

その他

処置
－

コマンドと本体モードの関係を
確認してください

プログラムを再検討してください

現在このコードは使用していま
せん
FCSの計算方法をチェックして
ください
ノイズ等の場合はコマンドを送
りなおしてください
フォーマットをチェックして送
りなおしてください
エリアを正しくして送りなおし
てください
コマンドを確認してください
フレームを2つに分割してくだ
さい
複合I/O登録コマンドを実行し
た後、再実行してください
リモートI/O子局の設定に間違
いがあります
アドレス設定などを確認してく
ださい
CPU本体のディップスイッチ1
をOFFにしてください
コマンドデータを確認のうえ送
りなおしてください

コマンドを送りなおしてください

推定原因
－

運転モードでは実行できないコ
マンドを送った
モニタモードでは実行できない
コマンドを送った
ユーザプログラムエリアの最大
値を超えています
プログラムモードでは実行でき
ないコマンドを送った
FCSがまちがっている
FCSの計算ミス、またはノイズ
等の影響が考えられる

コマンドのフォーマットがまち
がっている
READ/WRITEできるエリアの
指定がまちがっている
該当する命令がない
フレーム長の最大を超えている

登録I/O未登録

リモート未認識
CHオーバー
CH2重使用

CPU本体のディップスイッチ1
がONになっています。
書き込み系の複数フレームにま
たがるコマンドを実行中に各エ
ラーが発生した
注：途中までのデータはすでに
CPU本体の該当エリアに書き
込まれている

ノイズ等の影響が考えられる

内容
正常終了
運転モードのため実行不可

モニタモードのため実行不可

アドレスオーバー

プログラムモードのため実行不可

FCSエラー

フォーマットエラー

置数データエラー

該当命令なし
フレーム長MAXエラー

実行不可

I/Oテーブル作成不可

メモリプロテクト中

処理途中で伝送データにFCSエ
ラー発生のためアボートした
処理途中で伝送データにフォー
マットエラー発生のためアボー
トした
処理途中で伝送データに置数
データエラー発生のためアボー
トした
処理途中で伝送データにフレー
ム長MAXエラー発生のためア
ボートした
－

10-5 上位リンクコマンドのエラーコード

●C200HSの電断発生時のエラーレスポンス
C200HSに電断（瞬停を含む）が発生したときは、レスポンスが以下のようになることがあります。
• 未定義コマンドが返る→同一コマンドを送りなおしてください。
レスポンス　@00IC4A＊r

• レスポンスが返ってこない→アボートコマンド送信後、同一コマンドを送りなおしてください。
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資料資料

資料

C200HSやプログラム作成を理解する上で必要な情報を載せています。また、各種のコー
ディングシートを添付しています

第5部

上位リンクコマン

ドと資料

HELP

M

N
Y

↑� ↓�

F1

↑� ↓�

F4 CTRL

←� →�

P

W

O



資-1 動作フローとサイクルタイム

資.2

プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
の
サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム

サイクルタイム一定の指定は、
SCAN命令を実行する場合と、PCシステム
設定（DM6619)を行う場合があります。

注!

上位リンクサービス処理

プログラマブルコントローラの動作フロー

「C200HSの運転」は、図中で示すI/Oリフレッシュからサイクルタイム算出
処理までの一連の処理を、サイクリックに繰り返すことで実行されます。

電源投入

入出力・内部補助リレーをクリアし、
全タイマをプリセットする

I/Oユニットの接続状態を認識

ウォッチ・ドッグ・タイマをリセット

ハードウェア、ユーザプログラムメモ
リのチェックを行う

チェック
異常

YES

▼
�

▼
�

▼
�

▼�

▼�

▼�

NO

YES▼�

NO

▼�

▼�

▼�

▼�

▼
�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼�

▼
�

初
期
処
理

共
通
処
理

演
算
処
理

正常

ウォッチ・ドッグ・タイマ・ユーザプ
ログラムカウンタをリセット

各種異常リレーをセット
ERROR(異常)表示点灯
ALARM(警報)表示点滅

点滅？点灯？

警報
(点滅)

異常(点灯)

ユーザプログラムの実行

プログラム終了？
　(END命令)

注! サイクルタイム
一定命令の指定

　あり？

ウォッチ・ドッグ・タイマをリセットし、
設定されたサイクルタイムになるまで待つ

サイクルタイムを算出

ウォッチ･ドッグ･タイマをリセット

サ
イ
ク
ル
タ
イ
ム
算
出
処
理

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

I/O

RS-232C
ポート
サービス

上位リンク
サービス

ツール
サービス

SYSNET/
SYSMAC

LINKサービス

出力リレー→出力接点
入力接点→入力リレー

RS-232Cポートサービス処理

ツール(プロコン)、コマンドサービス処理

SYSNET/SYSMAC LINKサービス処理

資-1

動作フローとサイクルタイム
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資-1 動作フローとサイクルタイム

サイクルタイムの内容一覧

サイクルタイムはq＋w＋r＋t＋y＋u＋iになります。

処理内容

•ウォッチ･ドッグ･タイマのリセット
• I/Oバスチェック
•ユーザプログラムメモリのチェック
•時計のリフレッシュ

ユーザプログラムの命令実行を処理します。

•サイクルタイム一定命令の指定があっ
たサイクル内で、ウォッチ･ドッグ･タ
イマをリセットしながらサイクルタイ
ムになるのを待ちます。

•サイクルタイムを算出します。

•出力ユニットに、出力リレー（演算処理
結果）の情報を書き込みます。

•入力ユニットの入力情報を入力リレー
に読み込みます。

•高機能I/Oユニット、リモートI/Oユ
ニット、多点入出力ユニットの処理を
します。

上位リンクユニット（ベース取り付けタ
イプ）に接続された上位コンピュータか
らの、コマンドを処理します。

処理名

q 共通処理

w 演算処理

e サイクルタイム
一定、算出処理

r I/Oリフレッシュ

t 上位リンク
サービス

処理時間と変動要因

0.7ms

命令語の実行時間の合計です。
ユーザプログラム容量と命令によって異
なります。詳細は『コマンドマニュアル』
を参照してください。

•一定処理を実行しないときの処理時間
は、0と近似します。
一定処理時間＝（指定サイクルタイ

ム）－q－w－④－⑤
－⑥－u－i

•C200HS上のI/Oリフレッシュ時間
入力8点当り0.02ms
出力8点当り0.02ms
12点出力ユニットは16点として
計算してください。

• PCリンクユニットのI/Oリフレッシュ
時間

•高機能I/OのI/Oリフレッシュ時間
各I/Oリフレッシュ時間×使用台
数

•リモートI/O親局のI/Oリフレッシュ時間
1.1ms×リモートI/O親局数
＋0.17ms×N
N：リモートI/O装置上の使用

チャネル数
•多点入出力(グループ2)のI/Oリフレッ
シュ時間
各I/Oリフレッシュ時間×使用台数

1ユニットに付き最大6ms

各ユニットのI／Oリフレッシュ時間は、資.5～資.6ページの表を参照してください。注!

注!
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資.4

処理内容

RS-232Cポートに接続された機器との通
信処理をします。

ツール（パソコン、FIT、プログラミングコ
ンソール）からのコマンドを処理します。

SYSNET/SYSMAC LINKユニットに接続さ
れたPCなどからのコマンドを処理します。

処理名

y RS-232C
ポートサービス

u ツールサービス

i SYSNET/
SYSMAC LINK

サービス

処理時間と変動要因

T＝③で算出したサイクルタイムの5%(最
小でも0.26msはサービスします)

T＝③で算出したサイクルタイムの5％
（最小でも0.26msはサービスします）
ツールが接続されていないときは、0ms
になります。

0.8ms+最大10ms(1ユニットに付き)
通信ユニットが接続されていないとき
は、0msになります。

注1

注2

RS-232Cポートサービスは、形C200HS-CPU01/03にはありません。
SYSNET/SYSMAC LINKサービスは、形C200HS-CPU31/33だけにあります。

注1

注2

●オンラインエディット時の運転停止時間

運転中にツールでオンラインエディットを行ったときは、最大260ms運転を中断し、割り込み禁止状
態にして、その間に、ユーザプログラムを書き換えます。

このときサイクルタイムオーバー警報は出力されません。

オンラインエディットを行うときは、入出力応答時間への影響を考慮してください。

サイクルタイム

10ms以上

20ms以上

100ms以上

200ms以上

6500ms以上

動作状況

高速タイマ（TIMH）命令で、タイマ番号016～511を使用したものが誤動作し
ます。ただし、タイマ番号000～015を使用した場合は正常に動作します。

0.02秒クロック（25401）を使用した回路が誤動作することがあります。

0.1秒クロック（25500）を使用した回路が誤動作することがあります。また、
特殊補助リレー25309がONします。

0.2秒クロック（25501）を使用した回路が誤動作することがあります。

システム異常となり、運転を停止します。このとき、異常読み出しを行う
と、”FALS 9F”が表示されます。

●サイクルタイムがオーバーしたときの動作
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資-1 動作フローとサイクルタイム

●代表的な高機能I/OユニットのI/Oリフレッシュ時間

1ユニット当りのリフレッシュ時間

各0.6ms

32点入出力設定時………各0.6ms

ダイナミック入出力設定時…各1.6ms

各2.6ms

各2.5ms

各5.0ms

各1.3ms

各1.0ms

各1.2ms

各1.9ms（通常時）

各5.0ms（＠付のとき）

2.0ms（通常時）

5.5ms（コマンド転送時）

4.1ms

各2.0ms

各3.0ms

各2.5ms

各1.4ms

3.0ms

形式

形C200H－ID501/215

形C200H－OD501/215

形C200H－MD501/215

形C200H－CT001－V1/002

形C200H－NC111/112

形C200H－NC211

形C200H－AD001

形C200H－DA001

形C200H－TS001/101

形C200H－ASC02

形C200H－IDS21

形C200H－OV001

形C200H－FZ001

形C200H－TC001/002/003
TC101/102/103

形C200H－CP114

形C200H－AD002

形C200H－PID□□□

F
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●オムロン プログラマブルターミナル NT20M(C200H I/Fユニット)と

のI/Oリフレッシュ時間

メモリテーブルエリア最小の時
SW1(C200H I/Fユニット)

1 2 3 4 5 6

ON

7 8

文字列メモリテーブル個数 0
数値メモリテーブル個数 0

メモリテーブルエリア最大の時
SW1(C200H I/Fユニット)

1 2 3 4 5 6 7 8

ON

文字列メモリテーブル個数 32
数値メモリテーブル個数 128

2.5ms

5.4ms

●PCリンクユニットのI/Oリフレッシュ時間

I/Oリフレッシュ点数

512点

256点

128点

64点

I/Oリフレッシュ時間

7.4ms

4.1ms

2.7ms

1.7ms

●多点入出力ユニット(グループ2)のI/Oリフレッシュ時間

形式

形C200H－ID216

形C200H－OD218

形C200H－ID217

形C200H－OD219

1ユニット当りのI/Oリフレッシュ時間

0.18ms

0.14ms

0.31ms

0.23ms
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処理名

q 共通処理

w 演算処理

r I/Oリフレッシュ

u ツールサービス

計算式

0.47μs×5000ステップ

0.02×8＋0.02×9＝0.34

周辺ツールを装着し
ていないとき

0.7ms

2.35ms

0.3ms

0ms

周辺ツールを装着し
ているとき

0.7ms

2.35ms

0.3ms

0.26ms

処理時間

サイクルタイム q＋w＋r＋u 3.35ms3.61ms

計算例

サイクルタイムの計算例

ここでは形C200HSのサイクルタイムの計算方法を説明しています。

●入出力ユニットだけの場合

CPU装置（8スロット用）

8点入力ユニット

8点出力ユニット

I/O増設装置（5スロット用）

16点入力ユニット

8点、12点出力ユニット

条件

RS-232Cポートなし

上位リンクユニットなし

SYSNET/SYSMAC LINKユニットなし

入力ユニット 8点×4

16点×2

出力ユニット 8点×5

12点×2

ユーザプログラム5Kステップ

（ただしLD/OUT命令だけで平均0.47μsとします）

{
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●入出力ユニット＋リモートI/O＋上位リンクの場合

CPU装置（8スロット用）
リモートI/O親局
上位リンクユニット
8点入力ユニット
8点出力ユニット

リモートI/O子局装置（8スロット用）
16点入力ユニット
12点出力ユニット
パソコン

条件
RS-232Cポートなし
SYSNET/SYSMAC LINKユニットなし

入力ユニット 8点×3
CPU装置 出力ユニット 8点×3

リモートI/O親局×1
上位リンクユニット×1

ユーザプログラム5Kステップ
（ただしLD/OUT命令だけで平均0.47μsとします）

リモートI/O子局装置 入力ユニット16点×4
出力ユニット12点×4

サイクルタイム q＋w＋r＋t＋u 11.63ms12.21ms

処理名

q 共通処理

w 演算処理

r I/Oリフレッシュ

t 上位リンクサービス

u ツールサービス

処理内容

0.47μs×5000ステップ

（0.02×3）＋（0.02×3）＋
（1.1＋0.17×8）＝2.58

0.7＋2.35＋2.58＋6＝11.63
11.63×0.05＝0.58

周辺ツールを装着し
ていないとき

0.7ms

2.35ms

2.58ms

6ms

0ms

周辺ツールを装着し
ているとき

0.7ms

2.35ms

2.58ms

6ms

0.58ms

処理時間

計算例

{
{
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命令実行 命令実行

I/Oリフレッシュ

出力

入力

C200HSへの入力の読込 出力ON応答時間

入出力最小応答時間

命令実行 命令実行

I/Oリフレッシュ

出力

入力

入力ON応答時間

入出力最大応答時間

入出力応答時間

入力接点がONしてから、その情報をC200HSが認識･処理して、結果を出
力接点に出力するまでには時間がかかります。この遅延時間を入出力応答
時間といいます。
入出力応答時間は、C200HSが入力を読み込むタイミングや処理の状況に
応じて変わります。

●C200HSだけの場合
【回路例】

【入出力最小応答時間】
C200HSが入力を読み込むタイミングが、I/Oリフレッシュの直前のとき
の時間を、入出力最小応答時間といいます。

入出力最小応答時間＝入力ON応答時間＋サイクルタイム＋出力ON応答時間

【入出力最大応答時間】
C200HSが入力を読み込むタイミングが、I/Oリフレッシュの直後のとき
の時間を、入出力最大応答時間といいます。

入出力最大応答時間＝ 入力ON応答時間＋（サイクルタイム×2）
＋出力ON応答時間

出力ON応答時間

サイクルタイム サイクルタイム

サイクルタイム

入力 出力

サイクルタイム

C200HSへの入力の読込

入力ON応答時間
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【計算例】
条件：
入力ON応答時間 1.5ms
出力ON応答時間 15ms
サイクルタイム 20ms
入出力最小応答時間 ＝1.5ms＋20ms＋15ms＝36.5ms
入出力最大応答時間 ＝1.5ms＋（20ms×2）＋15ms＝56.5ms

●C200HSとリモートI/O（SYSBUS）の場合

【回路例】

【リモート入出力最小応答時間】
入出力応答時間＝入力ON応答時間＋（サイクルタイム×3）＋出力ON応答時間

ただしサイクルタイム＞リモートI/O伝送時間とします。

RM→RT通信

RT上のリフレッシュ

RM→本体伝送

命令実行C200HS

リモートI/O親局

リモートI/O子局

入力

出力

サイクルタイム＞リモートI/O伝送時間のときには、リモートとC200HS
は同期して動作します。

リモートI/O伝送時間の計算方法
TRM＝ΣTRT＋ΣTTT

TRT：1RT当りの伝送時間＝1.4ms＋（0.2ms×n）
（n＝該当子局上のI/O総CH数）

TTT：伝送ターミナルの伝送時間＝2ms×m
（m＝伝送ターミナル台数）

入力 出力

ただし、入力/出力ともリモートI/O子局装置上にあるとします。
伝送I/O、I/Oリンクも同じ考えです。
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【リモート入出力最大応答時間】
入出力応答時間＝入力ON応答時間＋（サイクルタイム×4）＋出力ON応答時間

ただし、サイクルタイム＞リモートI/O伝送時間とします。

命令実行

RM→RT通信

C200HS

リモートI/O親局

リモートI/O子局

入力

出力

RT上のリフレッシュ

RM→本体伝送

最大応答時間算出時のサ

イクルタイムは、補助記

憶リレーAR26CHに出力

されるサイクルタイム最

大値を使用してくださ

い。

ポイント�

【計算例】
条件：

入力ON応答時間 1.5ms
出力ON応答時間 15ms
サイクルタイム 20ms

入出力最小応答時間 ＝1.5ms＋（20ms×3）＋15ms＝76.5ms
入出力最大応答時間 ＝1.5ms＋（20ms×4）＋15ms＝96.5ms

I/Oリンクの場合、さらにI/Oリンクを搭載されているプログラマブルコン
トローラのサイクルタイムを上記計算式に加算してください。

リモートI/O子局上に高機能I/Oユニットがある場合、サ
イクルタイム≦リモートI/O伝送時間になることがあります。
この状態では、C200HSとリモートI/O親局間で、I/Oリフレッシュさ
れないサイクルが生じる場合があります。

C200HSはリモートI/O親局を1サイクルに1回しかリフレッシュしま
せん。また、リフレッシュはリモートサイクル終了を確認したときだ
け行います。

特に、微分型命令はON/OFF時間が短いため、正確な信号の伝達が行
われない場合があります。

▲

▲

▲

参考�
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●上位リンク（SYSWAY）の場合
【上位リンク入出力応答時間】

上位コンピュータを介してPC＃0の入力をPC31の出力へ送り、

と同じ動作をさせた場合の入出力応答時間は下記のようになります。

C

▼�

▼�

▼
�

▼�

▼�

▼� ▼�

PC#0

PC#31

PC#0に対するコマンド/レスポンス

コマンド上位コンピュータ

レスポンス

上位コンピュータ コマンド

レスポンス

サイクルタイム

上位リンクバッファ

本体

上位リンクバッファ

本体

PC＃0

入出力応答時間＝入力ONディレー＋コマンド伝送時間＋（サイクルタイム×3）＋レスポンス伝送時間
A

PC＃31

＋上位コンピュータ処理時間＋コマンド伝送時間＋（サイクルタイム×3）＋出力OFFディレー
B

A 、B は読出/書込データ数によりサイクルタイム×n（4≦n≦10）となります。

上位リンクサービス
I/Oリフレッシュ

処理時間

サイクルタイム

＃0入力 ＃31出力
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●PCリンクの場合

【回路例】

条件
• リンク台数 8台
• 伝送LR点数 128点／台
• 最大接続台数 8台
• LR使用点数 1,024点

【PCリンク入出力最小応答時間】

I/Oリフレッシュ

▼�

▼�

▼�

▼� ▼�

▼
�

命令実行サイクルタイム

PC#0

P Cリンク
バッファ

本体

P Cリンク
バッファ

本体

入力

出力

PCリンク伝送

伝送最小時間

サイクルタイム

命令実行

入出力最小応答時間＝入力ON応答時間＋（PC＃0のサイクルタイム）＋伝送最小時間＋（PC＃7のサイクルタイム）×2＋出力ON応答時間

▼�▼�

PCリンク

PC本体
#0

入力

PCリンク

PC本体
#7

出力

×

#0入力 LR #7出力

LR××××
×

出力

×

LR××××
入力

PC#7

▼
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【計算例】
条件：

入力ON応答時間 1.5ms
出力ON応答時間 15ms
PC＃0のサイクルタイム 20ms
PC＃7のサイクルタイム 50ms
伝送最小時間 2.8ms＋10ms＝12.8ms

入出力最小応答時間＝1.5ms＋20ms＋12.8ms＋50ms×2＋15ms＝149.3ms

【PCリンク入出力最大応答時間】

入出力最大応答時間＝入力ON応答時間＋［PC＃0のサイクルタイム
×（LR使用点数÷I/Oリフレッシュ点数）］＋α＋（PCリンクサイクルタイム
＋勧誘シーケンス処理時間）＋［PC＃7のサイクルタイム×（（LR使用点数
÷I/Oリフレッシュ点数）×2＋1）］＋β＋出力ON応答時間

上式のαの値は
PC＃0のサイクルタイム＞PCリンクサイクルタイムのとき

α＝PC＃0のサイクルタイム
PC＃0のサイクルタイム＜PCリンクサイクルタイムのとき

α＝PCリンクサイクルタイム

上式のβの値は
PC＃7のサイクルタイム＞PCリンクサイクルタイムのとき

β＝PC＃7のサイクルタイム
PC＃7のサイクルタイム＜PCリンクサイクルタイムのとき

β＝PCリンクサイクルタイム

サイクルタイム I/Oリフレッシュ

本体

PCリンク
バッファ

PC#0

PC#7

PCリンク
バッファ

本体

入力

出力

P Cリンクが
データ更新中
であり、PC
本体からの
データを受け
とれなかった 伝送最大時間

PC本体がデー
タ更新中であ
り、PCリンク
からのデータ
を受けとれな
かった

この時点では
PC#0に送信権
が与えられた直
後であった

勧誘シーケンス処理時間

ノイズなどにより、入出

力応答時間が延びる場合

があります。

ポイント�

PCリンク
伝送

▼�

▼�

▼�

▼�

▼
� ▼

�

▼
� ▼

�

▼� ▼�

▼�

▼�

▼�

PCリンク
サイクルタイム

サイクルタイム
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【計算例】
条件：

入力ON応答時間 1.5ms
出力ON応答時間 15ms
PC＃0のサイクルタイム 20ms
PC＃7のサイクルタイム 50ms
PCリンクサイクルタイム 2.8ms×8台＋10ms＝32.4ms
勧誘シーケンス処理時間 15ms×（8台－8台）＝0ms
PC＃0のI/Oリフレッシュ点数 256点
PC＃7のI/Oリフレッシュ点数 256点

入出力最大応答時間＝1.5ms＋［20ms×（1024点÷256点）］＋32.4ms＋
（32.4ms＋0ms）＋［50ms×（（1024点÷256点）×2＋1）］＋50ms＋15ms
＝661.3ms

ノイズなどにより、入出

力応答時間が延びる場合

があります。

ポイント�

【PCリンクユニットにI/Oリフレッシュ命令IORF（97）を実行させて入出力
応答時間を早くする方法】

形C200H－LK401は、裏面スイッチで1回のI/Oリフレッシュで行うLR点
数を設定します。したがってC200HSとPCリンクとのデータの更新は、
設定されたI/Oリフレッシュ点数ごとに分割して行われます。
I/Oリフレッシュ点数の設定を少なくすると、更新されるデータの分割さ
れる度合いが増して入出力応答時間が遅くなります。ただし、サイクルタ
イムは短くなります。

入出力応答時間を早くするには、I/Oリフレッシュ点数の設定を多くしま
す。ただしサイクルタイムは長くなります。
また、I/Oリフレッシュ点数の設定を最大にした場合よりも、さらに入出力
応答時間を早くするには、ユーザプログラム内でPCリンクユニットに対
し、I/Oリフレッシュ命令IORF（97）を実行します。すなわち、分割された
データの更新サイクルを早くするわけです。

上記の計算例において、PC＃0とPC＃7の両方でPCリンクユニットに対
し、I/Oリフレッシュ命令を毎サイクル1回実行させるときの計算例を示し
ます。
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入出力最大応答時間＝入力ON応答時間＋［PC＃0のサイクルタイム×（LR

使用点数÷I/Oリフレッシュ点数÷2）］＋α＋PCリンクサイクルタイム＋

勧誘シーケンス処理時間＋［PC＃7のサイクルタイム×（（LR点数÷I/Oリフ

レッシュ点数÷2）×2＋1）］＋β＋出力ON応答時間

上式のαの値は
PC＃0のサイクルタイム＞PCリンクサイクルタイムのとき

α＝PC＃0のサイクルタイム
PC＃0のサイクルタイム＜PCリンクサイクルタイムのとき

α＝PCリンクサイクルタイム

上式βの値は
PC＃7のサイクルタイム＞PCリンクサイクルタイムのとき

β＝PC＃7のサイクルタイム
PC＃7のサイクルタイム＜PCリンクサイクルタイムのとき

β＝PCリンクサイクルタイム

【計算例】
条件：

入力ON応答時間 1.5ms
出力ON応答時間 15ms
PC＃0のサイクルタイム 20ms＋5.7ms（IORF（97）命令実

行分）＝25.7ms
PC＃7のサイクルタイム 50ms＋5.7ms（IORF（97）命令実

行分）＝55.7ms
リンク台数 8台
LR使用点数 1024点
PC＃0のI/Oリフレッシュ点数 256点
PC＃7のI/Oリフレッシュ点数 256点
PCリンクサイクルタイム 2.8ms×8台＋10ms＝32.4ms
勧誘シーケンス処理時間 15ms×（8台－8台）＝0ms

入出力最大応答時間＝1.5ms＋［25.7ms×（1024点÷256点÷2）］＋32.4ms
＋（32.4ms＋0ms）＋［55.7ms×（（1024点÷256点÷2）×2＋1）］＋55.7ms
＋15ms＝446.9ms

ポイント�

ノイズなどにより、入出

力応答時間が延びる場合

があります。
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1対1リンクの入出力応答時間

1対1リンク使用時に、一方のC200HSで行われた入力が、1対1リンク
通信によって、もう一方のC200HSに通知されて出力されるまでの入出
力応答時間について説明します。
1対1リンク通信は、親局→子局と、子局→親局を交互に行います。
それぞれの伝送時間は、リンクリレー(LR)の使用チャネル数によって、
次のようになります。

使用チャネル数

64チャネル(LR00～63)

32チャネル(LR00～31)

16チャネル(LR00～15)

伝送時間

39ms

20ms

10ms

ここでは、次のようなプログラムが、親局、子局で実行されているとき
の親局から子局への通信を例に、最小と最大の入出力応答時間を示しま
す。

▼�

入力 出力(LR) 入力(LR) 出力

条件は、次のようになっているものとして、入出力応答時間の計算例を
示します。

入力ON応答時間 : 8ms
親局側サイクルタイム : 10ms
子局側サイクルタイム : 14ms
出力ON応答時間 : 10ms
リンクチャネル数 : 64チャネル
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●入出力最小応答時間

次のようなときに、入出力応答時間が最小になります。
q親局が入力を認識した直後に入力リフレッシュが行われる。
w「親局→子局」の開始にちょうど間に合う。
e通信完了直後に、子局が通信サービスを実行する。

親局側

命令実行 命令実行

サイクルタイム

親局→子局

入力ON応答時間

命令実行 命令実行

出力ON応答時間

1対1リンク通信

CPUの処理

出力接点

子局側

:I/Oリフレッシュ

:共通処理、通信サービス等

入力接点

入力リレー

CPUの処理

入力リレー

入出力最小応答時間は、次のようになります。
入力ON応答時間 8ms
親局サイクルタイム 10ms
伝送時間 39ms
子局サイクルタイム 15ms

＋ 入出力応答時間 10ms
入出力最小応答時間 82ms
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●入出力最大応答時間

次のようなときに、入出力応答時間が最大になります。
q入力リフレッシュが行われた直後に、親局が入力を認識する。
w「親局→子局」の開始に間に合わない。
e子局が通信サービス実行直後に、通信が完了する。

出力接点

:I/Oリフレッシュ

:共通処理、通信サービス等

命令実行 命令実行 命令実行CPUの処理

子局側

命令実行 命令実行

親局側

入力接点

入力リレー

CPUの処理 命令実行

入力ON応答時間

親局→子局 子局→親局 親局→子局1対1リンク通信

出力ON応答時間

サイクルタイム

入出力最大応答時間は、次のようになります。
入力ON応答時間 8ms
親局サイクルタイム×2 10ms×2
伝送時間×3 39ms×3
子局サイクルタイム×2 15ms×2

＋ 入出力応答時間 10ms
入出力最小応答時間 185ms
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割り込みに関する応答時間

●割り込み応答時間

割り込み入力があり、割り込みサブルーチンが実行されるまでの応答時間
は、以下のようになります。

•入力割り込みの場合

t2

t1

外部割り込み
入力信号

▼

▼

▼

▼

トータル割り込み応答時間= 割り込み入力ユニットのONディレ－＋ソ
フトウェアの割り込み応答時間、となります。

割り込み入力ユニットのＯＮディレー≦0.2msです。
ソフトウェアの割り込み応答時間は、PCシステム設定の割り込み応答設
定(DM6620)によって異なります。

割り込み応答設定=C200H互換モード(DM6620=0000)のとき、
ソフトウェアの割り込み応答時間<10msとなります。

割り込み応答設定=C200HSモード(DM6620=1※※※)のとき、
ソフトウェアの割り込み応答時間<1msとなります。

したがって、トータル割り込み応答時間は、下表のようになります。

内部割り込み
信号

割り込み
サブルーチン実行

t1=割り込み入力ユニットのONディレー
t2=ソフトウェアの割り込み応答時間

高機能I／O処理、リモートI／O処
理、上位リンクサービス、一命令
実行処理などの合計時間

割り込み応答設定

C200H互換モード

C200HSモード

0.2ms＋

トータル割り込み応答時間

1.2ms以下
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▼
� ▼

�
▼
� ▼

� ▼
� ▼

� ▼
� ▼

� ▼
� ▼

�

•定時割り込みの場合

定時割り込み周期

t3=ソフトウェアの割り込み応答時間

t3 t3 t3 t3

ハードウェア
タイマクロック

定時割り込み
サブルーチン実行

C200H互換モードについて

は 、 プログラム中に

10.0mS以上かかる命令

が使用されている時は、

トータル割り込み応答時

間は、その命令の実行時

間になります。

ポイント�

参 照�

割り込みに関する詳細

は、「割り込み機能」を参

照してください。

4-1項　参照

トータル割り込み応答時間＝ソフトウェアの割り込み応答時間、となりま
す。

ソフトウェアの割り込み応答時間は、入力割り込みと同等です。トータル
割り込み応答時間は、下表のようになります。

トータル割り込み応答時間

高機能I／O処理、リモートI／O処理、
上位リンクサービス、一命令実行処理など
の合計時間

1.0ms以下

上記の応答時間は、１つの割り込み要因だけの場合
です。複数の割り込みが重複して入力されると、後に入力された
割り込みは待ち状態になります。このため、上記の応答時間を満
足できません。

形C200HS-CPU31/33でSYSNET/SYSMAC LINKサービス処理中
に割り込みがかかると、サービス処理の完了を待って、割り込み
サブルーチンを実行します。このため、応答時間は、割り込み応
答設定によらずに、次のようになります。

トータル割り込み応答時間

10.2ms以下

10ms以下

割り込みの種類

入力割り込み

定時割り込み

割り込み応答設定

C200H互換モード

C200HSモード

参考�
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�お願い�

●割り込み処理時間
割り込み入力があり、割り込みサブルーチンが実行され、元のプログラム位
置に戻るまでの処理時間について説明します。
定時割り込みの割り込み周期や入力割り込みを、カウント入力として使用す
るときのカウント周波数の限界は、割り込み処理時間によって決まります。

割り込み処理時間＝トータル割り込み応答時間＋割り込みプログラム実行
時間＋割り込み復帰時間、となります。

割り込みプログラム実行時間は、割り込みプログラムの内容によって決ま
ります。SBN(92)命令とRET(93)命令だけのときは、「0」と近似です。

割り込み復帰時間＝0.04msとなります。

割り込みプログラムの最

大実行時間は、2 6 2、

263CHに出力されます。

ポイント�

割り込み要因が複数存在する場合や、割り込み周期が
割り込み処理時間の平均値より短い場合、連続して割り込みプロ
グラムだけが実行されるため、メインプログラムが実行されなく
なります。
このためにサイクルタイム監視時間以上となり、FALS9F異常で、
運転が停止します。
割り込み周期、処理時間を十分考慮してプログラムを作成してく
ださい。

ON時間 0.2ms以上
OFF時間 0.5ms以上

●割り込み入力のパルス幅について
割り込み入力ユニットに入力する信号のパルス幅は、以下の条件を満足す
るようにしてください。

0 . 2 m s
以上

0.5ms以上
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●PCリンクモニタ：247～250CH

• 表中の数字は号機を示します。
• 表中（）内は多階層設定時の号機を示します。

＜例＞PCリンク多階層設定で248CHの内容が02FFのとき

0000 0010 1111 1111
0 2 F F

＃1－0～＃1－7号機が運転中で＃1－1号機が異常であることを示しています。

PCリンクの取り扱いの詳

細については、PCリンク

ユニットの『ユーザーズ

マニュアル』を参照して

ください。

参 照�

ここでは、以下のリレーについて、補足説明をします。
･特殊補助リレー
･保持リレー（HR）
･補助記憶リレー（AR）

特殊補助リレー

ビット№

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

247CH

24（＃1－8）

25（＃1－9）

26（＃1－10）

27（＃1－11）

28（＃1－12）

29（＃1－13）

30（＃1－14）

31（＃1－15）

24（＃1－8）

25（＃1－9）

26（＃1－10）

27（＃1－11）

28（＃1－12）

29（＃1－13）

30（＃1－14）

31（＃1－15）

248CH

16（＃1－0）

17（＃1－1）

18（＃1－2）

19（＃1－3）

20（＃1－4）

21（＃1－5）

22（＃1－6）

23（＃1－7）

16（＃1－0）

17（＃1－1）

18（＃1－2）

19（＃1－3）

20（＃1－4）

21（＃1－5）

22（＃1－6）

23（＃1－7）

249CH

8（＃0－8）

9（＃0－9）

10（＃0－10）

11（＃0－11）

12（＃0－12）

13（＃0－13）

14（＃0－14）

15（＃0－15）

8（＃0－8）

9（＃0－9）

10（＃0－10）

11（＃0－11）

12（＃0－12）

13（＃0－13）

14（＃0－14）

15（＃0－15）

250CH

0（＃0－0）

1（＃0－1）

2（＃0－2）

3（＃0－3）

4（＃0－4）

5（＃0－5）

6（＃0－6）

7（＃0－7）

0（＃0－0）

1（＃0－1）

2（＃0－2）

3（＃0－3）

4（＃0－4）

5（＃0－5）

6（＃0－6）

7（＃0－7）

運転中 ON＝1

停止中 OFF＝0

異常時 ON＝1

正常時 OFF＝0

資-2

リレーの補足説明
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「プログラム」モードから「モニタ」モードに切り替え、運転開始し
たときに、強制セット/リセットした接点を保持します。
「運転」モードに切り替えたときは、強制セット/リセットが解除さ
れます。

運転開始／停止をしたときに、強制セット/リセットした接点が解
除されます。

ON

OFF

• 上表のON条件を有効にするためには、「PCシステム設定」（DM6601）の
「電源ON強制S/R保持フラグ 保持/非保持設定」を「1」に設定してくださ
い。

• 強制セット/リセット保持フラグをON/OFFするときは、ツールかプログ
ラミングコンソールを使用してください。

●強制セット/リセット保持フラグ：25211

●I/O保持フラグ：25212

「プログラム」モードから「モニタ」、または「運転」モードに切り替
え、運転開始をしたときに、入出力リレー、内部補助リレー、リ
ンクリレーの直前の状態を保持します。

運転開始をしたときに、入出力リレー、内部補助リレー、リンク
リレーをクリアします。（通常動作）

ON

OFF

• 上表のON条件を有効にするためには、「PCシステム設定」（DM6601）の
「電源ON I/O保持フラグ 保持/非保持設定」を「1」に設定してください。

• I/O保持フラグのON/OFFには、ツールかプログラミングコンソールを
使用してください。

• 上表のOFF条件のとき、強制セット/リセットされている接点はクリア
されません。
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●負荷遮断フラグ：25215

すべての出力ユニットの出力をOFFします。
このとき、CPUユニットの負荷遮断を示す、OUT INHIBITランプが点灯
します。

出力ユニットの出力をそのまま出力します。（通常動作）

ON

OFF

• 負荷遮断フラグをONさせるときは、OUT命令でプログラムしてくださ
い。負荷遮断フラグを常時OFFさせるときは、プログラムの必要はあり
ません。

00001
25215

25300

25301

25302

25303

25304

25305

25306

25307

1

2

4

8

1

2

4

8

×10 0

×10 1

• 電源断時も負荷遮断フラグON/OFF状態を保持します。
ただし、I/Oテーブルを登録しているときで、またPCシステム設定で「強
制セット/リセット保持フラグ保持/非保持設定」と「I/O保持フラグ保持/
非保持設定」のどちらも非保持設定にしているときだけ、電源断時に
OFFします。

●故障コード：25300～25307
故障診断命令（FAL/FALS）が実行されると、FAL番号（01～99）をBCD2
桁で出力します。

• FAL命令が実行されても、運転は継続されます。
このときCPUユニットの「ALM」ランプが点滅します。FAL00命令または
「異常解除」操作で、FAL番号は「00」にクリアされます。

• FALS命令が実行されると、運転は停止します。
このときCPUユニットの「ERR」ランプが点灯します。

• その他のシステム異常の故障コードもこのエリアに出力されます。
• FALS命令、およびその他システム異常が発生した場合は、異常要因を取
り除き、「異常解除」操作によりFAL番号を「00」にクリアしてください。
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●電池異常フラグ：25308
ユーザメモリ内容をバックアップしているCPUユニット内の電池に、異常
が発生するとONします。
このとき、CPUユニットの「ALM」ランプが点滅します。
電池異常信号を外部の警報ランプなどに出力するときに、この接点を使用
してください。

プログラム例

●サイクルタイムオーバー：25309
• サイクルタイムが100msを超えたときONします。
このとき、CPUユニットの「ALM」ランプが点滅します。

• このフラグがONしても運転は継続しますが、タイマの動作が不安定に
なる恐れがあります。サイクルタイムが100ms以下になるように、プロ
グラムを修正してください。

• P Cシステム設定の「サイクルタイムオーバー検知/不検知設定」
（DM6655の08～11ビット）で、サイクルタイムオーバーを検出するか
しないかを設定することができます。ただし、検知しない設定のとき
は、タイマの動作を考慮しておく必要があります。

●I/O照合異常フラグ：25310
「I/Oテーブル作成」の操作によって登録した内容と、実際に装着されてい
るI/Oユニットの装着情報が異なるときにONします。このとき、CPUユ
ニットのALMランプが点滅します。

25308

002CH

01

COM

00201

"電池異常"

L

PCシステム設定の「電池異常検

知/不検知設定(DM6655の12～

15ビット)」で、電池異常を検知

する/検知しないを設定すること

ができます。

電池異常を検知しないに設定し

たときは、電池の寿命などに注

意してください。

ポイント�

�お願い�
このフラグがONしても運転は継続されますが、動作が安

定しません。必ず、I/Oテーブルを一致させてください。
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●1スキャンONフラグ：25315
• 運転開始時に1スキャン時間だけONします。
1スキャン時間とは、1回のユーザプログラム処理（ステップ00000～
END命令まで）の実行時間です。

• 使用例：電源を入れたときのカウンタの現在値をリセットします。

プログラム例

CP

R

CNT
002

25315

運転開始
END

1スキャン
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●クロックパルス

動作リレー番号

25401

25500

25501

25502

25400

周期

0.02秒

0.1秒

0.2秒

1秒

1分

0.05秒 0.05秒

0.1秒

0.01秒 0.01秒

0.02秒

0.1秒 0.1秒

0.2秒

0.5秒 0.5秒

1秒

30秒 30秒

1分

• クロックパルスを入力してフリッカ信号として使用できます。
• カウンタ（CNT）命令と組み合わせて、停電記憶形タイマや長時間タイマ
として使用できます。

0.02秒および0.1秒クロックは、ON時間がそれぞれ
10ms、50msです。このため、プログラムの実行時間が長くなる
と、クロックを正確に読み取れない場合があります。

参考�
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●多点I/O異常フラグ：25414
多点入出力ユニット（グループ２）のI/O番号、またはチャネルを二重設定し
たとき、および多点入出力ユニットとCPU間のリフレッシュが正常に行われ
なかったときONします。
ONする要因として、ユニットのヒューズ切れや、ハードの不良があります。
　
• 25414がON したときは、同時にAR0205～0214のどれかがONし、異常号
機を表示します。

• 25414がONしても、C200HSの運転は継続されますが、異常ユニットは動
作を停止し、「ALM」ランプが点滅して警報します。

• 25414がONしたときは、AR0205～0214にて異常ユニットのI/O番号を調
べ、異常原因を取り除きます。

• 上記のフラグ以外に多点I/OエラーフラグAR0215も参照してください。

●高機能ユニット異常フラグ：25415
高機能I/Oユニットの号機№を二重に設定したとき、および高機能I/Oユニッ
トとCPU間のリフレッシュが正常に行われなかったときONします。

• 上位リンクユニットとCPU間がエラーのときONします。
• リモートI/O親局ユニットがエラーのときONします。
• 25415がONしたときは、同時にAR0000～0015のどれかがONし、異
常号機を表示します。

• 25415がONしても、C200HSの運転は継続されますが、異常ユニット
は動作を停止し、「ALM」ランプが点滅して警報します。

• 25415がONしたときは、AR0000～0015にて異常ユニットの号機№を
調べ、異常原因を取り除きます。
リスタートフラグAR0100～0115、または25207、25213をOFF→
ON→OFFにして復帰させてください。（号機№を二重に設定したときは
リスタートできませんので、電源を再投入してください。）

• 25415はAR0100～0115をONさせてもOFFしません。
プログラミングコンソールなどでの異常読み出しや、プログラムの中で
FAL00を実行したときにOFFします。

●演算フラグ
• オーバーフローフラグ（25404）
BIN加算、BIN減算命令で、演算結果が7FFF、または7FFFFFFFを超え
たときONします。

• アンダーフローフラグ（25405）
BIN加算、BIN減算命令の2の補数変換で、演算結果が8000、または
80000000を超えたときONします。

C
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• ERフラグ：25503
演算データがBCDでないとき、およびデータメモリ間接指定（＊DM）エ
ラーのときONします。

• CYフラグ：25504
加算、減算命令で、演算結果キャリーがあればONします。
セットキャリー（STC）命令、クリアキャリー（CLC）命令で強制的にON/
OFFできます。

• ＞フラグ：25505
比較（CMP）命令で、比較結果が「大」であればONします。

• ＝フラグ：25506
比較（CMP）命令で、比較結果が「等しい」か、加算、減算命令などで演算
結果が「0」であればONします。

• ＜フラグ：25507
比較（CMP）命令で、比較結果が「小」であればONします。

保持リレー（HR）
●保持リレーの使い方
• チャネルデータとして使用する
• SFT命令で使用する
• KEEP命令で使用する

• 自己保持回路を持つ出力命令で使用する

リセット入力はa接点を使用してください。

セット

リセット

KEEP
HR0000

HR0001

HR0001

自己保持回路がないと、復電の際にHR0001がOFFされます。
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資-2 リレーの補足説明

●C200HSのAC電源断、および瞬時停電に対する保持リレーの回路構

成について
• 下図のように保持リレー（HR）のリセット入力をa接点入力にしてください。

入
力
ユ
ニ
ッ
ト

外部
電源 リセット

セット

A

B
KEEP
HR0000

A

• 下図のような入力配線によりプログラムを作成したとき、保持リレーは
使用しないでください。AC電源断に対し、C200HSのDC電源はすぐに
はOFFしないので、保持リレーが先にリセットされることがあります。

外部
電源

入
力
ユ
ニ
ッ
ト

A

B
A

リセット

セット KEEP
HR0000
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入出力リレー

【CPU装置、I/O増設装置上の入出力リレー】
SYSMAC C200HSの入出力ユニットはフリーロケーション・固定チャネルに
なっています。入出力リレー番号は入出力ユニットの装着位置で決定され、外
部入出力端子に対応します。

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

000CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

010CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

020CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

001CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

011CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

021CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

002CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

012CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

022CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

003CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

013CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

023CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

004CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

014CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

024CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

005CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

015CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

025CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

006CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

016CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

026CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

007CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

017CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

027CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

008CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

018CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

028CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

009CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

019CH

00
01
02
03
04
05
06
07

08
09
10
11
12
13
14
15

029CH

チャネル番号／リレー番号�名　称�

Ｃ
Ｐ
Ｕ
装
置�

増
設
装
置�

I/O

増
設
装
置�

I/O

入出力リレー�
　チャネル番号�
　　000～029CH�
　リレー番号�
　　00000～02915�
　　  30CH×16点�
　　  ＝480点�( )

3スロット用�
ベース使用時�

5スロット用ベース使用時�

8スロット用ベース使用時�

10スロット用ベース使用時�

資-3
リレー番号の割り付け
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資-3 リレー番号の割り付け資-3 リレー番号の割り付け

• チャネル番号は、各装置すべてI/Oスロットの左側から順に、0～9CHが割
り付けられます。

• 10スロット用ベースユニットは0～9CH、8スロット用ベースユニットは
0～7CH、5スロット用ベースユニットは0～4CH、3スロット用ベースユ
ニットは0～2CHが割り付けられます。

• 入出力リレーとして使用しないリレー番号は、内部補助リレーとして使
用できます。
ただし、形C200H-OD213/OD411は、「ヒューズ切れ検知フラグ」として
「08」ビット目を、形C200H-OD214は、「アラームフラグ」として「08～
11」ビット目を使用しています。
これらのユニットを装着しているスロットのチャネル番号の「08～15」
ビットは、内部補助リレーとして使用できません。

• 次のユニットを装着したスロットの入出力リレーは、内部補助リレーと
して使用できます。

リンク関連、リモートI/O親局、高機能I/O、多点入出力（グループ2）、
B7Aインタフェースユニット（グループ2タイプ）

• 入力リレー番号を出力命令に使用できません。

• 1つの出力リレー番号は、2つの出力命令に重複して使用しないでください。

【高機能ユニットの入出力リレー】
リンク関連ユニット、高機能I/Oユニット、多点入出力ユニット（グループ
2）、B7Aインタフェースユニット（グループ2タイプ）、割り込み入力ユニッ
ト、リモートI/O関連装置、伝送I/Oユニットには、次のチャネルが割り付け
られます。

●リンク関連ユニット

• 上位リンクユニットとPCリンクユニットは、最大で2ユニットをCPU装
置、またはI/O増設装置のどのスロットにも装着できます。

• PCリンクユニットと高機能I/Oユニットを併せて装着するときには、2種
類のユニットで最大10ユニット以下にしてください。
装着されたスロットのチャネル番号は、内部補助リレーとして使用でき
ます。

• PCリンクユニットは、リンクリレーを（LR0000～6315)を使います。

各高機能ユニットの号機

No.とI/O No.は、C200HS

の電源をOFFにしてから設

定して下さい。

ポイント�

F
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●高機能I/Oユニット

号機No.
0号機�
1号機�
2号機�
3号機�
4号機�
5号機�
6号機�
7号機�

チャネル番号�
100～109CH
110～119CH
120～129CH
130～139CH
140～149CH
150～159CH
160～169CH
170～179CH

8号機�
9号機�

180～189CH
190～199CH

• 高機能I/Oユニットは、最大で10ユニットまで、CPU装置、I/O増設装置、リ
モートI/O子局装置のどちらかのスロットに装着できます。
ただし、リモートI/O子局装置に装着するときには、装着台数に制限がありま
す。詳しくは、『セットアップマニュアル』を参照してください。

• 入出力チャネル番号は、ユニット上の設定スイッチで号機番号を設定すると
表のように割り付けられます。装着したスロットの位置では、決まりません。

• 各リレー番号の割り付けは、使用する高機能I/Oユニットの『ユーザーズマ
ニュアル』をご覧ください。

• PCリンクユニットを使用したときは、高機能I/Oユニットの号機設定が必要
です。使用制限台数最大10ユニットの中に含まれますが、表のリレーエリア
は使用しません。

No.
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9

32点ユニット�
030/031CH
032/033CH
034/035CH
036/037CH
038/039CH
040/041CH
042/043CH
044/045CH
046/047CH
048/049CH

I/O チャネル番号�
64点ユニット�
030～033CH
032～035CH
034～037CH
036～039CH
038～041CH
040～043CH
042～045CH
044～047CH
046～049CH
設定不可�

• 多点入出力ユニット（グループ2）、B7Aインタフェースユニット（グループ
2タイプ）は、CPU装置、およびその装置に接続されているI/O増設装置に装
着できます。
リモートI/O子局装置には装着できません。

• 入出力チャネル番号は、ユニット上の設定スイッチでI/O No.を設定すると
表のように割り付けられます。装着したスロットの位置では、決まりません。
32点ユニットは2CH、64点ユニットは4CHを占有します。

• 32点ユニットだけを使うときには、最大で10ユニット、64点ユニットだけ
を使うときには、最大で5ユニットを装着できます。高機能I/Oユニットの装
着数は、関係ありません。

• チャネル番号が重ならないようにI/ONo.を設定してください。例えば、64点
ユニットに「1」を設定したとき、「2」は他のユニットに設定できません。

●多点入出力ユニット（グループ2）/B7Aインタフェースユニット（グループ2タイプ）

• 多点入出力ユニット（グループ2)のチャネル番号は、表のようにコネクタの
回路と対応しています。

mは先頭CHを表しています。
m＝030＋2×I/O No.

32点ユニット�
m

ユニット�チャネル番号�

64点ユニット�

A列�
コネクタ�

m＋1 B列�

m＋2
m＋3

m CN1のA列�
m＋1 CN1のB列�

CN2のA列�
CN2のB列�

C
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●リモートI/O関連装置（SYSBUS）

(リモートI/O子局)
• 入出力チャネル番号は、ユニット上の設定スイッチで号機No.を設定する
と、右表のように割り付けられます。

• リモートI/O子局装置は、リモートI/O親局装置の使用数(1ユニット、また
は2ユニット）に関係なく、最大で5台まで接続できます。

• リモートI/O子局装置にI/O接続ケーブルを用いて、I/O 増設装置を最大

号機No.
0号機�
1号機�
2号機�
3号機�
4号機�

チャネル番号�
050～059CH
060～069CH
070～079CH
080～089CH
090～099CH

2台まで接続することができます。このときのI/O増設装置の号機No.は、リモートI/O子局装置の号機No.
に＋1ずつされます。

• C200H用リモートI/O子局装置の各スロットのチャネル番号は、CPU装置と同様に左側より順に0～
9CHが割り付けられます。

• C500用リモートI/O子局装置内のチャネル番号は、C200Hと異なり装着されたユニットだけ、左側より
順に割り付けられます。C500用リモートI/O子局装置は、20CH分を占有します。例えば1号機に設定し
たときは、2号機は他のリモートI/O子局装置に設定できません。また、4号機には設定しないでください。

(リモートI/O親局)
• リモートI/O親局は、最大2ユニットをCPU装置、またはI/O増設装置のどのスロットにも装着できます。
• リモートI/O親局は、チャネルを使用しません。リモートI/O親局が装着されたスロットのチャネル番号
は、内部補助リレーとして使えます。

• 伝送I/Oユニット（伝送ターミナルも含む）のチャネル番号は、「200CH＋伝
送I/O設定チャネル番号」となります。

チャネル番号�
200～231CH

(伝送I/Oユニット)

●割り込み入力ユニット

• 割り込み入力ユニットは、CPU装置に装着できます。リモートI/O子局装置には装着できません。
I/O増設装置にも装着することができますが、そのときには、割り込みユニットとして動作しません。8
点の入力ユニットとして動作します。

• 割り込み入力ユニットのチャネル番号は、装着するCPU装置のスロットの位置で決まります。表を参照
してください。

• 割り込み入力ユニットは、最大で1ユニットだけ装着できます。2ユニット以上装着したときには、「I/O
ユニットオーバー」のエラーが発生します。

• 各チャネルは00～15のリレー番号があります。

• 入出力リレーとして使用しないリレー番号は内部補助リレーとして使用できます。

号機No.とI/O No.は、C200HSの電源をOFFしてから設定してください。

チャネル番号/リレー番号

000CH 001CH 002CH 003CH 004CH 005CH 006CH 007CH 008CH 009CH
00 00 00 00 00 00 00 00 00 00
01 01 01 01 01 01 01 01 01 01
02 02 02 02 02 02 02 02 02 02
03 03 03 03 03 03 03 03 03 03
04 04 04 04 04 04 04 04 04 04
05 05 05 05 05 05 05 05 05 05
06 06 06 06 06 06 06 06 06 06
07 07 07 07 07 07 07 07 07 07

CPU
装置
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内部補助リレー

030CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

049CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

050CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

～�

～�

チャネル番号／リレー番号�名　称�

内部補助リレーⅠ�
　チャネル番号�
　　030～235CH�
　リレー番号�
　　03000～23515�
　　  206CH×16点�
　　  ＝3,296点�( )

099CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14

100CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14

～�

～�

199CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14

200CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14

～�

～�

15 15 15 15

231CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14

232CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14

～�

～�

15 15

235CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14

～�

～�

15

高機能�
I/Oユニット�
0～9号機�

入出力リレー�
エリア�

リモート�
I/O子局装置�
0～4号機�

入出力リレー�
エリア�

多点入出力�
ユニット（グループ2）�

B7Aインタフェースユニット�
（グループ2タイプ）�
0～9号機�

入出力リレー�
エリア�

伝送I/O�
ユニット�

入出力リレー�
エリア�

300CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

399CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

400CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

～�

～�

チャネル番号／リレー番号�名　称�

内部補助リレーⅡ　�
　チャネル番号�
　　300～511CH�
　リレー番号�
　　30000～51115�
　　  212CH×16点�
　　  ＝3,392点�( )

499CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14

500CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14

～�

～�

511CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14

～�

～�

15 15 15

C
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• 内部補助リレーは、リレーコイル、接点、チャネルデータとしてプログラ
ム上でだけ使用できます。入出力リレーのように直接、外部からの信号の
取り込みや外部への出力はできません。

• 内部補助リレーは、電源を切ったとき、および運転を停止したときにリ
セットされます。

• 030～231CHは、多点入出力ユニット（グループ2）、B7Aインタフェース
ユニット（グループ2タイプ）、リモートI/O子局装置、高機能I/Oユニット、
伝送I/Oユニットを使用したときに、入出力リレーとして、使用します。上
記ユニットを使用しているときは、内部補助リレーには使えません。

• 次のエリアは、SYSNET/SYSMAC LINKのテスト機能に使用されます。

SYSNET　　　　 500～504CH ：折返しテスト機能
SYSMAC LINK　 500～505CH　 ：ノード間テスト機能

このテスト機能は、「プログラムモード」のときだけに有効です。
したがって、このエリアを内部補助リレーとしても使用することができ
ます。

基本命令に内部補助リレーⅡを使う場合、基本命令のワード数が通常よ
り1ワード増加します。
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特殊補助リレー
【特殊補助リレーⅠ】

チャネル番号/リレー番号 機能

SYSNET使用時、系統#0の自ノードループステータス出力エリアとして使用します。

SYSNET使用時、系統#1の自ノードループステータス出力エリアとして使用します。

SYSMAC LINK/SYSNET使用時、系統#0のネットワーク送信/受信(SEND/RECV)
命令実行後の終了コード出力エリアとして使用します。

SYSMAC LINK/SYSNET使用時、系統#1のネットワーク送信/受信(SEND/RECV)
命令実行後の終了コード出力エリアとして使用します。

SYSMAC LINK/SYSNET使用時、系統#0のデータリンクステータス出力エリアとし
て使用します。

SYSMAC LINK/SYSNET使用時、系統#1のデータリンクステータス出力エリアとし
て使用します。

特定の機能はありません。

PCリンク使用時に、各号機の「運転中」と「異常」をモニタ出力します。
表中の数字は号機No.を示します。
（　）内は、多階層設定時の号機No.を示します。

00～07

08～15

00～07

08～15

–

–

00

01､02

03

236CH

237CH

238CH

241CH
〜

242CH

245CH
〜

246CH

ビット
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

247CH
24（#1-8）
25（#1-9）
26（#1-10）
27（#1-11）
28（#1-12）
29（#1-13）
30（#1-14）
31（#1-15）
24（#1-8）
25（#1-9）
26（#1-10）
27（#1-11）
28（#1-12）
29（#1-13）
30（#1-14）
31（#1-15）

248CH
16（#1-0）
17（#1-1）
18（#1-2）
19（#1-3）
20（#1-4）
21（#1-5）
22（#1-6）
23（#1-7）
16（#1-0）
17（#1-1）
18（#1-2）
19（#1-3）
20（#1-4）
21（#1-5）
22（#1-6）
23（#1-7）

249CH
8（#0-8）
9（#0-9）
10（#0-10）
11（#0-11）
12（#0-12）
13（#0-13）
14（#0-14）
15（#0-15）
8（#0-8）
9（#0-9）
10（#0-10）
11（#0-11）
12（#0-12）
13（#0-13）
14（#0-14）
15（#0-15）

250CH
0（#0-0）
1（#0-1）
2（#0-2）
3（#0-3）
4（#0-4）
5（#0-5）
6（#0-6）
7（#0-7）
0（#0-0）
1（#0-1）
2（#0-2）
3（#0-3）
4（#0-4）
5（#0-5）
6（#0-6）
7（#0-7)

運転中：ON＝ 1
停止中：OFF＝0

異常時：ON＝ 1
正常時：OFF＝0

リモートI/O関連ユニットで、エラーが複数ユニットにあるとき、このリレーをON/
OFFさせて04～06、08～15に順次読み出します。

特定の機能はありません。

リモートI/Oが異常のときにONします。

247CH

250CH
〜

251CH

リモ-トI/O
関連ユニット
エラ-表示

–

–
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資-3 リレー番号の割り付け

チャネル番号/リレー番号 機能

【運転開始後のエラー号機、チャネル表示１】
A： リモートI/O子局装置のエラー発生号機No.（0～4）を表示します。
B： 伝送I/Oユニットエラー発生チャネルの「H」「L」を25104に表示します。

“1”＝「H」、“0”＝「L」
• リモートI/O子局装置、伝送I/Oユニットのどちらのエラー表示であるかは、08～
15の表示で区別します。
B0～B1＝リモートI/O子局装置
00～31＝伝送I/Oユニット

特定の機能はありません。

【運転開始後のエラー号機、チャネル表示2】
A： リモートI/O子局装置のエラー発生号機の接続されているリモートI/O親局の

号機No.（B0～B1）を表示します。
B： 伝送I/Oユニットエラー発生チャネルNo.(00～31)を表示します。

「H」「L」は25104に、表示します。
• 運転開始時のエラー表示は、補助記憶リレーAR02～06CHに表示されます。

04～06

07

08～15

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11～08

×100

15～12

×101

ビット

ビット

06～04

0～4

251
CH

リ
モ
│
ト
I/O
関
連
ユ
ニ
ッ
ト
エ
ラ
│
表
示

（

）

SYSMAC LINK/SYSNET系統#0のネットワーク送信/受信(SEND/RECV)命令実
行後、異常時ONします。

SYSMAC LINK/SYSNET系統#0のネットワーク送信/受信(SEND/RECV)命令実
行可のときONします。

SYSMAC LINK/SYSNET系統#0のデータリンク稼働中のときONします。

SYSMAC LINK/SYSNET系統#1のネットワーク送信/受信(SEND/RECV)命令実
行後、異常時ONします。

SYSMAC LINK/SYSNET系統#1のネットワーク送信/受信(SEND/RECV)命令実
行可のときONします。

SYSMAC LINK/SYSNET系統#1のデータリンク稼働中のときONします。

上位リンク（ベース取り付けタイプ）#1の上位コンピュータ←→上位リンクユニッ
ト間が異常時にONします。

上位リンク（ベース取り付けタイプ）#1リスタート時、OFF→ON→OFFしてください。

ペリフェラルポートリスタート時、OFF→ON→OFFしてください。

RS-232Cポートリスタート時、OFF→ON→OFFしてください。

システム設定エリアをリセットするとき、OFF→ONしてください。

252CH

D
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チャネル番号/リレー番号 機能

（強制セット/リセット保持フラグ）
運転開始時に、強制セット/リセットした接点状態（S/R状態）を保持する場合は
ON、解除する場合（S→1/R→0）はOFFにします。
ただし、「プログラム」モードから「モニタ」モードに切り替えて運転開始したときだ
け有効です。「運転」モードに切り替えたときは解除されます。

（I/O保持フラグ）
運転開始時に入出力、内部補助、およびリンクリレーの状態を保持する場合はON、
リセットする場合はOFFにします。ただし、「プログラム」モードから「モニタ」「運
転」モードに切り替えて運転開始したときだけ有効です。

上位リンク（ベース取付タイプ）#0リスタート時、OFF→ON→OFFしてください。

特定の機能はありません。

（負荷遮断フラグ）
負荷遮断したい場合にON、しない場合にOFFにします。

【故障コード】
• 故障診断命令（FAL/FALS）が実行されると、FAL番号（01～99）を出力します。
• FAL00命令の実行、または異常解除操作でリセット（00）されます。
• その他のシステム異常の故障コードもこのエリアに出力します。

11

12

13

14

15

00～07

08

09

10

11

12

13

14

15

00

01

02

03

04

05

06

03～00

×100

07～04

×101

ビット

254CH

CPUユニットの電池が異常のときにONします。

（サイクルタイムオーバー）
ユーザプログラム処理時間が100msを超えたときONします。

I/O照合異常（ユニット不一致）のときにONします。

上位リンク（ベース取付タイプ）#0の上位コンピュータ←→上位リンクユニット間
が異常のときにONします。

リモートI/Oが異常のときにONします。

常時ONのリレーです。

常時OFFのリレーです。

運転開始時に1スキャン時間だけONします。

1分クロックパルス

0.02秒クロックパルス

機能拡張予備領域のため使用できません。

MTR命令実行中

オーバーフローフラグ

アンダーフローフラグ

微分モニタ完了フラグ

252CH

253CH
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チャネル番号/リレー番号 機能

07

08

09

10

11

12

13

14

15

00

01

02

03

04

05

06

07

STEP命令による1工程運転開始時、1スキャン時間だけONします。

HKY命令実行中フラグ

7SEG命令実行中フラグ

DSW命令実行中フラグ

割り込み入力ユニットが異常のときにONします。

機能拡張予備領域のため使用できません。

割り込みプログラムがエラーのときにONします。

多点入出力ユニット（グループ2）が異常のときにONします。

高機能ユニット（高機能I/O、PCリンク、上位リンク、リモートI/O親局、SYSNET、
SYSMAC LINK）が異常のときにONします。

0.1秒クロックパルス

0.2秒クロックパルス

1.0秒クロックパルス

（ERフラグ） 演算データがBCDでないとき、または間接指定エラーなどのときONします。

（CYフラグ） 演算結果キャリーがあればONします。

（＞フラグ） 比較結果「大」であればONします。

（＝フラグ） 比較結果「等しい」か、演算結果「0」であればONします。

（＜フラグ） 比較結果「小」であればONします。

254CH

255CH
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【特殊補助リレーⅡ】

チャネル番号/リレー番号 機能

256CH

261CH

262CH

263CH

—

00～15

00～15

00～03

04

05

06

07

08～11

　
12

13

14

15

00～15

00～15

00～04

05

06～12

13

14～15

—

〜

265CH

266CH

267CH

268CH

機能拡張用予備領域のため使用できません。

割り込みサブルーチンの最大処理時間を設定します。（0.1ms単位）

最大処理時間割り込みサブルーチンNO．
割り込みが発生した場合、15ビットがONします。

RS-232Cポートエラーコード
０：エラーなし １：パリティエラー
２：フレーミングエラー ３：オーバーランエラー

RS-232Cポート通信異常時にＯＮします。

RS-232Cポート送信レディフラグ

RS-232Cポート受信完了フラグ

RS-232Cポート受信オーバーフラグ

ペリフェラルポートエラーコード（汎用入出力モード使用時）
０：エラーなし １：パリティエラー
２：フレーミングエラー ３：オーバーランエラー
Ｆ：ツールバスモードで接続中

ペリフェラルポート通信異常時にＯＮします。（汎用入出力モード使用時に有効）

ペリフェラルポート送信レディフラグ（汎用入出力モード使用時に有効）

ペリフェラルポート受信完了フラグ（汎用入出力モード使用時に有効）

ペリフェラルポート受信オーバーフラグ（汎用入出力モード使用時に有効）

RS-232Cポート受信カウンタ(BCD4桁)(汎用入出力モード使用時に有効)

ペリフェラルポート受信カウンタ(BCD4桁）（汎用入出力モード使用時に有効）

機能拡張予備領域のため使用できません。

上位リンクユニット＃０送信レディフラグ

機能拡張予備領域のため使用できません。

上位リンクユニット＃1送信レディフラグ

機能拡張予備領域のため使用できません。

機能拡張予備領域のため使用できません。

264CH

D
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チャネル番号/リレー番号 機能

〜

〜

00～07

08～10

11～13

14

15

00

01

02

03

04～10

11～15

00～07

08～15

271CH

270CH

注

注 IOMとは： 入出力リレー、内部補助リレーⅠ,Ⅱ、特殊補助リレー、補助記憶リレー、保持リレー、
リンクリレー、データメモリ

プログラムモードのときOFF→ON(システム
でOFF)にするとセーブ、ロード、または照合さ
れます。運転中は、OFFになります。

269CH

メモリカセットのデータの内容
００ : なし「「「「「０１ : ユーザプログラム「「「「「０２ : IOM

メモリカセット容量
０：０Ｋワード
３：１６Ｋワード　
（０はカセットなしを示す）

機能拡張予備領域のため使用できません。

EEPROMメモリカセットプロテクト中、またはEPROMメモリカセット装着中に
ONします。

メモリカセット実装フラグ
メモリカセットをC200HSに装着しているときにONします。

セーブ(UM→メモリカセット)

ロード（メモリカセット→UM)

照合（UＭ←→メモリカセット）

照合結果
0：内容一致
1：内容不一致または照合できない

機能拡張予備領域のため使用できません。

UM←→メモリカセット転送エラーのときにONします。
11:転送エラー（SYSNETリンクのデータリンクテーブル用UMをデータリンク動作中に転送）
12:転送エラー（プログラムモード 外）
13:転送エラー（リードオンリー）
14:転送エラー（容量不足･UM なし）
15:転送エラー（カセットサムチェックエラー：メモリカセット→UM転送時のみ）

メモリカセットに格納されているラダープログラムの容量を示します。　　　　
ラダープログラム以外のファイルが格納されていた場合００になります。
•ラダープログラムの容量

04:14Kワード
08:18Kワード
12:12Kワード

64:64Kワード
•その他(ラダープログラム以外、ファイルなし等)             　

00       　　

C200HS内蔵メモリのラダープログラムの容量を示します。
•ラダープログラムの容量

04:14Kワード
08:18Kワード
12:12Kワード

64:64Kワード
•その他(ラダープログラム以外、ラダープログラムなし等)             　

00
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チャネル番号/リレー番号 機能

00～10

11

12

13

14

15

00

01

02～11

12～15

00
01

09

10

15

00

01

02

03～15

00～07

08～15

〜

〜〜

現在の時刻の「時間」と「分」を示すフラグ
（各BCD2桁）です。

機能拡張予備領域のため使用できません。

PCシステム設定エリアのサムチェックの結果、 エラーのときにONします。

UM、ラダー領域、他のサムチェックの結果、エラーのときにONします。

命令変更ベクタエリアの、サムチェックの結果、エラーのときにONします。

オンラインのときにメモリカセットを着脱するとONします。

メモリカセットからの自動読み込みがエラーのときにONします。

C200HS（IOM ）→メモリカセットセーブ時にONにします。

メモリカセット → C200HS(IOM)ロード時にONにします。

機能拡張予備領域のため使用できません。

IOM←→メモリカセット転送エラーのときにONします。
12:転送エラー（プログラムモード 外）
13:転送エラー（リードオンリー）
14:転送エラー（容量不足･IOMなし）

0号機リスタート中 注 リモート子局上の高機能I/Oについては、この
1号機リスタート中 ビットは、ONしません。

9号機リスタート中

機能拡張予備領域のため使用できません。

DM6600～6614（電源ON時に読み出されるPCシステム設定エリア）に異常が
あるときにONします。

DM6615～6644（運転開始時に読み出されるPCシステム設定エリア）に異常が
あるときにONします。

DM6645～6655（通信・異常設定等のPCシステム設定エリア）に異常があると
きにONします。

機能拡張予備領域のため使用できません。

分（００～５９）　

時（００～２３）
276CH

275CH

274CH

273CH

　272ＣＨ

注
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チャネル番号/リレー番号 機能

27700

27701

27702

27703

27704

27705

27706

27707

27708

27709

27710

27711

27712

27713

27714

27715

27800

27801

27802

27803

27804

27805

27806

27807

27808

27809

27810

27811

27812

27813

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

   *1 入力でONします。

   *2 入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

277CH

279CH
〜

拡張キーボードマッピング機能
プロコンのキーに、特殊補助リレーを割り付け
ます。
詳細は、8章を参照してください。

SFT

シフト�

OR

CNT

TR

AND

NOT

FUN

再生�
セット�

6

5F

4E

モニタ�

削除�

変更�

検索�

7

8

9

EXT

LR

HR

LD

OUT

TIM

DM

CH
間接�＊�

接点�
定数�＃�
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チャネル番号/リレー番号 機能

27814

27815

27900

27901

27902

27903

27904

27905

27906

27907

27908

27909

27910

27915

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

　　　入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

   *3 入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

入力でONします。

機能拡張予備領域のため使用できません。

機能拡張予備領域のため使用できません。

マクロ命令引数エリア（入力用）

マクロ命令引数エリア（出力用）

機能拡張予備領域のため使用できません。

拡張キーボードマッピング機能
プロコンのキーに、特殊補助リレーを割り付け
ます。
詳細は、8章を参照してください。

277CH

279CH
〜

1B

2C

3D

録音�
リセット�

挿入�

0A

クリア�

照合�

書込�

〜

280CH

289CH

290CH

293CH

294CH

297CH

298CH

299CH

〜

〜

〜

〜

• 特殊補助リレーは特定された機能を持つリレーで、接点としてだけ使用でき
ます。
ただし、25100、25207、25209、25211～25213、25215は出力リレーにも
使用できます。

• 次のエリアは、それぞれのユニットにだけ使用します。
ユニットを使用しないときは、内部補助リレーとして使用できます。

参 照�

25503～25507の各フラグ

の命令実行によるON/OFF

変化状態は、『コマンドマ

ニュアル』の資料5「特殊補

助リレーと命令語の関係」

を参照してください。

• 高機能I/Oユニット（PCリンクユニットも含む）、多点入出力ユニット（グ
ループ2）、リモートI/O関連ユニット、および上位リンクユニットのエ
ラー表示は、補助記憶リレー（AR）にもあります。

• 25404、25405、25503～25507はEND命令でOFFされます。プログラ
ミングコンソール、FIT、パソコンではモニタできません。

チャネル番号

236ＣＨ

237～245CH

247～250CH

251CH

用途

SYSNETリンク用

SYSNET/SYSMAC LINK用

PCリンク用

リモートI/O用
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●SYSNET自ノードループステータス出力： 236CH(CPU31/33専用)

SYSNET使用時、自ノードループステータスを236CHに出力します。
15 08 07 00

236CH 系統#1
ループステータス

系統#0
ループステータス

05
13

01
09

02
10

00
08

07
15

06
14

04
12

03
11

1 1 1 1

受信可否状態
受信可能状態

受信不可状態

ループ状態

0

1

11

10

01

00

センタ給電装置あり

センタ給電装置なし

00

1

センタ給電装置

●ネットワーク送信/受信命令終了コード出力： 237CH(CPU31/33専用)

SYSMAC LINK/SYSNET使用時、ネットワーク送信/受信(SEND/RECV)
命令実行後の終了コードを237CHに出力します。15～08ビットに系統#1
を、00～07ビットに系統#0の終了コードを出力します。

15 08

237CH 系統#1
終了コード

系統#0
終了コード

07 00

ノーマルループ中

下流側へループバック中

上流側へループバック中

ループ異常

●SYSNET終了コード●SYSMAC LINK終了コード

終了
コード

00

01

02

03

04

05

06

07

08
09

項目

正常終了
パラメータ
エラー

送信不可

相手局未加入

ビジーエラー

レスポンスタ
イムアウト
レスポンスエラー
通信コント
ローラ異常
設定異常
本体異常

終了
コード

00

01

02

03

04

05

06

07

内容

正常に処理を終了
ネットワーク送信/受信命令の設
定内容が指定範囲外のとき
ネットワーク間相互接続する場合の
ルーチングテーブルに間違いがある
相手ノードが処理中のためコマン
ドが受信できない
ラインサーバからのトークンを受
け取らなかった
通信ループが異常
相手ノードが存在しない、または
応答監視時間内に応答がない
応答フォーマットが不正

項目

正常終了
パラメータ
エラー

ルーチングエラー

ビジーエラー

送信異常
(トークンロス)
ループ異常

応答なし

応答エラー

内容

正常に処理を終了
ネットワーク送信/受信命令の設
定内容が指定範囲外のとき
コマンド処理中にリセットされ
た、または自ノードがネットワー
クに未加入
相手ノードがネットワークに未加入
相手ノードが処理中のためコマン
ドが受信できない
レスポンス監視時間を超えても応
答がない
相手ノードからのレスポンス異常

通信コントローラの異常

ノードアドレスの設定が異常
相手ノードのPC本体CPU異常
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●データリンクステータス出力： 238～245CH(CPU31/33専用)

SYSMAC LINK/SYSNET使用時、データリンクステータスを238～
245CHに出力します。
SYSMAC LINKとSYSNETでは、データ構成が異なりますのでご注意くだ
さい。

●SYSMAC LINK

ビット

15～12
ノード4
ノード8
ノード12
ノード16

11～18
ノード3
ノード7
ノード11
ノード15

07～04
ノード2
ノード6
ノード10
ノード14

03～00
ノード1
ノード5
ノード9
ノード13

系統#0

238CH
239CH
240CH
241CH

系統#1

242CH
243CH
244CH
245CH

各ノードのデータ構成
上位ビット 下位ビット

PC本体運転中時=1
PC本体異常時=1
通信異常時=1
データリンク稼働中時=1

●SYSNET

ビット(表内はノードNo.)
系統#0

238CH
239CH
240CH
241CH

系統#1

242CH
243CH
244CH
245CH

PC本体異常時=1 PC本体運転中時=1

15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 0
8 7 6 5 4 3 2 1 8 7 6 5 4 3 2 1
16 15 14 13 12 11 10 9 16 15 14 13 12 11 10 9
24 23 22 21 20 19 18 17 24 23 22 21 20 19 18 17
32 31 30 29 28 27 26 25 32 31 30 29 28 27 26 25
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補助記憶リレー（AR）

チャネル番号/リレー番号 機能

0号機エラーフラグ

1号機エラーフラグ

2号機エラーフラグ

3号機エラーフラグ

4号機エラーフラグ

5号機エラーフラグ

6号機エラーフラグ

7号機エラーフラグ

8号機エラーフラグ

9号機エラーフラグ

SYSMAC LINK/SYSNET
系統#1エラーフラグ

SYSMAC LINK/SYSNET
系統#0エラーフラグ

上位リンクユニット（ベース取付タイ
プ）＃1のCPU←→上位リンクユニッ
ト間がエラーのときにONします。

上位リンクユニット（ベース取付タイ
プ）＃0のCPU←→上位リンクユニッ
ト間がエラーのときにONします。

リモートI/O親局1号機がエラー
のときにONします。

リモートI/O親局0号機がエラー
のときにONします。

0号機リスタートフラグ

1号機リスタートフラグ

2号機リスタートフラグ

3号機リスタートフラグ

4号機リスタートフラグ

5号機リスタートフラグ

6号機リスタートフラグ

7号機リスタートフラグ

8号機リスタートフラグ

9号機リスタートフラグ

高機能I/Oユニットエラーフラグ

• 高機能I/Oユニットの号機No.
が二重設定時にONします。

• CPU←→高機能I/Oユニット間
が正常にリフレッシュされな
かったときONします。

• PCリンクユニットも上記に含
まれます。

AR0000

AR0001

AR0002

AR0003

AR0004

AR0005

AR0006

AR0007

AR0008

AR0009

AR0010

AR0011

AR0012

AR0013

AR0014

AR0015

AR0100

AR0101

AR0102

AR0103

AR0104

AR0105

AR0106

AR0107

AR0108

AR0109

上位リンクエラーフラグ

AR00CH

AR01CH

リフレッシュ方法

SYSMAC LINK/SYSNETエラーフラグ

SYSMAC LINK/SYSNETリンク
ユニットの系統No.二重設定時、ま
たはCPU←→SYSMAC LINK/
SYSNETリンクユニット間のリフ
レッシュが正常に行われなかった
ときONします。

運転中
毎スキャン
リ フ レ ッ
シュ

運転中
毎スキャン
リ フ レ ッ
シュ

高機能I/Oユニットリスタートフラグ

• 高機能I/Oユニットをリスター
トします。これらのフラグを強
制セット／リセットでOFF→
ON→OFFするか、電源をON→
OFF→ONしてください。

• PCリンクユニットも上記に含
まれます。

リモートI/O親局
エラーフラグ
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チャネル番号/リレー番号 機能 リフレッシュ方法

AR01CH

SYSMAC LINK/SYSNET
系統#1リスタートフラグ

SYSMAC LINK/SYSNET
系統#0リスタートフラグ

リモートI/O親局1号機
リスタートフラグ

リモートI/O親局0号機
リスタートフラグ

0号機エラーフラグ

1号機エラーフラグ

2号機エラーフラグ

3号機エラーフラグ

4号機エラーフラグ

0号機エラーフラグ

1号機エラーフラグ

2号機エラーフラグ

3号機エラーフラグ

4号機エラーフラグ

5号機エラーフラグ

6号機エラーフラグ

7号機エラーフラグ

8号機エラーフラグ

9号機エラーフラグ

グループ2エラーフラグ

AR0110

AR0111

AR0112
AR0113

AR0114

AR0115

AR0200

AR0201

AR0202

AR0203

AR0204

AR0205

AR0206

AR0207

AR0208

AR0209

AR0210

AR0211

AR0212

AR0213

AR0214

AR0215

グループ2エラーフラグ

• 多点入出力ユニット（グループ
2)、B7Aインタフェースユニッ
ト（グループ2タイプ）のI/ONo.
チャネルが重複時ONします。

• 64点ユニットを9号機に設定し
たときONします。

• 多点出力ユニット（トランジス
タタイプ)のヒューズが切れた
ときONします。

運転中
毎スキャン
リ フ レ ッ
シュ

AR02CH

多点入出力ユニット（グループ2)、B7Aイ
ンタフェースユニット（グループ2タイ
プ）と認識されなかったときONします。

特定の機能はありません。

SYSMAC LINK/SYSNETリスタートフラグ

SYSMAC LINK/SYSNETリンク
ユニットのリスタート時、OFF→
ON→OFFしてください。

リモートI/O親局リスタートフラグ

リモートI/O親局をリスタートしま
す。OFF→ON→OFFしてください。

リモートI/O子局装置運転開始時
エラー表示

• リモートI/Oユニット子局装置
の号機No.が二重設定、または
運転を開始したときの伝送エ
ラーのときONします。

• 運転を開始したときのエラー
表示は特殊補助リレー251CH
に表示されます。

C
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チャネル番号/リレー番号 機能

AR0300

AR0301

AR0302

AR0303

AR0304

AR0305

AR0306

AR0307

AR0308

AR0309

AR0310

AR0311

AR0312

AR0313

AR0314

AR0315

AR0400

AR0401

AR0402

AR0403

AR0404

AR0405

AR0406

AR0407

AR0408

AR0409

AR0410

AR0411

AR0412

AR0413

AR0414

AR0415

リフレッシュ方法

伝送I/O 0号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 0号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 1号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 1号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 2号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 2号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 3号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 3号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 4号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 4号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 5号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 5号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 6号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 6号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 7号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 7号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 8号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 8号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 9号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 9号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 10号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 10号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 11号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 11号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 12号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 12号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 13号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 13号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 14号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 14号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 15号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 15号機「H」エラーフラグ

AR03CH

AR04CH

運転中
毎スキャン
リ フ レ ッ
シュ

伝送I/Oユニット運転開始時のエ
ラー表示

伝送I/Oユニットのチャネルを二
重設定したときにONします。
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チャネル番号/リレー番号 機能

AR0500

AR0501

AR0502

AR0503

AR0504

AR0505

AR0506

AR0507

AR0508

AR0509

AR0510

AR0511

AR0512

AR0513

AR0514

AR0515

AR0600

AR0601

AR0602

AR0603

AR0604

AR0605

AR0606

AR0607

AR0608

AR0609

AR0610

AR0611

AR0612

AR0613

AR0614

AR0615

リフレッシュ方法

伝送I/O 16号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 16号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 17号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 17号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 18号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 18号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 19号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 19号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 20号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 20号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 21号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 21号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 22号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 22号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 23号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 23号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 24号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 24号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 25号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 25号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 26号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 26号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 27号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 27号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 28号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 28号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 29号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 29号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 30号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 30号機「H」エラーフラグ

伝送I/O 31号機「L」エラーフラグ

伝送I/O 31号機「H」エラーフラグ

AR05CH

AR06CH

運転中
毎スキャン
リ フ レ ッ
シュ

伝送I/Oユニット運転開始時のエ
ラー表示

伝送I/Oユニットのチャネルを二
重設定したときにONします。



資.53

資-3 リレー番号の割り付け

チャネル番号/リレー番号 機能 リフレッシュ方法

資-6項参照

データリンク設定

外部(FITなど)設定
LRエリアのみ使用
DMエリアのみ使用
LR/DMエリア両方使用

系統#0
AR0701 AR0700

0 0
0 1
1 0
1 1

SYSMAC LINKのデータリンク設定
SYSMAC LINKユニットを使用する場合に、次のデータリン
ク設定を行ってください。

系統#1
AR0705 AR0704

0 0
0 1
1 0
1 1

自動設定

• 上記で「自動設定」にしたときは、次の設定を行ってください。
系統#0

AR0703 AR0702
0 0
0 1
1 0
1 1

系統#1
AR0707 AR0706
0 0
0 1
1 0
1 1

1ノード当りの割付CH数
LR DM
4CH 8CH
8CH 16CH
16CH 32CH
32CH 64CH

使用可能
最大ノード数

16
8
4
2

系
統
#
0

系
統
#
1

ターミナルモードにおけるキー入力キャンセルフラグ
このフラグをONすると、27700～27909とAR22CHの全ビット
をOFFにします。

拡張ターミナルモード切換えフラグ

機能拡張用予備領域のため使用できません。

本体動作設定スイッチSW6のON/OFFの設定が反映されます。

異常発生履歴シフト指定フラグ

異常発生履歴イニシャルフラグ

異常発生履歴格納フラグ

SYSMAC LINKネットワーク加入ステータス
SYSMAC LINKネットワークに参加しているノードのフラグ
がONします。

ビット
15 14 13 12 11 10 09 08 07 06 05 04 03 02 01 00
16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
32 31 30 29 28 27 26 25 24 23 22 21 20 19 18 17
48 47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33
- - 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 51 50 49

系統#1

AR12CH
AR13CH
AR14CH
AR15CH

系統#0

AR08CH
AR09CH
AR10CH
AR11CH

SYSMAC LINK異常フラグ
SYSMAC LINK異常時、次の表のビットがONします。

系統#0
AR1114
AR1115

系統#1
AR1514
AR1515

機能
通信コントローラ異常時ONします。
EEPROM異常時ONします。

系
統
#
1

系
統
#
0

AR0700

AR0703
〜

AR0704

AR0707
〜

AR0708

AR0709

AR0710
AR0711

AR0712

AR0713

AR0714

AR0715

AR08CH

AR11CH
〜

AR07CH

AR12CH

AR15CH
〜 －

－
SYSMAC
LINK
運転時
毎スキャン
リフレッ
シュ

SYSMAC
LINK
運転時
毎スキャン
リフレッ
シュ

毎スキャン
リフレッ
シュ
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チャネル番号/リレー番号 機能 リフレッシュ方法

　

SYSNET/SYSMAC LINKサービス時間表示
SYSNET/SYSMAC LINKに対する、CPU本体の1サイクル当
りサービス時間を計測して、BCD4桁(000.0～999.9ms)で出
力します。

系統#0

AR16CH

系統#1

AR17CH
15～12
x102

ビット
11～08
x101

07～04
x100

03～00
x10一1

系
統
#
0
系
統
#
1

－AR16CH

－AR17CH

SYSNET/
SYSMAC
LINK
運転時
毎スキャン
リフレッ
シュ

)

)

)

25℃� ±1分�

55℃� －3～0分�

周囲温度� 精度（月差）�

0℃� －2～0分�

• 年（西暦下2桁）、月、日、時、分、秒、曜日
をAR18～21CHに出力します。

• 時計精度
時計の精度は周囲温度により変化し
ます。下表を参考にしてください。

AR18CH

チャネル番号�
ビット�

15 08 07 00

分(00～59) 秒(00～59)

AR19CH 日(01～31) 時(00～23)

AR20CH
年(00～99)�

(西暦下2桁)
月(01～12)

AR21CH 曜日�

AR2115 時刻合せフラグ�

�

AR2114 時計停止フラグ�

�

AR2113 30秒補正フラグ�

02 火曜日�

01 月曜日�

00 日曜日�

03 水曜日�

04 木曜日�

05 金曜日�

06 土曜日�

時計機能

時刻合わせ方法1.
q時計停止フラグ（AR2114）をONにします。
wAR18～21CHに年～曜日をBCDデータとして設定します。I/O多
点モニタ、強制セット/リセットを使うと便利です。

e設定した値が現在の時刻になったときに、時刻合わせフラグ
（AR2115）をONさせます。
このとき、時計停止フラグ（AR2114）がOFFして時計動作を開始します。
時計動作を開始すると、時刻合わせフラグ（AR2115）はOFFします。

r秒データの補正は、30秒補正フラグ（AR2113）をONしてください。

00秒になります。
1分桁上げして00秒になります。

秒データが00～29秒のとき
秒データが30～59秒のとき

上記の動作を完了すると、30秒補正フラグ（AR2113）は自動的に
OFFします。

時計合わせ方法2.
プロコンでの時計の設定については、「時計の時間の読み出し/設定
をする」を参照してください。

AR18CH

AR21CH
〜

毎スキャン
リ フ レ ッ
シュ

8章35項参照
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チャネル番号/リレー番号 機能

AR2200

AR2201

AR2202

AR2203

AR2204

AR2205

AR2206

AR2207

AR2208

AR2209

AR2210

AR2211

AR2212

AR2213

AR2214

AR2215

—

AR2400

AR2404

AR2405

AR2406

AR2407

AR2408

AR2409

AR2410

リフレッシュ方法

キー入力でONします。

キー入力でONします。

キー入力でONします。

キー入力でONします。

キー入力でONします。

キー入力でONします。

キー入力でONします。

キー入力でONします。

キー入力でONします。

キー入力でONします。

＋ キー入力でONします。

＋ キー入力でONします。

＋ キー入力でONします。

＋ キー入力でONします。

＋ キー入力でONします。

＋ キー入力でONします。

AR22CH

キーボードマッピング機能

• キーボードマッピング機能は、
プログラミングコンソールの
変更�キーを押して、ターミナ
ルモードになったときだけ可
能です。

• キー入力キャンセルフラグ
（AR0708）をONすると、
AR22CHの全ビットがOFFし
ます。
AR0708がONのときは、
AR22CHの各ビットはキーを
押してもONしません。

毎スキャン
リ フ レ ッ
シュ

電源断発生回数表示
電源断発生回数をBCD4桁で出力します。
電源断発生回数は、プログラマブルコントローラの最初の電源投
入後に積算されます。必要によりプロコンの「現在値を変更する」
操作により「0000」を設定してリセットしてください。

特定の機能はありません。このリレー番号は使用できません。

実際のサイクルタイムが、サイクルタイム一定命令（SCAN）の設定
値より超えたときONします。

SYSMAC LINKの系統#1のネットワークパラメータ(最大ノードア
ドレス)がFITでの設定値と実際の値が異なるときONします。

SYSMAC LINKの系統#0のネットワークパラメータ(最大ノードア
ドレス)がFITでの設定値と実際の値が異なるときONします。

SYSNET/SYSMAC LINKの系統#1が接続されているときONします。

SYSNET/SYSMAC LINKの系統#0が接続されているときONします。

特定の機能はありません。

AR23CH
電源投入時
リ フ レ ッ
シュ

6

7

8

9

0A

1B

2C

3D

4E

5F

シフト�

シフト�

シフト�

シフト�

シフト�

シフト�

0A

1B

2C

3D

4E

5F

ビット

AR23CH 15～12

×103

11～08

×102

07～04

×101

03～00

×100

〜

AR24CH
毎スキャン
リ フ レ ッ
シュ
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チャネル番号/リレー番号 機能

AR2411

AR2412

AR2413

AR2414

AR2415

AR2500

AR2511

AR2512

AR2513

AR2514

AR2515

—

—

リフレッシュ方法

AR25CH

AR27CH

PCリンク多階層#1が接続されているときONします。

PCリンク多階層#0、または多階層なしが接続されているときONします。

上位リンク(ベース取り付けタイプ）#1が接続されているときONします。

上位リンク(ベース取り付けタイプ）#0が接続されているときONします。

CPUユニットに周辺ツールが接続されているときONします。

機能拡張予備領域のため使用できません。

トレース完了

トレース実行中

トレーストリガ

トレーススタート

サイクルタイム最大値表示
• 運転開始以降のサイクルタイムの最大値をBCD4桁（000.0～
999.9ms)で出力します。

• 電源断したとき、および「プログラム」モード切り替え時も記憶さ
れます。次の運転開始で初期化されます。

毎スキャン
リ フ レ ッ
シュ

毎スキャン
リ フ レ ッ
シュ

リレーON立
ち上げ時リ
フレッシュ

ビット

AR26CH

サイクルタイム現在値表示
• 運転中のサイクルタイムの現在値をBCD4桁（000.0～999.9ms)
で出力します。

ビット

AR27CH

AR24CH

AR26CH

【データトレース機能】

運転中
毎スキャン
リ フ レ ッ
シュ

〜

15～12

×102

11～08

×101

07～04

×100

03～00

×10一1

15～12

×102

11～08

×101

07～04

×100

03～00

×10一1

• 補助記憶リレーは保持リレーと同様、電源断時および「プログラム」モードへの切り
替え時もON/OFF状態を記憶します。

• 次のエリアは、各ユニットを使用するときだけ使用します。
ユニットを使用しないときは、保持リレーと同様の目的でユーザーが使用できます。

チャネル番号 用途
AR07～15CH SYSMAC LINK用

AR16/17CH SYSNET/SYSMAC LINK用
AR18～21CH 時計機能用
AR0713～0715 異常発生履歴機能用
AR0708、0709

AR22CH ターミナルモード用

• C200HSはCPUユニットに時計機能があります。
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機能

発生した異常内容と発生日時を最大10個まで記憶し
ます。

プログラマブルコントローラの動作モードを設定し
ます。

高機能I/Oユニットなどの初期値を設定します。

システムエリア

DM6000～6030

DM6600～6655

DM7000～9999

名称

異常発生履歴格納領域

PCシステム設定領域

拡張固定DM領域

データメモリ(DM)

●データメモリの領域

1
0
0
0

2
0
0
0

6
1
4
4

6
6
5
5

6
6
0
0

【通常DM】

PCシステム設定領域高機能I/Oユニットを使用した
ときは、専用エリアになります。
PCシステム設定で「DMリニア
モード」に設定すると、通常DM
として使用できます。

システム領域
（異常発生履歴格納エリアなど）

ユーザ演算用

読み出し/書き込み可能

固定DM

読み出し可能

PCシステム設定で「DMリニアモード」に設定すると、高機能I/Oユ
ニット用の専用エリアになります。

6
0
0
0

0
0
0
0

7
0
0
0

8
0
0
0

9
9
9
9

UMエリア配置の設定で拡張固定DMを
確保すると、使用できます。

【拡張固定DM】

(読み出し命令だけで読み出し可能)

D
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タイマ/カウンタ（TIM/CNT）
タイマ/カウンタ番号の割り付けを示します。

000
001
002
003
004
005
006
007
008
009
010
011
012
013
014
015

016
017
018
019
020
021
022
023
024
025
026
027
028
029
030
031

032
033
034
035
036
037
038
039
040
041
042
043
044
045
046
047

048
049
050
051
052
053
054
055
056
057
058
059
060
061
062
063

064
065
066
067
068
069
070
071
072
073
074
075
076
077
078
079

080
081
082
083
084
085
086
087
088
089
090
091
092
093
094
095

096
097
098
099
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111

112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127

タイマ/カウンタ番号名称

496
497
498
499
500
501
502
503
504
505
506
507
508
509
510
511

タイマ/カウンタ
TIM/CNT000～
511(512点)

～

• タイマ/カウンタ番号は、タイマ（TIM）、高速タイマ（TIMH）、積算タイマ
（TTIM)、カウンタ（CNT）、可逆カウンタ（CNTR）命令で使用します。これ
らの命令で同じ番号を重複して使用することはできません。

［例］ CNT10とTIM10というような使用はできません。
重複使用の場合、プログラムチェック時に「コイルニジュ
ウシヨウ」が表示され、プログラムを実行すると異常動作
となります。

• 高速タイマ（TIMH）命令を使用する場合で、サイクルタイムが10msを超
えるときは、TIM000～015を使用してください。
その他のタイマは割り込み処理をしませんので、正確なタイムカウント
ができないときがあります。

• タイマ/高速タイマの現在値は、運転を開始したとき、およびIL－ILC命令
内でのIL条件がOFFのときにリセットされます。積算タイマは、運転開始
時にリセットされます。

• カウンタ/可逆カウンタの現在値は、上記の条件のときもデータを保持し
ます。

• タイマ/カウンタ番号の使用順やa、b接点の使用回数に制限はありません。
また、タイマ/カウンタの現在値はチャネルデータとしても使用できます。
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保持リレー（HR）
保持リレーのリレー番号の割り付けを示します。

• 保持リレーは、電源断時や「プログラム」モードへ切り替えたときにも、
ON/OFF状態を記憶します。

• SYSNETを使用するときは、ルーチングテーブル用（ネットワーク間送信
を行う場合）や監視タイマ用として、必要なCH数がHR00～42CHで割り
付けられます。

HR01CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

名称 チャネル番号／リレー番号

保持リレー

チャネル番号
HR00～99CH
リレー番号
HR0000～9915
（100CH×16点
＝1,600点）

HR98CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

HR99CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

～

～

HR00CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
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一時記憶リレー（TR）
一時記憶リレーのリレー番号の割り付けを示します。

• 一時記憶リレーは、回路の分岐点でON/OFF状態を一時記憶するリレー
です。

• 一時記憶リレーは、ニモニックでプログラムを作成するときだけ使用し
ます。ラダー図で作成するときは使用しません。

• 一時記憶リレー番号は、1回路の中では重複して使用できません。回路が
異なるときは、他の回路で使用した一時記憶リレー番号を重複して使用
できます。

リレー番号 内容名称

テンポラリーリレー0
テンポラリーリレー1
テンポラリーリレー2
テンポラリーリレー3
テンポラリーリレー4
テンポラリーリレー5
テンポラリーリレー6
テンポラリーリレー7

一時記憶リレー
TR0～7
（8点）

TR 0
TR 1
TR 2
TR 3
TR 4
TR 5
TR 6
TR 7
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リンクリレー（LR）
リンクリレーのリレー番号の割り付けを示します。

LR00CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

リンクリレー

チャネル番号
LR00～63CH

リレー番号
LR0000～6315

（64CH×16点＝1,024点）

名称

～

チャネル番号／リレー番号

～ LR63CH
00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

• リンクリレーは、PCリンクユニット、または1：1リンク機能を使用すると
きに使用します。

• 自号機のリンクリレーエリアは出力リレーとなり、他号機のリンクリレー
エリアは入力リレーとなります。

• リンクリレーの内容は、電源をONしたとき、「プログラム」モードへ切り替
えたとき、およびIL－ILC命令内でIL条件がOFFのときにリセットされます。

• リンクリレーは、PCリンクユニット、1：1リンク機能を使用しない場合
や、データ送受信用として使用しない場合は、内部補助リレーとして使用
できます。

• リンクリレーの使用方法の詳細については、PCリンクユニットの「ユー
ザーズマニュアル」をご覧ください。

1:1リンク機能の使用方法

の詳細については、「1:1リ

ンクの設定と通信の使用方

法」を参照してください。

参 照�

6-8項参照
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資.62

アナログタイマユニットは、プログラミングコンソールを使わなくても、
タイマ時間の設定、調整を容易に行うことができます。
「外部ボリューム用コネクタ」が付いていますので、操作盤にタイマ設定用
ボリュームを配置することができます。

動作説明とリレー番号の割り付け

●動作説明
• タイマ起動入力がONすると、アナログタイマユニットに割り当てられ
たタイマセット接点（nCHの00～03）がONし、アナログタイマが動作し
ます。このとき、アナログタイマユニット上のタイマセット表示（SET）
が点灯します。

• 内部ボリューム、または外部ボリュームで設定された時間経過後、アナ
ログタイマユニットのタイムアップ接点（nCHの08～11）がONし、タイ
ムアップ出力もONします。
このとき、アナログタイマユニット上のタイムアップ表示（TIME UP）が
点灯します。

• 内部/外部ボリュームの切り替えや外部ボリュームの接続、およびス
イッチの設定については『セットアップマニュアル』をご参照ください。

タイマセット接点
nCH00～03

タイマ起動入力

タイムアップ接点

タイムアップ出力
nCH08～11

タイマ起動入力

タイムアップ出力

タイマ設定時間

▼

資-4

アナログタイマユニットの使い方
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●リレー番号の割り付け

●時間レンジ設定
ユニット前面の上側のスイッチによって設定します。
（1：ON、0：OFF)

タイマ記号

T0

T1

T2

T3

SW[No.
8
7
6
5
4
3
2
1

0.1～1 秒
0
0
0
0
0
0
0
0

1～10秒
1
0
1
0
1
0
1
0

10～60秒
0
1
0
1
0
1
0
1

1～10分
1
1
1
1
1
1
1
1

●内部/外部ボリューム切り替えスイッチ
ユニット前面の下側のスイッチによって設定し
ます。

ON 内部ボリュームを使用するとき。
OFF 外部ボリュームを使用するとき。

T0
SW4

T 1
SW3

T2
SW2

T3
SW1

ビット

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

nCHは装着スロットで
決まります。

タイマセットで”1”

0 動作

1 停止

nCH

T0セット接点

T1セット接点

T2セット接点

T3セット接点

T0休止フラグ

T1休止フラグ

T2休止フラグ

T3休止フラグ

T0タイムアップ接点

T1タイムアップ接点

T2タイムアップ接点

T3タイムアップ接点

使用不可

タイマセットで”1”

入力／出力

出力

入力

－
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アナログタイマユニットを使ったプログラム例

アナログタイマユニットの時間レンジ、外部ボリュームの接続を以下のよ
うに設定してください。

●設定例
• アナログタイマユニット装着スロットのチャネル番号…002CH
• 入力ユニット装着スロットのチャネル番号………………000CH
• 出力ユニット装着スロットのチャネル番号………………005CH

• タイマ時間/ボリュームの設定

ボリューム

内部

内部

外部

外部

タイマNo．

T0

T1

T2

T3

時間設定レンジ

0.1～1秒

1～10秒

10～60秒

1～10分

設定値

約0.6秒

約3秒

約20秒

約8分

ボリューム設定

右へ6/10

右へ3/10

右へ2/10

右へ8/10
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内部ボリュームとしてこの2つが有効となります。
ボリュームは付属の－ドライバで設定例の値に調整します。
時計方向が大となります。

この2つのボリュームは無効です。

時間レンジ設定
設定にしたがって下表の通り設定します。

●アナログタイマユニットの設定・配線など

TM001

SET

TIME UP
0 1 2 3

1
8

7
6

5
4

3
2

NO→�

1
4

3
2

NO

0

1

2

3

0

2

1

3

→�

T0、T1は内部ボリュームなので、SW4、3をONに、T2、
T3は外部ボリュームなので、SW2、1をOFFにします。

何も接続しないでください。
「内部ボリューム」に設定した状態で、外部ボリューム
が接続されていると、内部ボリュームでの設定値がく
るいます。

外部ボリューム20kΩ
外部ボリュームT2、T3は設定例の値に調整します。
コネクタについては『セットアップマニュアル』
を参照してください。

▼▼
▼

▼
▼

▼

▼ ▼ ▼

T3 T2

▼

T1

1～10秒

T2

10～60秒

T0

0.1～1秒

T3

1～10分

SW8

OFF

SW7

OFF

SW6

ON

SW5

OFF

SW4

OFF

SW3

ON

SW2

ON

SW1

ON

T1

SW3

内部

ON

T2

SW2

外部

OFF

T0

SW4

内部

ON

T3

SW1

外部

OFF
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T1タイマセット

●プログラム
【動作の概要】

1 入力00002ONから約0.6秒（T0)後に、出力00500がONします。

2 入力00003ONから約3秒（T1）後に、出力00501がONします。

3 入力00004ONから約20秒（T2）後に、出力00502がONし、約8分（T3）後に出力00503がONします。

4 入力00005でタイマT2、T3は停止します。

T1タイムアップ

T3タイムアップ

00211

T2タイムアップ

00210

00503

00502

00203 T3

00202 T2
00004

00209

タイマセット

00501

00201 T1
00003

T0タイムアップ

00208

00002

00500

00200 T0

タイマセット

00207 T3

00206 T2

タイマ休止フラグ
00005(非常停止入力) 非常停止入力がONしたときはT2、T3の動作を

休止します。

入力00002がONすると、タイマT0（00200）が
起動し、アナログタイマユニットのSET表示が点
灯します。

内部ボリュームで設定した時間が経過すると、タ
イムアップ接点（00208）がONし、アナログタイ
マユニットのTIME UP表示が点灯します。これ
と同時に出力00500がONします。

入力00003がONすると、タイマT1（00201）が
起動し、アナログタイマユニットのSET表示が点
灯します。

内部ボリュームで設定した時間が経過すると、タ
イムアップ接点（00209）がONし、アナログタイ
マユニットのTIME UP表示が点灯します。これ
と同時に出力00501がONします。

入力00004がONすると、タイマT2（00202）、
T3（00203）が起動し、アナログタイマユニット
のSET表示が点灯します。

外部ボリュームで設定した時間が経過すると、タ
イムアップ接点（00210）がONし、アナログタイ
マユニットのTIME UP表示が点灯します。これ
と同時に出力00502がONします。

外部ボリュームで設定した時間が経過すると、タ
イムアップ接点（00211）がONし、アナログタイ
マユニットのTIME UP表示が点灯します。これ
と同時に出力00503がONします。

▲
▲

▲
▲

▲
▲

▲
▲
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分類 命令語 略語 FUNNO.

ラダー基本命令 基本命令 アンド AND
アンド・ノット AND･NOT
アンド・ロード AND･LD
エンド END (01)
オア OR
オア・ノット OR･NOT
オア・ロード OR･LD
キープ KEEP (11)
セット／リセット SET/RSET
ロード LD
ロード・ノット LD･NOT
無機能 NOP (00)
出力（アウト） OUT
否定出力（アウトノット） OUT･NOT

インター インターロック IL (02)

ロック インターロッククリア ILC (03)

ジャンプ ジャンプ JMP (04)
ジャンプエンド JME (05)

タイマ/ カウンタ CNT
カウンタ タイマ TIM

可逆カウンタ CNTR (12)
高速タイマ TIMH (15)
積算タイマ TTIM (87)*

入力微分 立下り微分 DIFD (14)

立上り微分 DIFU (13)

データ応用命令 データ １ビット右シフト ASR/@ASR (26)

シフト １ビット右回転 ROR/@ROR (28)
１ビット左シフト ASL/@ASL (25)
１ビット左回転 ROL/@ROL (27)
１桁右シフト SRD/@SRD (75)
１桁左シフト SLD/@SLD (74)
シフトレジスタ SFT (10)
ワードシフト WSFT/@WSFT (16)

機能別分類リスト
* ：拡張応用命令割り付け用FUN No.
**：拡張応用命令

資-5

命令語一覧
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分類 命令語 略語 FUNNO.

データ応用命令 データ 左右シフトレジスタ SFTR/@SFTR (84)
シフト 非同期シフトレジスタ ASFT/@ASFT (17)*
データ ディジット転送 MOVD/@MOVD (83)
転送 データ交換 XCHG/@XCHG (73)

データ抽出（スタック読み出し） COLL/@COLL (81)
データ分配（スタック書き込み） DIST/@DIST (80)
ビット転送 MOVB/@MOVB (82)
ブロック設定 BSET/@BSET (71)
ブロック転送 XFER/@XFER (70)
多ビット転送 XFRB/@XFRB (62)*
転送 MOV/@MOV (21)
否定転送 MVN/@MVN (22)

データ テーブル一致 TCMP/@TCMP (85)
比較 テーブル間比較 BCMP/@BCMP (68)*

多チャネル比較 MCMP/@MCMP (19)*
倍長比較 CMPL (60)*
倍長領域範囲比較 ZCPL (**)
比較 CMP (20)
符号付きBIN倍長比較 CPSL (**)
符号付きBIN比較 CPS (**)
領域範囲比較 ZCP (88)*

データ 256→8エンコーダ DMPX/@DMPX (77)
変換 7セグメントデコーダ SDEC/@SDEC (78)

8→256デコーダ MLPX/@MLPX (76)
ASCIIコード変換 ASC/@ASC (86)
ASCII→HEX変換 HEX/@HEX (**)
BCD→BIN倍長変換 BINL/@BINL (58)
BCD→BIN変換 BIN/@BIN (23)
BIN→BCD倍長変換 BCDL/@BCDL (59)
BIN→BCD変換 BCD/@BCD (24)
ビット行→ビット列変換 COLM/@COLM (64)*
ビット列→ビット行変換 LINE/@LINE (63)*
時分秒→秒変換 SEC/@SEC (65)*
秒→時分秒変換 HMS/@HMS (66)*

演算応用命令 BCD演算 BCD加算 ADD/@ADD (30)
BCD減算 SUB/@SUB (31)
BCD除算 DIV/@DIV (33)
BCD乗算 MUL/@MUL (32)
BCD倍長加算 ADDL/@ADDL (54)
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分類 命令語 略語 FUNNO.

演算応用命令 BCD演算 BCD倍長減算 SUBL/@SUBL (55)
BCD倍長除算 DIVL/@DIVL (57)
BCD倍長乗算 MULL/@MULL (56)
インクリメント INC/@INC (38)
クリアキャリー CLC/@CLC (41)
セットキャリー STC/@STC (40)
デクリメント DEC/@DEC (39)
浮動小数点除算 FDIV/@FDIV (79)
平方根 ROOT/@ROOT (72)

BIN演算 2の補数倍長変換 NEGL/@NEGL (**)
2の補数変換 NEG/@NEG (**)
BIN加算（符号演算機能付加） ADB/@ADB (50)
BIN減算（符号演算機能付加） SBB/@SBB (51)
BIN除算 DVB/@DVB (53)
BIN乗算 MLB/@MLB (52)
BIN倍長加算（符号演算機能付加） ADBL/@ADBL (**)
BIN倍長減算（符号演算機能付加） SBBL/@SBBL (**)
符号付BIN除算 DBS/@DBS (**)
符号付BIN乗算 MBS/@MBS (**)
符号付BIN倍長除算 DBSL/@DBSL (**)
符号付BIN倍長乗算 MBSL/@MBSL (**)

論理演算 ビット反転 COM/@COM (29)
ワード排他的論理和 XORW/@XORW (36)
ワード排他的論理和否定 XNRW/@XNRW (37)
ワード論理積 ANDW/@ANDW (34)
ワード論理和 ORW/@ORW (35)

特殊演算 FCS値算出 FCS/@FCS (**)
PID制御 PID (**)
サム値算出（合計値算出） SUM/@SUM (**)
スケーリング SCL/@SCL (**)
数値変換 APR/@APR (69)*
データ平均化 AVG (**)

サブルーチン命令/ サブルーチンエントリ SBN (92)
　割り込み制御命令 サブルーチンコール SBS/@SBS (91)

サブルーチンリターン RET (93)
マクロ MCRO/@MCRO (99)
割り込み制御 INT/@INT (89)*

ステップラダー命令 ステップラダー歩進 SNXT (09)
ステップラダー領域定義 STEP (08)
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分類 命令語 略語 FUNNO.

特殊命令 10キー入力 TKY/@TKY (**)
16キー入力 HKY (**)
16文字メッセージ表示 MSG/@MSG (46)
32文字メッセージ表示 LMSG/@LMSG (47)*
7セグメント表示 7SEG (**)
I/Oリフレッシュ IORF/@IORF (97)
ウォッチドッグタイマリフレッシュ WDT/@WDT (94)
サイクルタイム一定 SCAN/@SCAN (18)*
ターミナルモード切り替え TERM/@TERM (48)*
デジタルスイッチ DSW (**)
ビットカウンタ BCNT/@BCNT (67)*
マトリクス入力 MTR (**)
運転継続故障診断 FAL/@FAL (06)
運転停止故障診断 FALS (07)
故障点検出 FPD
多点I/Oリフレッシュ MPRF/@MPRF (61)*

データ検索 データ検索 SRCH/@SRCH (**)
最小値検索 MIN/@MIN (**)
最大値検索 MAX/@MAX (**)

トレース命令 トレースメモリサンプリング TRSM (45)
拡張固定DM命令 拡張固定ＤＭ読み出し XDMR/@XDMR (**)
シリアル通信命令 通信ポート出力 TXD/@TXD (**)

通信ポート入力 RXD/@RXD (**)
SYSNET/SYSMAC LINK ネットワーク送信（CPU31/33専用） SEND/@SEND （90）
ユニット使用時の命令 ネットワーク受信（CPU31/33専用） RECV/@RECV （98）
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FUNNO.

(**)

(50)

(**)

(30)
(54)
—

—

—

(34)
(69)*

(86)

(17)*
(25)
(26)
(**)
(24)
(59)

(68)*

(67)*

(23)
(58)

(71)

(41)
(20)
(60)*

—

(12)

(81)

(64)*

機能

7セグメント表示器にデータを出力します。

BINデータを加算します。

2つの32ビットBINデータを加算します。

BCDデータ４桁を加算します。
BCDデータ８桁を加算します。
論理積条件で接続します。
前の条件との論理積で接続します。
論理積否定条件で接続します。
チャネルデータ単位での論理積をとります。
sin、cos計算、または折線近似値計算をします。
1桁分のチャネルデータ（4ビット）を8ビット
キャラクタコード変換します。
"0"以外のチャネルデータを前(後)にシフトします。
データを左シフトします。
データを右シフトします。
指定チャネルのデータの平均値を計算します。
16ビットBINデータをBCD4桁データに変換します。
32ビットBINデータをBCD8桁データに変換します。
データが比較テーブルデータ内にあるか判別し
ます。
チャネルデータのONしているビットをカウント
します。
4桁BCDデータをBIN16ビットデータに変換します。
8桁BCDデータをBIN32ビットデータに変換します。
連続する複数のチャネルに同じデータを設定し
ます。
キャリーフラグ(25504)を"0"にします。
データを比較します。
2チャネル分のデータを16進4桁で比較します。
減算式でカウントします。
加算、または減算式でカウントします。
抽出アドレスのデータを指定チャネルへ転送し
ます。
チャネルの各ビットのデータを、16チャネル分
の指定したビットにセットします。

* ：拡張応用命令割り付け用FUN No.
**：拡張応用命令

命令語

7セグメント表示
BIN加算
（符号演算機能付加）
BIN倍長加算
（符号演算機能付加）
BCD加算
BCD倍長加算
アンド
アンド・ロード
アンド・ノット
ワード論理積
数値変換

ASCIIコード変換

非同期シフトレジスタ
1 ビット左シフト
1 ビット右シフト
データ平均化
BIN→BCD変換
BIN→BCD倍長変換

テーブル間比較

ビットカウンタ

BCD→BIN変換
BCD→BIN倍長変換

ブロック設定

クリアキャリー
比較
倍長比較
カウンタ
可逆カウンタ
データ抽出
（スタック読み出し）
ビット行→ビット列
変換

略語

7SEG

ADB/@ADB

ADBL/@ADBL

ADD/@ADD
ADDL/@ADDL
AND
AND･LD
AND･NOT
ANDW/@ANDW
APR/@APR

ASC/@ASC

ASFT/@ASFT
ASL/@ASL
ASR/@ASR
AVG
BCD/@BCD
BCDL/@BCDL

BCMP/@BCMP

BCNT/@BCNT

BIN/@BIN
BINL/@BINL

BSET/@BSET

CLC/@CLC
CMP
CMPL
CNT
CNTR

COLL/@COLL

COLM/@COLM

略語順リスト
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FUNNO.

(29)
(**)

(**)

(**)

(**)

(39)

(14)

(13)

(80)

(33)
(57)
(77)
(**)
(53)
(01)
(06)
(07)

(**)

(79)

—

(**)

(**)

(66)*

(02)

(03)
(38)
(89)*
(97)
(05)

機能

ビットを反転します。
チャネルデータを符号付きBIN4桁で比較します。
2チャネルのデータを符号付きBIN(2進化16
進)8桁で比較します。
符号付きBIN4桁のデータを除算します。
2チャネルの符号付きBIN8桁のデータを除算し
ます。
チャネルデータｰ1のBCD減算をします。
論理演算処理結果が、立ち下がりのときに、1ス
キャンだけリレーがONします。
論理演算処理結果が、立ち上がりのときに、1ス
キャンだけリレーがONします。

16ビットデータを分配先アドレスへ転送します。

BCDデータ4桁を除算します。
BCDデータ8桁を除算します。
チャネルのデータをエンコードします。
8桁のデジタルスイッチの設定値を読み込みます。
BINデータを除算します。
プログラムの終了
運転を継続しながら故障診断します。
運転を停止して故障診断します。
上位リンクコマンドの、データの誤りチェックを
計算します。
BCD7桁と指定1桁の、8桁2チャネルの除算をし
ます。
指定した診断回路がONになるまでの時間を監視
します。
ASCIIコードを16進数に変換します。
出力ユニット4点と入力ユニット4点から、16進
数8桁を読み込みます。
秒データを時分秒データに変換します。
リレーコイル、タイマを直前の結果によりセッ
ト/リセットします。
インターロック命令を解除します。
チャネルデータ+1のBCD加算をします。
割り込み制御のサブルーチンを実行します。
I/Oチャネル間データをリフレッシします。
ジャンプ命令を解除します。

命令語

ビット反転
符号付きBIN比較

符号付きBIN倍長比較

符号付BIN除算

符号付BIN倍長除算

デクリメント

立下り微分

立上り微分

データ分配
（スタック書き込み）
BCD除算
BCD倍長除算
256→8エンコーダ
デジタルスイッチ
BIN除算
エンド
運転継続故障診断
運転停止故障診断

FCS値算出

浮動小数点除算

故障点検出

ASCII→HEX変換

16キー入力

秒→時分秒変換

インターロック

インターロッククリア
インクリメント
割り込み制御
I/Oリフレッシュ
ジャンプエンド

略語

COM/@COM
CPS

CPSL

DBS/@DBS

DBSL/@DBSL

DEC/@DEC

DIFD

DIFU

DIST/@DIST

DIV/@DIV
DIVL/@DIVL
DMPX/@DMPX
DSW
DVB/@DVB
END
FAL/@FAL
FALS

FCS/@FCS

FDIV/@FDIV

FPD

HEX/@HEX

HKY

HMS/@HMS

IL

ILC
INC/@INC
INT/@INT
IORF/@IORF
JME
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FUNNO.

(04)

(11)

―

—

(63)*

(47)*
(**)
(**)
(**)

(19)*

(99)

(**)
(52)
(76)
(21)
(82)
(83)

(61)*

(46)

(**)

(32)
(56)
(22)

(**)

(**)

―

—

—

(35)

—

(**)

機能

JME命令までのプログラムを、JMP直前の結果
により実行、非実行します。
セット入力のON状態を保持します。
論理スタート
論理否定スタート
16チャネル分のデータから、指定したビットの
データだけを取り出します。
プロコンに最大32文字のメッセージを表示します。
テーブル内の最大値を検索します。
符号付きBIN4桁のデータを乗算します。
2チャネルの符号付きBIN8桁データを乗算します。
16チャネル分のデータを、チャネル単位で比較
します。
入出力チャネル番号を指定してサブルーチンを
呼び出します。
テーブル内の最小値を検索します。
データをBIN乗算します。
チャネルデータの指定桁を読み取ります。
データを転送します。
ビット単位でデータを転送します。
ディジット(4ビット)単位でデータを転送します。
多点入出力ユニットの、入出力リレーデ ータを
リフレッシュします。
プロコンに最大16文字のメッセージを表示します。
8点×8列の接点（マトリクス入力)の入力データ
を、指定チャネルへ出力します。
BCDデータ4桁を乗算します。
BCDデータ8桁を乗算します。
ビット反転データを転送します。
BIN16ビットデータの補数を、指定チャネルへ出
力します。
2チャネル分のBIN32ビットデータの補数を、指定
チャネルへ出力します。
論理和条件で接続します。
前の条件との論理和で接続します。
論理和否定条件で接続します。
チャネルデータ単位で論理和をとります。
論理演算処理の結果を出力します。
論理演算処理の結果を反転して出力します。
指定されたパラメータに従ってPID制御をします。

命令語

ジャンプ

キープ
ロード
ロード・ノット

ビット列→ビット行変換

32文字メッセージ表示
最大値検索
符号付BIN乗算
符号付BIN倍長乗算

多チャネル比較

マクロ

最小値検索
BIN乗算
8→256デコーダ
転送
ビット転送
ディジット転送

多点I/Oリフレッシュ

16文字メッセージ表示

マトリクス入力

BCD乗算
BCD倍長乗算
否定転送

2の補数変換

2の補数倍長変換

オア
オア・ロード
オア・ノット
ワード論理和
出力（アウト）
否定出力（アウトノット）
PID制御

略語

JMP

KEEP
LD
LD･NOT

LINE/@LINE

LMSG/@LMSG
MAX/@MAX
MBS/@MBS
MBSL/@MBSL

MCMP/@MCMP

MCRO/@MCRO

MIN/@MIN
MLB/@MLB
MLPX/@MLPX
MOV/@MOV
MOVB/@MOVB
MOVD/@MOVD

MPRF/@MPRF

MSG/@MSG

MTR

MUL/@MUL
MULL/@MULL
MVN/@MVN

NEG/@NEG

NEGL/@NEGL

OR
OR･LD
OR･NOT
ORW/@ORW
OUT
OUT･NOT
PID

—
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FUNNO.

(98)

(93)

(27)

(72)

(28)

(**)

(51)

(**)

(92)
(91)
(18)*
(**)

(78)

(65)*

(90)

—

(10)
(84)
(74)
(09)
(**)
(75)
(40)

(08)

(31)
(55)

(**)

(85)

(48)*

機能

SYSNET/SYSMAC LINK上のPCからデータを
受信します。
指定サブルーチンの終了を示します。
キャリーを含めた17ビットデータを、回転左シ
フトします。
BCD8桁の平方根演算をします。
キャリーを含めた17ビットデータを、回転右シ
フトします。
指定ポートで受信したデータを、指定バイト数分
読み出します。

データをBIN減算します。

2つの32ビットBINデータを減算します。

サブルーチン領域の先頭を示します。
指定サブルーチンを呼び出します。
サイクルタイムを一定にします。
演算した値を変換します。
1桁分のチャネルデータ（4ビット）を7セグメン
ト表示用データにデコードします。
時分秒データを秒データに変換します。
SYSNET/SYSMAC LINK上のPCへデータを送
信します。
指定接点をON/OFFします。
シフトレジスタの動作を示します。
左右両方向のシフトレジスタの動作を示します。
1桁（4ビット）単位で左シフトします。
現工程を終了、次工程を開始します。
指定された数値をデータメモリ上から検索します。
1桁（4ビット）単位で右シフトします。
キャリーフラグ(25504)を"ON(1)"にします。
オペランドなし:工程歩進ブロックの終了
オペランドあり:前工程の終了
BCDデータ4桁を減算します。
BCDデータ8桁を減算します。

指定テーブルのサム値（合計）を計算します。

データ（16ビット）が、指定テーブル内のデータ
と一致しているかどうかを判別します。
プロコンをターミナルモードに切り替えます。

略語

RECV@RECV

RET

ROL/@ROL

ROOT/@ROOT

ROR/@ROR

RXD/@RXD

SBB/@SBB

SBBL/@SBBL

SBN
SBS/@SBS
SCAN/@SCAN
SCL/@SCL

SDEC/@SDEC

SEC/@SEC

SEND/@SEND

SET/RSET
SFT
SFTR/@SFTR
SLD/@SLD
SNXT
SRCH/@SRCH
SRD/@SRD
STC/@STC

STEP

SUB/@SUB
SUBL/@SUBL

SUM/@SUM

TCMP/@TCMP

TERM/@TERM

命令語

ネットワーク受信

サブルーチンリターン

1ビット左回転

平方根

1ビット右回転

シリアルポート入力

BIN減算
（符号演算機能付加）
BIN倍長減算（符号演
算機能付加）
サブルーチンエントリ
サブルーチンコール
サイクルタイム一定
スケーリング

7セグメントデコーダ

時分秒→秒変換

ネットワーク送信

セット/リセット
シフトレジスタ
左右シフトレジスタ
1桁左シフト
ステップラダー歩進
データ検索
1桁右シフト
セットキャリー
ステップラダー
領域定義
BCD減算
BCD倍長減算
サム値算出
（合計値算出）

テーブル一致

ターミナルモード切り替え
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FUNNO.

―
(15)
(**)

(45)

(87)*

(**)

(94)

(16)
(73)

(**)

(70)

(62)*

(37)

(36)

(88)*

(**)

機能

オンディレー（減算式）タイマの動作をします。
高速オンディレー（減算式）タイマの動作をします。
テンキーから数値を読み込みます。

データトレース処理を開始します。

積算式ONディレータイマの動作をします。
指定バイト数分のデータを、指定ポートから送信
します。

ウォッチドッグタイマの設定値を変更します。

チャネル単位でデータをシフトをします。
チャネル間でデータを交換します。

拡張固定DMのデータ内容を、読み出します。

連続する複数のデータを一括して転送します。
連続した複数のビットデータを、指定したチャネ
ルのビットへ転送します。
チャネルデータ単位での排他的論理和否定をと
ります。
チャネルデータ単位での排他的論理和をとります。
チャネルデータとエリアの下限値、上限値を比較
します。
チャネルデータ（BIN8桁）とエリアの下限値、上
限値を比較します。

命令語

タイマ
高速タイマ
10キー入力
トレースメモリ
サンプリング
積算タイマ

シリアルポート出力

ウォッチドッグ
タイマリフレッシュ
ワードシフト
データ交換

拡張固定DM読み出し

ブロック転送

多ビット転送

ワード排他的論理和否定

ワード排他的論理和

領域範囲比較

倍長領域範囲比較

略語

TIM
TIMH
TKY/@TKY

TRSM

TTIM

TXD/@TXD

WDT/@WDT

WSFT/@WSFT
XCHG/@XCHG

XDMR/@XDMR

XFER/@XFER

XFRB/@XFRB

XNRW/@XNRW

XORW/@XORW

ZCP

ZCPL
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リレー番号

AR0713
AR0714
AR0715

機能

異常発生履歴シフト指定フラグ
異常発生履歴イニシャルフラグ
異常発生履歴格納フラグ

異常発生履歴格納フラグ(AR0715)をONしておくと、異常が発生したとき、
DM6001～DM6030に異常履歴が格納されます。
1つの異常発生につきDM 3CH分で異常内容と発生時刻が格納されるので、
最大10個まで格納可能です。

異常発生履歴ポインタ(DM6000)の内容は、異常1 個につき1ずつ増え、
0001～000Aまで変化します。

異常発生履歴シフト指定フラグ(AR0713)をONにしておくと、10個を超え
て異常が発生したときは、最も古い異常履歴をクリアして、最新の異常履歴
を格納します。

異常履歴エリア(DM6001～DM6030)の内容をクリアしたいときは、異常
履歴格納フラグ(AR0715)がONの状態で、異常発生履歴イニシャルフラグ
(AR0714)をOFF→ON→OFFしてください。このとき、異常発生履歴ポイン
タ（DM6000）も同時にクリアされます。

以下に、異常発生履歴に使用するリレーを示します。

C200HSでは、運転開始時に異常発生履歴格納フラグ
(AR0715)と異常発生履歴シフト指定フラグ(AR0713)を自動的にON
し、異常発生履歴の機能を実行します。

異常発生履歴機能を使用しない場合は、プログラム中で、異常発生履歴
格納フラグ(AR0715)などをOFFする必要があります。

資-6

異常発生履歴の動作説明
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SYSMAC I/O割付表

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

CH

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

CH

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

CH

ラックNo. ユニットNo. ユニット形式

ラックNo. ユニットNo. ユニット形式

CH ラックNo. ユニットNo. ユニット形式

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

CH

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

CH

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15

CH

ラックNo. ユニットNo. ユニット形式

ラックNo. ユニットNo. ユニット形式

CH ラックNo. ユニットNo. ユニット形式

システム名称

形式 図番

作成 照査 認可
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SYSMAC故障診断FAL/FALS No.リスト

00
01
02
03
04
05
06
07
08
09
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49

FAL No. FAL内容 対策 CH

システム名称

形式 図番

作成 照査 認可

50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

FAL内容 対策
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SYSMAC用コーディングシート

0 0
0 1
0 2
0 3
0 4
0 5
0 6
0 7
0 8
0 9
1 0
1 1
1 2
1 3
1 4
1 5
1 6
1 7
1 8
1 9
2 0
2 1
2 2
2 3
2 4
2 5
2 6
2 7
2 8
2 9
3 0
3 1
3 2
3 3
3 4
3 5
3 6
3 7
3 8
3 9
4 0
4 1
4 2
4 3
4 4
4 5
4 6
4 7
4 8
4 9

アドレス 命令語 データ

システム名称

形式 図番

作成 照査 認可

FUN No. アドレス 命令語 データFUN No.

5 0
5 1
5 2
5 3
5 4
5 5
5 6
5 7
5 8
5 9
6 0
6 1
6 2
6 3
6 4
6 5
6 6
6 7
6 8
6 9
7 0
7 1
7 2
7 3
7 4
7 5
7 6
7 7
7 8
7 9
8 0
8 1
8 2
8 3
8 4
8 5
8 6
8 7
8 8
8 9
9 0
9 1
9 2
9 3
9 4
9 5
9 6
9 7
9 8
9 9
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記号

＊DM(間接指定データメモリ)
間接的にアドレスを指定するときに使うデータメ
モリ。命令のオペランドで直接データを指定せず、
データのあるアドレスを指定します。
例:
MOV
＊D0000
　D0001

DM0000の内容が#1023の場合、この命令が実行さ
れると、DM1023の内容がDM0001へ転送されます。

アルファベット

AR(補助記憶リレー)
特殊補助リレーと同様に、特定の機能を持つリレー
です。

CH(チャネル)
SYSMACで扱う情報量の単位。1CH=16ビット(点)
です。
I/O、LR、HR、ARはチャネル単位、またはビット(点)単
位で扱えます。DMはチャネル単位でだけ扱えます。

DM(データメモリ)
Data Memoryの略。データメモリはプログラマブル
コントローラの中にあり、チャネル(16ビット)単位
でデータを記憶します。
データメモリは1チャネル単位でデータを扱うの
で、ビットを取り扱う命令(LD、AND、OR、OUTな
ど)、SFT命令などでは使用できません。データメモ
リは電源断時もデータを保持します。

EEPROM
Electrically Erasable Programmable Read Only
Memoryの略。記憶されているデータを電気的に消
去します。EEPROMは読み出し専用メモリです。

EPROM
Erasable Programmable Read Only Memoryの略。
記憶されているデータは紫外線を照射することで
消去できます。EPROMは読み出し専用メモリです。
データの書き込み・消去には、別売のROMライタが
必要です。

FIT
ファクトリインテリジェントターミナル(Factory
Intelligent Terminal)の略。サポートソフトを起動し
てプログラムを作成したり、プログラマブルコント
ローラのプログラムをモニタする周辺ツールです。
FIT10、FIT20の2機種があります。

HR(保持リレー)
電源断(OFF)時も、その直前のON/OFF状態を記憶
しているリレーです。保持リレーはプログラム上で
は、入出力リレーや内部補助リレーと同様に使用で
きます。

I/Oテーブル　I/O table
プログラマブルコントローラの入出力ユニットの
テーブルのことです。
SYSMACでは、電源投入時、運転開始前には必ず、実
際の入出力ユニットの状態と、前もって登録されて
いるI/Oテーブルとの比較チェックを行い、相違が
あれば警報を発します。

I/Oリフレッシュ
入力の情報を読み込んだり、演算結果を出力します。

資-8
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LR(リンクリレー)
PCリンク機能を使うとき、複数のプログラマブルコ
ントローラがお互いのデータを共有するためのリ
レーです。

PC
プログラマブルコントローラ(Programmable Con-
troller)の略。ある決められた論理回路で構成される
プログラムを実行し、制御します。

PCシステム設定
プログラマブルコントローラの動作環境を設定し
ます。

PCリンク　PC link
複数台のプログラマブルコントローラ(SYSMAC)
間のデータ交換を、リンクリレー(LR)により行う通
信方式のことです。PCリンクユニットはPCリンク
を行う通信ユニットです。
プログラマブルコントローラのリンクにより、複数
台のプログラマブルコントローラによるシステム
の分散制御が可能となります。

WDT
Watch Dog Timerの略。規定の時間以内にリセット
されないと異常出力を出す回路です。正常動作中は、
上記時間以内にリセットが実行されるようなプログ
ラムとしておき、プログラムの暴走時など、システム
に異常が発生したとき、システムを停止させます。

あ

応用命令
基本命令以外の命令。ファンクション番号(FUN0～
FUN99)で指定される命令です。

オペランド
命令に必要なパラメータ(項目)。SYSMACの応用命
令では、ファンクション番号の後に指定します。
例:
MOV
 #0125

100

オンラインエディット
プログラマブルコントローラのプログラムをパソ
コンまたはFITを使って編集することです。プログ
ラマブルコントローラのモードが「モニタ」または
「プログラム」のときに実行できます。「モニタ」モー
ドであれば、運転動作中にプログラムを変更するこ
とができます。

か

拡張応用命令
「応用命令の設定」機能で設定する応用命令。ファンク
ション番号に割り当てて、プログラムで使用します。

強制セット/リセット
接点を強制的にON/OFFします。

さ

サイクルタイム
共通処理、演算処理(ユーザプログラム0ステップ～
ENDステップまでの実行)、OUTリフレッシュ、ツー
ルサービス、INリフレッシュなど、プログラマブルコ
ントローラの一連の処理に要する時間です。プログ
ラマブルコントローラを含むシステムの構成、入出
力点数、ツール接続の有無、プログラム長によって変
化します。

サブルーチン
メインプログラムとは別の、特定の演算や処理を行
うプログラム。メインプログラムからの要求で実行
します。

サポートソフト
パソコンまたはFIT上で動作するSYSMAC Cシ
リーズ(ラダー図、ニモニック方式)プログラマブル
コントローラ用の周辺ツール(ソフトウェア)。「ラ
ダーサポートソフト」(パソコン用)、「ラダーサポー
トパック10」(FIT10用)、「ラダーサポートパック
20」(FIT20用)があります。
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周辺ツール
プログラマブルコントローラにプログラムを書き
込んだり、プログラムを修正したりする機器です。プ
ログラミングコンソール、ソフトウェアを使った
FIT、パソコンなどがあります。

上位リンク機能
プログラマブルコントローラと上位コンピュータ
(ミニコン、パソコンなど)間で通信する機能です。上
位コンピュータ側でプログラマブルコントローラ
の運転状態や、各種リレーの動作状態の監視・制御や
プログラム変更ができます。

スキャン
プログラマブルコントローラがプログラムを最初
から実行し、次にプログラムの最初に戻るまでの工
程です。「サイクル」とも呼びます。

スタートコード
通信の開始を表すコードです。通信相手の装置に
よっては、特定のスタートコードを必要とするもの
もあります。

ストア
サポートソフトで、プログラムをメモリに一時的に
記憶させる操作です。ラダープログラミング時は、画
面切り替え前に必ず必要な操作です。ストアしない
と、プログラムは消滅します。

ストップビット/スタートビット
データ伝送の代表的な方式の1つである、調歩同期
方式で用いられている言葉です。この方式では、ひと
つひとつの伝送文字(キャラクタ)コードの開始と終
了を示すビットが必要です。この終了を示すビット
をストップビットと言います。(開始を示すビットは
スタートビットと言います。)SYSMACの上位リン
クでは調歩同期方式を採用しています。

設定値
命令語のオペランドに設定したデータ。

た

通信速度
1秒間に送受信できるデータ量です。単位のbpsは、
Bit Per Secondの略で、1秒間に送受信できる総
ビット数を表します。

動作モード
プログラマブルコントローラの運転状況を示しま
す。「運転」、「モニタ」、「プログラム」の3つのモードが
あります。
「運転」モード:プログラマブルコントローラは運転
している状態です。周辺ツールからは、プログラムの
接点を強制的にON/OFFしたり、現在値や設定値を
変更したりすることはできません。
「モニタ」モード:プログラマブルコントローラは運
転している状態です。プログラムの動作を監視しま
す。周辺ツールから、接点を強制的にON/OFFした
り、現在値や設定値を変更することができます。
「プログラム」モード:プログラマブルコントローラ
は停止している状態です。プログラムの作成や修正
ができます。

特殊補助リレー
特定の機能を持つリレーです。

な

入力微分型命令
入力条件がONしたときに、1回だけ実行する命令で
す。サポートソフトでは、応用命令の先頭に「@」を付
けて表示します(例:@MOV)。

は

パリティ
通信エラーを防止するための手段です。データに1
ビットを付加し、"1"のビットの総数が奇数または偶
数にするデータチェック方式が「パリティチェック」
です。このときの、付加した1ビットを「パリティ
ビット」と呼びます。
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フラグ
プログラマブルコントローラの動作状態やエラー
の状態などの情報を表すビットです。

プロコン
プログラミングコンソールの略称。プログラマブル
コントローラにプログラムを書き込んだり、プログ
ラマブルコントローラのプログラムを読み出して
修正したりする周辺ツール。
ま

毎スキャン型命令
入力条件がONしている間、スキャンごとに実行す
る命令です。

命令実行型変換
毎スキャン型命令と入力微分型命令を切り換える
操作のことです。

メモリカセット
プログラマブルコントロータ内のプログラムやPC
システム設定などの情報を保存する装置です。内容
が書き換えられないようにするときにメモリカ
セットに情報を保存しておきます。EPROMタイプ
と、EEPROMタイプの2種類が用意されています。

モニタリング
プログラマブルコントローラのプログラムの動作
状況を監視します。

ら

リモートI/O親局/子局　Remote I/O Master/Slave
リモートI/Oシステムに接続されるユニットのう
ち、リモートI/Oシステムを制御するユニットを親
局(RM)と呼び、その他のユニットを子局を呼びま
す。
子局の中には、I/OベースタイプのRTとI/Oユニット
タイプの伝送I/Oがあります。
RM
CPU
RT
I/O
伝送I/O
伝送I/O

リフレッシュ
データを新しいものに書き換えます。

わ

割り込み
特定の入力接点がONしたり、設定した時間が経過
したときなどに、通常のプログラムの処理を中断し
て、それに対応した処理(割り込み処理ルーチン)を
行う機能です。

割り込みマスク
割り込みの要因が発生しても、割り込み処理ルーチ
ンを実行しないようにするときに、割り込みマスク
を設定します。割り込み処理ルーチンを実行するよ
うにするときは、割り込みマスクを解除します。
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  あ

  アドレス設定 .....................................................8.19
　異常およびメッセージの読み出し/解除 .....8.60
　異常発生履歴格納機能エリア ..........................9.3
　異常発生履歴格納機能 ......................................4.8
　一時記憶リレー(TR) .......................................1.16
　運転継続異常 ....................................................9.14
　運転停止異常...............................................9.2、9.8
　エラーランク ....................................................8.30
　インターロック回路........................................3.13
　応用命令.......................................................1.3、2.6
　オンライン接続 ................................................3.28

  か

　カウンタ(CNT) .................................................1.17
　書き替えの必要なプログラム ..........................3.5
　拡張応用命令 .........................................4.22、8.57
　拡張応用命令の設定 .............................4.22、6.41
　拡張ターミナルモード .........................6.60、8.10
　拡張固定DM......................................................6.19
　拡張リレーエリア ............................................1.12
　環境設定...............................................................2.4
　間接指定データメモリ(*DM) ........................1.19
　キーボードマッピング機能............................8.12
　機能拡張概要一覧 ..............................................4.2
　基本命令...............................................................2.6
　強制セット/リセット ...........................3.30、8.37
　強制セット/リセット全点一斉解除 .............8.39
　現在値変更(16進4桁、10進4桁の変更)........8.40
　現在値変更(2進16桁の変更) .........................8.41
　高機能I/Oユニット ..................................4.19、6.5
　コーディング.......................................................1.6
　故障診断 ............................................................3.13
　故障点検命令（FPD）..........................................9.3
　固定DM..............................................................6.19
　コンビニ命令 ....................................................6.22

  さ

　サイクルタイム ........................................1.6、3.10
　サイクルタイムの短縮 ......................................6.2
　サイクルタイム読み出し................................8.62
　システム設定.......................................................2.5
　実行時間.......................................................1.3、4.6
　周辺ツール...........................................................4.9
　上位リンク方式 .....................................6.44、6.48
　設定機能 ............................................................4.10
　ストア ................................................................3.24

  た

　ターミナルモード............................................8.10
　タイマ(TIM)............................................1.17、3.21
　タイマ/カウンタ設定値変更..........................8.42
　タイマ/カウンタ設定値変更(微調節変更) ..8.43
　段取り替え...........................................................6.6
　チェックレベル ................................................8.30
　チャネル番号.......................................................1.8
　チャネルモニタ ................................................8.36
　通信機能 ............................................................6.44
　定時割り込み ............................................4.8、6.11
　定数をDECで入力する....................................8.23
　データトレース ..................................................4.8
　データドライブ ..................................................2.5
　データの照合.......................................................5.8
　データの同時性 ................................................6.17
　データ表示の変換 ............................................8.46
　データメモリ(DM) ...........................1.2、1.17、4.4
　データメモリの領域........................................1.18
　デジタルスイッチ命令(DSW) .......................6.22
　導通モニタ ........................................................8.32
　特殊補助リレー ................................................1.15
　時計読み出し/設定 ..........................................8.59

  な

　内部補助リレー ................................................1.14
　内部リレー...........................................................1.2



資.85

資-9 索引

　入出力リレー ....................................................1.14
　入力割り込み ............................................4.8、6.10

 は
　ビット番号...........................................................1.8
　微分モニタ ................................................4.8、8.49
　符号付BIN演算 .................................................6.37
　ブザー音ON/OFF ...............................................7.9
　プロコンの操作一覧 ..........................................8.2
　プロコンの表示 ................................................8.15
　プログラミングコンソール

(プロコン) .............................1.7、4.9、6.60、7.2
　プログラミングコンソール(プロコン)の

操作...................................................................7.7
　プログラムの作成....................................3.2、7.11
　プログラムステップの節約 ..............................3.5
　プログラムチェック .............................3.24、8.30
　プログラムの書き込み...............3.19、7.15、8.20
　プログラムの転送 ............................................3.28
　プログラムの動作確認....................................3.27
　プログラムの保存 ............................................3.26
　プログラムを単純化する ..................................3.6
　プログラムを読み出す....................................8.22
　プログラム容量 ..................................................1.2
　保持リレー(HR) ...............................................1.17
　補助記憶リレー(AR) .......................................1.17
　本体動作設定スイッチ....................................4.21

  ま

　マクロ機能 ........................................................6.63
　マトリクス入力命令(MTR) ............................6.25
　無手順方式..............................................6.44、6.51
　命令語...........................................................1.5、4.7
　命令語挿入 ........................................................8.28
　命令語検索 ........................................................8.25
　命令語削除 ........................................................8.29
　命令の実行型を変換する................................8.24
　メッセージ表示機能........................................8.14
　メモリ...........................................................4.2、4.5
　メモリカセット ..................................1.2、4.6、5.2
　メモリカセットからの読み出し ...........5.7、5.10
　メモリカセットへの書き込み ..................5.6、5.9
　メモリカセットの設定 ......................................5.4
　メモリクリア ...............................3.18、7.14、8.16
　モード切り替えスイッチ ..................................7.3
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生産中止（予定）機種一覧
アプリケーションの重複する機種や、ニーズに合わなくなり、ここ数年ご注文がない機種につきまして
は整理・統合を実施させていただいています。
今回生産中止対象機種をご紹介します。

■生産中止（予定）機種
商品名称 商品形式

ベースユニット C200H-BC□□1-V1
IDセンサユニット C200H-IDS01
トライアック出力ユニット C200H-OA221
SYSMAC LINKユニット C200H-SLK11

C200H-SLK21-V1
SYSNETユニット C200H-SNT31
パソコン3.5”FD C500-SF410-V5

C500-SF410-V6
パソコン5”FD C500-SF610-V5

C500-SF610-V6
ラダーサポートパック FIT10-MF101-V5

FIT10-MF101-V6
FIT20-MF101-V2
FIT20-MF101-V3

 代替機種につきましては、別途お問い合わせください。



保証内容

1. 保証期間

納入しました商品の保証期間は、ご指定場所に納入後1年間と致します。

2. 保証範囲

上記保証期間中に当社側の責により故障を生じた場合は、その商品の故障部分の交換
または修理を、その商品のご購入あるいは納入場所において無償で行わせていただき
ます。
ただし、次に該当する場合は、この保証の対象範囲から除外させていただきます。

（1）本マニュアルまたは別途取り交わした仕様書等にて確認された以外の不適当な条
件・環境・取扱い並びに使用による場合

（2）故障の原因が納入品以外の事由による場合
（3）当社以外による改造または修理による場合
（4）商品本来の使い方以外の使用による場合
（5）当社出荷当時の科学・技術の水準では予見できなかった事由による場合
（6）その他、天災、災害など当社側の責でない原因による場合
なお、ここでいう保証は、納入品単体の保証を意味するもので、納入品の故障により誘
発される損害はご容赦いただきます。

3. サービスの範囲

納入品の価格には、技術者派遣等のサービス費用は含んでおりません。
ご要望により、別途ご相談させていただきます。

以上の内容は、日本国内での取引および使用を前提としております。日本以外での取引お
よび使用に関しては、別途当社営業担当者までご相談ください。
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C200HS
札 幌 支 店
東 北 支 店
東 京 支 店
北関東営業部
東京営業部
甲 信 支 店

北 陸 支 店
名古屋支店
静 岡 支 店
大 阪 支 店
中四国支店
九 州 支 店

●FAシステム機器の技術的なお問い合わせは下記をご利用ください。
三　島/TEL 0559-77-6389
東  京/TEL 03-3448-8116 大  阪/TEL 06-6348-9650
（電話番号をお確かめの上、正しくダイヤルして下さい。）
営業時間：8:45～19:00（土・日・祝祭日は 8:45～17:00）　営業日：年末年始を除く

●FAXによるお問い合わせは下記をご利用ください。
顧客サービスセンタ お客様相談課　FAX 0559-82-5051

●インターネットによるお問い合わせは下記をご利用ください。
http://www.omron.co.jp/ib-info/support/

●その他のお問い合わせ先
納期・価格・修理・サンプル・承認図は最寄りの各支店、営業所へご相談ください。

東京都品川区大崎1-11-1  ゲートシティ大崎ウエストタワー14F（〒141-0032）

077-565-3498
075-211-5491
073-433-1405
078-361-2511
086-231-3201
0849-23-2824
082-247-0228
083-973-7860
087-851-7736
089-943-4194
093-521-7431
092-414-3211
096-355-1611

022-265-0571
018-862-1316
023-631-0677
024-933-2659
0258-36-6364
028-633-5424
027-326-3456
048-647-7554
029-226-2355
0297-73-7091
047-435-8521
03-3779-9031
042-524-6776
045-411-7202

仙台営業所／
秋田営業所／
山形営業所／
郡山営業所／
新潟営業所／
宇都宮営業所／
高崎営業所／
大宮営業所／
水戸営業所／
取手営業所／
千葉営業所／
東京営業課／
立川営業所／
横浜営業所／

046-223-1636
0268-23-1754
0263-32-6561
055-233-6311
0764-41-4391
076-233-5000
0559-62-7611
054-253-6181
053-453-6412
0566-83-1105
0562-48-9721
0568-75-1171
0586-72-3266
0593-51-7733

• 本誌に記載のない条件や環境での使用、および原子力制御・鉄道・航空・車両・燃焼装置・
医療機器・娯楽機械・安全機器、その他人命や財産に大きな影響が予測されるなど、特に
安全性が要求される用途への使用をご検討の場合は、定格・性能に対し余裕を持った使
い方やフェールセーフ等の安全対策へのご配慮をいただくとともに、当社営業担当者まで
ご相談いただき仕様書等による確認をお願いします。

• 本製品の内、外国為替及び外国貿易管理法に定める輸出許可、承認対象貨物（又は技術）
に該当するものを輸出（又は非居住者に提供） する場合は同法に基づく輸出許可、承認
（又は役務取引許可）が必要です。

滋賀営業所／
京都営業所／
和歌山営業所／
神戸営業所／
岡山営業所／
福山営業所／
広島営業所／
山口営業所／
高松営業所／
松山営業所／
小倉営業所／
福岡営業所／
熊本営業所／

厚木営業所／
上田営業所／
松本営業所／
甲府営業所／
富山営業所／
金沢営業所／
沼津営業所／
静岡営業所／
浜松営業所／
豊田営業所／
名古屋南営業所／
小牧営業所／
一宮営業所／
四日市営業所／

オムロン商品のご用命は

インターネット情報サービス

オムロンFA機器の最新情報がご覧いただけます。
Industrial Webホームページ　http://www.omron.co.jp/ib-info/
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／
／
／
／
／

／
／
／
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011-271-7821
022-265-0571
03-3779-9031
048-647-7554
03-3779-9031
0263-32-6561

076-233-5000
052-561-0167
054-253-6181
06-6282-2472
082-247-0228
092-414-3211

営業統轄事業部
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